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　ひとりの英雄の、ひとつの物語が終わろうとしていた。

　彼の人生はまさしく波瀾万丈。一介の貧民から天下を治めるに至った者など、長きにわたる日ノ本の歴史を紐解いたところで彼以外に存在しない。

　男の名は、豊臣秀吉とよとみひでよし。

　かつては木下藤吉郎きのしたとうきちろうと名乗っていたが、その名で呼ぶ者はもはや皆無。位人臣を極めた後は豊太閤と呼ばれ、まさしく栄華のなかにあった。

　長きにわたる戦乱を収束させ、天下に号令し、数多の美女を侍らせる最高権力者──衆目からは幸福な男として映ることだろう。

　だがそれは、あくまでも、他者から見た評価でしかない。内実は実に悲惨なものだったのだ。




「人生とはかくも呆気なく、そしてかくも儚いものでございましたか」




　慶けい長ちよう三年（一五九八年）、八月一八日──伏見城。

　秀吉は死の床にあり、今際いまわの刻みにあった。

　そんな秀吉の枕元で、老婆がゆっくりと言葉を紡いでいる。

「人生わずか五〇年……尾張の統一も成されていなかった頃、信長様は敦あつ盛もりの一節をよく詠うたっておりました。あれはちょうど、お前様が立身出世の途につきはじめた時でしたね」

　彼女は秀吉が死の床に臥せって以来、常にその傍にいた。

　男には目蓋を開く力すら残っていない。ただ、老婆の温かい体温は常に感じている。

「お前様はいつも、前を向いて走り続けてきました。ですが、この世は実に広い……人の身で走り続けるには、いささか分が悪すぎたのでしょう」

　優しく穏やかな声で語り続ける老婆は、北政所きたのまんどころと呼ばれていた。

　名は寧々ねね。秀吉の正室であり、若い頃からずっと彼を支え続けた苦労人でもある。

「今はゆっくり、お休みになられませ。誰よりも上を見据え、走り続けたお前様にはそれが必要です」

　彼女はそう囁ささやきながら、夫の額に浮かぶ脂汗をそっと懐紙で拭う。

　ふたりは、戦国時代では珍しい恋愛結婚を遂げた仲だ。しかし藤吉郎が出世街道に乗ってからは、男女として共に過ごした日は決して多くはない。

「そろそろ足を止め、周囲の景色を見渡されてはいかがでしょう」

　その彼女だけが、今、秀吉の死に際に立ち会っていた。

　控えの間には、その時に備えて大勢の家臣たちがいる。

　だが側室たちの姿はない。秀吉の世継ぎ、拾ひろい丸まるを産んだ淀よど君ぎみもいなかった。彼女たちは何かと理由をつけて、秀吉の見舞いに来ようとはしなかったのだ。

　その事実は、秀吉が女たちから愛されていないことを赤裸々に示している。彼女たちは、権力者である秀吉を、自分のために利用することしか考えていないのだった。

　淀君はその最たる例だろう。権力者となることを望んだ彼女は、誰よりも強く秀吉の子を産むことを望んでいた。

　その結果生まれた拾丸は、秀吉の子ではあったが秀吉の子ではない存在だった。あまりにも心当たりが多すぎて、父親を特定できないのである。

　そして拾丸は、いまや秀吉の後継者として広く知られてしまっていた。秀吉の没後、淀君は天下人の母親として権勢を振るうだろう。

（女とは、なんとしたたかな生き物であろうか）

　されど、恐ろしさすら感じる淀君とは異なり──寧々だけは、決して夫を裏切るようなことはしなかった。若い頃からずっと、変わらぬ愛を寄せ続けてくれているのだ。

　純情だが気も強く、思いこんだら一直線。

　そんな性分の彼女とは、秀吉の女沙汰のこともあって喧嘩も多かった。だがそれは、寧々が藤吉郎を愛していたがゆえのことでもある。

　その老いた正室は、そっと秀吉の手を握りしめてきた。

「──ただ、その御休息の一瞬にでも、わたしのことを思い出して頂ければ幸せです」

　その言葉を聞いた途端、英雄の全身を悔恨が貫いた。

　死に際の霞かすみ掛がかった思考が、冷や水をぶちまけられたように明瞭なものとなる。

（わしは何をしている……？　この生で、何を得た……？）

　挙げてみればきりがない。地位、名誉、名声、権威、権力、そして女。

　だが、それらはこの世限りのものだ。一切合切、置いて逝かねばならない。持っていくことができるのは、ただ、記憶だけなのだ。

（なぜわしは、もっと、寧々のことを大切にしなかったんじゃ）

　死にゆく肉体、瞭りよう然ぜんなりゆく精神。その狭間で、秀吉は激しい悵ちよう恨こんにもがき苦しむ。

　今際の手を取ってくれる彼女の手。それを、秀吉が握り続けたことはあっただろうか。握りしめようとしてきたその手を、幾度となく振り払ってきたばかりではなかったか。

　なのに、寧々は秀吉の手を今も取ってくれている。

（わしは、情念を傾けるべき相手を間違えていたのじゃな……）

　すまぬ、寧々よ──本当にすまぬ。

　日ノ本に久方振りの安寧をもたらした太閤・豊臣秀吉。

　彼が肉体の機能を喪失する寸前に漏らしたのは、まさしくそんな言葉だった。

　淀君のことも、父親不詳の拾丸のことも、これからの天下の行く末もどうでもよかった。

　己の生き様、そして妻に対する深い後悔を抱いたまま、意識が強制的に黒に塗りつぶされていく。

　そしてまさしく、精神が暗黒の深淵に取りこまれようとした刹那──秀吉は寧々のぬくもりを求め、最後の力を振り絞ってその指先を動かしていた。
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　人生は航海に喩たとえられる。

　どんぶらこ、どんぶらこ。漕いでも漕いでも荒々しい波間に翻弄される小舟が如く、様々な困難が嫌でもつきまとう。

　どんなに頑丈な船であっても転覆するし、岩礁によって船底に穴が開いてしまうこともある。あるいは風に流されて、予期せぬ場所に乗り上げてしまう船も多々あった。

　南蛮人の船乗りたちは、航海の際に必ず日誌をつけるという。

　かつて宣教師たちから聞いた話だが、彼らの記した記録は良質な物語なのだとか。

　襲いくる数多くの苦難、そしてそれを乗り越えた喜びが凝縮されているからだった。

　その反面、残存している日記はすべて航海の成功者が残したものでもある。なにしろ航海に失敗した者の記録は、船の残骸と共に海中へと消えてしまうから。

（失敗すれば努力もすべて水泡に帰す……残酷じゃのう、この世界は）

　ザザァン、ザザァンと波打つ音。それが青年の思考を暫しばし停止させた。

　カモメが飛び交う蒼そう穹きゆうの空。その下に広がる碧い海──尾張国の接する伊勢湾である。

　その海上を、多くの積み荷を載せた商船が進んでいた。船上には千せん成なり瓢びよう箪たんが描かれた旗がはためいている。

「今日は海が荒れておるのう。じゃが、いくら伊勢の神々に乞われたところでわしの積み荷は渡さんからな」

　船上に立ち、近付きつつある湊町を望む男の顔は、端的に言って魅力的ではない。

　容貌を動物に喩えるならば、猿だろう。背も低く、肌はよく日に焼けていた。

　されど、彼の一段劣る容姿を補っているのは豊かな表情だ。愛嬌が滲み出しており、不思議な魅力を放っているのである。

　もしも男が仏頂面であったなら、誰も近付こうとはしないだろう。




　今は永禄元年（一五五八年）。春風薫る、三月二日のことである。

　船上の青年は、木下藤吉郎と名乗っていた。今年で二一歳。前世においては豊臣秀吉と呼ばれた天下人だ。

　その時の記憶は、青年の心にしっかりと刻みこまれていた。一体どういうことなのか、というと──

（まさか、人生をやり直すことになるとは……さすがのわしでも思わんかったわい）

　──そんな訳である。

　正室である寧々。彼女への後悔と共に、英雄は没した。それは紛れもない事実だった。

　とはいえ、秀吉が再び意識を取り戻したこともまた事実なのだ。時間を遡り、貧農の息子として産み落とされていたのである。

（一体全体、どうしてこうなったのやら）

　しかし秀吉は、目前の現実を素直に受け止めて行動することの大切さを知っていた。

　本能寺の変。恐ろしくも敬愛していた主君である織田信長が横死した後、秀吉が天下を統一できたのは、まさしく臨機応変な対応を取り得たからだ。

（天が与えてくれた新たな生せいじゃ。この機会を生かさぬ愚を犯してはならんじゃろう）

　当意即妙を地で行く秀吉、もとい藤吉郎は、今やそんな風に己の境遇をすんなりと受容している。甦った理由はわからないが、その事実だけしか考えないことにしているのだ。

「輪廻転生という言葉もあるぐらいじゃからのう。まぁ、商人として身を立てるのも存外に大変じゃったが」

　誰ともなしに藤吉郎は呟いた。

　これまでは文字通り、息つく暇もなく方々を駆け回っていたと言ってもいい。

　真っ先に行ったことは、かつての自分がそうしたように、乱らつ破ぱの一団に身を投じてアウトサイドの人脈を形成することだった。商売をする上で必要不可欠だったからである。

　戦国時代における乱破や野武士といった在地勢力が、街道をゆく商人や旅人を格好の収入源としていることは周知の事実だろう。

　土地を所有して生産活動を行う者たちもいるが、大概、ヤクザまがいのことで副収入を得ているのが普通だった。追い剥ぎ、略奪、恐喝などは日常茶飯事である。

　されど、彼らにも掟があった。集団の決まり事を守るのであれば、その仲間が不利になるような真似をしてはならない──という鉄の掟が。

　そのため、アウトサイドの世界と親交を結んでおくことは、戦国時代においては計り知れないメリットになる。しかも彼らは縄張り意識が強い。他地域から流れてきた者が悪事を働こうものなら、領主に先んじて団結し、排除しようとするのだ。

　商業上の安全を考えるのであれば、まさしく手を結ぶべき存在に他ならない。

（できることならば、もう、争いごとからは距離を置きたいからのう）

　力こそ正義。そんな時代であることは、誰よりも理解していた。

　必要に迫られれば躊ちゆう躇ちよなく殺人へ至る覚悟はある。無抵抗主義者には死しか微笑まない。平和を唱えるだけで平和が訪れるのであれば、こんな乱世が到来することはなかったのだ。信長に敬慕の念を抱くのは、彼が誰よりもその事実を理解しているからに他ならない。

　しかし同時に、人殺しを忌避する──相反の感情も併存している。

　藤吉郎を今生で商人の道へ進ませたのは、まさしくこの思いがあったからこそだった。

　要するに、自分の手を極力汚すことなく信長の覇業を助けるつもりなのだ。

「それに、武士でなければ──寧々を嫁にもらえぬ訳ではないからな」　

　藤吉郎は表情を崩す。

　意中の彼女は前世同様、織田家の弓衆・浅野家の養女となっていた。そして、信長の正室・帰き蝶きようの許で奉公に励んでいる。

　互いに忙しい身の上だが、すでに顔見知りの仲だ。

　これは、藤吉郎の率いる『豊臣屋』が、日用品の取引相手として浅野家と関係を持っているためだ。武家相手には商家の主が自ら出向いて商談をまとめる慣習があるため、寧々との接触も多くなっていたのである。

（とはいえ、そろそろ口説き落とさねば、他の男と結ばれてしまうじゃろうな……）

　寝取られは趣味ではない。そして今生こそ、寧々を徹底的かつひたむきに愛するのだ。

　そんなことを思いながら、藤吉郎は接岸した船からひらりと降りる。海に反射した太陽光がなんともまぶしくて仕方がなかった。

　尾張国伊勢湾の湊といえば、やはり中部日本でも屈指の繁栄を誇る、知多半島の大野湊だろう。ちなみにこの地は、伊勢湾の海上交通を牛耳る佐治水軍衆の支配下にあった。

　積み荷の水揚げは同水軍衆が代行してくれる。心付けを弾んでやれば、荷車に積み荷を搬入する作業も手伝ってくれるのがありがたい。

　屈強な上腕二頭筋を強調しながら見送ってくれる彼らと別れれば、千成瓢箪の旗を掲げる豊臣屋の荷車に近付いてくる集団が現れる。

　いずれも、薄汚い武具に身を包んでいる。だが敵ではない。藤吉郎が誼よしみを通じている野武士たちだ。小遣い稼ぎも兼ねて、荷車の警備を担ってくれるのである。

（世間というものは、実に上手く金が巡っているものじゃのう）

　そんなことを思いつつ、藤吉郎たちは尾張国の首府たる清きよ洲すへと向かう。

　信長が拠点としている清洲城の城下町は、各地の商人が集う商業都市でもあった。

　豊臣屋はそのなかでも規模が大きく、織田家の御用商人を務めている。特に専門に特化した訳でもなく、多角的に商売をしているところが信長に評価されていた。

　ちなみに藤吉郎が運んできた積み荷は、堺で買い付けてきた火縄銃である。

「いやはや、ようやく帰ってこれたわい」

　藤吉郎は大きな吐息を漏らす。事実、久方振りの帰国だった。

　上方の華やかな空気もいいが、尾張のような田舎の方が性に合っている。

　家族や豊臣屋の者たち、そして寧々の顔を見るのが今から楽しみでならなかった。

　そんな青年を最初に迎えたのは──どうしたことか、大きな喚き声。

「旦那様、旦那様ッ！　大変、大変にございますぞーッ!!」

　それは、豊臣屋の店番を務める年長の奉公人のものだ。

　彼は藤吉郎を見つけると、大声を上げながら駆け寄ってくる。

　汗びっしょりな奉公人の汗を拭おうとした藤吉郎だったが、「それどころではありません！」と怒られてしまった。

　だが彼の話を聞けば、たしかに事態は深刻である。

「先ほど、野盗たちの大規模な襲撃がありました！　奴らは真っ先にお城へ向かい、攻略が叶わないと見るや、近隣の武家屋敷を……！　その際に、多くの留守居の方々が討死！　前田家や浅野家をはじめとした武家の子女が攫さらわれてしまっています！」

「なっ、何ッ!?」

　さすがの藤吉郎も、目を剥き出して驚愕した。こんな事件はかつて経験したことがない。

「前田家には犬千代──いや、利家殿がおられるじゃろう！　それにもかかわらずか!?」

「はい、旦那様！　利家様は信長様と共に、他の主だった家臣の方々と三河方面に出兵されております！」

「そういうことかッ！」

　藤吉郎はすべてを察し、歯噛みする。

　要するに、皆が出計らった間隙かんげきを突かれたのだ。

「なんと情けない……！」

　前世の天下人は憤る。自分が織田家に仕えている時は、国内の乱破と通じて匪賊の動向に気を払い、何かと信長様に上申していたというのに。

（いや、待てよ……）

　そこまで思考を巡らせたところで藤吉郎は思い至る。

　もしかするとこの事件は、自分が織田家に仕官していないがゆえに発生したものなのではなかろうか。

　織田家はよくも悪くも武家の集団であり、野武士や乱破などの世界を知らない。

　藤吉郎はその穴を埋めることによって、前世では空前絶後の大出世を果たした。しかし今世では穴を埋める者がいないため、こんな事態になってしまったのだろう。

（とはいえ、四の五の言ってられんな。寧々が攫われたとなれば、もう動かなければ）

　藤吉郎は爪を噛みながら呻うめく。対し、奉公人は言った。

「現在、武家の方々は誰しもが重軽傷を負っておられます。今すぐの追撃は不可能です」

「ええい、使えん連中だわい」

　爪を噛み切り、吐き出す。全身が震えていた。おぞましい未来を予想したせいだ。

　野盗が女子供を攫う理由は、至って簡単である。

　凌辱し、輪姦し、散々に精液で穢し抜いた後──奴隷として売り捌くためだった。

　それが可能になるくらい、戦国時代では奴隷の商取引が公然と行われている。

　この時期最大級の奴隷市場は小田原にあり、女子供の売買価格は二貫文が基準だった。

　当然、見目麗しい女性や少年は値が釣りあがる。武家の関係者となると、さらに高値が付けられることになるだろう。

　つまるところ、事態は極めて深刻なのだ。

　黙って手をこまねいていれば、寧々は孔という孔のすべてに野盗の肉欲を叩きつけられる。虚ろな瞳で白濁に穢されて、最後はどこの馬の骨ともつかぬ者に競り落とされ、肉奴隷にされてしまうのだ。

（そのようなこと、許せる訳がない）

　藤吉郎の脳裏には、今際の刻までずっと寄り添い続けてくれた妻の記憶が甦っている。

「教えよ！　寧々殿を攫った連中は、一体どこの連中なのじゃ!!」

　だが、そこまでは奉公人もわからないのだろう。申し訳なさそうに首を振った。

「クソッ、山野を駆け回る野盗が相手となれば、探すのも手間じゃのう……」

　こみ上げてくる焦り。それを露わにした藤吉郎に、野武士たちが言った。

「なぁ旦那、清洲を襲う盗賊となると、東美濃から流れてきた連中じゃねぇか？」

「尾張者おれたちは年始めの協約で、織田家の拠点を荒らさねぇことになってるからな」

「違ぇねぇ、明らかに余所者の仕業だ」

　在野で生きる男たちである。何か情報を握っている様子だ。

　藤吉郎は素直に頭を下げ、彼らに詳しく話してくれるように頼みこむ。

　もはや見栄もへったくれもない。寧々を救うためならなんでも投げ打つ覚悟があった。

「おいおい、頭を上げてくれよ、旦那は俺たちの仲間じゃねぇか」

「仲間ってもんは、困った時は助け合うもんだろうがよ」

「そうだ、気にしちゃなんねぇ。この問題は、俺たちの問題でもあるからな」

　野武士たちは口々に続けた。

「旦那も知ってる通り、いま東美濃は甲斐武田家と美濃斎藤家、そして尾張織田家の三家が勢力争いを繰り広げている真っ最中だ」

「そうなると、どこにも属さねぇ……属したくねぇ連中は稼業がやりづらくなる」

「そんな奴らが逃げる先は、尾張ここしかねぇ。信濃や飛騨は貧しすぎて、実入りが少ねぇからな。もしかしたら、どっかの息がかかってる連中かもしれねぇが」

　藤吉郎は顔をしかめた。

「いずれにせよ、そのクズ共に寧々は攫われたのか」

「だが、だからこそわかることもあるってもんよ」

　野武士たちは自信満々に言う。

「どうする、旦那。奴らの根城は予想がつくぜ」

「清洲を襲うには、あそこが拠点としては一番よいからな」

「……よし、案内を頼む」

　即断した。奉公人に荷車を任せ、豊臣屋の店舗まで引かせる。野武士たちは銃の扱いを知らないので、無用の長物に他ならないのだ。

　藤吉郎自身は、野武士たちを即座に戦闘単位へと編成。彼らからの情報を元に、野盗の根城とおぼしき方向に向かって駆けはじめた。

　できれば殺し合いなどしたくない──そう願っていた男の双眼には、数多の修羅場を掻い潜った歴戦の猛者としての色が宿っている。

　どうやら今しばらく、藤吉郎は殺戮の輪廻からは逃れられないらしい。











第一章　攫われた寧々









　尾張国東部には、尾張丘陵と呼ばれる丘陵地帯がある。

　その南西部には、標高約一一〇メートルの極楽山と呼ばれる隆起があった。

　後の時代には親鸞山と呼ばれることになるこの地帯には、広大な雑木林が広がっている。

　極楽山の近くには、猪子石村や高社村といった村落が点在していた。

　だが、そこに住む民が単独で雑木林のなかに入ることはない。

　樹林帯には悪党共が住み着いていると、相場が決まっているからだ。

「やめなさい、無礼なっ！」

　小コ楢ナラや檜ヒノキが繁る最奥から、気丈な女の声が響いていた。

　そこには薄汚い小屋が建っている。見るからに粗っぽい造りの外観だ。

　その壁の内側では、大勢の薄汚れた男たち──野盗の一団と、若い女が対峙している。

「おうおう、随分と威勢がいいじゃねぇか」

　野盗たちの中心で、嘲笑うような声を上げる男。

　彼こそが、清洲城下町を襲撃した男たちの頭領だった。名前を伊作という。

　その男の容貌は、ウシガエルに酷似していた。栄養状態の悪い戦国時代であるにもかかわらず、でっぷりとした二重顎をぶら下げている。目はぎょろりと大きく、鼻はナスのように大きい。顔面には無数の吹き出物が浮き出ており、見るからに不潔極まりなかった。

「だがなぁ、お武家様よ。少しはお前さんたちの状況ってもんを、理解する努力をしたらどうだ？　あぁん？」

　伊作が肉厚の唇を大きく開く。唾液がねとつく、黄ばんだ歯が露わになった。歯茎はぶよぶよとして後退気味であり、歯し槽そう膿のう漏ろうが進んでいる。

　そんな頭領の醜悪な笑みが、空気が、男たちに伝播していった。いずれの顔にも、目の前の獲物をいたぶろうとする嗜虐性が満ちている。

「く……っ」

　絶望的な状況。それを前に、黒髪の少女──寧々はギリッと歯噛みをした。

　飛び抜けた美少女ではないが、見ているだけで目の保養になる容貌をしていた。

　都会の人間が休暇で田舎を訪れた際、出会った瞬間に見惚れて恋に落ちてしまいそうな──正真正銘の純朴少女である。

「寧々様、怖い……怖いです……っ！」

　そんな彼女の背後には、攫われてきた他の女たちの姿がある。

　なかで目立つのは、すっかり怯えてしまっている女の子だろう。なにしろ彼女は、攫われてきた女たちのなかでは最年少だった。背丈も低く、見目は雛人形のように愛くるしい。女として瑞々しく成長している寧々とは違い、至るところが細くて華きや奢しやだ。

　彼女の名前は松。前田家の四男坊・利家の許に輿入れしたばかりの幼妻だった。

「大丈夫、わたしが守るから……！」

　そして寧々は、攫われた女たちのなかでは年長者にして未婚者である。

　自分が犠牲になっても仲間たちには指一本触れさせないそんな強い責任感を持っていた。特に松に対しては、絶対に守らなければと思っている。

「へへっ、お頭……もうそろそろいいでしょう？」

　骸骨を連想させる顔に下卑た笑みを浮かべた男が、手を擦り合わせながら言う。

「こんな上玉、見ているだけで勃起しちまう。あの気丈な口を黙らせるのに、俺っちのキノコを馳走してやりてぇんですが」

　途端、どっといやらしい笑いが巻き起こった。

「お前のは先膨れのキノコじゃなくて先細りのタケノコだろうが」

「おなごを悦ばせるには、やはり先膨れが一番だぜ」

「タケノコ野郎はおとなしく山から里に下りやがれ」

　野盗たちは好き勝手に揶揄やゆの声を飛ばしている。

　最悪だ──と寧々は顔を引きつらせながら思う。要するにこの匪賊たちは、仲間の下半身事情に精通するほどに、数多の女性を輪姦してきたのだろうから。

「なんだ、兵十。お前、また尺八を吹かせたがっているのか」

　ボスである蛙男の揶揄に、さらなる笑い声がドッと湧く。

　尺八とは唐時代の中国から伝来した縦笛のことである。しかし本邦においては、フェラチオの隠語として長らく用いられていた。

「そりゃあ、もちろん」

　兵十と呼ばれた骸骨男は、舌なめずりをして寧々を見た。

「これまでは、淫売や攫った村娘にしかしゃぶってもらったことがねぇっすからね。今日、お武家様に尺八を吹いてもらえりゃ──後はもう、お公家様だけってことになりやす」

「お前は本当に尺八狂いだなぁ、えぇ？　救いようがねぇぜ」

「まぁ、狐や狸みてぇな動物にもしゃぶらせるほどの筋金入りっすからね、兵十は」

「うるッせぇな」

　伊作に続いて飛んだ仲間の声。それに兵十が応じ、笑いが返された。

　匪賊にとっては楽しい一時なのだろうが、少女たちからすれば堪たまったものではない。

　松は精神的にも限界が近いようで、今にも泣き出しそうだ。

「親分」

　やがて、筋肉質の男が群れのなかから一歩前に進み出る。

　四角形の厳つい顔は、もっさりとした髭ひげに覆われていた。全裸に前掛けのみという、荒あら胆ぎも溢れる装いである。

「おう、どうした金太郎。まさかお前も、お武家様に尺八を……なんて言い出すんじゃねぇだろうな」

「違う」

　金太郎は丸太のように太い腕を伸ばす。節くれだった人差し指が、一点を指し示した。

　その先にいるのは松。彼は怯える美少女を見て、ニタリと大きく破顔した。

「俺はおなごの尻が好きだ。幼ければ幼いほどよい。刺し貫いて田でん楽がくにして、それを全身に擦りつけて、塗り広げてやりてぇんだ」

　ちなみに、田楽とは田楽味噌を使った料理のことを指す。日本ではまさしく戦国期において、豆腐をはじめとした串焼きに味噌を塗りつけて食べる食文化が興隆していた。

　されど、金太郎が言っている田楽は意味が違う。彼は未処理の尻孔に挿入し、排泄物を纏まとわせた状態の肉そ棒れを料理に喩たとえているのだ。実に業の深い男である。

「お前たちは、本当に我慢ってものを知らねぇなぁ」

　伊作がげらげらと笑い、目を細める。

「ま、馳走が目の前にあったら誰でもこうなるかね。よし、姦やっちまうか」

　頭領の声に、野盗たちが「応ッ」と野獣じみた声を上げる。

　そして彼らが性欲を露わにし、女たちを輪姦しようと殺到したまさしくその瞬間──

「やめなさいっ！」

　──気迫のこもった制止の声が、寧々の口から迸ほとばしった。

　芯の通ったその力強さに、野盗たちも思わずたじろぐ。

「なんでぇ、このクソ女アマがッ！　てめぇ、いい気になってンじゃねェぞ!!」

　先陣切って寧々に手を出そうとしていた兵十が喚き散らす。

　しかし純朴少女は一歩も引かず、語勢も強く言葉を返した。

「皆に手を出すことは、決してなりません！」

「ふざけたこと言ッてンじゃねェ!!　ブチ犯すぞッ!!」

　激昂した兵十が、転がっていた火縄銃を寧々に突きつける。

　鉄砲は高価な兵器だ。しかも、これまた高価な火薬がなければ弾を撃つこともできない。

　なぜそんなものを野盗たちが保有しているのか、寧々にはまるでわからなかった。

　だがこの兵器のせいで清洲城下は大混乱に陥り、多くの仲間が命を落としたのである。

「落ち着け、兵十」

「お頭……」

　伊作に肩を叩かれ、骸骨男は一旦引き下がる。

　代わりに前面に出た蛙男は、ねっとりとした目で寧々を見つめていた。

「それにしても気が強ぇおなごだなぁ……お前さんは。気に入った。どうだ、俺の性奴隷オンナにならねぇか？」

「ふざけたことを……！」

　寧々は敵愾心てきがいしんを露わに、野盗のボスを睨みつけた。その行為が伊作を性的に興奮させているとは、夢にも思っていない。東美濃から流れてきた一団を率いる男は、強気な女を屈服させることに強い悦楽を感じる下衆野郎なのだった。

「じゃあ、どうしろってんだ？」

　蛙男は嗜虐的な笑みを浮かべながら寧々に近付き、綺麗なかたちをした頤おとがいを掴む。

　途端、純朴少女は圧倒的な恐怖に竦んでいた。

　頤を掴まれたからではない。伊作が寧々の乳房に、短刀を突きつけてきたからだ。

「俺たちはお前たちを犯してぇ。だが、お前はそれをやめろと言う。俺はお前に、性奴隷オンナになれと言った。お前はそれを断った──なぁ、お武家様よ」

　途端、伊作が表情を激変させる。吹き出物だらけの凸凹した顔。不気味に浮かぶ眼球をぎょろりと剥いて、至近距離で寧々を怒鳴りつけたのだ。

「全部が全部、嫌々でまかり通ると思ッてんなら改めやがれッ！　お前たちはもう、俺たちの所有物モノなんだよ！　これ以上グダグダ抜かすなら簀子すのこで巻いて伊勢湾に沈めンぞ!!」

「あ……ぁ……っ」

　胸に突きつけられている短刀。

　その切っ先が着物の繊せん維いを貫通し、己の肌を刺激したのがわかった。

　この男は本気だ──と寧々は直感する。

　凶悪な殺意混じりの暴力を経験するのは、はじめてだった。

　当然、生命の危機の前に──抵抗の意思は情け容赦なく刈り取られてしまう。

　伊作は表情を和らげ、一転して優しい声を掛けはじめた。そうすることで、恐慌状態の人間を操作できると知っているのである。

「だがな、俺にも仏の心はある。お前の態度次第では……そうだな、着物を脱ぐなら他の女は見逃してやってもいい」

「ほっ、本当ですか……？」

　だめです寧々様！　そのような言葉に乗ってはなりませぬ！　松の悲鳴が響いた。

　されど、寧々が守りたいのは彼女に他ならない。

「わかりました、脱ぎます……」

　純朴少女は消え入るような声を漏らし、己の着物に手を掛けた。

「ですから、皆には手を出さないで下さい……」

　寧々を養育している浅野家は、武士ではあるが決して富裕ではない。

　ゆえに少女は質素な生活を送っており、豪ごう奢しやな着物や化粧とは無縁だった。

　だが、その飾らなさが寧々の自然な美しさを引き立てている。

「ああ──」

　伊作は二の返事で応答した。

「──お前さんが素っ裸になればいいんだ。そうすれば、な？」

　いけません！　だめです!!　松が必死に寧々に呼びかける。

　だが、すでに意思は固まっていた。早くしな、と急かす蛙男に応じる。

「約束しましたからね」

　小綺麗ではあったが、材質は質素極まりない着物に寧々は手を掛けた。

　されど、土ど壇たん場ばで躊ちゆう躇ちよしてしまう。嫁入り前に男の前で、しかも大勢の前で裸体を曝さらすこと。それは武家の女として、まっとうな嫁ぎ先が失われることを意味しているからだ。

　それだけではない。男の前で肌を曝すことへの根源的抵抗感も、未だ捨てきれなかった。

「おい、どぉしたんだよぉお武家様ァ！」

　女心を理解する気持ちもない兵十が、ドスの利いた声を上げる。

「そんなちんたらするんだったらよぉ、俺っちが手伝ってやろうかァ!?」

「け、結構です……！」

　骸骨男に火縄銃の銃口を突きつけられ、寧々は震える指先で帯紐を解きはじめる。

　着物の前面がはだけた。身体の線に沿って脱ぎ落とせば、残すは下着である襦じゆ袢ばんだけ。

「やっぱりいいカラダしてんじゃねぇか」

　野盗たちのギラついた目が恐ろしい。欲望まみれの視線が、容赦なく少女の肢体を刺し貫いてくるのだ。

　だが、それも当然だろう。男たちの瞳に映る少女は、事実、極めて男好きのする肉付きをしていた。下着の状態でもはっきりとわかる起伏のある身体は、戦国の下層に生きる男たちにとって垂すい涎ぜんものだ。

「うぅ……」

　男たちの賤しい眼差しを一身に受けている寧々が、思わず苦く悶もんの声を漏らす。

　ぎゅっと閉じられた目ま蓋ぶた。その縁を彩る黒々とした睫まつ毛げが可か憐れんに震えている。

「うぇひひ、見ろよ……震えてやがるぜ」

「いくら強がったところで、所詮しよせんはおなごよ」

「あぁ、犯してぇ。あの安産型のケツを握りしめて思いっきりブチこんでやりてぇ……」

　匪賊たちは美しき獲物の表情を堪能しつつ、股また座ぐらを熱いきり立たせていた。

　その股間の隆起に気付くと、寧々は今にも泣き出しそうな顔を見せる。

　されど、今さら引き返せない──少女は瞳を固く閉じた後、決意の色を見せた。

　かすかに震える指先が襦袢の腰紐をほどき、ゆっくりと脱ぎ落としたのである。

「おぉおぉおぉぉおぉ……!!」

　野太い歓声が上がった。だがそれも当然の反応だろう。予想できていたとはいえ、寧々の裸体は野盗たちにとっては──まさしく理想的なものだったのだから。

　伊作や兵十のみならず、少女趣味の金太郎ですら、その女性美に目を奪われていた。

「こりゃ、とんだ拾いもんだなぁ……！」

　伊作の目に映るのは、実に健康的で抱き甲斐のありそうな肢体。

　ほっそりとした首筋の付け根辺りには、鎖骨の線がスッと左右に走っている。

　綺麗な骨の隆起の下に実る乳房は、寧々の右腕がその全貌を隠していた。

　されど、その真っ白な果実は細腕で隠しきれるような代物ではなく──むにゅりと肉感的にはみ出してしまっている。

　残念ながら、乳首を目の当たりにすることは叶わない。されどその事実が──却かえって、男たちの妄想を掻き立て興奮させてしまっている。

　そして、寧々の左腕は乳房を隠すのではなく、さらに下方へと伸びていた。

　野盗たちの性欲まみれの目線も、その細腕を伝って下降する。

　細い胴だった。腰はくびれており、薄い腹部に走る縦長の臍へそがすらりと美しい。

「おい、手をどけろや……なぁ？」

　興奮で息を荒らげながら、伊作が囁く。

「見えねぇだろ、お武家様の女陰ほとがよぉ……」

　ねっとりとした熱い吐息。それが蛙男の肉厚の唇から、聞くに堪えないおぞましい言葉と共に漏れた。

　寧々は羞恥に震える。死にたかった。今すぐに舌を噛み切って、この恥辱から解放されたかった。

　されど、状況がそれを許さない。自害した途端、激昂した男たちは女たちへの凌辱を開始するだろうから。

　松のようないたいけな少女を、男の毒牙に掛けるようなことがあってはならないのだ。　

「本当に……皆を、解放して下さるんですね……？」

「うるッせぇな、グダグダ言わずにさっさとしろや」

　震える声で念押しする寧々に、伊作ではなく兵十が応答した。

　その姿は、嫁入り前の少女にとっては目をそむけたくなるほど酷い。

　なんと、見せつけるように腰を突き出し、男性器を扱しごき立てているのだ。

　はっきり言って、正視に耐えない光景である。

「あ……」

　寧々は絶句した。そして、今にも溢れ出しそうな涙を懸命に耐えていた。

「へへへへへ……っ」

　いつの間にか少女の周囲は、野盗たちとその肉勃起に取り囲まれている。

　まさしく、現世に具現化した悪夢だとしか寧々には思えなかった。

「絶対に、皆を、解放して下さい……」

　そう告げた後、少女は左腕を下腹部から外した。

　途端、小屋を揺るがす大歓声が上がる。綺麗に生え揃った叢くさむらが露あらわになったからだ。

「その場で回れよ」

「手を頭の上で組んでだぞ」

「腋わきを見せろ、腋をな」

　下卑た男たちの指示が飛び交い、寧々は唇を噛んで屈辱に耐える。従う他になかった。

　両腕を上げれば、真っ白ですべすべとした腋が露わになる。

　さらなる歓声が巻き起こり、羞恥に顔が歪んだ。そして、ゆっくりと一回転する。

　途端、深い感嘆の吐息が漏れた。

　匪賊たちの眼には、寧々の背中とむっちりと実った豊かな双臀が映りこんでいたのだ。

「なんていやらしい尻ケツなんだ」

「ああ、胸にも尻にも肉が詰まってやがる。棒切れみてぇな女共とは訳が違ぇな」

「あぁ……犯してぇ」

　取り囲んでいる男たちが、血走った目で逸いち物もつを扱きはじめていた。

　とうとう寧々の双眼が決壊する。大粒の涙が奔流となって零れ落ち、耐えきれなくなった少女は左手で陰部を隠そうとした。

　だが、少女の願いは叶わない。

　興奮している伊作の太い手に、痕あとが残るほど強い力で左腕を掴つかまれてしまったからだ。

「もう、もうやめて……後生だから、やめて……やめてください……！」

「あぁ、たまんねぇなぁ……若い女の匂いはよぉ！」

　股間をこれ以上ないほどに膨張させた蛙男は、犬のように唾液を滴らせながら、寧々の首筋でナスのような太い鼻を鳴らしている。

　そのおぞましさに総身を震わせながら、寧々は叫んだ。

「裸になれば、それでよいと約束したでしょう……!?」

「知らねぇし覚えてねぇよ！　おいてめぇら、好き勝手やっていいぞ！」

「応ォッ！」

　男たちが雄叫びを上げて女たちに殺到。たちまち、悲鳴が巻き起こる。

　寧々の思考は完全に停止してしまっていた。

　これまでの死にたくなるような、羞恥に満ちた行為のすべてが水泡に帰したのだから。

　きっと伊作は最初から、少女との約束を守るつもりなどなかったのだろう。

　絶望に侵されかけた寧々は、顔を寄せてくる伊作を視界にとらえ、ハッと我に返る。

「お前たちはもう、俺たちの女なんだよ。さぁ、接吻をしようぜ、接吻をよぉ……！」

「いっ、いやぁッ！」

　抵抗する女たちの悲鳴と泣き声が響く、山奥の薄汚い小屋。

　そこにパァンと乾いた音が突き抜けた。男たちが音の鳴った方向を振り返る。

　そこでは寧々が、唇を寄せてきた伊作の顔を右手で思いっきり張り飛ばしていた。

「……ッざけんじゃねェぞ、クソ女アマァ!!」

　目の色を変えた蛙男に押し倒される純朴少女。その衝撃によって、その豊かな尻肉が撓たわんで波打った。

　寧々は必死だ。両腕を振り回して性獣を叩き、ぴっちりと太股を閉じて抵抗する。

　だが、相手が悪かった。

　悪逆非道の野盗の頭領である。抵抗する獲メ物スをねじ伏せる術は身につけていた。

「暴れんな、暴れんなよ」

　兵十が寧々の両腕を押さえこむ。それと同時に伊作が拳を振り上げ──振り下ろされた。

　それを認識した途端、寧々の視界が強烈な衝撃と共に揺れる。

　何をされたのか、わからなかった。呆然としている少女の顔を、また衝撃が襲う。

　なんということだろう。下衆極まりない蛙男は──寧々を容赦なく殴りつけているのだ。

　何回も顔を揺さぶられるたびに、寧々の思考が途切れがちになる。意識が薄れ、靄もやがかかってしまう。当然、肉体の抵抗力も急激に失われていった。

「それでいいんだよ、それで。お前はただ俺に犯されてればいいんだ」

　伊作が寧々の両足を大きく割り、己の身体を進める。勃起した男性器が太股に触れた。

「へへっ、お武家様よォ……。お頭を相手しながらでいいからよぉ──俺っちのをしゃぶってくれよ。もし噛んだら、お前の歯を全部引っこ抜いてやるからな」

　目前に突き出された、竹槍のような細長い肉棒。

　洗っていないのか、明らかに異臭を放っている。恥ち垢こうも大量にこびりついていた。

　両眼から零れ落ちる涙を、もう寧々は止めることができない。当然だが、こんなかたちで己の処女を失うことになるとは、これまで一度も想像してこなかった。

　薄れる意識のなか、醜悪な蛙男が腰を突き出してきたのがわかる。

　そして今まさに、処女地が蹂じゆう躙りんされようとした──その瞬間だった。

「貴様ら、神妙にせぇッ!!」

　血まみれの小男を先頭に、武装した野武士たちが小屋のなかに雪な崩だれこんできたのは。
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　全軍、速やかに進め。

　藤吉郎の号令に従って、野武士を中核とした軍勢が行進を続けていた。

　目的地は尾張国東部、尾張丘陵を構成する極楽山である。

　野盗は、生産基盤を持たずに絶えず山野を移動する集団だ。

　されど戦利品を分配したり、攫った女たちを最大限に『使って』楽しんだりするには、たとえ仮であったとしても根城を作らなければならない。

　ゆえに、野武士たちは断言する。織田家の城塞網に鑑かんがみ、野盗がその監視の裏を掻い潜って清洲城下を襲撃し得る拠点は、尾張丘陵以外には考えられないのだと。

　そんな予測の正確さは、時の経過と共に揺るぎないものになっていく。

　藤吉郎が動いていることを即座に察知し、次々に合流してくる尾張東部の乱破や野武士たちが、その都度、敵の現在位置を伝えてくれるからだ。

　尾張東部の在地勢力は、これ幸いとばかりに、東美濃から流れてきた余所者たちを殲せん滅めつするつもりらしい。

「敵は極楽山にあり！　ここで匪賊を討ち果たせば、織田家からの覚えもめでたくなるじゃろう！　無論、豊臣屋からも褒美を出すぞ！」

　合流した馴染みの乱破からもらったボロの甲かつ冑ちゆう。それに身を包んだ藤吉郎は、指揮の声を上げ──いまや五〇〇人以上に膨れ上がった男たちの先頭に立ち、駆け続けていた。

　老いた時分とは異なり、いまの肉体は若く、疲労とは無縁だ。

　しかし、寧々が攫われたという切迫感が緊張を高めている。愛する女が強姦され、穢されているかもしれない恐怖。それに追い立てられるように、藤吉郎はひたすら突き進む。

　極楽山付近の雑木林に到達しても、彼は躊躇なく突入した。

　伏撃される危険性もあったが、その可能性は薄いと直感している。基本的な後始末すらできない連中だということがわかっていたからだ。

　雑木林の周辺に広がる腐葉土。

　その上には真新しい足跡が、ご丁寧にも消されることなく残っている。

（寧々、無事でいてくれよ……！）

　今生では、彼女とはまだ恋仲にすらなっていない。

　だが藤吉郎は、寧々のことを真摯に想いながら急きゆう駛しする。

　腐葉土を巻き上げ、猛然と木々の合間を駆け抜けながら、ふと思った。今の自分は、皆からどう思われているのだろうと。

　──清洲城を襲撃されたことへの義憤に燃える男だろうか。

　──攫われた女を取り戻さんとする男の鑑かがみだろうか。

　──それとも、織田家へさらに食い入る絶好の機会を掴んだ幸運な男なのだろうか。

　別にどうでもいい、と藤吉郎は脳裏に過よぎったものすべてを否定する。

　大切なことは、何を優先するかだ。他者の評価などどうでもいい。寧々が無事であるならば、他に望むものなど何もないのだから。

「見つけたぞ……敵だッ！」

　ひたすら雑木林を突き進んだ末、藤吉郎たちはついに接敵を果たす。

　走り続けたことによる疲労は濃い。だが武装しており、最低限の戦闘は行える。

　遭遇した野盗たちの抗戦能力が低かったことも幸いした。

　女という戦利品にありつく機会を後回しにされたからなのだろう。ふて腐れていた彼らは、まともに警戒を行っていなかったのだ。

　もしかすると、すぐに追討軍が来ることはないと見こんでいたのかもしれない。刀などの獲物は持っていたが防具の類は脱ぎ捨てており、酒を飲んでいた。

　その事実は、救いようがないほどに、戦闘においては致命的だった。

　藤吉郎は躊躇しない。窮きゆう愁しゆうもなく、叫び声を上げることもなく飛びかかる。

　途端、雑木林は屠殺場と化した。手勢の誰もが、野盗を人間扱いしなかったのだ。

　藤吉郎の目前には若い男がいた。彼は逃亡を図り、背を向けている。完全に戦意を喪失していた。清洲城下襲撃への加担を後悔している気配すらある。

　とはいえ、容赦はしない。逃亡されれば増援を呼ばれかねないからだ。

　たとえそうでなくても、将来の脅威になる可能性があった。

　獣染みた声を上げて猛追し、若い匪賊の右肩から腰に掛けてバッサリと切り落とす。

　撒き散らされる鮮血、それは容赦なく藤吉郎を穢していく。

　されど、慣れたものだ。血の臭いはいい。興奮する。実に最高で最低な麻薬だった。鼻腔いっぱいにこの香りを吸いこんだ時、人間はありとあらゆる疲労を忘れてしまうから。

　そう、文字通り、血に酔うのだ。

「……ここにはおらんか」

　素早く周囲を確認する。

　敵の本拠地は近いはずだった。気が急く。寧々が凌辱されているかもしれない。

　どこだ、どこにいる、殺すべき相手は。

『キャアァアァアァアァ────────ッ!!』

　薄暗い雑木林に悲鳴が走った。男には到底出すことのできない高い声。

「女だ」

「女の声だ」

　血まみれになった男たちが呟く。

　藤吉郎は先陣切って駆け出す。血と脂で濡れ光る白刃を手に、男たちも続々と追従した。

　誰もが目標を定めている。視界の先にある薄汚い小屋。そこに殺すべき敵がいる。

「貴様ら、神妙にせぇッ!!」

　甲高く絶叫しながら、藤吉郎は小屋の戸を蹴破って内部へと突入。

　そこでは野盗たちが、やはり、攫った女たちを一方的に犯そうとしていた。

　だが、その蛮行は寸前で停止している。武装した野武士の集団が現れたことにより、彼らの関心が、目先の快楽から脅威へと移行したのだ。

　なにしろ女を穢すことしか考えていなかった匪賊たちは、完全に丸腰だったのだから。

「寧々ぇ……ッ!!」

　太った男に、あられもなく組み敷かれている少女の姿が見える。

　全裸だ、全裸だった。その瞬間、藤吉郎の思考は沸ふつ騰とうする。

「わしの女に……おのれ、貴様ァアァアァァアァッ!!」

　目を剥き、口を大きく開いて、豪咆した。白目には幾筋もの赤いラインが走っている。

　もはや紅目と形容して然るべき眼球。その血走った目で的確に状況を把握すると、藤吉郎は槍投げの要領で刀を投とう擲てきする。

「ぐぉえ……っ」

　一直線に放たれた切っ先。それは寧々の唇に醜悪な肉棒を押しつけようとしていた骸骨男の首を裂き貫いた。

　途端、噴き上がる鮮血。赤黒い生命の雫が、安っぽい木材の床に撒き散らされる。

　無論、兵十は絶命していた。仰向けに倒れ、声もなく身体を痙攣させている。

　藤吉郎は徒手空拳で突貫。野武士たちも喊声かんせいを上げて続き、白刃を煌きらめかせていく。

　悲鳴、立ち昇る悲鳴。

　だがそれは、女たちのものだけではなかった。下半身を露わにした情けない状態で世を去る、野盗たちの断末魔も含まれている。

　完全なる奇襲だった。匪賊たちは、まさしく無防備な間隙を突かれている。

　あまりにも無様だったが、当然の帰結でもあった。

　狂乱の渦中、野盗の頭領である伊作は呆然としている。目の前で呆気なく絶命した兵十の姿を、未だ頭脳が処理しきれていなかったのだ。

　その蛙男の背中に、阿修羅すら凌駕する鬼神の如き形相の藤吉郎が飛びかかる。

　神速の左足が伊作の側頭部を捉えた。脂ぎった肥満体がドウと倒れ、波打つ。

「貴様ァ……許さん、許さんぞォオォオオォッ!!」

　藤吉郎は完全に怒りに支配されていた。自分でもそのことをよく自覚していた。

　だが、仕方がないと割りきってもいる。寧々の裸体を組み伏せる男は、自分以外にいてはならないと断じていたからだ。

　──嗚呼、そうだ。

　頭部を蹴り飛ばされたことによる痛烈な痛みと衝撃。それに苦悶する蛙男を見下ろしながら、藤吉郎は禍まが々まがしく傲ごう然ぜんと嗤った。

　このクズは火急速やかに抹殺しなければならない。

　──だが、男ではなく、女として始末しなければ。

　一秒にも満たない間で思考を整理した藤吉郎は、落ちていた短刀を四度振るう。

　蛙男の絶叫が迸る。両足の腱が切断され、両の肩甲骨に深々と刃が突き立てられたのだ。

　奇跡でも起きない限り、彼が逃亡することは不可能だろう。

「お前は男ではない、女だ……そうじゃな？　男がわしの寧々を押し倒すことがあってはならんからのう……決してな」

　そんな呟きと共に、一方的な暴力が開始された。醜男の身体をひっくり返し、仰向けにした後──顔面めがけて拳を振り下ろす。

　耳朶を打つ、迸る悲鳴。拳には、蛙男の鼻を粉砕した感覚が伝わっていた。

　藤吉郎は伊作のマウントをとりながら、その顔面を執拗に殴りつけていく。

　何度目の拳を振り上げたところだろうか。頼む、もうやめてくれ──そんな哀願の声が聞こえてきた。

　藤吉郎は頷いた。伊作の顔に希望が浮かぶ。正式な返答として、藤吉郎は蛙男の眼孔に親指を深々と突きこんでいった。途端、迸る絶叫。

「寧々は言わなかったかのぅ？　もう止めろと。その時──お前は、どうした？」

　伊作の悲鳴を聞きながら藤吉郎は立ち上がった。顧かえりみれば、半身を起こした寧々がいる。

　藤吉郎は朗らかでひょうきんな笑みを浮かべた。無論、血まみれの状態で。

「安心せい。寧々殿は男ではなく、女に押し倒されただけじゃ……よいな？」

　そして笑みを保ったまま、藤吉郎は大きく足を振り上げると──伊作の萎い縮しゆくした陰いん茎のうと陰いん嚢のうを、一気に踏み抜いた。

　ぐじゅり、と奇妙な音が響く。

　男性機能の喪失。その耐え難い痛みと共に、野盗の頭領は悶もん絶ぜつし絶命していた。

　藤吉郎はさらに足への力をこめ、残骸をすりつぶしていく。どこまでも執しつ拗ように。

　それは凄惨な光景と言っても過言ではない。

　されど寧々は目を逸そらすことなく、藤吉郎を一途に見つめ続けている。

　彼女は敏さとい女性だった。どうしてこのような悪魔染みた凶行に踏みきったのか、理由はわかっているのだろう。

　人肉が転がり人血が撒き散らされた小屋のなかに、どこか陶とう然ぜんとした空気が漂っている。

　しかしその異様な雰囲気を打ち破り、ふたりを現実に引き戻す者がいた。

「寧々様っ、寧々様ぁっ！」

「あぁ、松様……！」

　一目散に駆け寄ってきた松を、寧々は抱きしめる。年若い少女も、すんでのところで男の毒牙から逃れていたのだ。

　危機を脱することができた解放感からか、彼女は号泣している。

「私、私っ……怖くて、寧々様のために何もできなくて……」

「いいの、いいのです松様……」

　少女の迸る感情に揺さぶられ、寧々の瞳からも涙が零れ落ちていく。

　彼女の裸体に着物をかぶせながら、秀吉は一点を見つめ、顔をしかめた。

　そこには血にまみれた火縄銃が転がっている。











第二章　あなたに恋をして









　一月一二日。この日は寧々にとって、決して忘れることのできない日となった。

　城下への襲撃。誘拐され、犯されかけ──そして救われたのだ。忘れられるはずがない。

　しかも助けてくれた男は、武士ではなく商人ときた。

　この事実は、少女に大きな衝撃をもたらしている。

（藤吉郎は、ただ銭勘定をしているだけの男ではなかったのね……）

　疲れきった肢体を褥しとねの上に投げ出しながら、寧々は猿顔の小男のことを考えていた。

　自分の心のなかで、急速に存在感を増した青年のことを。




　あの後、寧々たちは藤吉郎たちの警護を受けて、清洲へと帰還することができた。

　もちろん、戻った後が大変だったことは言うまでもない。なにしろ、野盗の襲撃によって清洲城の武家町は滅茶苦茶になっていたのだから。

　浅野家も含め、留守居たちは大勢が死んでしまい、生き残った者も重軽傷を負っている。

　寧々の養父である浅野長勝をはじめとした主たる男たちは戦いくさに出ているので、清洲の武家町では圧倒的に労働力が不足していた。

　そんな事情もあり、攫われたばかりの女たちも働かねばならなかったのだ。

　されど、それは決して悪いことではない。むしろ、いい方に作用することになる。

　というのも、働いている間は余計なことを考えなくても済んだのだ。自分の心の殻に閉じこもるよりも前に、直近の問題に意識を向けなければならなかったから。

（それにしても、変な話よね……）

　寧々は両腕を横に投げ出し、真っ暗な天井を見つめながら思う。

（わたしたちの居場所をすぐに突きとめて、あっという間に匪賊を討ち果たしてしまったんだもの）

　藤吉郎は明らかに場慣れしている。それは傍目から見ても理解できた。彼が刀を斬撃ではなく投擲に用いたことも、少女の記憶に鮮明に残っている。

　刀は敵を殺すためのものだ。従って、その目的を達成するためならどう用いてもいい。

　豊臣屋の店主は、そういった事情をしっかりとわきまえているのだ。武家で養育されている寧々からすれば、恐るべき発見である。

（明らかに、商人らしからぬ所業よね。それに、甲冑姿もどこか様になっていたし……安物だったけれど）

　そこまで考えたところで、寧々はピクリと身体を震わせた。

　唐突に理解したのだ。もうずっと、藤吉郎のことばかりを考えているということを。

「あぁ……もう！　なんなのかしら、本当になんなのかしら……！」

　されど、その呟きに応えてくれる者は誰もいない。

　伊作に殴られたことで顔は腫はれている。

　だが、それとは質の異なる熱が──寧々の純朴な美貌に生まれていた。

　脳裏に残る凄惨な光景は、いまも鮮烈で在り続けている。だがそれはすべて美化されたものだ。藤吉郎たちによる虐殺劇は、女たちを救った英雄譚的な活劇に変換されていた。

（わたしのために、駆けつけてくれたのよね……藤吉郎は）

　寧々はもぞもぞと下肢を揺り動かす。胸のなかには喜悦が走っていた。

　男が野盗に見せた残忍さは、少女に対する想いの深さの表れに他ならない。寧々はそのことをよく理解している。

（でも、どうしてわたしのことを……そこまで想っているのかしら）

　どきどきと心臓の心拍数が上昇していく。呼吸がしづらくなっていく。

　寧々は「ああ、もう！」と寝返りを打った。大変なことになってしまった、と思う。

　他でもない、藤吉郎が自分に対して好意を向けている──という事実に対してである。

（だめよ、いけないわ……。武家でもない男に、わたしが関心を向けることがあっては）

　なにしろ寧々は、浅野家が婿を取るために手元で養育されている存在なのだ。

　従って、恋愛などという悪しき文化に染まることは許されなかった。

（ああ、だけど……だけれども……）

　うつ伏せになっている少女は、ぱたぱたとはしたなく足を動かしながら呟く。

「とても、格好よかったわ……。お猿さんのような顔だけど、下手な武士よりも勇ましかったもの──はっ」

　寧々はぴしっと身体を硬直させた。

　これ以上、藤吉郎のことを考えてはいけない。そんな警告が頭のなかで反響している。

　彼のことを想えば想うほど、おかしな方向へ思考が向かってしまいそうだ。

（で、でもでも……お礼には行かないとダメよね……？　そうよ、お礼よお礼……お礼はしないとダメだわ。武家の女として義理や申し訳が立たないもの）

　ぱたぱたと、少女の足がまた動きはじめる。

「藤吉郎に会わないと……直接会って、それで──」

　──どうしろと言うのだろう？　寧々の身体の動きがピシリとまた停止した。

（わたしのことをどう思っているのか、質ただせばいいのかしら……？　根掘り葉掘り？　でも、聞いてどうするというの……？　わたしは、彼の想いには応えられないのに……）

　なにしろ、寧々を『わしの女』呼ばわりした男である。

　もし、彼に言い寄られでもしたらどうなるだろう？　考えるまでもない。今の浮ついた状態では、間違いなく雰囲気に流されてしまうに違いなかった。

「あぁ、もうっ！　もぉっ！」

　寧々は額を褥に押しつけ、両手両足をばたつかせる。

　時間を置く必要があった。感情の冷却期間を作り、自分を鎮めなければならない。

　されど、そんなことを考えているうちに──一睡もできぬまま、夜は明ける。

　フラフラになって寝所から這い出、家を出ようとする寧々。

　その身柄は当然ながら、周囲の人間によって確保された。

　攫われた少女たちの証言によって、寧々が彼女らを庇かばって酷い目にあったことは、すでに皆の知るところとなっていたのである。

　要するに、精神的に追い詰められたがゆえに疲弊しているのだと勘違いされたのだ。




　結果、城への出仕も取りやめとなり、一三日は寝るだけで一日が終わってしまった。

　一四日になると、寧々は浅野家が雇った産婆による診察を受けさせられることになる。女たちの証言だけではなく、第三者的に、寧々が処女であることを証明させるためだ。

　ちなみに戦国時代の婚姻においては、処女か非処女かは大きな問題にはならない。子供を産めるか否かが大切だからである。

　しかしながら、それはあくまでも常識の範囲内での話でしかない。野盗のような下層民に犯されて処女を失った武家の女──となると、事情は大きく変わってしまう。

　戦国の婚姻は家と家の都合で決められた。その際に『非正規な手段で処女を失った未婚女』というレッテルが嫁側にあると、家の体面として婿側に嫌がられるのだ。

　要するに、『婚前に処女を失うふしだらなおなごが家政を取りしきれるはずがない』という訳である。

　この『ふしだら』という概念は極めて厄介なもので、女性側が自ら望んで姦かん通つうした場合のみならず、強姦被害を受けた場合でも適用されてしまう。

　所謂いわゆる、『犯されるような隙を見せた女が悪い』という発想だ。

　まさしく男社会の欠点でしかないのだが、寧々もこのコードに従わざるを得ない。それが常識とされる社会に生きる少女にも、同様の価値規範が擦りこまれているからだ。

　かくして、寧々が屋敷を出ることが許されたのは──一八日のことになる。

　あの事件から経過することすでに六日。銅鏡で慌てて身だしなみを整えた寧々が、周囲の好奇の視線を浴びながら、慌てて豊臣屋へ向かったのは言うまでもない。
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　交通の要衝・清洲城が接続する鎌倉街道。その街道沿いに広がる町人町に豊臣屋はある。

　さすがは、尾張国筆頭格の財力を誇る豪商の本拠といったところだろうか。

　小城塞と言うべき立派な門構えをしており、通りに面した表店おもてだなは二階立て。二階部分にはでかでかと『とよとみや』と書かれた金文字の看板が掲げられている。

　豊臣屋の敷地は土壁によって囲まれており、その塀の内側には櫓やぐらが一二棟も設けられていた。まさしく、街道を掌握するための軍事拠点といった趣だ。

　店の裏側である裏店には、豊臣屋の奉公人たちが暮らす長屋も建てられており、これまた塀の内側にある。

　そんな巨大な豊臣屋には、表店にも藤吉郎の居住スペースが設けられており、綺麗に整えられていた。

　その一角に、来賓をもてなすための部屋があった。書院造の、和の趣向溢れる空間だ。

　藤吉郎はそこで、ひとりの青年と向かい合っている。

「本当に、感謝してもしきれねぇ。お前が行動を起こしてくれていなかったら、今頃は松も……改めて礼を言わせてくれ」

　深々と頭を下げた彼は、何もかもが藤吉郎とは対照的だった。

　まず、顔立ちが優れている。そして身長も高い。加えて、生まれながらの地位もあった。

　藤吉郎と無縁な要素で構成されている青年の名前は、前田利家。尾張荒子城主の四男坊であり、後、加賀一〇〇万石の藩祖となる男である。

「何を言うか犬千代。ほれ、頭を上げよ頭を」

　幼名で呼びかけながら、藤吉郎は利家に抹茶と饅まん頭じゆうを勧めた。

　彼は信長の側仕えをしており、豊臣屋と織田家の折せつ衷ちゆう役を務めてもいる。信長の意向は利家から藤吉郎に伝えられ、その逆もまた然りだ。

　前世において親友の間柄にあるふたりだったが、やはり今生においても馬が合った。

　そのため商人と武士という関係ではあるものの、親密な関係を築くに至っている。

「おぬしも戦から戻ってきたばかりじゃ。まずは腹を満たしてから、ゆっくりと話をするとしようではないか」

　そう言われると、利家は「すまねぇ」と礼を言ってから──がしりと饅頭を掴み、ぱくぱくと腹に詰めこんでいく。

「返す返すじゃが、大変じゃったのう」

　饅頭にがっついている親友に藤吉郎は言う。

「駿河・遠江・三河の太守たる今川家との戦から帰ってみれば、荒らされた武家町と負傷した留守居共の姿じゃろ？　びっくり仰天してもんどりうったとしても、誰も笑わんぞ」

「あぁ……」

　喉に詰まらせたらしい。利家はぬるめの抹茶を一気に干し、渋面を作りながら頷いた。

「此こ度たびの今川家との戦は痛み分けだ。負けた訳じゃねぇが、決して勝てた訳でもねぇ。そんな気勢も上がらん状態で清洲に戻れば、まさしくお前が言ったような惨状だ」

　利家は深々とため息を漏らす。

「松から子細を聞いた時には、さっきのお前の話じゃねぇけどよ、文字通りひっくり返りそうになったぜ。だからこうしてお前のところにすっ飛んできた訳だが──俺や信長様がいねえ間に、まさか、こんな事件が起こってたとはな……」

「そうじゃろうなぁ、驚くのも無理はないわい」

　藤吉郎は頷いた。

「戦場の信長様に余計な心配をかけまいと、家老共が緘かん口こう令れいを布いたのじゃ。わしも従わざるを得んかったが──実際問題として、悪手としか思えんがのう」

「ああ、その通りだぜ」

　利家が舌打ちする。

「信長様はいま、大層お怒りになられている。なにしろ今度は岩倉殿がうるさくてな……今回の清洲襲撃は、奴らの手引きによるものだろうと信長様は踏んでおられる訳だ」

「なるほどのう」

　藤吉郎は唸うなった。

　岩倉殿とは、尾張国上四郡を支配する岩倉織田家当主・織田信のぶ賢かたのことだ。

　尾張統一を目指す信長とは相いれず、ことあるごとに敵対行動を繰り返してきている。

　同族だが、信長が決着をつけなければならない相手でもあった。

「たしかに、美濃の斎藤家と同盟を結んでおる岩倉殿が裏にいるとなれば話はわかる。野盗をそそのかす程度、容易じゃろうしのう」

「なんだ、藤吉郎。お前も何か思うところがあるのか？」

「ありすぎて困るほどじゃぞ」

　藤吉郎は即座に手を叩いて奉公人を呼ぶ。そして野盗の持っていた火縄銃を持ってこさせると、利家にそれを示しながら言った。

「実はな、ここにある鉄砲は野盗共が保有しておったものじゃ。これ以外にも七挺ちよう──計八挺が見つかっておる」

「そんなにもか……!?」

　彼が驚くのも無理はない。火縄銃はそれほどまでに高価な兵器なのだ。

　価格としては、一挺およそ一〇貫文以上──すなわち、銭が一万枚以上も必要だった。現代価格ではおおよそ一三〇万円ほどになる。それが八挺ともなれば八〇貫文の大金だ。

　しかも、弾丸を撃ち出すための火薬については、商人たちから調達せざるを得ない。仮に戦場で拾ったものだとしても、金を食い潰す兵器であることには変わりないのである。

「どこの馬の骨とも知れぬ匪賊が所有するにはいささか過剰じゃろう？　織田家のため、信長様のため、わしがどれだけ苦労して一挺一挺掻き集めたと思っとるのじゃ」

　藤吉郎は続けて言った。

「それに、清洲を襲った連中が最初から金品やおなご狙いであったのなら──この豊臣屋が襲撃されて然るべきじゃろう。なにせ、ここには尾張屈指の富があるのじゃからな。それにおなごの奉公人共も多い」

「確かに、変な話だな」

「じゃろ？　今回の件は、背後に何者かがいたと考えるべきであろう。今川家の差金という線も否定はできぬが」

「なるほどな」

　利家は眉間にシワを寄せて唸り声を上げる。しかし、すぐに表情を改めた。

「だがいずれにせよ、尾張統一のためにも──岩倉殿には御退場願わねぇとな」

「うむ……」

「信長様もじきに討伐軍を興されるだろう。その時は、俺も従軍するつもりだ」

「本当、ひっきりなしに戦や騒乱が起きるものじゃのう」

「藤吉郎、俺たちは戦国乱世に生きてるんだぞ？　そんな言葉は今さらだろうが」

　どこか達観した笑いを利家が見せる。秀吉はため息をついた。

「わかっておる、それくらいわかっておるわい。それで、今度はいかほど準備せよと信長様は仰っていたのじゃ？」

「ああ……『兵の動員は二〇〇〇、それだけ猿に伝えよ』とだけ言付かっている」

「これはまた投げやりな」

　藤吉郎は苦笑する。

「じゃが、たしかに承った。武器糧食から日用品に至るまで、一切合切手配するのが豊臣屋……必ずや上手くやってみせよう」

「頼む」

　利家はそう言った後、スッと頭を下げた。

「それと、本当にすまん。お前には本当に、あらゆるところで迷惑をかけっぱなしだ」

「さてさて、一体全体なんの話じゃ？」

「とぼけるなよ……」

　前田家の四男坊は、途端に脱力した顔を見せる。

「俺のところも含め、野盗の被害を受けて負傷した連中に医者を派遣しているのはお前だろうが。そのおかげで助かった者も多い。感謝してもしきれねぇ」

　信長様も褒美を与えると言っていたぞ──利家の言葉に、藤吉郎は手を振って応じた。

「ああ、『それには及びませぬ』とだけ信長様に伝えておいてくれると助かるのう」

「そりゃ、なんでだ？」

「わしはただ、商売に必要なことを行っただけじゃしな。武家の方々が死ねば死ぬほど、わしの商売相手が少なくなる。それだけではないぞ、ここで恩を売っておけば豊臣屋の名も上がるじゃろ？　もしかすると、恩を感じた新規の客も増えるかもしれんしのう」

「……まぁ、そういうことにしておくぜ」

「ああ、じゃがな。そんなわしの本心を知ってもなお褒美を下されるというのであれば──野武士や乱破の者共に景気よくばらまいて欲しい、そうお伝えしておいてはくれんか？」

「藤吉郎……」

　利家は困惑したような声を上げた。

「あいつらには、お前からすでに相当な額面の褒美を渡しているらしいじゃねえか。信長様の褒美は、その補ほ填てんの意味も兼ねてるんだがな」

「うむ、わかっておるわい」

　頷いた後、藤吉郎は続けた。

「されど、あれはあくまでもわし個人の心付けにしかすぎん。織田家から褒美を与えることによって、あ奴らの歓心を得ることもできよう。望む者があれば仕官させてやるがよい。さすれば、在野の情報網に織田家が接続することも容易になろう」

「お前という奴は、本当に……」

　信長の側近はため息をついた。もはや呆れ顔ですらある。

「どうしてそこまでの才を持ちながら、商いなどに現うつつを抜かしてやがんだ？　織田家ならたちまち立身出世も叶うだろう。それなのに……」

「まぁ、その件については幾度となく伝えたじゃろ？」

　藤吉郎は臆面おくめんもなく言い放った。

「わしは武家を統べ、日ノ本に号令を掛けることすらできる逸材よ。だからこそ、武家社会には興味がないのじゃ。それに殺し合いにも飽き飽きしとるしな」

　利家の盛大なため息が部屋に響いた。




　　　　　◆　　◆　　◆




　久しぶりに屋敷の外へと出た寧々は、大急ぎで豊臣屋へと向かっていた。

　無論、すんなりと家を出られた訳ではない。

　浅野家の関係者が最初に取った行動は、やはり、少女の行動を制止することだった。誘拐の記憶も新しく、過敏になっていたのである。

　しかし寧々が『豊臣屋にお礼を言って参ります』と言えば、制止の力は弱まった。

　浅野家は藤吉郎から受けた恩によって、他の武家同様、雁がん字じ搦がらめになっているのだ。

　しかも、豊臣屋の背後には尾張荒子城主の前田家が控えている。

　前田家の四男坊にして信長の側近である利家。彼と藤吉郎が、衆道の仲を疑われるほどに親密な関係を築いていることは、もはや周知の事実となっていた。

　要するに、社会的上昇を望む浅野家からすれば、豊臣屋は商家であるとはいえ決して無視できる相手ではなかったのだ。

　そんな訳で豊臣屋へ向かうことを許可された寧々は、周囲からの奇異な眼差しを振り払うようにして、かの商家の表店へとたどり着いている。

「なんて大きいのかしら……」

　少女の口からは、思わずそんな声が漏れ出していた。

　豊臣屋に来るのははじめてだ。商慣習上、商人と武家のやり取りは、基本的に前者が後者を訪問することで成立する。その例に漏れず、藤吉郎も自ら浅野家を訪ねてきていたので──浅野家側としても、わざわざ出向く必要がなかったのだ。

　要するに、藤吉郎は『会いに来る人物』だったのである。それが今、立場は逆転した。

「浅野の家よりも大きいし、前田様の清洲屋敷よりも大きい……。と言うよりも、こんなの、砦かなにかじゃない……」

　土壁の向こう側に櫓を設けている豊臣屋。寧々はその威容に圧倒されてしまっていた。

　だが、表店の暖の簾れんをくぐって店外へと出てきた男を見て──ハッと少女は我に返る。

　見知った顔だった。寧々は弾かれたように彼の許へと駆け寄って声を掛ける。

「前田様！　前田様ではございませんか！」

「ん……？　ああ、寧々殿か」

　秀しゆう麗れいな容貌をした高身長の青年が一礼した。

「どうしたんだよ、こんな町人地にまで武家の女がなんの用だ？」

「それは……」

　途端、少女は気恥ずかしくなった。持参していた手包みをサッと後ろに隠してしまう。

　されど、それを見逃すような利家ではない。納得したように頷いた。

「ああ、藤吉郎に会いに来たのか」

「ちっ、違います！」

「……違うのか？」

「あ、その……いえ、違わないというか……あの……」

「素直に言えって、こんな時ぐらいはよ」

　利家は首を左右に振りながら、呆れたような声を出す。

　だがすぐに少女の顔を見て表情を歪め、気遣うような声を漏らした。

「まぁ、んなことはどうでもいい。寧々殿、大丈夫なのか……外に出たりしてよ」

　その言葉を聞いた途端、寧々は察する。彼はもう、何が起きたのかを知っているのだ。

（でも、当然よね……。奥方の松様から、色々と聞いているでしょうし……）

　少女は利家の顔を見上げて頷いた。彼の背丈は非常に高いので、会話をする時は常に上を見ざるを得ない。

　高身長にして容貌整った有力者の息子。青空を背景にした青年は、男としての爽やかな魅力にあふれていた。

　松の嫁入りが決定するまで、養父である長勝が『是非とも我が婿に』と前田家に直訴していたことは寧々も知っている。

　利家は、もしかすると──少女の夫になっていたかもしれない相手なのだ。

「なら、何も言わねぇ。お前が大丈夫だって言うんなら俺が口を挟んでも仕方ねぇしな」

　利家はそれだけ言うと、ぼりぼりと首筋を掻く。

「だがよ、無理だけはするんじゃねぇぞ。つらくなったら頼れる奴に素直に頼れ。追い詰められてからじゃあ遅いからな」

「……随分とお優しいのね」

「馬鹿言うな、松が世話になった女を邪険に扱えるかよ」

　左拳を右の掌にパンと打ちつけながら、前田家の四男坊は言った。

「まぁ、頼る相手は選ばなきゃならんがな。その点、藤吉郎はよい男だぞ……なにしろすげぇ奴だからな」

「随分と彼を買っていらっしゃるのね、前田様は」

　なんだかおかしくて仕方がなかった。奇妙にすら思える。

　なにしろ、すべてにおいて藤吉郎と正反対の要素で構成されている男が──彼のことを手放しに称賛しているのだから。

「あれは才能と可能性の塊だ。人を巻きこむ力もある。あんな男になりたいもんだぜ」

「あら……」

「おっと、今のは忘れてくれ。口が滑ったみてぇだ」

　苦笑する利家に寧々は頷いた。

「たしかに、前田様が藤吉郎になったら……松様は自害しかねませんね」

「んなこたぁねぇ。俺が死んだら、松を託せるのはあいつしかいねぇと思ってるしよ」

　利家はそう言いながら寧々に道を譲る。

　大男である彼は、豊臣屋の入り口を塞いでしまっていたのだ。

「藤吉郎はまだ店ん中にいるぜ。寧々殿が顔を出せばあいつも喜ぶだろう。なにしろ、あんたにゃ『ほの字』だからな」

「まっ、またそのようなことを仰って……！」

「嘘は言ってねぇぞ。藤吉郎は寧々殿のことが大好きで仕方がねぇんだ。女の噂を聞かねえのも、あんたのことを想ってひとり慰めてるからじゃねぇか？」

「んなっ……!?」

　あんまりな下ネタに赤面する寧々。

　それをしたり顔で笑い飛ばすと、「ではこれにて」と利家は足早に去っていった。

「なんなのかしら……！　もうっ！　なんなのかしら、なんなのかしら……!!」

　少女はどきどきと高鳴る胸を押さえ、過剰なまでに大きく深呼吸を繰り返す。そうでもしなければ落ち着けそうになかったのだ。

　ぎゅっと拳を握りしめて勇気を奮い立たせる。豊臣屋の暖簾を見つめ、大きく息を吐き出した。それからようやく、店内へと歩を進めていく。

「ごっ、ごめんくださいまし。浅野の寧々にございます、藤吉郎はおりますか？」

「……んぉッ!?」

　おそらく、想定外の来客だったのだろう。奇妙な呻き声を上げ、豊臣屋の店番をしていた青年が店の奥へと慌ただしく駆けこんでいった。

「ここで、待っていれば……いいのよね？」

　誰もいない店内。はじめて商空間に入った寧々は、興味津々の態で周囲を眺める。

　商売をする時は路上に茣蓙ござを敷いたり、あるいは屋台を組んだりするのが普通だ。

　もちろん各地域によって商慣習は異なるのだが、少なくとも寧々の生きる尾張国ではそれが一般的だった。

　だが、藤吉郎は実に変わり者である。というのも、店内に商品を陳列しているのだ。

　もとより、御用商人として十分に採算が取れているらしい豊臣屋である。

　店内にある品々は、元から売る気がないのかもしれない。単に賑やかしのために展示している可能性が高かった。

（でもそれって、商売人としてはどうなのかしら……）

　寧々はそんなことを思いながら店内をゆっくりと歩いている。

　目の前には様々な品物が煌びやかに飾られていた。舶来品と思わしき調度品も多い。

　それもあって、宝物庫のなかにいるかのような感覚に陥ってしまう。

「あら……？」

　ふと、目に留まるものがあった。次いで、佚いつ楽らくの喜声を漏らしている。

　それはガラス製の、巨大な姿見だった。

「こんなものまで取り扱っているの……!?」

　間違いなく南蛮製よね、と寧々は呟く。

　興味はあれど、壊してしまうことが恐ろしくて触れることもできなかった。

　戦国時代の一般的な鏡は、ガラス製ではなく青銅製である。製造技術がないからだ。

　ガラスの鏡は超がつくほどの高級調度品であり、永禄年間では大型の姿見でおよそ八〇貫文──現代価格にして一〇四〇万円ほどであったという。

「でも、すごいわ……こんなにも鮮明に顔が──えっ？」

　少女特有の好奇心のまま、興味津々で己の姿を鏡に映し出す寧々。

　途端、胸中に去来したのは後悔の念だった。見なければよかったとさえ思う。

「なんて、酷い顔なのかしら……」

　そこには野盗につけられた青痣あおあざが、うっすらと浮かんだ顔が映し出されている。

　それは本当に微細なものでしかない。されど年頃の娘からすれば絶対的に醜いものだ。

（こんな顔で、藤吉郎の前に……出られる訳、ないじゃない……）

　先ほど利家が気遣う様子を見せたのは、あるいは店番が慌てた様子を見せたのは、もしかすると顔に残る凌辱の痕こん跡せきのせいだったのかもしれない……。

　そんなことを考えながら、寧々の呼吸は次第に切迫したものになっていく。

　恐怖にも似た緊張感に囚われはじめたのだ。

（見られたくない、こんな顔を……藤吉郎にだけは……）

　せめてお化粧を、白粉で隠さなければ。少女は慌てて身を翻した。

　されど、時すでに遅し。寧々には運がなさすぎたらしい。

　豊臣屋の若店主。尾張一の商才を持つと謳われる藤吉郎が、店奥から姿を現したのだ。

「おお、これは寧々殿。一体どうなされましたかな？」

　彼はいつも通りのひょうきんな笑みを浮かべている。

　とてもではないが、匪賊を殲滅した男には見えなかった。

　だが、だからこそ、心が酷く痛んでしまう。

　彼は日常に戻っているのに、自分はまだ──非日常の残ざん滓しを引きずっているのだから。

「ご、ごめんなさい……！」

　寧々は反射的に、自分の顔を両手で隠していた。包みが床に落ち、硬質な音を立てる。

　されど、そんなことを気にしている余裕などない。

　見られたくないのだ、自分の醜い顔を──少なくとも、彼には。

「わたし、帰ります。出直してきますから」

「ね、寧々殿……？」

「いま、あなたとは向かい合えない……そんな顔じゃないの」

　そう告げる寧々の心のなかでは、ねっとりとした怒り混じりの疑念が浮かんでいる。

　どうして浅野家の者たちは、わたしの顔の痣あざについて教えてくれなかったのだろう。

　いや、考えるまでもない。彼らは藤吉郎のことを『男』として認識していないのだ。

（武家の殿方が相手だったら、きっと違った反応をされたはずだもの……）

　それを思えば恨めしい。恨めしくて仕方がない。

「寧々殿」

　豊臣屋の店主が声を掛けてくる。彼が極めて頭の回転が速いことは知っていた。

　おそらく藤吉郎は、寧々が心を病んでいる理由まで察しているのだろう。

「でも、あなたにお礼を言っておきたかったの……。あなたにとても感謝しているって、それだけは伝えたくて……わたしは……」

　口を開けば開くほど、感情が昂っていく。目頭が熱くなり、嗚咽がこみ上げてくる。

　情けなくて仕方がなかった。武家の女が、殿方の前で涙を見せるだなんて。

　心配そうな顔をして近寄ってくる藤吉郎を見るだけで、心が押し潰されそうになった。

　涙が掌を伝い、手首へと滴り落ちていく。

　目元を拭いたい。でも、そんなことをすれば顔の痣を見られてしまう。

（見られたくない、見ないで……）

　寧々の悲壮感は加速度的に膨張していく一方だった。もはやどうしようもなくなるところまで、感情的に追い詰められている。

「──ごめんなさいっ」

　そしてついに耐えきれなくなり、豊臣屋の出口に向かって走り出した。

　しかし、寧々の目的が果たされることはない。藤吉郎の横を駆け抜けようとした瞬間、野盗の親玉にされたように──左腕を掴まれて、抱き寄せられてしまったのだ。

「寧々殿」

　強姦されかけた時と一緒だ。女でははねのけられない、圧倒的な男の力がそこにある。

　男が本気になれば、逃げ出すことすらままならない。それが女の現実だった。

「まずは落ち着くのじゃ、これでは話もできんではないか」

　だがしかし、あの時と今は決定的に違う。恐怖やおぞましさが一切感じられないのだ。

　むしろ、彼の腕のなかが己の居場所なのだと──そんな錯覚を抱きかねないほどの安心感を得ている自分がいる。

「御お許もとは美しい。どのようなことがあっても、いつ何時であってもじゃぞ」

　その口調はとても優しかった。どんなことでも受け入れてくれそうな雰囲気すらある。

　もう、我慢ができなかった。できるはずもなかった。感情が暴発し、寧々は藤吉郎に縋すがりつき──大声で哭なきはじめてしまう。

「寧々殿……」

　彼からすれば、いきなり店に押しかけて、いきなり泣きはじめた面倒臭い女のはずだ。

　それでも藤吉郎は優しく抱いていてくれる。その事実が、少女の感情をさらに昂らせた。

　泣くことが快かった。泣けば泣くほど、縋りつけば縋りつくほど、男に依存してしまう自分がいる。

　どうしてそんな感情を抱いてしまうのだろう──と寧々は自問する。

　とはいえ、答えは明白だった。自答はすぐに、確信と共に導き出される。

　要するに、わたしが、藤吉郎に恋をしているからなのだろう。

　それは言い逃れできない、純然たる事実だった。
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　寧々が感情を鎮しずめるには、しばらくの時間が必要だった。

　彼女は泣き止んだ後も離れようとしない。むしろ、縋りつく力を強めた感もある。

　されど藤吉郎は豊臣屋の主だった。いつまでも抱き合い続ける訳にもいかない。

　そのため、表店二階にある自室へ場所を移したのも──もはや仕方のないことだった。

　一階は奉公人の出入りが容易だ。気を利かせて差し入れなどを持ってきかねない。

　それに対して二階の自室には貴重品を置いていることもあり、許可なしでの立ち入りを奉公人たちに禁止していた。よって、この状況下では非常に都合がよい。

（決して、決して下心からではないぞ……）

　藤吉郎は誰ともなしに、内心で弁明の言葉を思い浮かべている。

　寧々は前世の妻だが、今生においては恋仲ですらない。

　仮にここで手を出せば、彼女からの信頼を著しく損ねることになるだろう。

　それだけは絶対に避けなくてはならなかった。

（わしは寧々だけを愛すると誓ったのじゃ。それを反ほ故ごにする訳にはいかんじゃろうて）　

　そんな想いを抱える藤吉郎の向かい側に寧々は座っていた。

　顔は俯うつむき気味だが、垣間見える表情には恥じらいの色が濃い。

　きっと、先ほどまでの行いを恥じているのだろう。武家の女が衆目の面前で涙を見せるなど、あってはならないことなのだから。

「寧々殿」

　とはいえ、いつまでもこのような空気でいる訳にもいかない。

　どうにかして気分を変えなければ──そう思い、藤吉郎は窓の外に広がる景色を示す。

「ここからは清洲城がよく見えるのじゃ。城の向こう側に広がるは美濃。寧々殿がお仕えしている、帰蝶様のお生まれになった土地ぞ」

「……わぁっ」

　豊臣屋の二階から展望できる城下町。その姿に、寧々の関心は完全に移行したようだ。

　清洲は隆起の少ない土地だ。八〇〇〇人ほどの住民たちが城下町に暮らしているが、その家屋のほとんどが平屋建てである。

　そんな事情もあって、豊臣屋の二階からは遠くまで広く見通すことができるのだった。

（織田家が清洲に移ってからは、高所から景色を眺めることはなかったじゃろうしのう）

　少女は窓辺に寄り、桟さんに手を掛けている。

　風が吹き、その清らかな長髪を揺らした。寧々はそっと手で髪を押さえ、目を細める。

「…………」

　その横顔に、藤吉郎は目を奪われていた。心すら奪われていたと言ってもいい。

　飾らない純朴さのなかにある、女性本来の美しさを目の当たりにしていたのだから。

「藤吉郎……」

　やがて景色から関心を移した寧々が、俯き加減に様子を窺うかがってくる。

　上目遣いの少女と目が、合った。途端、彼女は顔を逸らしてしまう。

　赤面した寧々は睫毛を震わせながら、そっと藤吉郎を見たのち目を伏せて、指先で髪の毛をいじいじと弄りはじめた。

「寧々殿……」

　蜜の香りに惹かれる蝶々の如く、藤吉郎は少女ににじり寄る。

　寧々がハッと弾かれたように顔を上げた──が、また顔を伏せてしまう。

　逃げる気配はない。むしろ、誘うような気配すらあった。

　ごくりと生唾を呑みこむ。そしてゆっくりと腕を伸ばし、少女の肩に触れた。

「……あっ」

　寧々の口から吐息のような声が漏れる。そしてその身体を縮こませ、後退させた。

（むう……まだ早かったか。これは、しくじったやもしれんぞ……）

　脳裏に後悔が過ぎったが、少女の仕草がおかしいことにも気付く。赤面したままチラチラとこちらの様子を窺いつつ、その魅力的な肢体をもじもじさせているのだ。

　やがて大きく息を吐き、意を決したらしい寧々が──明らかに緊張した声で言う。

「その、実は……お弁当を、作ってきたのだけれど……？　もし、よければ……」

「お、おぉ……！　弁当、弁当か……、それはありがたいのう」

　互いの顔に浮かぶ、ぎこちない笑み。藤吉郎はついつい内心で、こう思ってしまう。

（なんじゃこれは……！　まるで童貞と処女の間柄のようではないか……！）

　とはいえ、この時の寧々は未だ処女であることは間違いない。

　にもかかわらず、藤吉郎は彼女の身体の隅々まで知っていた。新婚の頃には盛りのついた獣の如く交わったこともあり、その弱点を誰よりも熟知している。

　されど、今の寧々は己の性感帯のことすら知らないだろう。

　その事実がなんとも奇妙に思えてしまう。

（関係は表向き白紙であるにもかかわらず、しかし実態はそうではないということじゃな。なにしろ自慰のやり方すら知らんじゃろうしのう……）

　藤吉郎の脳裏には、前世における寧々との閨の記憶が過ぎっていた。

（……いかんいかん、変なことを考えてはならん、ならんぞ）

　むくむくと大きくなる股間を誤魔化すために、前かがみになる藤吉郎。

　元より彼には、常人よりも性欲が旺盛なところがあった。現代医学の範はん疇ちゆうでは、色情症と分類されるかもしれない。

　しかし藤吉郎は、ここまで誰ひとりとして手を出していない。膨大な性欲を、強烈な精神力で抑えつけていたのだ。

（わしは今度こそ、寧々だけを愛すると決めたのじゃからな……！）

　そんな決意を新たにしたところで、寧々が手包みを示す。

「こっ、これ……なのだけれど」

　相当に緊張しているらしい。震える指先で、少しよれているそれを開いていく。

「楽しみじゃのう」

　藤吉郎は本心から言った。なにしろ、前世振りの寧々の料理なのだから。

「寧々殿が手料理は天下一と風の噂で聞いておるからなぁ」

「そっ、そんなに大したものではないわ……」

　少女は慌てて否定する。

「それに、お店で落としてしまったから、その、中身もきっとぐちゃぐちゃに……」

　寧々は顔を暗くし俯いてしまった。不安で不安で仕方がないようだ。

　とはいえ、藤吉郎からすれば屁でもない案件である。

「気にする必要などあるまい。たとえ中身が崩れておったとしても、寧々殿がわしのために作ってくれた……その事実こそが大切なのじゃからな」

　ハッハッハ、と笑い飛ばす藤吉郎。その顔を、寧々は目をまん丸にして見つめていた。

　やがて彼女は、様々な感情が入り乱れた複雑な笑みを浮かべる。

「絶対に、笑わないで……」

　お重のふたが取られた。その瞬間、藤吉郎は感嘆の声を上げている。

「おぉ……！　これはこれは……!!」

　目の前にはごちそうが広がっていた。

　炊きこみご飯のおにぎり、菜の花のおひたし、蓮れん根こんと長芋の味噌煮、川魚の塩焼きが所狭しと並んでいる。

　気合を入れて作りすぎたのだろうか。それらはお重のなかで若干詰めこまれ気味だ。されど、それが功を奏したのだろう。料理はほとんど崩れていなかった。

「見ているだけでも美味そうじゃ……！　寧々殿がひとりで作られたのか？」

「ええ」

「わしのためにか？」

「……そうよ、当然じゃない」

　寧々は頬を染め、恥じらいながら頷いた。

　その乙女な仕草を見た途端、辛抱堪らなくなる。次の瞬間、思わず歓声を上げていた。

　圧倒的な喜悦が、藤吉郎の全身を駆け巡っている。

（そうか、そうか……！　寧々がわしのためだけに作ってくれたのか……!!）

　大仰なまでに喜ぶ藤吉郎を見て、寧々は加速度的に顔を赤くしていく。

　その仕草が愛おしくて仕方がない。抱きしめたくなってしまう。

　だが、手を出してはいけない。手を出すべきは彼女ではなく、お重の中身なのだ。

「では、ありがたく頂くとしようかのう」

　パンと手を叩き、真っ先に握り飯を手に取った。それから、角の取れた三角形状のものを咀そ嚼しやくする。心行くまで味わった後に嚥下、万感の思いと共に感想を漏らした。

「米粒のひとつひとつが弾けるようじゃ……。ひと噛みすれば米の甘みだけではなく、溜まり醤油の香りも感じられるのがよいのう」

「あ……」

　藤吉郎は少女の前で、夢中になってお重の中身を貪り喰らいはじめる。

「煮物もたまらんわい。蓮根は絶妙な煮加減で歯触りもよく、長芋もねっとりと舌に絡みついてきおる。おひたしもくたくたになっておらず、シャキシャキとした噛む楽しみがある。そして魚も絶妙な焼き加減……たまらん、たまらんのう……！」

「ほっ、本当……かしら？」

　自信なさそうな少女の問いに、満面の笑みを浮かべて頷く。

　すると寧々は両手で胸元を押さえ、ほっと安堵の吐息を漏らした。

「よかった……。朝早くから起きて作った甲斐があったわ」

「うむ、本当に美味じゃぞ。京の料理人共が、尻尾を巻いて逃げ出しかねんほどじゃ」

「また、そのように大げさなことを言って……」

　少女は苦笑している。

「わたしのような取るに取らぬ田舎娘が、京の方々に敵うはずもないでしょうに」

「いんや、んなこたぁない。ここまで美味い飯は、よそではなかなか食えんぞ。なにしろ上方の飯は水臭くてのう……。やはり寧々殿の飯は天下一、そして寧々殿を妻とする婿殿も天下一の果報者じゃろうて」

「…………」

「寧々殿……？」

　藤吉郎は慌てた。どうやら意図せず、藪やぶをつついて蛇を出してしまったらしい。

　おそるおそる彼女の表情を窺えば、そこには悲しみと苦しみの色が濃く現れている。

「わたしの婿殿、ですか……」

　澱んだ声で少女は言う。

「野盗に穢されかけた女を娶りたがる、酔狂な殿方などどこにもいないでしょう……」

「む……」

　寧々の言葉に、藤吉郎は思わず唸り声を漏らしている。

　というのも、今回の襲撃事件は清洲の至るところで話題になっていた。

　被害が実際出たことも影響しているのだが、拍車を掛けているのが──他でもない浅野家の動きだった。

　浅野家にとってみれば、寧々は婿取りのための『商品』に他ならない。ゆえに、その純潔という付加価値を維持しようと躍起になっているのだ。

　そして、浅野家が寧々の純潔性を主張すればするほど──寧々に対する心ない者共が現れることになる。これは避けがたい展開だった。

　端的に言えば、彼らは寧々が野盗たちに輪姦されていると決めこんでいる。浅野家が彼女を庇うのは、処女を失っているからなのだ──といった具合に。

　無論、それはデマでしかない。されど人間は誰しもが賢い訳ではないのだ。

　悪意に満ちた創作話を信じてしまう情報弱者は、常に一定数は存在するものである。

　されど情報に踊らされた者たちの言葉は、近隣関係を基盤として成立する戦国時代の都市社会において、不可避的に屋敷の壁を飛び越えて寧々の許に伝わっていく。

　それだけでなく、街を歩けば好奇の目線を注ぐ者がいてもおかしくない。

　つまるところ寧々は、周囲の人間による二次被害を被っているのだ……。

　藤吉郎はそう理解する。我が事のように心が痛む。そして、激怒した。

　なおも自分を虐げるようなことを言おうとした彼女に、藤吉郎は大声を上げる。

「何を言うかッ！　御許がそのようなことを気にする必要など、どこにもないわッ!!」

　ここで怒鳴りつけることで、さらに寧々の心を抉えぐることにならないだろうか？　そんな恐れが沸き上がってきた。

　だが、口から先に生まれてきたと揶揄される藤吉郎である。止まれない、止まらない。

　暴発する感情に身をまかせ、立ち上がり、寧々を見下ろしながら捲まくし立てていた。

「寧々殿を娶ることが酔狂？　ふざけたことを……馬鹿馬鹿しいにもほどがある!!　そのようなことをのたまう輩は、総じて取るに足らぬ者共よ!!」

　驚いた様子の少女に、藤吉郎はなおも言い募る。

「松殿から話はすでに聞いておる。寧々殿は皆を庇うため、自ら矢面に立ったと言うではないか！　戦であれば殿しんがりぞ!?　称賛するならばともかく、蔑さげすむ輩は物の道理をわかっておらぬ！　そのような人モドキの言い分など聞く必要などないわッ!!」

　寧々はその言葉を、陶然とした様子で──潤んだ瞳を向けながら聞いていた。

　その事実がさらに藤吉郎を昂たかぶらせる。余計な言葉を紡がせてしまうのだ。

「それに安心せい！　御許のことは、わしが必ずや嫁に迎え入れてやるからのう！」

「藤吉、郎……？」

　もはや自分で何を言っているのか、それがどんな意味を持っているのかを考えないままに、藤吉郎はひたすら本心という名の言葉の雨を降らし続けていく。

「御許は今、たしかにつらい時期の只中におることじゃろう！　だがしかし、今だからこそ一生の友を見定める機会を得たと考えよ！　さすれば気持ちも楽に──」

　寧々の双眼に、じわりと雫が浮かんだことまでは認識できた。

　だが、途端に視界が泳ぐ。少女が藤吉郎の膝に飛びついてきたのだ。

「──お……おぉ……っ!?」

　予想外のタックルに、どしんと尻餅をついてしまう。

　藤吉郎の倒れた身体の上には、寧々がギュッと抱きついていた。

「ねっ、寧々殿……？」

　どうしたものか、と少女の背中を優しく撫でる。

　それが功を奏したのか、彼女はゆるやかに感情の昂りを冷ましていった。

　だがその間は決して無言ではなかった。寧々の心中に溜まっていた澱みが、次々に吐き出されていたのだから。
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　まるで、わたしがわたしでなくなってしまったみたい。

　男の身体を抱きしめながら、寧々はぼんやりとそんなことを思う。

　──野盗に攫われた時の恐怖。

　──仲間を、特に松を守らなければという義務感。

　──味わわされた屈辱と恥辱、犯されそうになった絶望感。

　──そして藤吉郎に救われた時の幸福感。

　そういった本音は、これまで誰にも話してはこなかった。否、話せなかったのだ。

　なにしろ寧々が頼り、甘えられる相手は浅野家にいなかったのだから。

（だから、なのかしら……藤吉郎にこんな真似をしてしまっているのは）

　とはいえ、仕方がないことだと寧々は思ってもいた。

　相手は自分を助けてくれた男である。依存してしまってもおかしくはない。

（でもわたしって、こんなに単純な女だったのかしら……）

　そんな思いも浮かんでくるが、こうなってしまった以上は仕方がないことだろう。

　そもそもからして、話ができすぎなのだ。助けて欲しい時に助けてくれて、弱っている時にこうして励ましてくれるのだから、魅力を感じるなという方が無理な話だった。

　しかしながら、一抹の不安もある。

（どうして藤吉郎は、わたしに執着して……そして守ってくれたのかしら）

　それがわからない、どうしてもわからないのだ。

　彼が信頼できることはわかっている。だが、どうして助けてくれたのかがわからないままでは不安に思ってしまうのだ。

　そこまでして相手の心を探ろうとするのは、野盗に犯されかけた後遺症なのだろうか？　我ながら浅ましくて酷い女だと心を澱ませながら、寧々はおそるおそる尋ねていた。

「ねえ、藤吉郎……」

「なんじゃ、寧々殿」

「聞きたいことがあるの。どうして、わたしのことを助けてくれたのかしら……」

　そう問いかけながら、凄まじい自己嫌悪に駆られてしまう。

　恋する相手にすら、足場を固めて石橋を叩きまくらねば踏みこめない。そんな甘ったれで臆病な自分を、今にでも殺してやりたいぐらいだ。

「たしかに、わたしたちは顔馴染みの間柄よ。でも、ただそれだけだったじゃない。それなのに、どうしてあなたは……わたしのことを、あんなにも必死になって……」

　最後はもう、消え入るような声になっている。男の顔すらまともに見られなかった。

（わたし、本当に卑怯な女だわ……。自分の安心のためだけに、彼の心を知りたがって……なんて、浅ましい。こんなわたしなんて、死んでしまえばいいんだわ……）

　底なし沼のような深い悔恨に沈みかけていた矢先、背中が優しく叩かれる。

　弾かれたように顔を上げれば、藤吉郎の顔があった。悪戯っぽく笑う、彼の顔が。

「ふむ、寧々殿はもう察していると思っとったんじゃが……」

「え……？」

　どういうこと？　混乱する寧々の瞳を、男が覗きこんでくる。

　そして、実に単純明快な理由を告げてくるのだった。

「わしは、御許に惚れておるのじゃ。好いた……いや、愛する女を助けに行くのに、それ以上の理由が必要かのう？」

「───〜〜〜っ!?」

　刹那、後頭部をガツンと殴られたような衝撃が走る。

（……惚れる？　えっ、惚れるってなに？　好き？　愛してる？　愛してるの？　誰を？　御許？　わたし？　わたしのこと、好きなの？　藤吉郎が？　えっ、ええええええっ!?）

　彼の発言は、ある程度は予測できていたことだった。しかし、寧々は恋する乙女である。実際に告白されてしまうと、それまでの思考がすべて跡形もなく吹き飛んでしまったのだ。

　顔が凄まじい勢いで発熱しているのがわかる。猛暑日に畑仕事をした時のように、頭がくらくらしてきた。

（なんで……？　なんでなんでなんで……？　どうしてわたしなんかを……？）

　恋する乙女にとって、藤吉郎が発した言葉は劇薬に等しい。

　寧々は弾かれたように男の上から飛び退る。だが、腰が抜けてしまって立ち上がれない。

　当然、畳の上で羞恥に身悶える羽目になった。

「まったく、何をしておるのじゃ……寧々殿は」

　藤吉郎も容赦がない。右へ左へとごろごろ転がっていた寧々に近寄り、左腕で抱き起こしてくると──耳元で、猿顔には似つかわしくない気障な科白せりふを零してきたのだ。

「男は惚れたおなごのためならば、牛馬の労も、悪行に手を染めることも厭わぬ生き物なのじゃ。たしかに今生においては、御許と縁はこれまで薄かったやもしれぬ。されど、それは男の意地と言うものじゃ。妻に迎えた時、ひもじい思いはさせたくなかったからのう」

「こ、今生……？　それに妻だなんて、あなたは一体何を言って──」

　思わず寧々は問い返していた。しかし、その続きが紡がれることはない。

　彼の自由な右の掌が、寧々の腰を優しく撫でてきたのだ。もはや会話どころではなくなっていた。

「──んぅ……っ!?」

　途端、ゾゾゾッと震えが走る。

　だがそれは、不快なものではなかった。甘美な疼うずきですらあった。

（なに、これ……？）

　寧々は男の腕のなかで、未知の感覚を前に──訳もわからず身体を縮めるしかない。

　混乱する少女をよそに、藤吉郎は平然と喋り続けていた。それも、衝撃的な内容を。

「実はな、わしと寧々殿は前世において夫婦の間柄にあったのじゃ。とはいえ、人間であるから当然死に別れての。御許のことが忘れられず、今世でもこうしておるのだ」

「わたしと、藤吉郎が……夫婦？　前世で……？」

「うむ、だから御許はわしにとって他人ではない。それどころか、大切なおなごなのじゃ。御許のためならば、わしはどのような困難にも立ち向かってみせようぞ」

「……っ」

　なんて夢想的で、詩的な科白なのだろう──寧々は素直にそう思う。

　そして同時に、そのようなことがあり得るのだろうか──という疑念も浮かんでくる。

　そもそもからして、前世の記憶があるということ自体が不思議な話だ。

　当然ながら、寧々にはない。彼が口から出まかせを言っている可能性もあった。

（ああ、でも、本当にわたしたちが前世で夫婦だったのなら、藤吉郎がわたしを助けてくれた理由もわかる気がするわ……。夫婦は助け合い、支え合うものだもの。わたしが藤吉郎の立場だったら、きっとそうするだろうし……）

　されど、そんな夢見がちな自分がいることを──彼の言葉を信じたがっている自分がいることを、寧々は否定できない。

　なにしろ、恋心を抱いている男の言葉なのだ。意識するなという方が無理な話である。

「藤吉郎、それは本当……？　本当の話なの……？」

「わしは商人じゃぞ、寧々よ。商いは信用が第一、ゆえに嘘は言わんことにしておる」

　もはや、堂々と「寧々殿」ではなく「寧々」呼び捨てにしてくる藤吉郎。

　そんな彼を前に、恋愛初心者な寧々は完全に舞い上がっていた。

　顔が焼けるように熱い。気分が高揚する。胸が苦しくなるほど、心臓が高鳴っていた。

　もはやすべてが寧々の理解の範はん疇ちゆうを越えたところで動いている。

「あ……」

　迷子の童女のような気持ちになっていた少女の肢体を、藤吉郎が力強く抱きしめてきた。

　それは、何よりも頼りがいのある力だった。

　気付けば、寧々は必死になって男の身体を抱き返している。

　はしたない行為だとはわかっていた。それでも、縋りつかざるを得ないのだ。

　そうしなければ、もう自分を保っていられない──そんな気がしていた。

　とはいえ、藤吉郎は悪人だとも思っている。なにしろ混乱の極みにある寧々を、さらに乱して狂わせるようなことを言うのだから。

「御許はわしのもんじゃ、わしだけのもんじゃ……誰にも渡しはせんからのう……」

　ある意味において狂気染みたその言葉を聞いた途端、寧々は己の感情が──これまで保ってきていた最後の一線を、ついに踏み越えてしまったことを自覚する。

　もう我慢できない。自分を抑えることができそうになかった。

　──武家の養女という立場。

　──決して恋をしてはならない身分。

　だが、それらを踏まえた上で寧々は思うのだ。

　たとえ許されないことであったとしても……

　せめてはじめての男くらいは、自分の惚れた殿方であって欲しいと。

　強姦されかけた忌まわしき記憶が、武家の女にあるまじき思いを強めているのだろう。

　寧々は藤吉郎を正視しつつ、口を開いていた。

「藤吉郎、あなたがいなければ……わたしはあの醜悪な男の情婦になっていたでしょう」

「……おぞましい話じゃ」

　藤吉郎の腕に力が入る。正直なことを言えば、痛い。だがその痛みも心地よい。

　少女は圧迫感に息を荒らげながら、誘うように囁いた。

「どうして、おぞましいと思うのかしら……」

「どうしても何も、当然じゃろうが。己の女が他の男に穢されるなど、耐えられん」

「なら──」

　言質は取った。寧々は勇気を振り絞り、口を開く。

「──わたしを抱いて、今すぐにでも」

　藤吉郎は弾かれたように寧々を見る。少女はその視線を受け止め、苦笑した。

「だって、あなたはわたしを自分の女だって言うけれど──わたしはまだ、あなたのものにはなっていないわ」

「いや、じゃが……それは」

　明らかに狼狽している男の様子が、とても好ましく映る。

　やはり彼は匪賊とは違う。肉欲ではなく、わたしのことを第一に考えてくれている──寧々はそのように実感していた。

「だめ、かしら」

　少女は微笑みながら訊く。

「あなたが断るなら、わたし、お養父とう様にお願いするわ。そして、できるだけ早めにお婿さんを取ってもらうことにする」

　そこまで言ってから、男の袖を握る力を強めて尋ねた。

「ねぇ、藤吉郎……あなたは、わたしが他の殿方に身体を開いて、貫かれて、子種を植えつけられるところ──見たいと思う？」

　藤吉郎の目が白黒する。少女の煽りは効果覿面てきめん、会心の一撃を見舞ったらしい。

「……脅迫じゃぞ、それは」

　彼の絞り出すような応答に、寧々は苦笑する。

「脅迫も何も、わたしはただ……浅野家での自分の役割を知っているだけよ」

「本気、なんじゃな」

「そうさせたのは、あなたでしょう……？」

　我ながら、ずるい言い方だと思う。自分は悪くない、そのように取られかねない言葉だ。

　だがしかし、その科白を吐かせるほどの精神状態に寧々はいる。

　余裕など皆無。そのなかで、恋の相手を離さないように必死になっていた。

「全部、あなたが悪いんだわ……。わたしを勝手に『自分の女』扱いして、挙句の果てには妻にするですって……？」

　女心を少しは考えなさいよ、ばか──寧々がそう囁けば、藤吉郎の目が据わる。

　どうやら煽りに煽られた結果、彼の覚悟も決まったらしい。

「……いいんじゃな？」

　おそらくは、当初、寧々を抱くつもりなど毛頭なかったのだろう。

　巷ちまたでは『猿』と呼ばれている男だが、彼は性欲を抑えることのできる獣だったのだ。

　だがしかし、今やその獣の目には、はっきりとした情欲が宿っている。

　檻から解放され、ごちそうをぶら下げられた雄の眼差し。それを真正面から浴びせられた少女は、全身がぶるりと震えるほどの喜悦に襲われた。

「あなたの女、なのでしょう……？」

「……承知した。もはや遠慮はせんぞ」

　最後の確認の声が聞こえ、寧々は静かに頷いた。もう、迷いはない。

「あ……っ」

　藤吉郎の腕が伸び、頬を撫でてくる。愛おしむように、とても優しく丁寧に。

　寧々の全身が歓喜で震えた。場違いなほどに穏やかで、安らいだ吐息が零れてしまう。

「これから寧々殿には、おなごの悦楽を骨の髄まで叩きこんでいくことにしよう。もはや逃げ道などないぞ、覚悟しておくのじゃな」

　そんな囁きと共に、寧々の瑞々しい唇に指を這わせてくる男。

　瑞々しい粘膜のかたちを確かめるような動きに、むずがゆさが少女のそこに走る。

　やがて耐えきれなくなり、寧々はそっと唇を開いていた。

「藤吉郎、わたしは……」

　自覚はしている。己の声が、媚びを売るような質のものに変わっているということは。

　誘われたように男の顔が近付いてくる。彼の腕は寧々をしっかりと抱きとめている。

　もはや、逃げることなどできなかった。

「ん……っ」

　そして、接触する。男の唇が押しつけられ、唇の純潔が失われたことを理解した。

（ああ、わたし……はじめて接吻したのね……殿方と──いえ、藤吉郎と）

　唇から伝わる男の熱が、胸の奥を焦がす。

　熱病のように全身が火照り、頭のなかが真っ白になってしまう。

「ふっ……んふ……っ」

　唇を押しつけていることもあり、口呼吸ができない。

　苦しかった。鼻息が荒くなっていく。でも、止められない。

　はしたないことだとはわかっている。鼻息を荒らげることが、淑女らしからぬ振る舞いであることもまた理解していた。

　されど、寧々は選択する。見栄や体面よりも、藤吉郎との交わりを優先することを。

「藤吉郎……あぁ、藤吉郎ぉ……」

　冷静な自分が、随分と甘ったるい声を出すものだと脳裏の片隅で冷笑している。

　清洲の淫売宿で、男に股を開いている遊女たちの方が幾許か清楚かもしれない。

　浅野寧々という女が、武家の女らしからぬ破廉恥な姿を曝していることは、もはや否定できない事実だった。

　だが、それを認識していてもなお──ずっと接吻していたいという心が勝ってしまう。

「ん……ふっ、ふぁ……」　

　しかし、少女の思いも虚むなしく男の唇はゆっくりと離れていく。

　その時、寧々の心のなかに去来するのは、とてつもない寂せき寥りよう感かんだった。

（離れたくない……ずっと、唇を重ねていたい……）　

　寧々はおでこを藤吉郎の胸に強く押しつける。

　そして、彼の着物を握りしめながら──無意識のうちに囁いていた。

「藤吉郎……」

「な、なんじゃ？」

「もう、満足したの？　あなたの言ったおなごのなんとやらは、この程度なのかしら」

「……いんや、まだまだこれからよ」

　煽られた藤吉郎が唇を奪いにくる。頤おとがいを掴まれ、上を向かされ、そして重ねられた。

　それだけならよかった。だが、彼の行為は寧々の想定外のものでしかなかったのだ。

「んっ、んん……っ!?」

　乙女の穢れなき清楚な口腔。

　あろうことか藤吉郎はそのなかへ、分厚い舌をにゅるりと侵入させてきたのである。

（なにこれ……なに、これ……っ）

　予想だにしなかった事態である。頭の中が真っ白になり、寧々は目を見開き硬直した。

　接吻とは、唇を重ね合う行為だったはずだ。では、これは一体なんなのだろう。

「あ……っ、んふ……んっ」

　寧々の口腔内は、藤吉郎の舌による蹂じゆう躙りんをたやすく許してしまっていた。

　縮こまっていた少女の舌が絡め取られ、舐められ、しゃぶりつくされていく。

「んむっ、ちゅ……んむ、んんっ……」

　だが、不快感はなかった。むしろ心地よいとすら感じている。

　藤吉郎に口内を侵されるたび、ぞくぞくとした妖しい官能が肢体を駆け抜けていく。

「ん……っ、んう……っ!?」

　思わず寧々は腰を戦慄わななかせていた。男の唾液が、舌を伝い大量に流れこんできたのだ。

　いや、流れこんできたのではない。流しこんできているのだ。藤吉郎は意図的に、寧々に己の体液を飲ませようとしている。

　他人の唾液が咥内に溜まっていく経験は、当然ながらはじめてのことだ。

「ん、はふっ、ん……あっ、ちゅ……ちゅるっ、んくっ、あ……んふぅ……っ」

　されど、顔を離すことは許されなかった。藤吉郎に抱きすくめられていることもあり、身動きを取ることもままならないのだ。

「んくっ……んっ、ん……んぐっ」

　唾液を流しこまれ、それを彼の舌で攪拌かくはんされるという非日常。

　ぐじゅぐじゅと音を立て、口腔内で混ぜ合わされていくふたりの体液──寧々はそれを、たっぷりと飲まされることになる。

　本来であれば、忌避きひすべき汚らわしい行為だ。

　寧々も最初は抵抗したが──実際に飲まされてみれば、たちまち抗う気力を失った。

　恋い慕う男に口内粘膜を弄ばれることで得られる甘い痺れ。

　その余韻が燻くすぶっていたこともあり、喉奥をねっとりと湿らされていく感覚すら、心地よいものとして変換されてしまっていたのだった。

（もっと、いっぱい舐めて欲しい……いっぱい掻き回して、いっぱい飲ませて……）

　雨上がりのナメクジの如く、少女の口内を好き勝手に這い回る藤吉郎の舌。

　その粘膜の蠢うごめきに寧々は追従し、己の舌を一生懸命に絡みつけていく。

「んっ、あぁ……藤吉ろっ、はふっ、ちゅ、んぢゅっ、あ……ふぁ……っ」

　されど、寧々が主体性を持てたのはそこまでだった。

　藤吉郎は巧みな舌技を見せつけ、あっという間に寧々を腰砕けにしてしまう。

「あ……んぅうぅ……っ」

　少女の舌が吸引される。サーモンピンクの舌がぬらりと吸い出され、男の赤褐色の口腔へと導かれていく。

「んふぅ……っ!?」

　寧々を襲ったのは凄まじい衝撃だった。なんと、藤吉郎に舌を甘噛みされたのだ。

「んあっ、あ……ん、あぁ……」

　寧々も人間である。これまでにも幾度か、自分の舌先を噛んでしまった経験はあった。

　だがそれとこれとは話が別だ。他人に舌を噛まれる機会など、普通に生きていればそうあることではない。

　されど普通ではないことが、今、現実に起こっていた。

　寧々が平常心を失ってしまうのも、致し方のないことだろう。

「んっ、ふあ……っ、んふっ、あふ……んっ、ちゅっ……」

　甘く痺れてしまった舌。それを引っこめることは、どうやら許されないらしい。

　吸引され、藤吉郎の口内で留置されてしまう。

　そしてそこで、吸われ、舐めしゃぶられ、甘噛みされてしまうのだ。

（あ、あぁ……これ、いけない……だめぇ……っ）

　寧々の思考は、もはやまともに機能などしていない。純な貌かおはだらしなくとろけてしまっており、夢うつつな様子だった。

　事実、少女の視界には藤吉郎以外の何も映ってはいない。大量の脳内麻薬によって、ありとあらゆる認識能力が低下してしまっているためだった。

「んっ、んぅ……あふ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅるっ……んふっ、んうぅ……っ」

　恋する男と唇を触れ合わせることは、とても心地よかった。

　しかしそれ以上に、舌を絡め合うことが──ここまで悦よろこびを覚えるものだとは、まるで予想だにしていなかった寧々である。

　高揚感と身体の火照りに導かれるがまま、さらに藤吉郎が欲しくなってしまっていた。

「あ……んっ、ふぁ……っ」

　とはいえ、舌を動かすことは重労働だ。口が攣つりそうになり、顎あごも疲れてしまう。

　さすがの藤吉郎も、一息入れたくなったようだ。なおも唇を求める寧々の肩を掴み、ぐっと引き離す。

　互いの舌の間には、ぬろぉっと粘度の高い唾液の橋が架けられていた。

　そして寧々の口腔内には、たっぷりと藤吉郎の体液が溜められている。

（飲む……しか、ないわよね……）

　こくん、と男の唾液を飲み干せば──たちまち、お腹の奥がずくずくと疼きはじめる。

　まさか月に一回ある『下り物』がはじまったのだろうか？　そんな不安に駆られた寧々だったが、どうやら違うらしい。

　血液ではなく別の何かが、じゅわじゅわっと身体の奥底から湧き上がっていたのだ。

「ん……っ」

　思わず、太股を擦り合わせてしまう。

　自分の身体であるにもかかわらず、なにがどうなっているのかわからない。

「あっ……藤吉郎……」

　肉体の変調が恐ろしくなり、思わず男に縋りつこうとした寧々だったが──彼の行っている動作を見て、それどころではなくなってしまった。

　胸が凄まじい勢いで脈動しはじめたのだ。

「は……っ、う……うぅ……」

　藤吉郎は褥を畳の上に敷いている。

　それだけではない、戦国時代の掛布団でもある夜着も敷いていたのだ。

　彼のしていることは、寧々からすれば──とてつもなく生々しいことだった。

（これから……わたし、あぁ……されてしまう、のよね……）

　お日様の出ている時間にもかかわらず、敷かれている寝具。

　それは戦国の女にとって、極めてインモラルなものの象徴でもあった。

（今さら、逃げられないわよね……引き返せないもの……）

　淫らな行為の準備を整えた藤吉郎が近付いてくる。

　見上げれば、そこにはギラギラと熱を帯びた雄の双眼がある。ずくりと下腹が疼く。

「寧々、よいな？」

「は、はい……」

　まるで従順な初夜の花嫁のように──寧々は恥じらい、俯きながら頷いた。

　だがこれからはじまるのは、清らかさとは無縁の、背徳と禁忌に満ちた婚前交渉だ。

　手を取られるも、腰の抜けてしまっている寧々はまともに立ち上がれない。

　藤吉郎は「仕方ないのう」と苦笑して、少女の身体を軽々と抱き上げてくる。

「あ……っ」

　褥に寝かされた寧々の目前で、男が着物を脱ぎ捨てはじめた。

　小柄だが引き締まった藤吉郎の裸体は、商人のくせに、下手をすれば武士よりも男らしい肉付きをしている。

（あれが、藤吉郎の……っ）

　どくん、と心臓が飛び上がらんほどの衝撃が胸部に走った。

　藤吉郎の股座で完全に屹立している男性器モノ。それは圧倒的な威容と共に、寧々の前にそびえ立っている。

　肉竿の太さは彼の手首ほど。長さは五寸（十五センチ）ぐらいはあろうか。赤紫色の、エリンギのようなかたちをした重量感溢れるペニスだ。

　先端はぷっくりと膨れ、見事な肉傘を形成している。竿にはビキビキと血管が浮き出ており、凹凸も凄まじい。

（こんな、おばけみたいなものが……わたしのなかに入ってくるというの……？）

　怖い。それが素直な感想だった。

　だが同時に、これっきりなのだから我慢しないと──という思いが芽生える。

　寧々が浅野家のために、武家から婿を取ることは既定路線だ。

　藤吉郎は嫁にしてくれると言っていたが、きっとそれは叶わぬ夢となるだろう。

　だから、彼との肉体関係はこれっきりにしなければならなかった。

（わたしにとっての恩人、そして好きになった殿方に……純潔を捧げるだけなのだから）

　とはいえ、婚前交渉はそれだけで悪徳の極みである。決して許されるものではない。

（もしかしたら、将来……夫となるべき殿方に非処女であることを悟られて、不義を働いた淫売として殺されてしまうかもしれない。でも、それでも構わないわ……）

　お養父様、お養母様、どうか愚かなわたしをお許しください。

　藤吉郎が激しい吐息と共にのしかかってくるのを見ながら、寧々は、己の血で彩られるであろう将来の覚悟を決めていた。

　それなのに、彼は、少女の覚悟を切り崩すようなことを言ってくるのだった。
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　寧々との接吻は飽きるような代物ではない。

　なにしろ彼女の唇は瑞々しく、ぷるっぷるなのだ。

　しっとりとした熱を湛える潤い豊かなそこに口付ければ、即座に頭の奥が痺れ、彼女のことしか考えられなくなるだろう。まさしく魔性染みた魅力と言ってもいい。

　藤吉郎はそんな彼女の耳元で囁いた。

「寧々、わしは御許のことを誰よりも愛しておる。この天下で一番、御許のことを考えていると言ってもよいじゃろう。他の誰よりも大切にするからのう……」

「…………」

「わしは御許のことをずっと見ておった、御許のことしか見ておらなんだ。これからは御許も、わしのことだけを見て生きて欲しいものじゃ」

　期待をこめた囁き。しかし寧々が見せたのは、藤吉郎の望んだような反応ではなかった。

　彼女は顔に悲しみの色を浮かべながら、首を左右に振っている。

「それは無理よ、許されるはずがないわ……」

「なっ、なぜじゃ？　何か問題でもあるのか？」

「なぜもなにも、当然でしょう？　わたしは浅野家の養女、この身体はわたしの身体ものではないの。浅野の家を継ぐ殿方のために捧げられる、供物のようなものだから……」

　その言葉を聞いた途端、『嗚呼、なるほど』と内心で頷く藤吉郎だった。

（やはり、このあたりは面倒臭いことが多いのう……）

　武家や公家。日本の支配階層の生活様式や規範意識は、直言するならばとても堅苦しい。

　貧農から位人臣を極めた藤吉郎は、そのことを誰よりもよく知っている。

（なにしろ、体面を気にしすぎるのじゃ。何をもってしても、先例主義。わしも関白に就任する折、わざわざ近衛家の猶ゆう子しになったぐらいだしのう……）

　だが、同時に理解していた。

　貧農出身の藤吉郎が前世で関白になれたように──体面さえ取り繕つくろえば、存外になんとかなってしまう世界だということを。

　寧々を妻に迎えることができると思うのは、そんな仕組みを熟知しているがゆえなのだ。

「そうかそうか。じゃがな寧々よ、別に御許がそこまで深刻に考える必要もなかろう？　浅野家にとって、婿を取るべきおなごは……別に御許である必要はないのじゃからな」

「……っ、それは……そうだけど……！」

　目の前の少女はつらそうな表情を浮かべる。自分の立場を改めて突きつけられたからだ。

　要するに、寧々は浅野家にとっては代替可能な存在だった。

　寧々が必要なくなれば、浅野家は養子としての縁を切っても構わないのである。

「でも、わたしは……」

　少女は言い淀む。なんとかして反駁はんばくしようとしていた。

　なにしろ、藤吉郎の発言を認めることは──自分という存在そのものが、社会の無価値な歯車のひとつにしかすぎないことを、はっきりと是認することになるのだから。

　社会のなかで、必ずしも自分が生きている必要がないという事実。それを全面的に認められるほど、人間の精神は強くない。

「……わたしには、浅野家に育てて頂いたという恩があるわ」

「それは御許の片思いではないか？」

　藤吉郎が真顔で言いきると、寧々は愕然がくぜんとして蒼白な面持ちになる。

「よく考えてみよ。浅野家の者共が御許のことを真に思っているのであれば、その幸せのために尽力してくれるはずじゃ。御許が御許の生き方をしたいと望んだ時、それが糾弾されるようなことがあれば──所詮はそれまでよ。御許のことを人ではなく、置物か何かとして扱っていたことになるじゃろうて」

「…………」

「もし、御許がわしの許へ嫁ぐことを真に望むのであれば、そのことを覚えておくがよいぞ。そして、もし仮に、浅野の者共が御許の意にそぐわぬことを強いようとするならば──浅野家から豊臣屋に出しゆつ奔ぽんすればええ」

「しゅ、出奔……？」

　目を白黒させる少女に、藤吉郎は微笑んだ。

「なに、特段驚くべきことではなかろう。男であれば出奔のひとつやふたつ、人生のうちで一回は経験することぞ。おなごがしてはならぬ道理はなかろうて」

「そ、そのようなことを無責任に……っ！　第一、浅野家と訴訟沙汰になりましょう！」

「まぁ、そんときゃあそんときよ！　いざとなれば利家を通じて、荒子の前田本家に仲裁してもらえばええ。浅野家も前田家にゃあ頭が上がらんじゃろうしな」

「だっ、だけどだけどだけど……！」

「それにな、ここだけの話……最終的な裁定者である信長様は、男女の惚れた腫れたの話が大好物じゃからなぁ。なにしろ──」

　と、前世のことを口に滑らせかけて、慌てて口をつぐむ藤吉郎。なにしろ寧々を説得することを考えれば、極めて不適切な例だったからだ。

　なぜならば、前世の夫婦喧嘩──それも女性絡みの案件だからである。

　言うまでもなく、前世の藤吉郎は性欲過多の女好きだった。

　女遊びも激しかったため、寧々はついに憤激。信長に宛てて『夫を断罪するように』という怒りの手紙を書き送ったのだ。

　すると信長は、律儀にも怒れる部下の妻へと返信。自らの意見を表明した上で、『この返書を浮気亭主にも見せよ』と付言したのである。

（あんときゃあ死ぬかと思ったぞ……。まさか信長様が、わしら夫婦の問題にまで首を突っこんでくるとは思わんかったからのう）

　遠い昔のことを懐かしく思う藤吉郎に、少女は怪け訝げんな顔を向けた。

「なにしろ……？」

「──あ、あぁ、すまんのう。実はな、いま口を滑らせかけた内容は決して口外できんのじゃ。なにしろ、信長様の栄誉にも関わるゆえ……な？」

「なによ、それ……ばかみたい」

　寧々はついに噴き出した。ようやく少女の顔に笑顔が戻りはじめている。

「いずれにせよ、御許が過度に心配する必要はない。何かあってもなんとかなるということだけは──覚えておくがよいぞ」

「……呆れたわ、結局は他人任せってことじゃない」

「そりゃあ、任せられるものは任せた方がよいに決まっとるじゃろ」

「藤吉郎、あなたねぇ……出奔だなんて言葉をほのめかしておきながら、大事な部分を他人任せにするのは許されるのかしら？　もしあなたの目論見通りに前田家や信長様が動いて下さらなかったら、どうするつもりなのよ」

「そんときゃ、ふたりで駆け落ちと洒しや落れこむのも悪くないと思わんか？　豊臣屋には京に支店があってのう、これは我が弟・小一郎が管轄しておるのじゃ」

「本っ当によく舌が回るのね……感心するわ」

「おお、もっと褒めてくれて構わんぞ」

「皮肉に決まってるじゃない。ああ、どうしよう……どうしてわたし、こんな変な男に惚れてしまったのかしら」

　寧々は穏やかな顔でため息をついた。

　その表情からは、悲壮感や不安感といった類のものはすべて一掃されている。

　少女の苦笑を見た藤吉郎は、ようやく胸を撫で下ろしていた。後はもう、なるようになるだけだろう。

「そりゃあ、わしは魅力の塊のような男じゃからなぁ」

「自分で言っているのを聞くと、憐あわれみすら感じられるわね」

「うるさいわい！　まぁ、いずれにせよ、御許にはこれから──わしの魅力をたっぷりと味わってもらうことになるんじゃがのう」

「どっ、どういう意味かしら……」

「そのまんまの意味じゃよ」

　藤吉郎はそっと少女の両肩に手を置いた。びくりと少女の肢体は跳ねる。

　その過敏な反応を意に留めることなく、ゆっくりと掌を肩へ下降させていく。

　そこには当然、寧々の母性の象徴があった。

「あっ、やんっ……！　こ、こら藤吉郎っ！　あなた、いったいどこを触って……！」

「わからんか？　御許の胸じゃよ胸。乳房じゃ、おっぱいじゃ」

「わたしはそういうことを訊いているんじゃなくて……ひゃうっ」

　着物の上からでもわかる、たっぷりとした重量感ある乳房。

　そのふくらみを掌いっぱいに包みこむように、着物の上からスリスリと撫で回していく。

　緊張しているのか、寧々は身体をふるふると震わせていた。

「も、もう……っ、変なことをしないで……」

「変なこととはなんじゃ。ここまで立派なものを前にすれば、誰でもこうするわい」

「でも、気持ち悪いでしょう……？」

「逆じゃ逆。武家の者共は乳房が小さいことが美徳と思っとるようじゃが、わしからすれば実に愚かとしか思えんわい」

「それは、どうして……？」

「大は小を兼ねるとも言うじゃろ？　それに、ほれ……こうして手を動かせば着物の上からでも柔らかさがわかる」

「あぅっ……んっ、な、なにを……！　あっ、やめっ……も、揉まないでぇ……」

「あぁ、これはええのう……。乳の小さなおなごは、着物の上から揉んだところで生地の感覚しかわからんからなぁ」

　とはいえ、手と乳房は布で隔へだてられているので、その柔らかさを完全に堪能できる訳ではない。それでも、柔肉に触れているという感覚は強かった。

　なにしろ指先を動かせば、着物の下にあるふくらみも歪むのがわかるのだから。

「やはり、堪らんわい……ずっと恋い焦がれてきたおっぱいじゃからのう……！」

　女性の胸は、本当に不思議な部位だ。

　触れば触るほど気持ちが昂り、そこにばかり執着してしまう。

「こっ、この変態……っ！　変態商人っ！　やめなさい、こらぁ……やめなさいってば、ひゃんっ!?」

　指先に力を入れてぐにぐにと着物の上から乳房を揉んでいると、少女が小さく嬌声染みた悲鳴を上げた。　

　おそらく、乳首が肌襦袢と強く擦れたのだろう。寧々は吐息を乱しながら訴える。

「あなたね……もうすこし優しく、しなさいよ……！　わたし、はじめてなのよ……!?」

「お、おぉ……これはすまんかった」

　寧々の抗議を受けてハッと我に返り、藤吉郎はすぐさま詫びた。

「わしとしたことが、我を失っておったわい。御許だけを愛すると決めたこともあって、おなごを一切断ってきたからのう……」

「あ、あっそ……なら仕方が──って違うわ、まったくもう！　気をつけなさいよね！」

「うむ、とはいえ……気をつけてもどうにもならんことがこれじゃ。御許のような美しいおなごの乳房の前では、誰しもこうなってしまうじゃろう」

　そう語り掛ける藤吉郎の手が、動きを止めることはない。

　親指で乳首を探るように指圧していくと、瞳を潤ませた寧々は甘く揺れる声を上げた。

「この、ばかっ！　痴れ者っ！　助平っ！　色狂いっ！　狒ひ々ひ男っ！」

　散々な言われようだったが、彼女は本気で藤吉郎を罵倒している訳ではない。

　武家の養女という立場柄、商人に対して下手に出れないだけなのだ。

　その事情をよく理解している藤吉郎は、寧々の頤を掴んで瞳を覗きこむ。

「なるほど、寧々殿はわしのことをよく知っているようじゃ。たしかにわしは、前世では色情狂と揶揄されておったからのう」

「え……っ？」

「じゃが、前も言ったが、今生でわしが抱くのは──寧々、御許だけじゃ」

　演出として、藤吉郎は舌なめずりを見せつけながら囁く。

「わしのふぐりに溜まる精汁は一度や二度の射精で尽きることはない。一日で最低五回は出さねば萎えんからのう……慣れてくれば御許も楽しめよう」

「え……あっ、そ、そう……なの……？」

　あまりに酷い告白に、寧々は羞恥心から顔を真っ赤に染めていた。

　そんな少女に藤吉郎は意図的に腰をすりつけ、彼女の股へと肉棒を押しつける。

　着物越しだが、硬く張り詰めた生殖器が間近にあることは、さすがに感知できたようだ。

　びくりと身を竦める仕草が、いかにも生娘きむすめ然としていて可愛らしい。

「御許が言うように、わしは狒々じゃ。盛りに盛った猿なのじゃ。その猿の妻となるおなごが一体どうなるかは──もはや明白じゃろう？」

「そ、そんなの知らないわ……知らないわよ……っ！」

「寧々よ、こんなにも簡単なことがわからんのか？」

　少女の下乳を着物越しにたぽたぽと揺すりながら、その耳元でねっとりと囁いた。

「御許もわしと共に、仲良く色狂いの仲間入りじゃ。今日という日を境に、猿の妻に相応しい──万年発情期の雌犬になれるよう、たっぷりと愛してやるからのう」

「それでは、犬猿の仲になってしまうのではなくって？」

「…………」

「もう、おばかさ……んっ」

　寧々が吐息を乱し、ぶるっと肢体を震わせる。

　藤吉郎が乳房を絶えず揺さぶっていることで、乳頭と着物が擦れたのだろう。

「それに、あなた……勘違いをしているわ」

　少女はとろけた瞳で、藤吉郎を見つめた。

「わたしは、あなたにはじめての殿方になって欲しいと言ったわ。だけど、妻になるだなんて……一言も言ってないんだから」

　そんな甘々な声で紡がれる挑発行為。男を誘うには十分すぎる破壊力だ。

「ならば、その気にさせるまでよ。御許がわしの傍から離れたくなくなるようにのう」

「やっ……やってみれば、いいじゃない」

　顔を朱に染めながら、寧々はぷいっと顔を逸らす。

「わたしは武家の女……淫らな色事に染まるだなんて、絶対にありえないんだから……」

　その貌、その言葉、その仕草。ありとあらゆる寧々のすべてが股間に響く。

　もはや我慢も限界だ。少女を抱き直し、褥の上に優しく押し倒す。

　見下ろした純朴で美しい彼女の表情には、これからはじまることへの淡い期待感と──かすかな恐怖が透けて見えていた。

「まぁ、ここまで色々と言ってはきたが……安心せい。さすがに初日から、乙女である御許に酷いことはせんからのう」

「って、だから！　あなたとはこれっきりで、二日目なんてものはないと……！」

「実に強情じゃのう。まぁ、いいわ。二日目があるように、御許をしっかり悦ばせてやればよいだけの話じゃからな」

　そう言いながら、藤吉郎は寧々の肢体をねっとりと見つめる。

　勝算はあった。なにしろ、勝手知ったる妻の身体なのだから。

「それに、おなごの破瓜はかは一生に一度しかないものじゃ。御許にとって、幸せな記憶となってくれればよいのじゃが」

「あ……んっ」

　そっと顔を近付ければ、寧々は瞳を閉じて唇を差し出してくる。

　ちゅっちゅっと啄むように唇を吸えば、少女の身体からは強張りが抜けていった。間近に迫った媾こう合ごうを前に、乙女の身体は無意識のうちに身構えて硬くなってしまっていたのだ。

　まずはそういった肢体の緊張を、じっくりと溶かしていかなければならないだろう。襟の合わせ目に右手を這わせながら、藤吉郎は囁いた。

「寧々、直に触るからの」

「は、はい……」

　先ほどまでの、跳ねっ返りな寧々はどこへ消えたのか。

　途端にしおらしい返事をしてきた彼女に苦笑しつつ、藤吉郎は左腕を少女の肩に回す。

　そしてゆっくりと、右手を着物の内側へと進めていった。

「あぁ……藤吉郎の指が……っ」

　侵入させた指先を使い、丁寧に肌と布の隙間を拡張していく。

　寧々の肌はすでに汗ばんでいたが、乳揉みによって幾いく許ばくか着物が緩んでいたこともあり、作業自体はスムーズに進んでいた。

　少女の高めの体温でじっとりと蒸れた空気が、右手をむわりと包みこむ。

（嗅いだら、物凄く濃密な汗の匂いがするんじゃろうなぁ）

　そんなことを思いながらも、藤吉郎の指先は寧々の鎖骨辺りに到達していた。

「それにしても、寧々の肌はもちもちしておるだけでなく、すべすべじゃのう……触っていて、指が快こころよい。やはり、おなごはこうでなければ」

「ん……っ、はぁ……っ」

　寧々の唇がわずかに開き、悩ましげなため息が零れる。

　藤吉郎の指先が、とうとう乳房のふくらみへと至ったからだ。

「おぉ……おぉおぉ……！　やわらかい、やわらかいぞ……っ！　寧々よ、指がどこまでも沈みこんでいきそうじゃ……！」

「へっ、変なことを大声で言わないで……っ、あっ、んうっ……」

　この甘美な触感を、如い何か様ようにすれば表現できるだろうか。寧々の左乳房を指先で突きながら、藤吉郎は心底そう思う。

　安直な表現だが、絹を思わせるようなすべすべの触感に、赤ん坊のような柔らかさが混在しているとでも言えばいいだろうか。

　いずれにせよ、寧々の胸は名状し難き絶品だった。圧をかければどこまでも沈みこんでいきそうな錯覚を覚えるものの、それでいて芯はぷりぷりと弾力豊かなのだから。

（本当に、寧々のおっぱいは最高じゃのう）

　やわらかくも張りがあり、揉めばしっかりとした弾力が出迎える──そんな美巨乳のふくらみを、いよいよ本格的に藤吉郎は責めはじめた。

　力をこめればむにゅりと歪み、底なし沼のような柔肌へと指先が沈みこんでいく。

　すると指と指の狭間から真っ白な柔肉がこぼれ、掌では到底覆い尽くせない圧倒的な重量感を味わうことができた。

「ああ、たまらぬ……！　寧々、脱がしても構わんか？　御許の美しい肌を、わしのために見せてくれんじゃろうか」

「そ、それは……でも……」

「なんじゃ、寧々は服を着たまままぐわうのが好みなのか？　乙女であるにもかかわらず、とんだ好き者じゃのう……」

「あぁ、もう……！　わかったわよ……！」

　藤吉郎の煽りを受け、寧々は拗ねたような顔で着物の帯を解きはじめる。

　それが照れ隠しだということはわかっていた。彼女にも女の意地があるのだろう。

「あまり、じろじろと見るものではないわ……」

「これは失敬。じゃが、わしはこれまで御許をずっと想ってきたのじゃ……見ることぐらい、許してはくれんかの」

「……もう」

　寧々は苦笑した。

　彼女の指先が帯を解き、ぱっと前面をはだける。純白の長襦袢の紐も解かれた。

　はたして、薄い繊維でできた肌襦袢が露わになったのだが──しっとりと汗ばんでいたこともあり、肌を透かせて見せている。

　それは実にフェティッシュで、好きな者にはたまらない光景に違いない。

　されど少女はすぐに下着の紐を解いて、三枚の布を身体の曲線に沿って滑り落とす。

「おおぉおぉおぉ……！」

　思わず目を見張ってしまっていた。感嘆の声が零れ落ちるのを止められない。

　少なくとも藤吉郎にとっては、それぐらい美しい身体をしている。

（六日前は頭に血が上っておったし、まじまじと観賞するようなことはせんかったが……やはり最高じゃなぁ……!!）

　虚飾のない純朴な美しさに満ちた少女の肌は、恥じらいに赤く染まっていた。

　顔や首はおろか、鎖骨辺りにまで紅が差している。真っ白な乳房とのコントラストが、実に芸術的だった。

「あぁ……寧々、寧々……」

　目を血走らせながら、思わず彼女の名前を呼んでしまう。

　それに対し、寧々は恥じらいに熱せられた吐息を零していた。

「そんなに見ないで……。わたし、自分の胸は、好きではないから……」

　藤吉郎の目線は言うまでもなく、かたちよく張った白い美巨乳に注がれている。それを察知しての科白なのだろう。

　だが、見るなという方が無理な話だ。同世代の少女たちと比べて明らかに発育し、掌では収まりきらないほどの質量を誇るそこは──圧倒的な魅力にあふれていた。

「なぜじゃ、こんなにも美しく実った乳房だというのに……わしは大好きじゃぞ？」

「あっ、あなたの評価は訊いていないわ……！　わたしが好きではないと言っているの！」

「ならば、わしが好きな御許の乳房を、わしを好きな御許が改めて好きなればよいだけのことじゃろ？　愛する男を惹きつけ、夢中にさせる部位だと誇りに思えばいい」

「ばっ、ばか……！　誰があなたのことなんか……！」

「…………」

「……たしかに、すき、だけど……」

　途端、寧々は真っ赤な顔で俯いてしまう。

　乳房を隠すように腕が組まれ、大きな釣鐘つりがね型の肉果実がぶるんと揺れた。

　されど、乳首は完全に隠れていない。腕の間からびょこんとその姿を現している。

　薄桃色のそこは恥ずかしがり屋らしく、先端のわずかな部分だけが露出し、大部分は乳首と同じ色をした乳輪のなかに埋もれていた。

「こんなにだらしなくて、気持ち悪いのに……何がいいと言うのかしら、理解できないわ」

　そんな言葉を零す寧々の身体を、そっと優しく抱き寄せる。

　彼女は素直に応じると、藤吉郎の首に両腕を巻きつけ、羞恥に息を荒らげながら抗議の声を漏らす。

「それに、日常生活でも不便だし……なにしろ──んっ」

　だが少女の唇を塞ぐようにちゅっと口付けを落とせば、たちまちのうちにとろんと瞳がとろけてしまう。藤吉郎は機を逃さず、優しく諭さとすように言った。

「たしかに御許の乳は大きいし、乳首も陥没気味かもしれぬ。されど、わしには御許の言い分こそが理解できぬ。十分誇りに思っていいほどの一品じゃろうに」

「ちょっと、こらぁ……っ、あっ、やぁんっ、なに勝手に触ってるのよぉ……っ！」

　すべすべでぷにぷにの乳房。それを触って撫でれば、寧々が恥じらいの声を漏らす。

　だが、こんなにも立派なものを触るだけなど──生殺しもいいところだ。

（おっぱいは揉んで、吸うものじゃしな）

　五本の指に力を入れ、その柔らかさを堪能する。

　若い乳房はたっぷりとして揉み応えがあり、圧倒的な質量を誇っていた。

「あ……っ」

　服の上からでは味わえない、生の感覚。

　むにっと掌のなかで乳房のかたちを歪めれば、寧々が恥じらいの吐息と共に身をよじる。

　真っ赤な顔をして、潤んだ瞳で男を見上げる初々しさがたまらない。

　さらにぐにぐにと柔肉を揉みしだいてみれば、少女はふるふると首を振って、藤吉郎の腕を掴んでくるのだった。

「もっ、もういいでしょう？　わたしは、あなたに処女を捧げたいだけで……乳房を揉ませるためにこうしているのではないわ」

「じゃがな、このまま御許の女陰ほとにわしの魔羅を突っこんでも、苦しいだけじゃぞ」

「はじめては、つらく苦しいものだと聞いているわ。どのみち一緒よ」

「んなこたぁないぞ。それに御許につらい思いばかりをさせれば、次の機会がなくなってしまうではないか」

「ま、まだそのようなことを言っているの、あなたは……」

「当然じゃろう？　それに、わしは愛するおなごを苦しませたくはないのじゃ。痛みが避けられぬのであれば、できる限り和らげてやりたい……そう思うことも許してはくれんのか、寧々よ」

　そう告げると、途端に少女は嬉しさと切なさが複雑に混ざり合った表か情おを見せる。

「その気持ちは嬉しいわ。だけど、それと胸をもみくちゃにされることに、なんの関係があるというのよ……」

「うむ、ならば教えてやらねばならんな」

　藤吉郎はそう嘯うそぶきながら、上体を浮かせ気味だった寧々の肢体を改めて押し倒した。

　仰向けになった少女の乳房が重力に引かれて胸板の上で潰れ、むにゅりと広がっていく。

　だがしかし、それでも、彼女のふくらみは──はっきりとわかる小山を形作っていた。

　釣鐘型の若々しい乳房は、重力へ完全に屈服しないだけの張りを保っているのである。

「寧々よ、御許は今……わしに乳房を触れられておる」

　藤吉郎はそう囁きながら、重力で潰れた乳房に両手をかぶせていた。

「それが、どうしたのよ……」

「どんな感じがするかのう？　心地よいか？」

「……あなたに触られるのは嫌じゃない。でも、心地よいかと訊かれると違う気もする」

「やはり、そうじゃろうな」

　藤吉郎は寧々の立派な乳房を脇から一気に寄せ上げる。

　深い深い、柔肉の谷間ができた。

　今すぐにでも、この隙間に顔を埋めたり魔羅を突っこんでみたりしたいものだが──まだその時ではないだろう。

「おなごはな、おっぱいを揉まれたところで特に快感を覚える訳ではない。無論、経験を重ねればその限りではないが、未お通ぼ女この御許では何も感じぬのも当然であろう」

「ん……っ、なら、どうしてあなたはわたしの胸を……」

「そりゃ、そこにおっぱいがあれば揉まざるを得んじゃろう？　男の性さがというものじゃ」

「…………」

　無言のままジトッと半眼で睨んでくる寧々。その逆境のなか、彼女の瞳を覗き返す。

「まぁ、それだけではないぞ。言ったであろう、経験を重ねればその限りではないと」

「一度きりの関係であるあなたと、経験を重ねることなんてあり得ないのだけれど……」

「これこれ、まぁ教養だと思って聞くがいい。おなごの乳房には、快楽を得られる秘密の場所があるのじゃ。そこを弄られると、女体はたちまちのうちに参ってしまうのじゃが……同時にふくらみを揉まれることを繰り返されるとな──」

「──そこへの刺激を思い出して、身体が昂ってしまうとでも？」

「そうじゃ、よくわかったのう」

「……ばっかじゃないの？」

　とうとう呆れ顔になった寧々に、藤吉郎は大仰にため息をついてみせた。

「言葉で言ってもわからんか。やはり、身体に教えていく他になさそうじゃのう」

「え……っ？　ひゃうっ!?」

　怪訝な顔付きで藤吉郎の言葉を聞いていた寧々だったが、途端に目を見開き、びくんと身体を竦めてしまう。

　藤吉郎の節くれだった指先が、ちょんと乳輪を突いたのだ。

「わかったかの？　ここじゃよ、ここ。おなごは乳房の先端部分が、とりわけ敏感にできておるのじゃ」

「あっ、やっ、はぅ……っ」

　乳輪を彩る、ぷつぷつとした可愛らしい乳輪腺。

　その薄桃色の縁取りを優しくなぞると、少女はびくびくと上半身を震わせる。

　さらに陥没気味の乳首を乳輪越しに刺激すれば、びくんと背筋を反らしてしまった。

　乳房を揉まれていた時の反応とは大違いだ。

「こっ、こら……やめなさいっ！　そこは稚やや児こにお乳を与えるための大切な場所よ……！　大人が触れるべきところではないわ！」

「おお、よく知っておるのう。さすがの浅野家も、母乳の出所は教えておったか」

　とはいえ、よく考えれば当然の話だろう。

　寧々は浅野家の迎える婿の子供を孕み、世継ぎを産み落とすことを期待されている。

　乳首を吸わせて赤ん坊を育てることぐらいは、教育されていてもおかしくない。

（わしらは当然の話だと思ってしまうが、この世のなかには本当に乳首や女陰ほとの役割を知らず、いつの間にか子供を産んでいる者がいるからのう……教育は、やはり大切じゃな）

　そんなことを思いつつ、藤吉郎は寧々に言った。

「だが、乳首を吸うのは赤子だけではない。おなごと同衾する時、大概の男は乳首を吸っておる。なにしろ、おなごを気持ちよくさせることのできる部分のひとつじゃからのう」

「なっ、何を言っているの……!?　そんな破廉恥なこと、あるはずがないじゃない！」

　予想通り、少女は顔を真っ赤にして反論してくる。

　寧々とて、先ほどの反応からして、乳首が敏感な部位だとわかっているのだろう。

　しかし彼女の脳内では『敏感＝快楽を得られる』という方程式が成り立っていないのだ。

「なんじゃ、御許は今まで……乳首をいじって心地よくなったことはないのか？」

「あっ、ある訳ないでしょう!?　破廉恥だわ!!」

「ふむ……ならばよい、むしろよい。わしが手ずから、御許の純生処女乳首を躾けられるのだと思えば──非常に興奮するからのう」

「んっ、ひゃんっ!?　なっ、何をしてるの……!?　そこは赤ちゃんのためのものだって……ひゃうんっ」

　ふっくらと盛り上がる美巨乳に顔を押しつけ、その先端を舐めしゃぶるという極楽。まさしく、男に生まれてよかったと心底思う瞬間である。

　むにむにと柔らかいもち肌を感じつつ、藤吉郎はぷっくりと充血し盛り上がりはじめている乳輪を、じゅるりと吸い上げていく。

「ああっ、そんな、やめて……やめてぇっ……！　ああ、あうぅ……ひうっ……！」

　藤吉郎の口腔で、陥没気味だった寧々の乳首が──いまや立派に勃起していた。

　乳輪に隠れていた乳首の根元部分。そこを舌先でくすぐるように舐め転がせば、純朴な処女娘は藤吉郎の頭を抱きしめながらグンと背を反らしてしまう。

「藤吉郎っ、藤吉郎……っ」

　敏感な部分を舌で愛されて、少女は甘い吐息を撒き散らす。

　どこか芋っぽさも感じられた表情が、次第に大人の色気を帯びたものに変貌していく。

　この瞬間、少女は女へと脱皮しつつあったのだ。

「あ、あぁ……ふぁ、んっ、あぁ……っ」

　愛らしい喘ぎ声を聞いているうちに、藤吉郎も自制心が利かなくなりはじめていた。

　舐めしゃぶっている右乳房の反対側に手を伸ばし、ぎゅっと力をこめる。少女の美巨乳は男の力によって容易にそのかたちを変え、歪められた。

　だが左乳房は乳首に刺激が与えられていないこともあってか、未だ乳輪にその大部分が　埋もれたままになっている。

　ぴょっこりと乳輪から姿を現した右乳首。未だに恥ずかしがって、その頭の部分だけが覗いて見える左乳首。

　そのアンバランスさがなんとも卑猥で、藤吉郎の興奮をこれ以上ないほどに掻き立てた。

「もっ、もう……！　やめなさいってばぁ……っ！」

　少女がくねくねと身悶えしつつ、喘ぎながら抗議の声を上げている。

　これまで誰ひとりとして吸わせたことのない、それどころか触らせたことのない純生処女乳首である。寧々からすれば、赤ん坊にはじめて吸われるべき部位だったに違いない。

　されど、いまや藤吉郎による一方的な蹂躙を許していた。夢想は崩れ、現実が少女の目の前に広がっている。

　寧々にできることは少なかった。

　くねくねと腰を揺らして下腹部に沈殿しはじめた快楽を誤魔化しつつ、男の頭をなんとかして乳房から引き離すこと。あるいは逃げ出すことぐらいだろう。

「いやなの、乳首……もういやっ、やめて……気持ちよくなりたくないの……こんなの、変だからぁ……っ！」

　乳首を執拗に舐めしゃぶりつつ、ぐにぐにと乳房を揉み倒してくる藤吉郎。

　対する寧々は一生懸命に身をくねらせて、男の下から逃げ出そうと試みていた。

　だが、逃げられない。どう足掻いても無駄だった。

　藤吉郎は巧みに体重を掛け、寧々を褥の上に押しつけて拘束している。
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　そして少女の右乳首から唇を離し、今度は左側へ。さらに唾液まみれの右乳首を親指と人差し指で摘み、情け容赦なく扱き倒していく。

「いやっ、いやぁ……っ！　も、もうだ、めぇ……っ。うそ、こんなのうそよぉ……っ、ゆるして、あぁ、もうゆるしてぇ……っ！」

　いよいよ追い詰められた少女は、快楽の涙を目尻からぽろぽろと零していた。

　だらしなく開かれた涎まみれの口唇。そこから甘い喘ぎ声を垂れ流しながら、一生懸命に現状否定の言葉を紡いでいる。

　彼女からすれば、きっと、神聖な授乳器官であるはずの乳首で──あろうことか、俗的な快楽を本当に得てしまっている自分が信じられないのだ。

　心身ともに追い詰められていく純朴少女。

　そんな寧々に、藤吉郎は優しい声色で救いの言葉を投げかけた。

「寧々よ、安心するがよい。御許の反応は、決しておかしいものではないのじゃ。むしろ、それがおなごの普通の反応であろう」

「えっ……？　ひゃんっ、ふぁ……あぁ、んんっ」

「御許のお養母殿は子供を産んでおらぬ。じゃから、御許に正しい情報を教えることができておらんのじゃろうな。覚えておくがいい、寧々。子を孕んだおなごは、母乳の出をよくするために、乳首を揉んで柔らかくしなければならんのじゃ」

「ど、どうし……ひぅっ、はぁ……うぅっ、どうして……なの……？」

「詰まるんじゃよ、母乳が乳首から出づらくなってしまう。そうなればどうなるか、御許も想像がつくであろう？」

「んっ、あぁ……それ、はぁ……っ」

「わかっておるようじゃな。母親がつらい思いをするのはもちろん、赤子も乳が吸えずに飢えてしまうのじゃ。そうならんように、若い時分から己の指や男のもので揉み解しておく必要があってのう……御許を産んだ御生母殿も、きっと同じことをしたであろう」

「あっ、うぅ……そんな、かあさまも……？　あぁ……ひっ、ひゃう……はぁ……っ」

　寧々の顔から抵抗の色が、みるみるうちに退潮していくのが見て取れる。

「ほれ、もっともっと遠慮なく声を出すがよいぞ。これは御許のためだけではなく、将来の稚児のためでもあるのだからのう」

　そう囁きつつ、藤吉郎は寧々の清らかな双乳の上に──どろりと大量の唾液を垂らす。

　乳房全体に掌で塗り広げ、揉みこみ、清純な香り漂う母性の塊を──雄臭く、生臭い柔肉へと変貌させてしまっていた。

　ぬるぬるの白いもち肌の上で、ツンと凝りしこった乳首が、部屋に差しこむ陽光でいやらしくぬめり光っている。

「あっ、あ……ぁ、きもち……いっ……」

　そして、寧々にも変化が現れはじめていた。

　執拗に乳首を愛撫されていた寧々が、虚ろな瞳で性感を受け入れはじめたのである。

　とはいえ、ここで容赦を与えるつもりは皆無だった。藤吉郎はさらに問い掛けていく。

「寧々よ、どこが気持ちよいのじゃ？」

「む……むね、むねぇ……っ」

「それではわからんなぁ……？　御許らしく、はっきりと言えばよいじゃろうに」

　藤吉郎は舌先を尖らせ、左乳首の先端部分をぷるぷると揺さぶるように刺激する。

　少女はその刺激にガクガクと腰を震わせた。

　ついに耐えきれなくなったのだろう。消え入るような、羞恥に満ちた震える嬌声を上げてしまっている。

「あ、あぁ……ちっ、ちくび……っ、ちくびですっ……ふあ……ぁあ、ちくびぃ……っ、ちく、ひっ、あぁあぁ……っ」

　藤吉郎の唾液まみれとなり、すっかり硬く尖りきったバストトップ。

　ツンと張り詰めた少女のそこは、もう快楽を得るための性感帯でしかなくなっていた。

「あぁ……ふあぁ……っ」

　両方の乳の頂を指先で優しく扱けば、寧々がとろけきった顔で熱い吐息を漏らしている。

　自己主張著しい乳首を愛撫されるだけで、もはや体面もへったくれもなく、少女は上半身をびくびくと性感に震わせるようになっていた。

「これでわかったじゃろ、寧々」

　左右の乳首に優しく口付けした後、藤吉郎はようやくニプル責めを停止する。

　寧々の四肢からガクンと力が抜け、褥の上であられもなく投げ出されてしまう。

　日中でありながら、乳房を曝け出し、褥の上で息も絶え絶えに寝転がる退廃的な姿が──非常に美しく淫らな芸術品として視界に映る。

　断続的にびくびくと震える寧々に覆いかぶさり、乳首を刺激しないようにやわやわと乳房を揉みながら、藤吉郎は耳元で囁いていた。

「これでわかったであろう？　おなごは乳首で快楽を覚える生き物なのじゃ。ゆえに、御許が罪悪感を覚える必要などない……よいな？」

「は……はひ……っ」

「よい子じゃ」

　藤吉郎は寧々の頭を片手で撫でた後、大きく舌を出す。

　そして有無を言わさず、寧々の顔をべろべろと舐め回しはじめるのだった。　

「あ……んっ、とーきち、ろー……っ」

　彼女の肌は、塩の味がする。

　汗をかいたり涙を流したりしていたのだから当然の話かもしれない。

　ただ、単なる塩味という訳でないところがミソだった。

　寧々の肌からは独特の甘い香りが漂っており、それが混ざり合って独特の旨味を感じさせるのである。

　夢中になって顔を舐め回す藤吉郎を、少女はどこか陶然とした様子で受け入れていた。

　額から鼻、耳だけでなく首筋にいたるまでを唾液まみれにされた寧々は、熱い吐息を漏らしながら全身をかすかに震わせている。

（それにしても、下手をすれば凌辱一歩手前の行為なんじゃが……寧々もすっかり夢中になっておるのう。やはり、身体の相性がいいんじゃろうな）

　顔面を舐められるという行為自体が、本来であれば人間にとって不快なことのはずだ。

　されど少女はそれを甘受している。求められることへの悦びを感じている様子だった。

　藤吉郎の身体が動くたびに、乳首が擦れる感覚がたまらないのだろう。悩ましげなため息を漏らしながら、己の舌を突き出してさえいる。

　それを吸引して口内でしゃぶり尽くし、唾液をたっぷりと流しこめば──寧々はびくんびくんと肢体を震わせつつ、歓喜の嬌声を振り撒くのだ。

（もはや辛抱堪らんわい）

　生まれてはじめての前戯を施され、少女は女としての蕾つぼみを綻ほころばせている。

　開花させるには今しかない。

　そう判断した藤吉郎は、純朴な美貌を己の唾液でたっぷりと汚濁させた後、彼女の膝の間へと手を差し入れた。

「あ……やぁ……っ」

　その動きに、さすがの寧々も抵抗の素振りを見せる。

　だが、先ほどまでの乳首責めやディープキスが、彼女の力を大きく損なわせていた。

　藤吉郎は少女の膝を掴むと大股開きに開帳させていく。わずかな抵抗の後、寧々の最も大切な部分が露わになった。

「おぉ……やはり、美しいのう……！」

　そこは、極めて煽情的と言っても過言ではない。男を惑わす魔性の魅力にあふれていた。

　ふっくらと盛り上がった柔らかそうな大陰唇。そこに、薄い陰毛が生い茂っている。

　綺麗に生え揃った恥毛は、目下、朝露に濡れる草花のようにしっとりとしていた。

　言うまでもないだろう。寧々の土手の中心にある淫裂──その熱いぬかるみから沁み出した愛液が、陰毛を濡らしていたのだ。

「いやっ、見ないで、あぁっ、見てはいけないわ……」

　寧々の羞恥の声が上がった。

　だがその言葉とは裏腹に、男の視線を浴びた性器は、ひくひくと嬉しそうに蠢いていた。

　はみ出る気配もなくぴっちりと清楚に閉じていた小陰唇が震え、わずかに生まれた隙間からじゅわっと愛液が沁み出してくる。

　その蜜は『蟻の戸渡』とも呼ばれる会陰を伝い、豊かな尻の谷間へと流れていく。

「殺生なことを申すな。おなごの女陰は花にも喩たとえられるが、たしかに御許の秘花は観賞に足る美しさじゃ……色絵にして残しておきたいほどにな」

「いっ、色絵だなんて、そんな……お願いだからそんなにしげしげと見ないで頂戴……あぁ、息が……かかって……っ！」

　純朴少女は両手で顔を隠し、いやいやと首を振った。

　それでも、決して両足を閉じようとはしない。嫌がっていないことは明白だった。

（寧々が本心から嫌がることは、わしも絶対にしたくないからのう）

　藤吉郎は確認の意味もこめて、寧々に努めて優しく問い掛ける。

「のう、寧々……わしに見られるのは……嫌かのう？」

「…………」

　顔を覆う手の指が、わずかに開いた。指と指の狭間から、様子を窺っているのだ。

　そして彼女は、時間を置いてから──ふるふると首を振り、囁くように言葉を紡ぐ。

「嫌じゃない、嫌じゃないの……でも、恥ずかしいのよ……」

「まぁ、そうなんじゃろうなとは思っておったわい」

　藤吉郎は苦笑し、寧々のなだらかな肩を撫でながら言う。

「とはいえ、男女の睦み合いなど嬉し恥ずかしの連続のようなものじゃ。そういうものとして割りきった方が、御許も気持ち的に楽になるじゃろうて」

「…………」

　寧々が無言のまま、コクリと頷いた。

　藤吉郎は苦笑しながら彼女の手を取って、優しく顔の上から外していく。

　少女は一切抵抗しなかった。潤んだ瞳で男をしばらく見上げていた彼女は、己の意思で、わずかではあったが──両足を広げていくのだった。

　その意味するところを悟り、藤吉郎の股間は鋼のように硬くなる。

「寧々、いいんじゃな」

「……ええ」　

　純朴少女は瞳を閉じて、身体の支配権を完全に明け渡した。

　藤吉郎は改めて寧々の女陰ほとを見下ろす。

　前世振りの妻の裸体、しかも若い頃の身体となれば遠い昔に交わった時以来だ。

　万感の思いと共に指先を伸ばす。陰毛の繁るふっくら肉厚な大陰唇を突けば、圧倒的な柔らかさが伝わってきた。

　易々と指圧に屈した土手はへこみ、その歪みは小陰唇を巻きこんで──くちっと淫らな水音を立てる。小陰唇から淫蜜が弾けたことで、むわりと濃厚な女臭が漂った。

　さすがに恥ずかしいのだろう。寧々は目を瞑ったまま顔を逸らし、首筋まで赤く染めた。

「ものすごく、濡れておるのう……」

「……知りませんッ」

　藤吉郎の囁きに、寧々は弾かれたように応じる。

　その仕草がとても可愛らしい。愛おしくてたまらなかった。

　もとより快活で、気勢も強めな少女である。ただ、責任感が強い反面、ひとりで悩みを抱えこみがちなところもあるのだが──そこはご愛嬌というものだろう。

「とはいえ、陰毛までもがびっしょびしょじゃぞ？　気付いていないはずがなかろう」

　寧々の綺麗な淫裂にそっと指先を這わせながら、藤吉郎はぼそぼそと語り掛けていく。

　敏感な場所を触れられたことで、少女の腰はびくりと反応。目を見開き、藤吉郎に不安げな眼差しを送ってくる。

「安心せい、おかしなことはせんわい。それにしっかりと濡れているようで何より、これならばしっかりとわしのものを受け入れてもらえそうじゃな」

「ふ……っ、あ……」

「御許は何やら勘違いしておるようじゃが、濡れることは恥ではない。濡れなければつらい思いをするのはおなごの側なのじゃぞ。むしろ、もっと濡らした方がいいかもしれん」

「そ、そう……なの……？」

「おお、こんな時に嘘は言わんぞ。御許も、もっともっと感じねばな」

　かたちのよい、清楚な佇まいをした小陰唇。それをゆっくりと上下に撫でれば、寧々の腰がびくびくと戦慄いて、鼻にかかった喘ぎ声が漏れ出した。

「あ……ひぁ……っ、そんなとこ、撫でないで……っ」

「それはできぬ相談じゃな。御許はこの女陰でわしを受け入れるのじゃから、たっぷりとほぐしておかねば」

　やんわりと少女の抵抗を封じこめ、指先で肉ビラの感覚を楽しんでいく。

　それは若干こりこりとしており、肌とは明らかに異なる性質を持った部位だった。

　誰も押し通ったことのない、ぴっちりとした姫戸。明らかに潤いを増したそこを撫で上げながら、藤吉郎は寧々に意地悪く言葉を吐いた。

「それにしても、美しいのう。だが、こうしてぴっちりとお行儀よく整っておるのが今だけだと思うと、なかなか惜しいわい」

「え……？」

　女陰からもたらされる直接的な性感に身悶えていた少女が、不安そうに目を見開く。

　藤吉郎は優しく、子守をする父親のように語り掛けた。

「よく考えればわかるじゃろう？　どれだけ美しい扉があったとしても、使われ続ければ手垢もついてガタも来る。それと同じことよ」

「んっ、はぅ……っ」

「おなごのこの部分もな、男と交わるたびに赤褐色に変わっての、大きくめくれあがってビラビラになっていくのじゃ。それもそれで風情があって美しいんじゃがのう」

「いっ、いや……っ！」

　さすがに怖くなったのだろう。寧々は真っ青になり、柳腰を引いて逃げようとする。

　だが、藤吉郎の左腕が即座に伸びて、彼女のくびれをがっちりと掴んだ。

　もとより男に股を開いている状況下では、逃げることなど不可能だった。

「これこれ、逃げるでない。どのみち、子供を産めば体型など一度は崩れざるを得んのだ。変化を受け入れ楽しむことこそが、我ら日ノ本の民の美徳じゃろうに」

「でっ、でも……！」

「安心せい。わしは御許の女陰がどうなろうとも、変わらず愛し続けるわい」

　寧々の顔が心底安心したようにほころび、穏やかな吐息が漏れる。

　しかし次の瞬間にはぶんぶんと首を振り、「あなたとはこれっきりなのだから関係ない話だわ」という紋切り型の科白が繰り返された。

　藤吉郎は空虚な建前でしかないその言葉を聞き流しながら、そっと指を上にずらし、彼女の敏感な部分を撫で上げる。

「んっ、ふぁ……っ!?」

　寧々が身体を硬直させ、首をがくんと反らした。

　小陰唇の愛撫で蜜まみれになった指先が捉えたのは、やはり、クリトリスだった。

「あ、あぁ……な、なに……いまの……っ、あ、んっ、そこは……ひぃ……っ」

　過敏な反応が返ってくる。これまで一度として、弄ったことがないのだろう。

「覚えておくがよい。ここは陰核おさねと呼ばれておってな、おなごが気持ちよくなるためだけに存在する不思議な部位なのじゃ」

　そう囁きながら優しく触れれば、寧々は目を瞬しばたかせて身体をガクガクと痙けい攣れんさせる。

「身をもって知ったじゃろうが、ここは女体のなかでも刺激が強い部分でな……慣れるまでに時間もかかろう。これからは人目を忍んで毎晩のように自慰──いや、指で小舞を踊らせるがいい。さすれば痛みを覚えず、快楽を楽しめるようになるじゃろう」

「だ、だめ……やっ、やぅ……あっ、あ……はう……うぅ……ふぁあぁ……っ」

　清楚貞淑を第一とする武家娘に、自慰を勧めるという背徳感。

　あるいは真っ新な女性を自分好みに仕込んでいく過程は、実に男冥利に尽きるものだ。

（今生は寧々しか愛さぬつもりゆえ、できる限り互いに楽しめるように頑張らねばな）

　少女の慎ましい皮被りの陰核に指を添え、ぷるぷると小刻みに振動を与えていく。

　途端、可愛らしい喘ぎ声が立ち昇った。反応のよさに、ついつい調子に乗ってしまう。

　かくれんぼをしているクリトリス。その包皮を剥いて肉芽を露わにすると──指の腹でこねるように愛撫していった。

「あっ、やんっ、あふっ、あ、あぁ……ひぃっ、あうぅ……っ」

　おそらく、寧々の身体を痛みにも似た快楽が突き抜けているのだろう。少女の肢体がびくびくと痙攣しはじめる。

　しかし構わず陰核弄りを続行すると、やがて寧々の腰がせり上がり、浮いて、くねくねと淫らな踊りを見せはじめた。

　だがそれは意図的なものではなく、快楽を逃がそうとする無意識の行動なのだろう。

　とはいえ藤吉郎からしてみれば、道端で男を誘う淫売も形無しといった感じのいやらしさである。正直、たまらないものがあった。

「とーきちろー……あっ、とーきちろぉ……」

　性感によって潤みきった瞳から涙を流しつつ、寧々が名前を呼んでいる。まるで飼い主を見失い、途方に暮れる犬のようだ。

　そんな彼女の陰核は、慎つつしみ深くこぢんまりとしていたものが──今やむくむくと膨れ上がって大きくなっていた。これならば、摘まむこともできるかもしれない。

「あ、あぁ、あぁあぁ……やだ、やだぁ……やなの、やなのぉ……っ」

　まるで幼児退行してしまったかのように、寧々が甘い声を振り撒いている。

　紡がれるのは、拒絶の言葉のようでいて、しかしそうではない──男の股間に響く声。

　充血して開きはじめた小陰唇。その狭間からとろりと粘つく愛液を垂れ流し、上の口では嬌声を漏らす少女はこの上なく淫靡で美しい。

　普段は純朴で清楚な顔をしているにもかかわらず、ひと皮剥けばこんなにも艶やかな姿を見せてくれる寧々。その変貌具合を知れるのは自分だけなのだ──という独占感が、藤吉郎のなかで大きな興奮を生んでいく。

「へんに、へんになっちゃう……っ、からぁ……！　やめてっ、もうやめてよぉ……っ、あ、あぁ……っ」

　たくさんの汗をかいたことにより、寧々の髪の毛はしっとりと重くなっている。

　紅潮した額や首筋に張りつく黒髪。

　それが快楽に身悶えるたび、バサバサと左右に振り乱されていく。　

　すると濃密な乙女の汗の香りが撒き散らされ、鼻腔をくすぐってくるのだ。

　一刻も早く、寧々とひとつになりたい。

　そんな思いが芽生えるが、まだその時ではないだろう。結ばれるのは、少女の肢体をまず絶頂に導いてからだと決めていた。

（おなごは一度でも絶頂感を覚えれば、後はもう病みつきになる一方じゃからのう……）

　きっと寧々も、男との交わりを忘れられなくなるに違いない。若く健康的な肉体を持て余し、今日のことを何度でも思い出すことになるだろう。

　藤吉郎はいやらしい笑みを浮かべながら、寧々に囁いた。

「ここで止めて、つらくなるのは御許じゃろう？　安心せい、しっかりと頂きまで導いてやるゆえな」

　にゅるにゅると粘つく愛液を、少女の陰核へこれでもかと擦りつけていく。

　それだけでは飽き足らず、藤吉郎はぬろぉっと濃い唾液を女陰へ大量に滴らせていた。

　寧々が身体をびくつかせ、喉を反らす。少女の愛液と藤吉郎の唾液が混ざり合い、凄まじく淫靡な臭いが密室に立ちこめていった。

　媚薬染みた臭気を胸いっぱいに吸いこみながら、藤吉郎はぬめりきった少女のクリトリスを指先で激しく左右に擦る。

　たちまちガクン、と寧々の背が反れた。それを見た藤吉郎は、陰毛の上で唾液と愛液を絡めて泡立てはじめる。気泡を含んだ異臭漂う体液ローションができあがり、びくびくと小刻みに震える少女の女陰全体にそれを塗りこんでいった。

　そんなことをしているうちに、寧々の清楚だった処女地はあっという間に異臭で染め上げられていく。念入りに洗っても、幾許か臭いが残ってしまいそうな予感もあった。

「あ、あぁ……あぁあぁ……とーきちろぉ、あう……あぁ……っ」

　寧々自身も目を虚ろにしながら口唇をだらしなく開いて喘ぎ、その端から涎をツーッと漏らしている。

　もう色々と訳がわからなくなってしまっているのだろう。

　全身もピンと張っており、いままさに絶頂間際といった感じだ。

「よしよし、寧々よ──存分に恥をかくのだぞ」

「あっ、あ……ああぁあああぁ……あぁああぁあぁああぁ────〜〜〜〜〜ッ♥」

　藤吉郎が根元から陰核を摘まみ上げたこと。それが決め手となった。

　少女は恥も外聞もなく大きな嬌声を喉奥から響かせて、女陰から愛液をぶびゅっと撒き散らし、ガクガクと激しく腰を戦慄かせている。

　瞳は焦点すら合ってはおらず、ただ目を開いている状態でしかない。

「本当に、御許は美しいのう……絶頂に達した姿は、色絵にして残しておきたいほどじゃ」

「あ……んっ、んふぅ……っ、ちゅ……♥」

　そして甘く睦言を囁きながら、おそらくはじめての性的陶酔感を極めたであろう少女の口腔内に──指を差しこんで舌をくちゅくちゅと弄ぶ。

　寧々も抵抗する気はないようで、素直に藤吉郎の愛撫を受け入れる。

　舌を弄ばれるのが心地よいのか、どうやら幸せな気分に浸っているらしい。

　指を引き抜けば、とろんとした瞳が藤吉郎をぼんやりと見つめていた。

「愛しておるぞ、寧々」

「……んっ♥」

　少女は目を細め、幸せそうな吐息を漏らす。

　藤吉郎は改めて彼女の股座に狙いを定め、両手を伸ばしていた。

　小陰唇をぐぱっと割り開けば、薄桃色の鮮やかな花芯と処女なる膣孔が露わになる。

　そっと膣孔に指を這わせれば、いとも簡単に指先が呑みこまれそうになってしまう。

「はっ……んぅ……っ」

　つぷり、と男の指先が膣孔に潜りこむ。寧々が顎を上げ、くぐもった声を漏らした。

　きゅうきゅうと吸いつく処女孔の入り口を、藤吉郎は指を震わせて刺激していく。

　無論、膣孔に肉棒を挿入しやすくするためだ。

「寧々、ここに物を入れたことはあるかの？」

　少女は恥ずかしそうに首を振った。

「ならば、いじったことは？」

　また、首を振る。やはり、正真正銘の処女なのだ。

　俯き気味に恥じらう少女に対し、藤吉郎は優しく語り掛けていく。

「ならば、少し慣らさんとな」

　深い絶頂を経験した影響なのか、寧々は素直に頷いた。

　上気した顔でちらちらと様子を窺ってくるのが気にかかるところだが、致し方ない。

　できる限り少女の視線を気にしないように心掛けつつ、藤吉郎は処女膜を傷付けないように第一関節のみの挿入にとどめ、小刻みに指を揺り動かしていく。

（しかし吸いつきが凄まじいわい。どこまでも吸いこまれていきそうじゃ……）

　その上、寧々の女陰は未だに滾こん々こんと愛液を湧き立たせている。これならば、なんとかなるかもしれない。

「寧々」

　藤吉郎は少女の名前を呼んだ。寧々もいよいよその時が来たとわかったのだろう。

　豊満な胸の上で手を合わせ、穏やかな瞳でこくりと頷いた。

「わしは、御許のはじめての男となる。願うことならば、最後の男でもありたいがのう」

「……藤吉郎」

　少女が小さな声で呟く。

「わたしだって、本当は……本当は……」

　その瞳は悲痛な色に染まり、彼女は決して目を合わせぬように顔をそむけてしまう。

　されど、藤吉郎もここで退く訳にはいかない。口説き落とす必要があった。

「寧々、わしの顔を見てくれんか」

「むっ、無理……無理よ……」

「わしは御許のことを、心の底から愛しておる。されど、妻とする望みが叶わぬのであれば──せめて、愛するおなごの顔を見ながら抱きたいのじゃ」

「あぁ、藤吉郎……」

　懇願するように言葉を掛ければ、ゆっくりと寧々の顔が戻ってくる。

　浅野家の養女として、そしてひとりの女としての寧々が揺らぎ、葛かつ藤とうしているのがよくわかる瞳をしていた。

　涙の粒が目尻に湛たたえられているのが見える。少女は両腕を歓待するかのように広げた。

「……きて」

　寧々はきっと、枷かせがなければ、今すぐにでも抱きついてきてくれたのだろう。

　されど、彼女は未だ浅野家という武家の檻おりの中にいる。

　──後ひと押しなのだ。

　そんな希望を胸に、藤吉郎は指でほぐした膣口に亀頭をぴったりと宛あてがった。

　古典的なやり口だが、情交の最中に、相手の心と身体へ説得を掛けるしかなさそうだ。

「あっ、あなたの……すごいことに、なってるわ……」

　やはり気になったのだろう。寧々は身を起こし、改めて藤吉郎の肉棒を観察しはじめる。

「これが、わたしのなかに……挿入はいってくるのね……」

「ああ、そうじゃな……」

　やり取りの間、藤吉郎は膣口に宛がっていた肉棒を、寧々の下腹の上に乗せていた。

　というのも、少女自身の潤いでは挿入はまだ無理と踏んだのである。

　寧々の陰毛にまとわりついている体液ローション。これを利用するつもりだった。

「あ……っ」

　可愛らしい吐息が漏れる。少女の叢くさむらで、肉棒がしゅりしゅりと這いはじめたからだ。

　亀頭や裏筋に、ぬめりを纏まとった柔らかい陰毛が絡みついてくる。正直なところ、非常に気持ちいい。これだけで射精できそうなほどだ。

　しかし、そんなことをすれば興ざめだろう。自分の目的を見失ってはならなかった。

「これでようやく、寧々の膣内なかに入れるわい」

　そう呟きながら、唾液と愛液の混合液にまみれた亀頭を膣口へ押し当てていく。

　すると、鈴口からすでに垂れ出ていた先走り液が、顫せん動どうする膣孔にちゅるちゅると吸いこまれていった。

「あなたの……パンパンに張って、とても苦しそうだわ……」

　陰毛の上での腰使いを見て、男がどう動くのかをイメージできたからなのだろうか。寧々は藤吉郎の腕を優しく撫でさすりながら、言外に膣内挿入の許可を与えてくれた。

　息を荒らげ、大きく胸を上下させながら、そっと瞳を閉じる少女。

　もう、引き返せない。覚悟を悟った藤吉郎は、正常位のまま処女地を貫いていく。

「んっ、うぅ……っ」

　寧々の狭路に対する蹂じゆう躙りんがはじまった。

　膣口に亀頭の先端部分が埋まり、腰が進むほどにメリメリと拡張されていく。

「あ、ん……っ、いっ、ひ……ぃ……っ」

　少女は眉間にシワを刻みながら、全身を硬直させていた。

　女性が純潔を失う際の痛みは、男にはわからない。だがつらそうだ、ということは理解できる。藤吉郎は苦悶の声を前に、思わず腰を止めてしまっていた。

「大丈夫、よ……こんなの、平気……だから……っ」

　態度と口調が相反しがちな寧々だったが、ここでも同じことが起きている。

　身を裂かれる痛みに耐えながら、それでも一生懸命に微笑んでいるのだ。

　それを見た藤吉郎は、行為を即座に中断し、後は愛撫一辺倒に切り替えるべきではないか──とさえ思いはじめていた。

　だが、男の思考を察したのだろう。藤吉郎の頬に手を添え、彼女は己の意思を告げる。

「痛みは、覚悟していたわ……。はじめてなんだから、つらいの……当然じゃない……！　でも、あなただから許したの……！　あなただから、耐えられるし、嬉しいのよ……！」

「じゃが……のう……」

　だが、藤吉郎は躊躇する。当然だ、大切な人を好んで傷つけたくはない。

　すると寧々は「優しいのね」と囁いた後、痛みに耐えつつはっきりとした声で告げた。

「逃げたら、許さないわ……あなた、わたしのこと、好きなのでしょう……？　愛して、いるのでしょう……？　なら、一気に、わたしをものになさい……っ!!　してくれなかったら、わたし……わたしっ、あなたのこと……嫌いになってしまうからっ!!」

　その言葉に、藤吉郎は頷いた。心を鬼にして、少女の腰をガシリと掴み──穿うがつ。

　半ば無理矢理、ずるんと亀頭が膣口を突破した。途端、強烈な絞めつけが襲う。はじめてゆえに加減を知らない肉壁が、情け容赦なく藤吉郎を喰いしめにかかったのだ。

「くそ……っ、狭い孔のなかに肉がみっちりと詰まっておる……！」　

　それは要するに、寧々の肉体的負担がとてつもなく大きいことを意味している。なにしろこれから、その肉溜まりをこじ開けていかねばならないのだから。

　おそらく、尋常ならざる痛みが伴うはずだ。

（すまん、寧々……！）

　だが、ここで止まることはできなかった。寧々の覚悟を、侮辱することになってしまう。

　ぐいぐいと腰を容赦なく押し出し、時には腰をひねりながら、強引に少女の路幅を広げて拓いていく。破瓜の証が結合部から流れ落ち、真っ白なお尻に紅の軌跡を描いていた。

「ふ……ぐぅ……っ」

　寧々の双眼は固く引き絞られ、目尻からはボロボロと涙が零れ落ちていく。

　それがとても、痛々しかった。

「あ……あぁ……とーきち、ろぉ……っ」

「寧々……っ！」

　そしてついに、ふたりの下腹部がぴったりと重なり合う。

　亀頭が少女の最深部に突き当たり、ペニスのすべてが膣孔に埋まりきったのだ。

　身体をゆっくりと前に倒せば、寧々の両腕が必死に抱きしめてくる。その力の強さから、少女が覚えている痛みの一端を知ることができた。

「は、入ってる……すごく、拡げられちゃってる……」

　侵入者を追い出そうとしているのか、押し潰そうとしているのかはわからない。

　されど寧々の膣肉は、異物に対する敵意を剥き出しにしながら締めつけてきている。

　藤吉郎はもう、腰をまるで動かしていない。それにもかかわらず、凄まじい膣圧によって男の射精感を掻き立てられていた。

「そうじゃ、全部……わしの全部が御許のなかに入ったのじゃぞ……」

　藤吉郎は痛みすら覚える締め上げに耐えながら、寧々の身体を強く抱きしめる。

「だが、つらいじゃろ……？　すまぬ、御許の痛みをできるだけなくそうと思っていたのじゃが……このような結果になってしもうた。申し訳が立たぬ」

「いいのよ……好きな殿方から与えられた、痛みなのだから……ぁぅ……っ」

　そこにあるのは、ただ痛々しい笑み。先ほどの淫らな色彩は、すでに消し飛んでいた。

　されど少女の表情には、強い満足感があることも確かだ。それが救いだろう。

　藤吉郎は寧々の頬を撫でながら告げる。

「御許の処女花は、この藤吉郎が確かにもらい受けた。じゃが、今日はこれまでにしよう。これ以上は御許の身体にも負担が多かろう」

「……っ」

「ねっ、寧々……!?」

　藤吉郎の背を抱く力が強まり、破瓜の痛みに震える両足までもが腰に絡みついてきた。

　男の背に爪を立て、結合部に走る鈍痛に息を荒らげながら寧々は言う。

「言った、わよね……？　逃げたら許さない……って」

　寧々は一言一言に力をこめながら口を開く。

「ここで止めたら……次の機会なんて、絶対にあげない……からっ！　だからっ！　最後まで……わたしを、愛しなさい。そうしたら、これからのことも……考えてあげるから」

「寧々……！」

　それは要するに、彼女との関係が今日限りではないということの表明に他ならない。

　根源的な痛みによって、己の精神を縛りつけていた楔や檻を無意識に破壊してしまったのだろう。寧々は「言ってしまった」という表情を浮かべた後、恥ずかしそうに告げる。

「でも、もし……あなたが次の機会を確実に欲しくて、そしてわたしの身体の痛みを少しでも気に掛けてくれるのなら……」

　乙女ではなく女になった顔で、寧々は潤い豊かな唇を震わせて囁いた。

　──おねがい、もういちど、くちづけを。

　藤吉郎の背中を愛撫しながら、少女は言葉を続ける。

「そうしたら、今日のことはすべて許してあげる……。なにもかも、全部が素敵な記憶に変わるだろうから……あっ、んっ」
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　寧々の唇へ、藤吉郎は己のそれを躊躇なく重ねていた。

　願ってもないことだった。それに、少女の痛みを幾許か口付けで紛まぎらわせることができるのであれば、拒む謂いわれはまったくない。

「んっ、ちゅ……ちゅうっ、ぢゅるっ、ずじゅ、ぢゅるる……っ」

　寧々の求めは激しかった。痛みを忘れようとするためなのか、藤吉郎の舌を熱烈に吸い上げて、一心不乱に唾液を求めてきている。

　少女が唾液を呑みこむたびに、彼女の膣肉が顫動して魔羅に絡みついていく。凸凹とした凶悪な生殖器にみっちりと吸いついて、ぐいぐいと執拗に締め上げるのだ。

　どうやら寧々は、藤吉郎との口付けによって──少しずつ調子を取り戻しはじめているらしい。ふたりの結合部が、新たな熱い愛液によってじっとりと濡れはじめている。

「……うごいて」

　少女のそんな囁きが、口付けの息継ぎの合間に零れた。

　藤吉郎は乞われるがまま、ゆっくりと腰を揺さぶりはじめる。

「あ、あぁ……っ」

　処女膜を破られたばかりの狭孔を擦られて、寧々の表情にはまた苦悶の色が浮かぶ。

　されど、少女は悲鳴を漏らさなかった。否、漏らそうと思っても漏らせないのだ。

　藤吉郎と唇を合わせていることで、ありとあらゆる声は動物的な呻き声となって、互いの口腔内でくぐもるだけなのだから。

「んっ、ん……んんっ」

　腰に回されている寧々の太股からは、だいぶ痛覚由来の強張りが失われてきていた。

　抽送によって乳首が藤吉郎の胸板で擦れているからなのかもしれない。

　あるいは腰を打ちつけるたびに、男の腰が陰核を圧迫してくるからなのかもしれない。

　とはいえ、処女喪失の痛みがある以上──彼女を絶頂させることは叶わないはずだ。

　されど快楽をわずかにでも覚えさせることで、これからの性行為への苦手意識を払拭させることは可能だと藤吉郎は考える。

「あぁ、藤吉郎……っ、藤吉郎が……わたしのなかで、動いてる……っ」

　じゅぶりと水音を立てながら腰を押し出せば、鼻にかかったような声を寧々が上げる。

　腰に絡められた太股に、ギュッと力が籠められた。途端、膣肉が強烈に収縮し、男の魔羅の管に溜まっている先走り液を容赦なく搾り取っていく。

「こんなものに慣れてしまう日が、本当に来るのかしら……っ」

　乙女にはできそうにない、艶やかな女の恥じらいを見せながら──寧々は囁いた。

「あなたの魔羅、こんなに大きくて……それに、太いのに……」

　伏せられた瞳が美しい。嗚呼、自分だけのものにしたい。独り占めしたい。

　そんな愛欲と独占欲に心身が昂ってしまうのは、もはや防ぎようもない事態だろう。

「あぁ……寧々、寧々ッ！」

「あっ、んっ、ひぅ……っ」

　藤吉郎はぐいっと腰を押し出していた。

　必然的に、これまで意図的に突くことを避けてきた精液採集口たる子宮口へ、亀頭を触れさせることになる。

「うぐ……うぉ……っ」

　そこに鈴口を押しつけた途端、寧々の膣肉がざわめいて根元から一気に絞り上げてきた。

　あまりの快感に、藤吉郎の口から喘ぎ声が漏れ出してしまう。

　それを耳にした寧々が、嬉しそうな目で微笑んだ。

「あ、はぅ……っ、んっ、んうっ……」

　彼女の喘ぎ声は、もう苦悶だけではない。痛みに慣れたり、あるいは感覚が麻痺してきたりしたことが大きいのだろう。

　自らの足の間で腰を振る男の一挙一動を観察する余裕が出てきた寧々。藤吉郎を下から見上げるその顔は、すっかり上気している。

　きっと、陶酔感に浸っているのだろう。匪賊を討ち果たした彼女にとっての英雄が、他ならぬ彼女自身に夢中になって、必死に腰を振っているという現実に。

「寧々、愛しておるぞ……！」

　すっかり童話のなかのお姫様気分な寧々に、藤吉郎は叫ぶように言った。

「御許はわしの女じゃ、わしだけの女じゃ、他の男の許になど嫁いかせるものか、わしの、わしの傍にずっといてくれい……ッ!!」

　こみ上げる前世からの想いをすべてぶちまける。

　腰を動かし、暴発間際の肉棒を膣孔にごしごし擦りつけながら、藤吉郎は処女相手だということを忘却して激しく腰を振るっていた。

　ぱちゅんぱちゅんぱちゅんと、正常位で腰と腰が打ち鳴らされる粘音がひたすら響く。

　寧々が口付けを求め、藤吉郎が即座に応じる。激しい吐息と鼻息の応酬が続いた。そしてその結合が解かれた時には、寧々の顔はすっかりとろけきっている。

　汗なのか、あるいは唾液なのか。それすらわからないほどにドロドロになった顔で、寧々が叫んでいた。

「わたしも……っ、わたしもあなただけの女でいたい！　他の男となんて、こんなことしたくないっ！　あなただけの、あなたしか知らない、あなたの寧々でいたいの……っ!!」

「ああ、寧々、寧々ぇッ!!」

「藤吉郎っ、きてっ……いっぱい、あなたの想いを……教えてっ……!!」

　膣肉が大きく収縮する。寧々の雄肉を求める声が上擦っていく。

　いま、彼女を包んでいるのは肉体的なものではなく、精神的な絶頂なのだろう。これ以上ないほどに幸せそうな顔で、寧々は藤吉郎の背を抱きしめる。

　そして寧々の重層的で密度の高い肉ヒダもまた、魔羅に密着して締め上げていく。腰を引こうとしても『逃がさない』とばかりに粘着し、膣奥へ引き戻そうとするのだ。

　もはや天上の快楽と言っても過言ではないだろう。

「うぐっ、おぉおぉ……っ!!」

　藤吉郎は歯を食い縛り、腰を振り続けている。できるなら、いつまでもこの快楽をを味わっていたかった。されど、彼女のそこは男の願いなど聞き入れはしない。

　処女地は開拓され、再開発されはじめていた。たったひとりの男を愛する淫売窟へと。

　先ほどまで敵意を露わにしていたはずの膣肉は、情愛たっぷりの奉仕をはじめている。

　そのあまりにも鮮烈な快楽が藤吉郎を襲う。もはや我慢も限界だった。

「あぁあぁっ……藤吉郎っ、んっ、んん……っ♥」

　寧々の鼻に掛かったような喘ぎ声を聞きながら、藤吉郎は慌てて腰を引く。

　にゅぽん、と音を立てて引き抜かれる肉棒。その鈴口がぶくりと広がり、次の瞬間には大量の白濁液が撒き散らされていく。

　純朴な美貌。美しくたわわな果実、すべすべとしたお腹、健康的な引き締まった太股。そして、藤吉郎を受け入れたことで──かたちが若干くずれた女陰。

　それらすべてが、黄ばんだぷるっぷるの精液で穢されていく。

「あっ、熱……ふぁ……っ♥」

　第一射だけで終わるはずがない。精液まみれの少女を見て、さらに肉棒を扱き立てる。

　刹那、眩暈がするほどの凄まじい快楽と共に、粘土の高い精液が──ぶびゅるるるっと放物線を描いて噴出した。

「あ……また……っ♥」

　青臭い体液が、亀頭のかたちに開きっ放しの女陰に容赦なく浴びせかけられていく。

　寧々の下半身はたちまちのうちに、白濁に汚染されていった。




「寧々、大丈夫か？」

「ええ、まだ奥の方が痛んでいるけれど……」

　時間がかかる後始末が終わり、着物を纏った寧々が恥じらいに顔を伏せる。

　その雰囲気は明らかに、行為に及ぶ以前とは比べ物にならないほど艶やかになっていた。

　男を知ったことがばれなければいいが──と藤吉郎を心配させるほどの変化だ。

「…………」

「なんじゃ、何か思うところでもあるのか？」

　一向に顔を上げようとしない寧々に、藤吉郎が不安の色を見せながら問う。

　すると寧々は、はじめての男を上目遣いで見つめ、ぷくっと膨れて見せるのだった。

「どうして、わたしの膣内なかに射精ださなかったのかしら？　妻だのなんだのと都合のいいことを言って……念願果たせば、約束をなかったことにしようと？」

　それは実に痛烈な批判である。寧々は藤吉郎の言行不一致を咎めているのだ。

　少女のなかには、伝統的な家族意識における『妻』のイメージがある。すなわち、夫との間に生まれた子を慈しみ、無病息災を願う存在としての、である。

　つまるところ妻の立場からすれば、性行為における膣内射精は大前提であり、妊娠は必ずしなければならないものだった。

　にもかかわらず、藤吉郎は寧々の想定から逸脱してしまっている。この時代では避妊行為だと考えられている膣外射精をされたことに寧々は違和感を覚え、所謂『ヤリ捨て』の危険性を脳裏によぎらせたという訳だ。

　誤解と弁明は男女仲の常である。藤吉郎は早速、彼女の誤解を解かねばならなかった。

「まず御許のことは、天地神明に誓って嫁にもらおう。にもかかわらず、わしが子種を注がなかったのは……今、御許を孕ませるようなことがあってはならんからじゃ」

　寧々は眉をしかめ、「どういうことなの？」と問い掛けてくる。

「どういうこともなにも、祝言を済まさぬうちに妊娠ともなれば下衆の勘繰りをする輩が出るじゃろう？　野盗の件が収まるまでは、控えねばならん。わしは己の子を『野盗の子』という陰口で呼ばれとうないのじゃ」

　たしかにその話には一理ある──とばかりに寧々は項うな垂だれた。

　婚儀に大切なのは、適切な時期とタイミングである。そして、今が適切でないと言われれば、寧々は受け入れるしかない。自分の立場をよく理解しているからだ。

「それにな、あと二年ほどは乳飲み子を抱える訳にはいかん。それはわしらのためでもあり、子のためでもある」

　また、訝しげな顔を見せる寧々だった。藤吉郎は断じるように告げる。

「というのもな、今川家による尾張掌握を目指した総攻撃の時が近いのじゃよ」

「えっ……？」

　途端、寧々は目をまん丸にして狼狽した。だが、彼女の気持ちはわからないでもない。

　駿河守護・今川家は足利将軍家の親族衆としては別格の地位にあり、『御所（足利家）が絶えなば吉良が継ぎ、吉良が絶えなば今川が継ぐ』とも謳われる名門中の名門である。

　ちなみに今川という姓は『天下一苗字』──すなわち特定の個人とその子孫以外の姓の使用を禁じる特別な処遇──を受けており、駿河守護嫡流の者たちしか名乗り得ない。

　そのような名門一族と織田家は、信長の父である信秀の代から抗争状態にある。駿河・遠江そして三河の松平家を傘下に収める今川家に対し、織田家は押され気味だった。

　ちなみに、現在の織田家は今川家に尾張国南部も切り取られている。従って、織田家の人間には常に『次なる目標は清洲』という危機意識があったのだった。

「うむ、されどこのことは決して口外してはならんぞ。わしらは素知らぬ顔をして、今川家を油断させねばならん。尋常の手段では、あの軍事力に叶うはずもないのじゃからな」

「はっ、はい……」

　厳しい顔で告げた藤吉郎に、寧々は身を正してお行儀よく頷いている。

　この辺りは武家で養育されただけはあり、折り目切り目がしっかりしていた。

「とはいえ、過度に心配する必要はない。織田家が勝てるよう、わしがなんとか手筈を整えるからのう」

「そっ、それは一体どのような……？」

「今はまだ言えぬ。しかし、わしにはわしなりの戦い方がある──ということを御許は知っておるじゃろう？」

「あっ、野武士や乱破……」

「これ、口に出すでない。思っていても、心のなかでグッと堪えておかねばならぬ。御許は処女のように、この件に関しては何も知らぬ顔でいなければならんのじゃ」

　神妙な顔で頷いた寧々に、藤吉郎は微笑みかける。

「わかったかもしれんが、つまりはそういうことじゃよ。戦は水物じゃ、万が一ということもある。今川との戦の結果次第では、尾張から逃げねばならぬ事態も想定されよう。その時に幼い子がいたり、御許が身重であったりしたら大変なことになる」

「それが、わたしの膣内なかに子種を注がなかった理由なの……？」

　藤吉郎は頷いた。

「うむ、今川政権下でも清洲に残れれば越したことはないんじゃが……豊臣屋は織田家の御用商人じゃからのう。色々と難なん癖くせをつけられて、財産没収の憂き目に遭うことは間違いあるまい。今川家には今川家の御用商人共がおるゆえ、豊臣屋は邪魔であろうしな」

　寧々はすっかり動揺しているらしい。パチパチと激しく目を瞬かせ、吐息を乱していた。

　藤吉郎は彼女の心を宥なだめるように、優しい声色で告げる。

「つまりは、そうならぬように動いておるという話じゃ。あ奴らをなんとかせねば、わしらの未来はないと言っても過言ではないからのう。寧々よ、どうかそれまでは我慢してはくれんじゃろうか。無論、わしの勝手な願いじゃと思っておるが……」

　そう言うと、酷く心を乱した寧々がすがりついてきた。己の生きる環境を取り巻く脅威を、これまで以上に感じたせいなのだろう。

　なにしろ、相手が相手である。彼我の国力差は圧倒的で、本来なら織田家に勝ち目はない。

　されど、藤吉郎は少女を抱きしめながら思いを新たにすることになる。この愛しいおなごと生きるためにも、絶対にことを仕損じることはできないのだと。




　その後、藤吉郎は寧々を抱いた。不安に怯える彼女を見ていられなくなったからだ。

　結局のところ、心のなかから不安を取り除く最良の方法は性行為なのだった。

　藤吉郎はそのことをよく知っていたし、彼に腰を振ってみせた寧々も、その身をもって理解したことだろう。

　そしてそのことは、ふたりの関係に大きな影響を与えることになった。心が不安定になった時、寧々は藤吉郎を強く求めるようになったのである。

　端的に言えば、うら若い健康的な肢体を有する少女は──恋人との愛ある性行為に、完全にのめりこんでしまったのだった。











第五章　久方振りの逢瀬









　永禄二年（一五五九年）三月四日。

　清洲城下が野盗による襲撃を受けたあの日から、すでに一年以上が経過していた。

『喉元過ぎれば熱さを忘れる』の格言通り、当事者以外のほとんどが、あの日のことを記憶の彼方かなたへと置き去っている。

　城下町は普段通りの活気に溢れており、寧々はそのなかを足早に歩んでいた。

　手には弁当の包みを下げている。言わずもがな、藤吉郎のために作ったものだ。

（喜んでくれるとよいのだけれど）

　情人の顔を思い浮かべ、寧々はふにゃりと表情を崩す。

　その姿はまさしく、逢瀬を前にして、ひとりで勝手に盛り上がる町娘そのものだった。




　浅野寧々は木下藤吉郎に処女を捧げて以来、彼を想わない日は皆無である。

　はじめて身体を開いた時の記憶は、やはり鮮烈であり──以来、藤吉郎が清洲にいる時は、何かと理由をつけて豊臣屋へと赴いて男の腕に抱かれた。

　藤吉郎は決して暇な男ではない。商いの仕事に加え、御用商人として信長からの密命を受けていることもある。

　さらには独自の行動も展開しており、多忙を極めていると言っても過言ではない。

　そのような事情もあって、寧々はなかなか藤吉郎と逢えずにいた。

　従って、今日のような逢瀬の日は特別なのである。

　生娘のように舞い上がってしまうのも、致し方のないことなのかもしれない。

「元気にしているかしら、藤吉郎……」

　武家地を抜けて町人地へと入った寧々は、そんな呟きを漏らしている。

　もう二カ月ほど、彼に会っていない。仕事が立てこみすぎていたせいだ。

　ちなみに、そのこと自体に対する不満はない。

　藤吉郎が忙しいことは承知していたし、応援したい気持ちでいっぱいだったからだ。

　されど、身体は疼きに疼いている。自慰で誤魔化そうにも、もうひとりでは満足することができなくなっているのである。却かえって寂しさが増してしまうことが多いのだ。

　藤吉郎の腕で全身を圧迫してもらいたい。生臭い唾をたっぷりと飲ませて欲しい。それからあの凶悪な魔羅で、身体の芯を徹底的に貫いて欲しかった。

「早く会いたい、顔が見たいわ……」

　熱病のように顔を火照らせる寧々だったが、現状からすれば場違いな思考だった。

　というのも、現在の織田家は戦争状態にある。信長による岩倉織田家の拠点・岩倉城への攻撃が本格化しているのだ。

　寧々の養父である長勝ら浅野家の面々も、この戦に加わっている。

　であるからして、寧々は養母らと共に、本来であれば戦勝と武運を祈り続けなければならないだろう。にもかかわらず──

「藤吉郎は、ちゃんとご飯を食べているのかしら……。放っておくと、自分のことを蔑ろにしてしまうひとだから、心配だわ……」

　──少女の頭のなかは、恋人のことだらけだ。

　ちなみに養母へは、『戦場の織田軍に向けた補充物資を豊臣屋が集めたと聞きましたので手伝いに行って参ります』と嘘をついてきている。

　善良で人を疑うことを知らない養母は、それを信じて快く送り出してくれたのだ。

　この点を鑑みれば、寧々はまさしく悪女に他ならないだろう。

　しかし嘘をつかなければ、藤吉郎に会えないということもまた事実だった。

　ことが露見すれば、折檻は間違いなく免れないのだが──

（その時は藤吉郎のお嫁さんにしてもらえばいいわよね。むしろ願ったり叶ったりだわ）

　──そんな図太さを身につけている辺り、寧々は恋人に毒されてしまっていた。

「あのひと、炊きこみご飯のおにぎりが大好きだから……たくさん食べてもらわないと」

　頬を上気させ、寧々は足取りも軽く町人地を進み続ける。

　やがて鎌倉街道に出た。そこは相変わらず大勢の人間でごった返しており、寧々はそのなかに紛れると、豊臣屋のなかへ自然な足取りで吸いこまれていく。

「ごめんください、浅野の寧々でございます」　

「ああ、御寧々様でございますか、ご無沙汰しております」

　もはや豊臣屋の店番の対応も慣れたものだった。奉公人たちは皆、藤吉郎と寧々の関係をすでに知っている。しかし、ふたりの関係が露見するようなことはなかった。

　というのも奉公人たちは、戦で両親を失ったり、あるいは親からの迫害によって行き場を失った者ばかりなのだ。

　そのため彼らは、職業と住む家を与えてくれた藤吉郎に心酔している。奉公人たちは、恩人に対して不利益になるような真似は決してしないのだった。

「実は、申し上げなければならないことがあります」

　主の妻に対するような恭うやうやしさで、店奥への道を譲りながら店番は言う。

「旦那様は今、お昼寝をされておられます」

「いつものところで？」

「はい」

「……まぁ」

　寧々は呆れたような表情を浮かべた。

　せっかくの逢瀬の日だというのに、昼寝をして応対とは──あんまりな話ではないか。

　勝手知ったる我が家のように、少女は店奥の階段を上って二階へと進む。

　すると階段を上る途中で、高いびきが聞こえてきた。

　思わず笑ってしまう。どうやら昼寝をしているというのは本当らしい。

　二階に上がると、寧々は藤吉郎の部屋にそっと侵入していった。

「……本当に寝ているのね」

　目の前には、畳の上でごろんと横になり、腕を枕に眠りこんでいる男の姿がある。

　夜着を身に纏っているところを見るに、徹夜で仕事をしていたことは明らかだった。

　文机の上には筆や硯、そして中国の商人から購入した算そろ盤ばんが置いてある。

（ずっと、帳簿合わせをやっていたのね）

　そして寝転がっている彼の傍に、帳簿が置きっ放しになっているのが目に入った。

「ちゃんと片付けしないとダメじゃない……もぉ」

　寧々は苦笑し、母親のような慈愛に満ちた優しげな顔付きになると──両手の甲を腰につけてため息をつく。

　ちなみに、帳簿は商家にとって命の次に大切なものでもある。商売をする以上、取引先との契約や権利関係はつきものだが、そういった各種の記録は出納記録と共に帳簿に記載されるのが一般的なのだった。

　裏を返せば、これが失われれば商家はたちまち立ち行かなくなるのである。

「まったく、もぉ……っ。わたし以外の人に見つかったら、色々と困るでしょうに」

　寧々は豊臣屋の帳簿を手に取ると、部屋の左隅に移動して畳を引き剥がす。

　畳の下には大切な物を隠しておくための窪みがあり、帳簿は普段そこに収めてあるのだ。

「ほんっとに、仕方のない人なんだから。気をつけなさいよね」

　右手の人差し指を藤吉郎に突き出し、左手の甲を腰につけて──めっ、と子供を叱るような動作を見せる寧々。

　すると、藤吉郎は呻き声を上げながらごろんと一回転。

　まさしく母親に抵抗する男児のような仕草だった。

「でも、そんなところが可愛いのよね……」

　寧々はそう囁きながら、寝返りを打った藤吉郎の傍に腰を下ろす。

　それからしばらくの間、恋人の寝顔をひたすらに観察し続ける。

　やがて、彼の眠りが深いことがわかり──そっと彼の頭を持ち上げてみた。己の膝の上に乗せ、間近で寝顔を観賞することにしたのだ。

「ふふっ、ふふふっ」

　幸せだった。これ以上ないほどに幸せな気分だった。

　膝枕はいいものだ、と寧々は思う。恋人の存在を、間近で感じることができるからだ。

　しかも、男が寝ている間はその寝顔を観察し放題。頭だって撫で回せてしまう。

（それにしても、こうしてみると……大きな赤ちゃんみたいよね）

　膝の上で寝返りを打ち、お腹に顔を押しつけはじめた恋人に苦笑する。

「大きな赤ちゃん、わたしだけの赤ちゃん……うふふっ」

　寧々は藤吉郎の頭や肩を優しく撫でながら、次第に満ち足りた笑みを零していった。

　腹部に吹き掛けられる男の吐息は着物に吸いこまれ、こもる。そしてじんわりとした熱を地肌に伝えてくるのだ。愛おしくてたまらない。

「わっ、わたしと……藤吉郎の、赤ちゃん……」

　そんな幸福な未来が脳裏をよぎり、てれっと表情を崩してしまう。

　藤吉郎との交際において、少女はここまで一度も膣内射精をされたことがない。

　とはいえ、そのことについて納得はしている。藤吉郎の話が本当であれば、たしかに子供を作るのは──子供のためにも避けるべきだという思いがあった。

「んぉ……っ」

　執拗に恋人の頭を愛撫していたせいだろうか、彼の呻き声が太股の上から立ち昇る。

　びくりと身体を竦ませて、寧々は藤吉郎の顔を覗きこんだ。寝ぼけ眼と視線が合う。

「そうか、わしは……寝ておったのか……」

「ごめんなさい、起こしてしまったみたいね」

「いや、気にせんでええ。わしが寝とったのが悪いんじゃからな」

　藤吉郎は大あくびをして、むくりと半身を起こした。とても眠そうな顔をしている。

「起きてばかりのところで悪いのだけれど、あなたのためにお弁当を作ってきたの。もしよかったら食べましょう？　いまからお掃除をして、それからお茶を淹れるから……」

　そう告げてから、寧々は畳の上に落ちているゴミの類を拾いはじめた。藤吉郎が徹夜で作業をしていたためなのか、存外に汚かったのである。

　だが、ゴミ拾いをはじめた途端、ねっとりとした視線を臀部に感じた。ぞくり、と背筋に官能が走る。

（あ……見られてる、のね……）

　藤吉郎に処女を捧げて以来、会えば真昼間から熱烈に抱かれてきた寧々だった。

　今や男の味をしめ、その目線にも過敏に反応するようになっている。

　そのため恋人の性欲に満ちた眼差しを察知することは容易であり、一度でもそれを理解してしまうと──背中や腰がぞくぞくして落ち着かなくなってしまうのだった。

「あっ、ちょっと、やんっ……藤吉郎っ！」

　そして、やはり──来た。四つん這いのまま振り返り、抗議の声を上げる。

　身を起こした藤吉郎が、両手でさわさわと少女の尻を撫で回してきていたのだ。

「すまんのう。魅力的な尻が目の前で揺れておったから、ついつい手を出してしまった」

「すっ、すまんじゃないでしょ……っ」

　自分の声が震えているのがわかる。男に触られている部分がしっとりと熱を持ち、淫らな感覚を下腹部に伝導する性感帯になってしまっていた。

「だが、先に謝っておかねばな。わしは御許の料理より、御許自身を食べたいのじゃ」

「なっ、なにを……」

「ナニもアレもわからぬ生娘ではなかろうに」

　藤吉郎がにたりと笑い、着物の上から腰の曲線をなぞってくる。

「ん……はぅ……っ」

　久しぶりの逢瀬だからなのだろうか、やけに敏感になってしまっていた。

　そのいやらしい感覚に、寧々は無意識のうちに腰を揺すっている。

　甘い疼きが股の付け根にずくずくと走り、少女の思考をあっという間に乱していった。

「でも、お弁当……っ、あなたのために、一生懸命作ったのよ……？」

「そうか、それは嬉しいのう。だが、わしは楽しみを最後まで取っておく男なのじゃ」

「あぁ……」

　快活で気勢も強い寧々だったが、言い合いになると存外に崩れやすい。というよりも、藤吉郎を相手にした場合は、いとも簡単にやりこめられてしまうのである。

　直情の寧々に搦め手の藤吉郎という相性の問題もあったが──敢えて負けることで、被虐的な気分を満喫している側面が寧々にはあった。

「どうしたのじゃ、寧々。抵抗せんのじゃな」

　四つん這いになった背中に、藤吉郎が覆いかぶさりながら囁いてくる。

　男の鼻が首筋に押しつけられ、すんすんと鳴らされた。汗の臭いを嗅がれているのだ。

　全身がかっと燃えるような羞恥心に包まれ、もう訳がわからなくなってしまう。

「だって、抵抗したって……わたし、あなたに勝てないわ……」

「いかんなぁ……最初からそれでは勝てるものも勝てんぞ」

　そう嘯うそぶかれながら、着物の帯があっという間に緩められ、抜き取られてしまう。

　手慣れどころではない、熟達の域に入った業だった。

「ほれ、御許がその調子じゃから……こうして、わしの侵入を許してしまったのじゃぞ」

　背後から藤吉郎の腕が回され、お腹をさわさわと撫でてくる。

　臍の縁を指先でなぞられた後、くぽくぽと指を出し入れされると──それだけで、じゅわりと身体の奥底から潤ってくるのがわかった。

「あっ、あ……んっ、やぁんっ……」

　男の手が、重力に引かれて垂れ下がる乳房へと伸びる。

　そしてこぼれんばかりのそれを掌で掬い上げると、たぽたぽと揺らしはじめた。

　たったそれだけのことで、寧々の吐息は荒いものとなっていく。

　一年と少し前の頃。処女を捧げた頃に快楽を感じることがなかったふくらみは──いまや、藤吉郎の熱を感じるだけで、乳首と子宮を切なさで戦慄かせる器官と化していた。

「や、あぁ……んふぅ……っ」

　藤吉郎が乳輪の根元を摘まみ、押し出すように圧迫してくる。

「御許の乳首は本当に絶品じゃのう。薄桃色で観賞に足るのは勿論、触ればふにゅりと柔らかく清楚な佇まい。されど刺激を与えれば、たちまち男根の如く、淫らに凝り固まる」

「あっ、あ……あぁっ」

「このような淫らな宝物は、世に出せんな。一生、わしが手ずから管理するとしよう」

「あ、ふああぁっ！」

　藤吉郎に両方の乳首をぎゅっと摘ままれ、寧々は大きな嬌声を上げる。

　平常時であればゼリーのようにぷるぷると柔らかに震えるだけの乳首は、いまや完全に芯を持ち──小指の第一関節ほどの大きさに成長・勃起していた。

「おお、これがよいのか……？」

　恋人が熱のこもった興奮の吐息を首に吹き掛けながら、両乳首を親指と人差し指でくにくにと搾乳するように揉み擦ってくる。

　そして寧々のニプルは、勃起状態にあっても──授乳慣れした乳母のように、ある程度の柔らかさを保つようになっていた。

「あ、あぁ……んっ、ひぃ……っ」

「うむ、実に股座に響く声で鳴きおるわい……っと、そうじゃったそうじゃった」

「んぅ……っ」

　藤吉郎が乳首を解放し、寧々から身を離した。

　少女は脱力し、たちまちのうちに──お尻を突き出すような格好で突っ伏してしまう。

「あ……ひっ、ひぁあ……」

　口唇からは、武家の娘にあるまじき喘ぎ声が漏れ出していた。

　それを情けないと思う自分がいる一方で、堅苦しいことは考えたくないと思う寧々もいる。

「ふぁ……あぁ、あぁ……っ」

　荒い呼吸によって上下する乳房。乳首が畳に擦れるのが心地よい。股を擦り合わせれば、圧迫感もあって淡い快楽も得ることができた。

「あ……っ、はぁ……あぁ……」

　手が股座に伸びることを止めることができない。

　男がいる部屋で何を馬鹿なことをしているのだ──という警けい鐘しようも鳴っているが、もはや寧々には身体の暴走を止めるだけの力が残されていなかった。

　湿った感覚が指先に走る。やはり、濡れていた。これ以上ないほどに、はしたなく。

「んっ、はっ……あっ、んんっ」

　もはや習慣化された動きで、人差し指と中指が陰核をまさぐっている。

　包皮の上から円を描くように、寧々の指先が踊っていた。だが、二本の指は決して同じ動きを見せることはない。巧みな小舞であり、自じ涜とくの技だった。

「ほほぅ……わしが目を離した隙に随分と楽しんでいるようじゃのう」

「あ……っ」

　再び身体に取りついてきた藤吉郎が、寧々の尻を撫でながら嬉々とした様子で言った。

「しばらく見ない間に随分とすけべになりおって。これでは先が思いやられるわい」

　彼は寧々の身体を抱き上げ、通りに面した窓の桟に両手を突かせた。

　はたして、寧々の眼下には大勢の人々が往来する天下の鎌倉街道がある。

　予期せぬ事態を前に、寧々の思考は正常に戻りつつあった。

「あ……待って、藤吉郎、まさか……そんな」

「まぁ見てみるがよい、寧々よ」

　焦りの色を濃くする少女の顔の横に、藤吉郎が手紙を突き出してくる。

　一体どういうことなの？　彼の真意が掴めず、寧々は大いに狼狽した。

　藤吉郎はにんまりと笑いながら告げてくる。

「実はな、利家から三日前に手紙が届いたのじゃ。あ奴が言うには、岩倉城はじきに落ちるであろうとのこと。そして信長様は、すでに戦勝行列のことを御考えになっておるらしい。民草に己の武を誇示し、彼らの歓心を取りつけねばならんからのう」

「そ、それが一体……」

「おお、もったいぶってすまんな」

　藤吉郎は利家の手紙を畳んで懐に仕舞うと、寧々の柳腰をつかんだ。

「そして今朝、利家からこの手紙が届けられたのじゃ。岩倉殿の降伏を知らせる、な」

「え……っ」

「つまりは信長様が勝利を収めたということじゃ。城が落ちたのは早朝、今は午後、ともすれば、じきに信長様の軍勢がここを通過するじゃろう。御許が御養父殿も健在、凱がい旋せんの軍勢に加わっておるようじゃ」

　しれっとそう言い放ちながら、藤吉郎は寧々の着物の裾すそを腰上までまくり上げる。

　真っ白でぷりっぷりに張った、安産型の豊かな臀部。それがあられもなく、彼の前に曝されてしまったのを理解した。

　そして、察する。藤吉郎が一体なにを考えているのかを。

「あ、あぁ……っ、ちょ、ちょっと待ちなさい……っ」

　左右に引っ張られ、尻肉を割られていた。予想外の行動に、寧々は思わず背を反らす。

　すると藤吉郎は、実に手前勝手なことを言ってくるのだった。

「ほれほれ、斯か様ように背を反らせば、下の者共に乳房を見られてしまうぞ。御許はわしだけのおなごなのじゃから、他人に易々と肌を見せてはならぬ」

「なっ、なら……こんなこと、やめっ──はぁうっ!?」

　女陰に息を吹きかけられ、寧々は嬌声を上げながら、顔を窓の外へと突き出した。

　少女の存在に気付いた通行人たちが、豊臣屋の二階を見上げる。だが、彼女がただ風景を観賞しているだけだと思ったのだろう。すぐさま関心を喪失し、目を離す。

「あ……あっ、あ……」

　だが寧々からしてみれば、凄まじい緊張の一瞬だった。覚えたのは緊張だけではない。恐怖のみならず、尋常ならざる恥辱を味わっている。

　なにしろ、これまでの性行為は密室内で行われてきた。外の存在を意識するのははじめての経験だったのだ。

「寧々よ、信長様たちの姿は見えんか？」

　そして藤吉郎はのんびりとした声で、そんなことを嘯いてくる。

　彼以外には乳房や乳首を見せたくない──その一心で必死になっている乙女に対し、なんという仕打ちだろうか。

「やめて、藤吉郎……こんなこと、間違ってるわ……してはいけないことよ……」

　そして、零れ落ちる懇願こんがん。いやだ、こわい、あなただけがいいの──そんな思いをこめながら、少女は必死に藤吉郎の翻ほん意いを願う。

　だがしかし、藤吉郎から返ってきたのは──これまた想定外の言葉だった。

「すまんが、御許がここにいる理由を正当化するには、こうするしか手がないんじゃよ」

「どっ、どういうこと……？」

　曰いわく、こういうことらしい。

　寧々は言うまでもなく、浅野家の養女である。であるからして、信長率いる凱旋軍が帰還してきた時、浅野家屋敷にいなければ絶対に問題になるだろう。

　だがしかし、今日は前々から決められていた逢引の日である。

　藤吉郎からすれば、慌ただしい日々のなかで、ようやく作れた休暇でもあった。恋人を無様に送り返すような真似はしたくない。

　そこで彼が思いついたのが、寧々が豊臣屋にいることを公然とアピールする作戦だった。

　養父の帰還を待ちわびるあまり、その姿を一刻も早く確かめたかった。だから豊臣屋の二階を借りていたのだ──と開き直れば、却ってあやしまれまいというのである。

　だが、寧々は思う。その策の妥当性については承認するとしても、別に身体を重ねる必要など皆無ではないか──と。

　されど、そんな疑念は瞬く間に羞恥心に押し潰されて消え去ってしまう。

　あろうことか、藤吉郎が寧々の肛門の臭いを嗅ぎはじめたのだ。

「おぉ……実によい匂いじゃ。やはり寧々は尻孔の匂いも香しいのう」

「ばっ、ばかッ！　ばかばかばかばかァッ!!」

　もう、訳がわからない。

　頭の奥底が揺さぶられるほどの羞恥心に襲われて、寧々は気が遠くなりそうになる。

「馬鹿で構わぬ。御許とこうしていられるのなら、わしは進んで馬鹿になるじゃろう」

　ああ、もう、どうすればいいのかしら。

　寧々は視線を窓の外に広がる青空に彷徨さまよわせながら、そんなことを思う。

　恋人が変態であることは承知していた。それでも、ここまでして自分を求めてくるような男だとは思いもしなかったのである。

（そしてわたしも、拒絶せず、逃げ出しもせず、ただ身体を開いているだなんて……）

　所詮はただの助平女にすぎないのかもしれない──寧々はぎゅっと瞳を閉じる。

　これ以上考えても、どうにもならないことはわかっていた。わかっていることは、この異常な事態にあっても火照り続ける己の身体がある──という事実だけだ。

「おぉ……御許の尻孔がきゅっと締まりおったぞ。うむ、洗あらい朱しゆ色をしたよい肛門じゃ」

「うぅ、うぅうぅ……っ」

　背筋をぞわぞわとくすぐるような声に、寧々は大声を発するのを辛うじて耐える。

　先ほどの『ばか』の連呼によって、何事かとこちらを見上げる者が増えていたからだ。

「それにしても、御許の女陰ほとはすごいのう……愛撫の必要を感じぬほどに潤っておるわい」

「……言わないでっ」

　寧々は窓枠の上で腕を組み、そこに額を押しつける。

　こんな異常な状況で、異様な悦びを見せる己の肉体が、未だに信じられなかった。

「そうは言うがな、やはりこれは濡れすぎじゃろう？　ほれ、蜜がとろとろと滴って、畳の上で水たまりを作っておるわい。今から拭き取っても染みになってしまいそうじゃな」

「あ……は……っ」

　藤吉郎は寧々の羞恥心を煽るようなことを囁きながら、その豊かな双臀をむにむにと揉みしだく。そして、陰毛の綺麗に生い茂る土手を──叢くさむらごと舐めはじめるのだった。

「うむ、やはり御許のここは最高じゃな。恥毛がやわらかいお陰で、舐めてもまるで苦にならぬ。そしてなによりも臭いがたまらんわい……。御許の汗、そして女陰から沁み出た女汁……それらが混ざり合い、なんとも淫らな芳ほう香こうを漂わせておる」

「くぅ……っ」

　寧々は歯を食いしばり、嬌声を必死に堪えている。

　藤吉郎は恋人としても擁護できないほどの変態だった。寧々を唾液まみれにするのを好み、女陰から滴る愛液と混ぜ合わせ──その酷い臭いのする混合液を、互いの性器に擦りつけることに執着しているのだから。

（お猿さんなのに、犬の臭い付けのような真似をするのよね……）

　かつてはそんなことを思ったものだが、それも今は昔。寧々もすっかり躾けられ、互いの臭いに包まれなければ満足できない身体にされてしまっていた。

「寧々よ、どうかしたかの？　腰がぶるぶると震えて、心なしか女陰の汁気が増してきたようじゃが……？　おおぅ、臭う、臭うわい、おなごの発情した香りがなぁ……！」

「あぁ、いや、いや……っ、もう許して……」

「膣口をぱくぱくと物欲しそうにひくつかせておいて、なにを言うか。こんな欲しがり屋は、わしが責任を持って可愛がってやらんとなぁ……！」

「あ……あ、ひうぅうぅ……っ！」

　男の嬉々とした声が聞こえた刹那、凄まじい衝撃が寧々の女陰に走る。

　じゅるっ、じゅずっ、ぢゅびっ、ぢゅるるっ──粘液を啜すする、はしたない音が響いた。

　寧々は両手を桟にかけたまま、慌てて顔を窓から外している。

　本能的に察したのだ、これには耐えきれないと。

「あ、あぁああぁあああぁぁああぁっ、んっ、はふぅうぅ……っ」

　襲いくるのは絶頂感。寧々は頭頂部を壁につけ、甘い嬌声を撒き散らす。

　腰をふりふりと振り、一生懸命に快楽から逃れようとした。

「や、やぁ……っ、舐めちゃ、いやぁ……っ、あっ、はぁあぁ……っ」

「御許は本当に、心にもないことを言うのが好きじゃのう。こんなにも悦んでおるというに、いやもなにもあるものか」

　かつては清楚な装いをしていたが、今やビラビラになってしまっている小陰唇。

　それをコリコリと前歯と舌先で弄ばれ、寧々はがくがくと腰を震わせる。

「あっ、やだ……こんなの、そとっ、ばれて……しまっ、ああ、ああぁあぁっ!?」

　寧々が桟からとうとう手を離し、畳に向かって前のめりに突っ伏してしまった。

　愛液と唾液のラブローションをよく泡立てた藤吉郎が──指先にたっぷりとそれを纏わせて、クリトリスを左右に弾きはじめたのである。

「あ、あはっ、あ、あぁああぁ……っ、あ、ひうぅ……っ」　

　もう、なにがなんだかわからない。寧々は快楽に耐えるため、必死に畳を掻かき毟むしった。

　口からは絶え間なく嬌声が迸ほとばしり、藤吉郎の耳を愉たのしませている。

（結局、こうなってしまうのね……）

　藤吉郎に女陰を愛されると、毎回こうやって、すぐに気持ちよくさせられてしまう。

　自分で弄る時よりも、はるかに感じてしまう現実。自分の身体であり、その仕組みは自分が一番よく知っているはずなのに、これは一体どういうことなのだろうか。

「やだ、あぁあぁっ、らんぼう、いやぁ……っ」

「嘘を言うでない、嘘を……！　御許の下の口は、実に正直じゃぞ……！」

「いやぁっ、きもちいいの、いやぁ……っ、おまめさん、くにくにしないでぇ……っ」

「残念じゃが、御許の陰核はもう豆粒ではないわい。発芽して、肉芽となっておるわっ！」

「ふきゅうぅうぅうぅっ!?」

　陰核を根元から摘ままれ、あられもない声を上げて背を反らす。

　同時に、指を突きこまれたのを感覚する。目の奥が点滅して、まともな思考を保てない。

「おぉ……締めおる締めおる喰いしめおるわ……！　寧々っ、御許の膣孔……わしの指を魔羅と勘違いしておるようじゃぞ！」

「う、あ、あぁ……んっ、はう、うぅうぅううぅ……っ」

　寧々は過敏に喘いだ。それは違う、と言いたかった。なにしろ少女には、膣孔に入りこんで来た指のかたちがはっきりとわかっているのだから。

　一般に、膣孔は鈍感だと言われている。

　だが、少女の媚肉は敏感だった。喰いしめるだけで、己の性器内にどんなかたちのものが入っているのか、その形状を明めい瞭りように脳裏で再現できるのである。

「あっ、あぁつ、んっ、んふぅ……っ」

　わかる、わかる、わかってしまう。藤吉郎のゴツゴツとした節くれだった長い指が、じゅぶじゅぶとひねりを加えながら抽送されていることが。

　しかも陰核責めも依然として継続されており、寧々からすれば──いつ絶頂に達してもおかしくない状況。

　先ほどまで頭のなかで巡っていた強烈な点滅は終わり、高熱にうかされている時のような重たい感じに支配されている。

　そして膣奥にある子袋が、どんどん自分のなかで存在を主張していくのがわかった。

　雌犬のような格好で陰核と膣孔を愛撫されていると、そこがどんどん重く痺れていくような感じがするのだ。

「あ、あぁあぁ……やめて、もう、あっ、だめ……恥を、恥をかいて……っ」

「おお、かけかけ。恥などかいてナンボもんじゃい！」

　濡れそぼった粘膜。そこを往復する藤吉郎の指の勢いが速まった。

　肉芽と形容して構わないほどに自己主張している勃起クリトリス。これを根元から摘ままれて、ぷるぷると揺すられてしまっている。

　さらに潤いを増した女陰からはぐちゅぐちゅと卑猥な音が立ち昇り、寧々の発情吐息が混ざり合う。少女は無意識のうちに藤吉郎の指ピストンに迎合し、腰を振りたくっていく。

　そして膣肉をきゅきゅっと顫動させながら、グンと背を伸ばした。この動きによって、ビンビンに勃起した薄桃色の乳首が勢いよく畳に擦れる。

　追い詰められていた寧々が上り詰めるのは、あっという間のことだった。

「あぁ、いく……いく、いきます、あぁ……いくぅ……っ！」

　膣孔が痙攣し、一挙に収縮する。子宮で爆発した凄まじい快楽が全身に飛び散り、背筋をガクガクと震わせた。

　腰から螺旋を描くように突き上ってくる快楽の波は一気に寧々の頭頂まで突き破り、意識を焦がし尽くしていく。

「あぁあぁ……あっ、あー……あぁ、あああぁあぁぁあぁ─────〜〜〜〜〜ッ♥」

　舌をべぇっと突き出しながら、寧々は身体を突き抜ける鮮烈な快楽に酔わされる。

　自分がどれだけ酷い顔をしているのか、自覚はあった。だが、どうしようもない。

　できることは、総身をびくびくと痙攣させ、腰を跳ねさせながら──あられもなく四肢を投げ出すだけだ。女陰からは膣孔の収縮とともに、ぴゅるっと濃い愛液が噴いている。

「あ……はふ、あぁ……んっ、んんっ」

　興奮した藤吉郎が、ガチガチに勃起した魔羅を女陰に擦りつけているのがわかった。

　きゅんきゅんと子宮が戦慄いている。せつなく疼く子宮が、その入り口を、肉棒で激しく突かれ揺さぶられることを望んでいた。

「寧々、寧々……」

「とぉ、きちろぉ……」

　気怠い首を動かして背後を向けば、肉棒を尻の谷間にすりつけはじめた想い人。

　あんなにも魔羅をパンパンにさせているのに、まだ射精に至っていない男の姿。

　それを見た瞬間、寧々の心を過ぎった思いは『かわいそう』だった。

　早く射精に導いてあげないと、爆発してしまうのではないか──そんなことを少女に思わせるほどに、藤吉郎の魔羅は膨張しきっている。

「……きて」

　寧々は重い腕を動かして、そっと左手で己の女陰を広げた。

　びらりと濃い桃色に変色した小陰唇を指先で抑え、くぱぁと膣孔を曝け出しながら、甘くとろけるような声で囁く。

「いっぱい、きもちよくなってね」

「寧々、おぉ……挿れるぞ、挿れるからなぁ……っ」

　そう言って藤吉郎は、己の亀頭をつぷりと押し当ててきた。

　規格外のペニスを受け入れるために、これでもかと拡げられる膣口。その独特の感覚は、決して慣れるものではない。自分が彼の女だと思い知らされる瞬間でもあった。

『お、おぉおぉおぉおおぉぉおおぉ……!!』

　だが、そんな甘美な時間を阻害する大歓声が窓の外側から響く。

『勝った！　勝った勝った勝った!!　我らがお殿様の大勝利じゃあッ!!』

『万歳！　万歳!!』

『信長様万歳っ!!』

　清洲の至るところで、織田家の総帥を讃たたえる声が炸裂しはじめていた。

　無論、声だけではない。太鼓や笛の音も鳴りはじめている。

　寧々はぽーっとした顔で、清洲の民が奏ではじめた騒音を聞いていた。

（あぁ、そっか……帰ってきたんだ、みんな、戦が終わって……あっ）

　ずるん、と恋人の肉棒が入りこんできたのがわかる。

　狭い肉路を押し広げ、いつものように、我が物顔で奥深くまで入りこんできたのだ。

「あ……はぁ……っ」

　潤い豊かな口唇から、熱くねっとりとしたため息が漏れる。

　膣孔にみっちりと収まったそれは、今日も立派なかたちをしていた。

　会うたびに、交わるたびに、寧々をよがり狂わせ女悦を極めさせる宝具。

　魔羅は御珍宝とも呼ばれるが、寧々にとっては実際のところ──藤吉郎の腰にぶら下がっているものは、まさしく宝物に他ならなかった。

（おち×ぽ……わたしの、わたしだけのおち×ぽ……）

　正確にはわたしのものではない。

　でも、彼がわたしにしか使わないものなのだから、事実上わたし専用のものであることは間違いない──寧々はそんな風に、恋人の魔羅について認識していた。

　そして、その自分専用のモノに串刺しにされてしまうと、寧々はもう男に抵抗することができなくなってしまう。

　あの立派なカリ首で膣孔をごしごしと擦られるたびに背筋や腰が震えてしまうし、ぐりっと子宮口を押しこまれれば意識が飛びそうになる。

　しかも藤吉郎は腰を振るごとに微妙に角度を変えるので、毎回異なるところを擦られて慣れることがない。

　そういった細かい差異が積もりに積もって寧々の性感を開発し、結果として男の許から離れられなくしているのだった。

「ほれ、見てみよ……信長様じゃ」

「あ……っ」

　藤吉郎に上体を起こされ、先ほどのように桟に手を突いて、顔を窓の外へ出す。

　たしかに、彼の言う通り──戦勝行列が鎌倉街道を進んできていた。

　先頭は織田信長。そして後続には将兵が連なり、威厳を振り撒き城下を行進していく。

「さて、浅野殿はどこじゃろうなぁ……よっく目を凝らして探すのじゃぞ」

「そっ、そんな……！　あんっ、やぁんっ！」

　畏おそれ多さと羞恥心のあまり、寧々は窓辺から身を離そうとする。

　だがその瞬間、藤吉郎は少女の柳腰を掴んでパンパンと腰を打ちつけてくるのだった。

　もはや、逃げられない。そう理解せざるを得なかった。逃げる素振りを見せれば、きっと、眼下の武士たちの前で恥をかかされてしまうに違いない。

『信長様ーっ！　どうか尾張を統一して下されーっ！』

『今川なんぞ、さっさと追い出してくだせい！』

『万歳！　信長様万歳っ！』

　群衆となって歓声を上げる町人たちの頭上で、寧々は小刻みに腰を揺さぶられている。

「あっ、んっ、ふぁ、あっ、はっ、やんっ」

　顔だけ窓の外に出し、桟を掴んだ状態で、商人に腰を掴まれて抽送されている自分。

　露見すれば、阿あ婆ば擦ずれとして、一生後ろ指を指されて生きていくことになるだろう。

　そんな自分の悲惨な姿を想像し、寧々はぶるりと総身を震わせた。

「寧々、御許もすごいのう。わしの魔羅をぐいぐい締めつけて、絞り上げてきておるぞ」

　藤吉郎はそう囁きながら、寧々の膣ヒダのひとつひとつの感覚を楽しむように、短いストロークで腰を振っている。

「そんなにも奥を抉って欲しいのか、いやしんぼじゃなぁ」

「ひああぁああぁっ」

　肉厚の亀頭で子宮口をごりゅっと押し上げられて、頭が真っ白になってしまう。

　それからコンコンコンと三連続で小刻みにそこを突かれ揺さぶられれば、狂おしいほどの心地よさに苛まれてしまう。

『む……？』

『おお、見よ。豊臣屋の二階におなごがおるぞ』

「んうぅっ……!?」

　ついに、戦勝行列に参加している男たちに見つかってしまったらしい。

　戦帰りで高揚した将兵がこちらを指さしながら、好奇に満ちた眼差しを送ってくる。

　寧々は必死に表情を取り繕い、男たちに手を振った。そうでもしなければ、すぐにボロを出してしまいそうだったから。

『おや、あのおなごは……たしか、浅野家のお寧々様ではないか？』

『うむ、たしかにお寧々様じゃ。間違いあるまい』

『じゃが、どうしてあのような場所におるのかのう』

『わしらを出迎えるために決まっているだろう。二階からだと、路上よりも行列が見やすいだろうしな』

『いいや、違うな。きっと養父の長勝殿を探しておられるのだ。長勝殿の安否をいち早く確認して、ほっと一息つきたいのではなかろうか』

『おぉ、なるほど……それは乙女だのう』

『ええおなごじゃなぁ、愚息の嫁にもらいたいぐらいだわい。これ、誰か！　浅野殿に、娘御が豊臣屋の二階から貴殿を探しておるぞと伝えておけい！』

　男たちが何をしゃべっているのかは、寧々には聞き取れない。沿道から響く歓声や太鼓の音、笛の音が阻害しているためだ。

　しかし、彼らが何をしようとしているのかは察することができる。あるいは、自分が彼らの話題の対象になっていることについても、容易に予想することができた。

「おぉう、凄まじい締めつけじゃ……うぐぉ、なんと、これは……っ！」
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　背後で藤吉郎が呻きながら、腰を左右に揺らめかせながら突きこんでくる。

「んっ、きゃう……っ、ふあぁあぁ……っ」

　そして寧々は男たちに震える手を振りながら、必死に快楽を面に出すまいとしていた。

　悩ましい鼻息と嬌声は、どうしても漏れ出てしまう。

　だがそれは、騒音に満ちた下界に届くことはない。

『それにしても、お寧々様は最近めっきり綺麗になったのう』

『うむ、前はどこか芋くさかったものだが……一気に垢ぬけたものじゃな』

『まさか、男を知ったのではあるまいな』

『馬鹿言え、そのようなことがあるはずもなかろう。長勝殿に張っ倒されるぞ』

『あの事件の後、産婆も寧々殿が《乙女》であったと認めておる。今も心身ともに清らかな乙女であることは疑う余地もあるまい』

「ふあっ、あぅ、あはっ、んっ、んんっ、やっ、はぁ……っ」

『しかし、なぜあのように雰囲気が一気にお変わりになられたのだろうか』

『《男子三日会わざれば刮目かつもくして見よ》という格言もある。おなごとて同じじゃろう』

『うむ、おなごの成長は早いしなぁ。いつの間にか大人びていて驚くことも多い』

『では、寧々殿も成長されたのか』

『少なくとも魅力的なおなごには成長されたではないか』

『たしかにそうじゃのう』

「あ、あぅっ、くひゅ……っ、あっ、ああぁあぁ……っ！」

　寧々が一際大きな嬌声を上げる。

　慌てて己の口を掌で塞ぐが、沿道の町民も行列の将兵も、誰も気付いた気配はない。

　戦勝行列は厳おごそかに進み続け、民は熱狂し続ける。藤吉郎と寧々は、その状況下での性交に身体を昂らせていた。　

『しかし、寧々殿の美しさというのは独特じゃのう』

『うむ……たしかに喩たとえるのが難しいわい』

『信長様が御正室の帰蝶様。あのお方の華やかさとは、また異なる美しさだからなぁ』

『寧々殿は姫君たちが必要とする、装飾的な美とは無縁なのじゃ。慎ましやかで純朴、それがあの娘の魅力じゃろう』

『おぉ……なんとなくだがわかった気がしますのう』

『我が家の嫁に来てくれんかのう』

『嫁ではだめだろう。長勝殿はあくまでも婿取りにこだわっているようだしな』

「やんっ、あっ、やめて……藤吉郎っ、そこ、そこは弱いから……あっ、やめて、やめてやめてっ、おち×ぽでそこゴシゴシするのはやめてぇ……っ！」

『おや、寧々殿が俯かれてしまったぞ』

『浅野殿の姿を見つけたのではないか？』

『おお、なるほど！　それで感極まったか……ええ娘じゃあ……！』

『情の深い、よい母親になりそうじゃのう』

『武家の女としてはちと胸がだらしないが、それに目をつぶりさえすれば……』

『とはいえ、よく乳を出しそうではないか』

　行列を形作る男たちは、相変わらず好き勝手に寧々のことを話題に話し続けていた。

　そしてその当の本人は、すっかりと容貌を朱に染めている。

　眉はハの字となり、切なげだ。肩で大きく息をしつつ、喘ぎながら恋人に懇願していた。

「もう、やめて……おねがいよ……これ以上は、耐えられないわ……」

「うむ、そうじゃな。御許が豊臣屋の二階におったことは、将兵に広く知れ渡ったはず。後は御許のことを孝行娘と思った養父殿が、ここまで迎えに来るのを待てばよい」

　藤吉郎はそう言って、寧々が顔を出していた窓の戸を閉める。それから不安と恐怖と性感に震える少女を強く抱きしめながら、情熱的な声で囁くのだった。

「寧々よ、不安な思いをさせてすまなかったな。ここからはふたりだけの時間じゃぞ」

「あぁ、藤吉郎……っ」

　もう、どうでもいい。後背位で激しく突かれはじめた寧々はそう思う。

　細かい話や小難しい話は考えたくない。今はただ、恋人の熱を感じたかった。

　織田家の最高権力者、そして名だたる諸将を見下ろしながら、婚前交渉という──不純異性交遊の極みに耽っていたという事実が、寧々の心を酷く動揺させている。

　あるいは、動揺させるだけでは済まなかった。寧々の思考回路を大きく変えるだけの衝撃を与えていたのである。

　浅野寧々は、織田家という武家集団の頭領の前で、禁断の行為に及んでしまった。

　であるからして、武家の規範意識はもう、彼女の行動指針足り得なくなる。

　もはや寧々が参照とし得るものは、皮肉なことに──今、自分を犯している恋人・木下藤吉郎そのひとだけなのだ。

「藤吉郎、あっ、口を……口を……っ」

「承知した。寧々は接吻が好きじゃからのう」

「あっ、んんっ、んはっ、んんんんっ」

　振り向いた寧々の唇に、むしゃぶりつくように食らいつく藤吉郎。

　その激しい求め具合に寧々は心底安心してしまう。

　もう自分にはこれだけあればいいのかもしれない、と。

「あっ、んっ、あ……あう、んんっ、んあっ……」

　激しく唇や舌を吸われる幸福感は、性行為における満足感を著しく高めていく。

　たとえどんなに拙い愛撫をされても、酷いことをされても、他の男に犯されても、藤吉郎が唇さえ奪ってくれるなら、たちまち絶頂してしまうだろう──そんな予感があった。

「あっ、あはっ、んっ、んんんんんんっ！」

　一度絶頂に達したことも影響しているのだろうか。寧々の全身は敏感になり、感じやすくなっている。

　藤吉郎の巧みな腰使いで子宮口を刺激されたり、あるいは膣口付近を激しくじゅぽじゅぽと擦られたりすると、そのたびに軽く達してしまうのだ。

　ガクガクと腰が震え、立派で愛おしい魔羅をきゅんきゅんと喰いしめる。

　しかしその生殖器は、寧々が絶頂したところで動きを止めはしない。

　むしろ、却って興奮し、その硬度をビキビキと高めてもいた。

「御許も順当に好き者になっておるのう。やはり色狂いになる定めなのじゃな」

「あひっ、ひうっ、あっ、やあぁああぁああぁんっ」

　藤吉郎の羞恥を煽あおる囁きだけで、寧々はまた身体を極みへ至らせてしまう。

　ぶじゅっと粘度の高い愛液の迸りが結合部から噴き上がり、男の下腹を濡らした。

「ははっ、噴きおったか。御許はもしや、狒ひ々ひではなく伊勢湾の鯨くじらかのう」

「ひっ、はうっ……あっ、は……」

　腰をようやく止めてくれた藤吉郎を振り返り、寧々は涙目で睨みつける。

　もっともその眼孔に鋭さはなく、傍目から見れば──男を誘い、行為の続行をねだる淫婦のようにしか見えないだろう。

「あっ、あなたが、わたしを……んっ、ああぁあぁっ、こんな……こんなカラダに、した……のにっ……！」

　寧々の心中は嬉しさ半分悔しさ半分といったところだ。

　藤吉郎に躾けられて、彼好みの自分になっていることは嬉しい。

　だが彼の魔羅を突きこまれたり、愛撫されたりすることで、容易に思考が乱されてしまうのは──少女の性分的に、悔しくてならなかった。

「おお、そうじゃな……わしの、せいじゃのう……っ」

　寧々の言葉を受け、いたく興奮したような吐息を漏らしながら男は腰を振る。

「わしもそろそろ、責任を取って射精ださせてもらうとしようかの」

　藤吉郎の発したその言葉に、寧々の背中はゾクリと戦慄いた。

　腰が震え、思考が乱れ、熱い吐息が漏れる。

（ああ、そうよね……）

　再開されたピストンに合わせるように、その豊かな双臀を迎え腰を振りたくる寧々は、ぼうっと思考の片隅で考える。

　藤吉郎の性欲は強い。一回の逢瀬で、最低でも五回は射精しなければ満足しない。

　しかも、今回の逢瀬は二カ月ぶりだ。相当溜まっていると見える。

（わたしは、今日、どれだけ……）

　犯されるのだろう。そんな疑問を抱いた瞬間、寧々の肢体は背徳感から絶頂に至る。

　巨大な陰嚢を有する藤吉郎の射精量は多い。すさまじく多い。

　きっと、最後には全身を覆い尽くされるほどの精液に包まれていることだろう。

「おおっ……締まる、締まりおるわ……っ！　寧々っ、御許の豊尻……！　わしが精汁で塗りつぶしてやるからのう……！」

「あっ、うぁ……あぁ……っ」

　藤吉郎は、養父が豊臣屋に来るという予測を立てていた。

　ならそれまでの間、どれほど犯し愛し抜いてもらえるのだろうか。

「と、とーきち、ろぉ……っ、せめて……いっしょ、にぃ……っ」

「おお、そうじゃな……！」

　どろっどろの体液まみれになった男の肉棒が、女陰へ深々と突き刺さる。

　その杭打たれた状態で、牛のように乳房を根元から絞り上げられるのがたまらない。

　そして乳房のなかほどまで絞ったところで、藤吉郎が激しく腰を振るいはじめた。

　唐突なピストンの再開に、寧々は喉を反らす。

　すると藤吉郎は少女の薄い首筋に喰いついてくるのだった。硬質な歯が己の首筋に喰いこんでいくことを感覚し、被虐感から寧々の子宮がきゅんきゅんと戦慄いてしまう。

「も、だめ……あっ、わたし、あぁ……いく……っ」

「わしも、出るぞ……御許の豊臀に……！」

「あ……あぁ……あぁああぁああぁああぁああああぁああぁ─────〜〜〜〜〜ッ♥」

　ごちゅっと子宮口を串刺しにされ、寧々の思考が強烈な快感で焼き切れる。

　刹那、藤吉郎がずるんと一気に肉棒を引きずり出し、どびゅるるるっと尻肉に黄ばんだ精液をぶちまけてきた。

「あ……ふっ、は、あ……♥」

　下肢がじんわりと熱い体液で汚濁されている感覚で、寧々の身体は幾度となく軽い絶頂に襲われていた。そのたびにきゅうきゅうと膣肉が収縮し、太い雄肉を喰いしめられないことに寂寥感を抱いてしまう。やはり、膣内射精をして欲しかった。

「あぁ……我ながらたっぷり射精だしたのう……」

「んんっ、あっ、あ……ふあぁ……♥」

　下半身にぶちまけられた濃い精液を、藤吉郎が、少女の陰毛に絡みつけて弄ぶ。

　そして潤沢な精汁のなかで、陰核が左右にくにくにといじり回されていた。

　それが、思わずぶるりと腰を震わせてしまうほど心地よい。

「だが、まだまだ射精だし足りぬわい。寧々、まだ付き合えるかの？」

「は……はひ……っ♥」

　未だに絶頂の余韻に呑まれたまま、寧々はこくりと頷いた。

　少女とて、これで終わって欲しくなどない。もっともっと、犯し抜いて欲しかった。

　藤吉郎が寧々の身体にまとわりついている着物の一切合切をはぎ取っていく。

　そして肌襦袢を手に取ると、とてつもなくいやらしい顔でニタリと笑うのだった。

「さて、いつ長勝殿が来るともわからぬ。肌襦袢ぐらいは着てもらおうかのう」

　藤吉郎はそう言って、あろうことか、その肌襦袢で寧々の下肢にまとわりついた精液を拭いはじめていく。

　そして精汁まみれになったそれを、うら若き純朴な武家娘に纏まとわせるのだった。

「うむ、これでよいじゃろう」

「あ、んっ、やぁ……っ♥」

　精液滴る肌襦袢の着用──それは全身に湿しつ布ぷをされているようなものだ。

　寧々は生温かい下着に包まれて、ぶるりと身を震わせる。

　おぞましさからではない、妖しい性感からだった。

　全身が恋人に染まっていくような感じがしてたまらない。

　たまらないほどに不道徳で、背筋がぞくぞくとしてしまう。

「尻を突き出すのじゃ、寧々」

「……はいっ♥」

　彼の求めに応じるがまま四つん這いになると、すぐに膣孔のなかに魔羅が潜りこんでくるのがわかった。

　精液が染みこんだ下着を着せられて、青臭い香りを胸いっぱいに吸いこみながら、寧々はまためくるめく快楽の波に呑まれていく。

　もはや遠慮する必要などなかった。体面もへったくれもなかった。

　藤吉郎に腰を揺さぶられながら、寧々は獣のような嬌声を放ちつつ、髪を振り乱し、浅ましく腰を振りたくる。

　彼はその仕草に興奮したようで、何度でも射精してくれた。少女も一向に萎える気配のない肉棒の虜となり、何度も何度も絶頂いき狂う。

　そして男の体液は、すべて、膣内ではなく下着のなかにぶちまけられていく。背中、胸、襟元、脇腹、お腹、脇。そういったところに射精間際の肉棒を差し入れて容赦なく汚していくのだから、藤吉郎という男もなかなか容赦がなかった。




　いずれにせよ、寧々は異様な状況に昂っていた。

　積極的に腰を振るい、汗と精液と愛液を撒き散らしながら、相次ぐ絶頂を甘受する。

　動くたびに精液でぬめる下着が最高に気持ちよかった。

　もはや下着ではなく、精液を着ていると言っても過言ではない。

　だがしかし、そんな時間は──当然のことながら、長くは続かなかった。

　豊臣屋の奉公人が部屋の外から『浅野家より浅野長勝様が参られました』という報を聞いた時は、さすがに狼狽したものだ。最初に抱いた感情が、『藤吉郎との逢瀬をいいところで邪魔するだなんて』という殺気染みたものだったことに対しても。

　そして、藤吉郎が言ったことにも寧々は驚かざるを得なかった。なにしろ彼は、精液塗まみれの肌襦袢を着用した上で養父の応対に出ろと言ったのだから。

　恋人が乞うままに身繕いを整えた上で、表店へと向かう。歩くたび、乳首をはじめとした敏感な部分に精液がまとわりついてくるのが心地よい。

　ところどころですれ違った奉公人たちには、臭いからして色々と悟られてしまっているのだろうな──と自覚しつつ、寧々は養父の姿を認めた。

「おぉ、寧々か！　まったく、どうしたというのだ……こんなところにいるとは」

　苦笑する長勝は、まさしく戦場帰りという装いである。甲冑を身に纏い、背には強弓を背負っていた。

　そして彼は、豊臣屋の店外──すなわち鎌倉街道に立っている。商家のなかには決して入ろうとはしないのだ。

「お養父様……ごめんなさい……」

　寧々は豊臣屋の玄関で、養父に応答する。深々と頭を下げ、殊勝な養女を演じていた。

「わたしっ、はやく……お養父様のご無事な姿を、見たくて……。その、お養母様には嘘をついて……お養父様を探しやすい二階がある豊臣屋に……」

「おお、そのことならもう聞いている。織田家中の噂になっているぞ。寧々が『夫想いのよき妻、子想いのよき母』になるだろうとな」　

「そ、そう……なのですね」

「うむ、それでは帰るとしよう。ついてくるがよい」

　そう言って、身を翻す長勝。養女が追従してくることを、疑ってすらいない様子だ。

　とはいえ、まさか精液の沁みこんだ襦袢を纏ったまま帰れるはずがない。

　寧々は慌てて店内から養父に呼び掛けた。

「あの、お養父様……しばしお待ちを……っ」

「む……？」

　すぐについてくると思った養女が動かない。そのことを訝しむ長勝に対し、寧々は顔を真っ赤にしながら虚偽の弁明をする。

「いま、わたしの顔……とても酷いことになっています……お養父様のご無事な姿を見て、嬉しくて、いっぱい泣いてしまいましたから。それに、すごく汗を掻いていて……あの、ですから……お湯を頂いてから帰ろうかと……」

「なるほど」

　先ほどまでの度重なる性行為によって紅潮した顔には、快楽によって流された幾筋もの涙の跡がある。それを認め、長勝は養女の言葉が『真』だと勘違いしたのだろう。

　あるいは、自分の無事を知って泣いた──と言った養女への、大人の気恥ずかしさもあったのかもしれない。

「……まあ、豊臣屋であれば問題なかろう。家の者にもそのように伝えておく。湯をもらい、身を清め、ゆるりと送ってもらえばよい」

「わ、わかり……ました……っ」

「うむ、だが……遅すぎることがあってはならんぞ。今宵は祝いの席だからな」

　長勝はそう言って、背を向けた。寧々は身を震わせながら頭を下げ、養父を見送る。

　手はギュッと着物の股辺りを握りしめていた。陰毛を伝って精液がぽたぽたと滴り、太股をぬろぉっと伝っているのだ。

　その感覚に、先ほどまでの性感が残る肢体は敏感に反応してしまう。

「寧々、御許も悪い娘こじゃなぁ……まさか養父に嘘をつくとは」

「あ……っ♥」

　固まってしまっていた少女の尻を、藤吉郎が撫でた。

　男の手、そして精液塗れの下着の感覚に、寧々は肢体をぞくぞくと震わせる。

「では、御許の願い通り風呂を用意しようかのう。たしかに、御許の身体はしっかり清めなければ、女衆に気付かれてしまうじゃろう。それが悪手であることは間違いない」

「んっ、え……ええ……そう、よね……♥」

「まぁ、風呂が沸くまでは今しばらく時間がかかろう。それまでは……のう？」

　息を荒らげながら、寧々はくたっと男の腕にすがりついてしまう。藤吉郎にがしりと尻肉を掴まれ、腰砕けになってしまったのだ。

（それに、風呂と言っても……ただ身体を洗うだけでは、済まないでしょうし……）

　今日はきっと、まだまだ可愛がってもらえるに違いない。なにしろ二カ月ぶりの逢瀬なのだから、もっと甘えても許されるはずだろう。

　養父の言った宴のことは頭の片隅に追いやりつつ、少女は精液塗れの淫裂をきゅんきゅんと期待に震わせて──男の誘導に従いながら、店奥へとその姿を消すのだった。











第六章　恋人は妹のよう









　永禄二年（一五五九年）三月六日。

　目の上の瘤たんこぶだった岩倉織田家を下し、信長がいよいよ尾張統一を画して積極的に動き出そうかという頃合い。藤吉郎は親友である利家から呼び出され、清洲城の武家地にある前田家屋敷に姿を現していた。

「よく来たな、藤吉郎。まぁ気楽にしてくれや」

　前田家屋敷の応接間で出迎えた利家は、鷹揚おうような調子である。

　その姿を見た藤吉郎は苦笑し、おおよそ親友同士だからこそ許される──換言すれば、本来であれば身分上許されない口調で言った。

「そうは言うがな、おぬしがなぜわしを呼び出したのか……その真意がわからんうちは、気安くなどできんわい」

「まぁまぁ、その辺りは安心しろよ。ちなみに金の無心ってわけじゃねぇからな。それだけは先に言っておくぜ」

「そうか……信長様絡みでもないんじゃな」

「まぁな。たまには親友同士、膝を突き合わせるのもいいもんだとは思わねぇか？」

「それはたしかにそうじゃな」

「よし……松、酒を持ってこい酒」

「はい、おにいさ──貴方あなた様さま！」

　障子の向こうから、明るく弾けるような声が響く。次いで、トタトタトタと遠ざかっていく足跡が聞こえた。藤吉郎はやがて、ニヤニヤと笑いながら利家に言う。

「『おにいさま』か、未だにそう呼ばせとるとは……なかなかに罪深いおとこじゃのう」

「うるせぇな」

　利家は居心地悪そうに頬をかいている。

「仕方ねぇだろ。俺と松は兄妹も同然で育てられたんだ。嫁にあいつをもらったからって、すぐに呼び方が直る訳でもねぇしよ」

　仕方ねぇだろぉが──と利家はため息をついた。

　無論、藤吉郎とて彼と松が、兄妹同然に育てられた従兄妹であることを知っている。

「むむ、そうじゃったのう……」

「まぁ、だから松の好きなように呼ばせればいいんだ。俺は兄としても夫としても、あいつを守ってやんねぇと……これはもう、宿命みたいなもんだ。受け入れるしかねぇ」

「たしかに、松殿にとって、おぬしの代わりになるような者はおらんじゃろうしな。なにしろ、過ごした年月が違うからのう」

「なに小っ恥ずかしいことをしみじみと語ってんだよ……まぁ、お前の言う通りだがな」

「なんじゃ、認めるんかい」

「当然だろ、俺の妻だぞ。それにあいつの胎はらんなかには俺の子がいる訳だしな」

「なんと!?」

　驚いてみせながら、藤吉郎は思い出していた。たしか、前世でも利家は娶ったばかりの松をすぐに懐妊させていたということを。

「さすがに、『早すぎる』って信長様には滅茶苦茶に叱られたけどな……。でもよ、仕方なかったんだぜ？　なにしろ松から、俺んところに夜這いを仕掛けてきた訳だしな」

「夜這い……じゃと……？」

　なんと羨まけしからんことを！　と藤吉郎は利家を羨望の目で見つめる。

「まぁ、松も不安だったんだろうよ。野盗に攫われて、貞操の危険に曝されて……。だから、互いに何かある前に──生きているうちに、子供を望んでも変な話じゃねぇ」

「それで、子供を……のう……」

　脳裏には、小柄な松が巨漢の利家に組み伏せられている犯罪的なイメージが過よぎっていた。体格差がありすぎると、和姦でも強姦に思えてしまう藤吉郎だった。

「実際のところ、他の奴らも同じことを考えてるみてぇだぜ。お前が助けてくれた他の女たちも、さっさと意中の男のところに嫁いで、子供を儲もうけはじめてるしな」

「なんじゃ、そうなのか。気にしとらんかったわい……」

「少しは気にしろよ……」

　しれっとそう言った藤吉郎に、利家は呆れた顔を浮かべた。

「お前は本当に女のことに興味ないんだな……しかも、衆道にも興味がないと来たもんだ。僧侶共も真っ青だろうさ」

「別に興味がないという訳ではないぞ。寧々殿以外のおなごに興味がないだけじゃ」

「ああ、それだ。まさしくそれだよ。攫われた女たちのなかで、まだ意中の相手のところに嫁いでないのは浅野の寧々殿だけなんだよな」

　そして彼は、ニヤリと笑いながら訊く。

「それで、どうなんだよ？」

「なんの話じゃ」

「すっとぼけんな、寧々殿との関係に決まってんだろ」

　利家はそう言って、藤吉郎の胸を小突いた。

「女子供が恋い慕う男に抱かれていくなかで、寧々殿だけが残るってのも変な話だろ？　彼女の意中の相手が武家ではないお前だから、未だに踏みきれてないんじゃねぇかって下世話な想像をしていたんだが」

　まさか、結婚の口約束を交わしたなかで、つい二日前も熱烈に情交していました──などとは口が裂けても言えない。藤吉郎は乾いた笑みを浮かべる。

「まさに突拍子もない話じゃのう。第一、浅野家は武家から婿を取るために寧々殿を養育しておるのじゃぞ？　彼女の意向が反映される余地はあるまい」

「まぁ確かに武家相手が望ましいのかもしれないが、お前のところとなったら話は別だろう？　なにしろ金があるからな。浅野家としても、縁を持つのは万々歳な相手だろうさ」

「おぬしも随分と俗なことを言うのう……」

「仕方ねぇだろ、武家にも金勘定は必要ってこった」

　利家は席を移し、強靭な腕を藤吉郎の細身の肩に回しながら囁いた。

「とはいえ、寧々殿はなかなかいい女だと思うぜ。読み書きはできるから、豊臣屋の仕事も手伝わせられるだろ？　それに、縁談を持ちかけて浅野家が渋しぶるようなことがあれば、俺が出ていってもいい。説得してやるし、仲なこ人うどだって務めてやるさ」

「それはとてもありがたい話じゃな。もしかすると、本当に頼むことになるやもしれん」

　思わず表情を崩した藤吉郎に、利家がすかさず突っこんだ。

「なんだよ、お前……寧々殿のことやっぱりもらう気なんじゃねぇか」

「おぬし、引っ掛けおったな」

　引っ掛けるも何もないだろうが──と利家は真顔で言う。

「覚えているか？　一年前の事件の後、お前のところへ礼に行ったことがあっただろう？」

「おお、そういえばそんなこともあったのう」

「その帰りにな、寧々殿と豊臣屋の店先で偶然出くわしたんだよ。気合入れた、でっけぇお重を持った彼女にな」

「ほ、ほぅ……？」

「ああ、これは間違いなく藤吉郎に惚れてやがるな──と思ったら、先日の戦勝行列だ。俺は見たぞ、寧々殿が豊臣屋の二階にいたのをな。一年経っても未だに関係が切れずにいるってことは、つまるところそういうことなんじゃねえのか？」

「……勘の鋭い友は嫌いじゃよ」

「おいお前、まさか……もう手を出したりなんてしてねぇよな？　嫁入り前の武家の娘を手籠めになんて、そんな大それたことは……」

「はっ、はっはっは……そんなことが、あっ、ある訳なかろう……？」

「本当にわかりやすい男だよ、お前は」

　利家はそう言って、ぽかりと藤吉郎の頭を殴る。武家娘の処女を奪っておきながら、その責任を取っていない現状──拳骨ひとつで済ませてもらえたのはありがたいことだった。

「俺とお前の間柄だからな……これで黙っといてやるよ」

「おっ、おぉ……すまんな」

「すまんな、じゃねえよ……まったく！」

　前田家の四男坊は呆れ顔で言う。

「だが、これはいよいよ本気でお前と寧々殿を娶わせねぇとな。乙女の心と純潔を奪っておいて、そのまま放っておくのは男じゃねぇよ。もし仮に、お前が寧々殿をヤリ捨てにするつもりだったなら──即座に俺は、縁ごとお前を斬り捨てなきゃなんねえ」

「おぬしに斬られるのだけは勘弁じゃ。それにわしは寧々殿と、最悪の場合は駆け落ちしてでも一緒になるつもりだったからのう。そのことは彼女も納得してくれとるわい」

「は？　互いに夫婦になることを了承しておきながら、まだかたちにしてねぇってことかよ……お前の行動力を知ってる俺からすれば、らしくねぇとしか思えねえが」

「まぁ、色々と仕事があってのう……」

「仕事？　商いの話じゃねぇよな？　武家から嫁をもらうとなれば、商売先にも都合をつけてもらえるだろうしよ。それに、信長様の命が下ってる訳でもねぇし……」

「私用じゃよ、あくまでも私用」

　藤吉郎は諦めたように白状する。

「……此こ度たびの今川家との戦で、織田方を勝たせるための手て筈はずを整えておるのじゃ」

「なんだと……!?」

　目を見開いて仰天する利家に、藤吉郎は囁いた。大声で話す内容ではないからである。

「というのもな、来年の五月……駿河の今川義元が大軍と共に尾張へ攻めこんでくる──というのがわしの見立てだからじゃ」

「まっ、待て藤吉郎！　説明しろ！　お前、なぜそんなことがわかる！」

「武家にわかることは民草にはわからぬ。反対のことも言えよう。つまりそういうことじゃよ」

　未来を知っているという言明を避けながら、藤吉郎は言葉を続けた。

「いずれにせよ、このままでは織田家の敗北は必至。信長様の手勢を掻き集めても、義元率いる本隊だけで、織田軍の総数を上回ろう」

「むう……」

「ならばどうすればいいか……答えは端はなっから決まっておる、在野の野武士や乱破の力を借りるのじゃ。彼らを糾合して陽動部隊を編成できれば、なんとか義元の本隊に信長様が肉薄する隙を創出できよう」

「戦は数ではない。しかし数が整わねばどうにもならぬ……という訳か」

　利家はその辺りをよく弁わきまえていた。同時に、今川家の強大さもよく理解している。

「しかも今川義元と言えば、甲斐の武田信玄や関東の北条氏康をはじめとした名将共を御し得る、名将中の名将ぞ。信長様といえども、そう簡単に勝てる相手ではない」

「簡単に勝てる相手ではない……か。つまりは──」

「──可能性はある、ということじゃ。だからわしは動いておる。ゆえに今、嫁をもらったところで放ったらかしにすることになるのは目に見えておるわい。家のなかで寂しい思いをさせるために妻を迎えても仕方ないじゃろう」

「そりゃあ、そうかもしれんが……」

　利家がため息をつくと、ちょうどそのタイミングで松の伺うかがいの声が聞こえた。

　それに応じれば、サッと障子が開かれ、徳利とおちょこを乗せた盆を少女が運んでくる。

　その表情には嫉妬の色がかすかに混じっていた。やはり自分以外の人間が夫と気安くしているのを見て心が騒ざわめくのだろう。いつ何時、男が恋敵となるかもしれない時代である。松からすれば、抱いて然るべき警戒心だった。

「やはり、お仲がよろしいのですね」

「まぁ、たしかにわしらは仲がいいのう」

「否定はできねぇな」

　お盆を置きながら、少女が「むぅ」と膨れている。やはり、妻と言えどまだまだ幼妻なのだ。その年相応の表情を見て、藤吉郎はついついからかいたくなってしまう。

「わしと犬千代は猿と犬……にもかかわらず、これが決して『犬猿の仲』にならぬというのは面白い話ではあるのう」

「すべての犬と猿の仲が悪いって訳じゃねえ、ってことだろ？」

「おお、まさしくそうじゃろうな」

　男ふたりが距離も近く、親しげに話をしているのを見て──松がそわそわとしはじめる。

　きっと会話に入りたいのだ。自分のことも忘れないで、とアピールしたいのだろう。

　それは、年上の兄とその友人たちの遊びに、年下の妹がついていきたがる心境と似ているのかもしれない。なにしろ松にとって、利家は血の繋がらない兄なのだから。

「わしらはどこまでも仲睦まじく……わしがおなごであったのなら、松殿を押しのけて妻の座を射止めておったのじゃろうな」

「……おえっ」

「これ利家！　本気で吐き気を催もよおしたような顔をするでないぞ!!」

「いや……無理だろ、お前がおなごに……？　無理無理無理無理無理無理だぜ俺は!!」

「ばかたれ！　神仏や男がおなごになる時は、それはもう見み目め麗うるわしい天女が如き女人になると相場が決まっておろうが！」

「……やめろ、吐きそうだ」

「なんたる屈辱！　なんたる不義理！　この仕打ちをどう思う松殿！」

「えっ？」

　いきなり話題を振られ、驚いたのだろう。しどろもどろに松は口を開いた。

「いえ、その、仲がよろしくて羨ましいなと。だって藤吉郎殿とおにいさまは──あっ」

「ああ、いいのじゃいいのじゃ。利家から事情は聞いておる」

　藤吉郎は『おにいさま』と夫を呼んでしまったことに恥ずかしがっている松に言う。

「夫婦となっても初心を忘れず、兄妹のように仲睦まじく過ごすのはよいことじゃ。第一、かわいい妹御に『おにいさま』と呼ばれるのはおおよその男共の夢じゃからのう……」

「そっ、そうなのですか……？」

「そうじゃよ。だから、わしのことも『おにいさま』と呼んでくれてもいいのじゃぞ。ほれ、どうじゃ？　ほれ、ほれ」

「……嫌です」

　松はぷいっと横を向きながら、はっきりとした意思表示をした。

「松のおにいさまは、犬千代様……いえ、利家様だけですから」

「むむぅ……妬けるのう」

「妬けるって、お前な……」

　利家は呆れたような顔で藤吉郎の背を突いた。

「たしかお前にも、妹がいただろうが……朝日殿が」

「……いや、あやつはだめじゃ」

「なんでだよ。お前に似ずに可愛らしくていい子じゃねえか」

「だからだめなのじゃ……」

「はぁ……？」

「実の妹に『おにいさま』と呼ばれても、手が出せんじゃろうが！　実妹に手を出すなど畜生にも劣る行為！　地獄に落とされ二度と這いあがれなくなるわい!!」

　おぉおぉおぉと頭を抱えて唸る藤吉郎を見て、松が笑顔を張りつけながら後ずさる。

「ゆえに、『おにいさま』と呼び慕うてくれる娘は、実妹以外でなければならぬ！　義妹、従兄妹、近所の幼馴染……！　ああそうじゃ、手を出しても構わぬ相手でなければならんのじゃ。いい雰囲気となって接吻を交わし、褥の上にそれとなく押し倒したわしを『おにいさま……いけません』と恥ずかしげに、それでいて誘うように甘い声で囁いて、最後はすべてを受け入れ身を震わすような相手でなければ──」

「お前、しばらくの間、俺の家に近付くな。後、松にも」

「──なんじゃとっ!?」

「弁明の余地はねぇぞ」

　冷たい目を向けてくる利家に、藤吉郎は身内に裏切られたような思いを抱いていた。

「えっ、冤罪えんざいじゃ！　冤罪じゃぞこれは!!」

「冤罪でもなんでもねえ！　現行犯で斬り捨て級ものの所業だろうがっ!!」

「何を言う、現行犯で斬り捨てはおぬしの方じゃ！　おにいさまと呼び慕ういたいけな少女を種付けして孕ませおってからに……！　にもかかわらず、今なお腹を膨らませた松殿の未熟な肢体を夜な夜な貪っておるのじゃろう!?　この鬼畜槍使いめが!!　これからは『槍の又左』ではなく『肉槍の股左』を名乗るがいい!!」

「貴様、言わせておけば好き勝手なことを……！」

　青筋を浮かび上がらせながら、利家が憤怒の形相を見せる。

「第一、貴様に俺を非難できるものか！　処女おとめの寧々殿をかどかわし、豊満で肉感的な嫁入り前の肢体を貪っているお前にはな……!!」

「なんじゃと！」

　今まさしく取っ組み合いの喧嘩へ発展しかけている男たちの耳に「寧々様が……？」という松の呟きが入りこむ。

「「あっ」」

　男ふたりの声が重なった。秘ひ匿とくされるべき情報が、第三者に漏れてしまったのである。

「あの、藤吉郎殿、利家様？　詳しくお話を伺いたいのですが……？」

　そこにいるのは『おにいさま』と夫を呼び慕う、かわいい幼妻ではなかった。

　醒さめた目をした少女は、まさしく柳の下の幽鬼が如く無感動の瞳をしている。

　もはや言い逃れは不可能だ。藤吉郎は利家を横目で見る。

　その顔は『余計なことは言わない方がいい』と雄弁に物語っていた。

　やれやれ、これでは罪人も同然ではないか──藤吉郎はもはや、嘆息する他にない。




　　　　　◆　　◆　　◆




　尾張に広く名の知れた前田家からの夕ゆう餉げの誘いとなれば、これを断る理由などない。

　信長の弓衆である浅野家からすれば、前田一門に食い入るまたとない機会でもある。

　精いっぱいのおめかしをされて、土産を持たされ、長勝が認したためた手紙を持参した寧々は気分も上々だった。なにしろ寧々を招待してくれたのは、前田利家の正室・松なのだから。

　彼女は寧々とも親交が深く、年の離れた姉妹のような感覚を抱くほどに仲がいい。

　先年の事件以来、彼女との距離はさらに近くなっている感もある。そのため、前田家の奉公人に案内された応接間に入った時は──思わず面食らってしまった。

　なにしろ、部屋の中心で恋人である藤吉郎が神妙に平伏。その横で居心地悪そうに利家が座っているのだから。

「よくおいでくださいました、寧々様。ささ、こちらに」

　そして、笑顔を張りつけたような松がいる。

　そんな光景を見て、部屋のなかに入ることを尻ごみしてしまうのは当然だろう。

　されど『恋人が何かをやらかしたのではないか』と思えば気が気でない。

　そんな訳で寧々は、松の指示に素直に従った。相手は利家の正室である。年は若く幼いが、それでも家政においては最も偉い立場にあるのだから。

「まずは急なお呼び立てをしてしまったことをお許しください。ですが、今すぐにでも捌さばかねばならぬ者が現れましたから……」

「者？　物ではなくて？」

「そうです！　そこに控えている木下藤吉郎なるものです！」

「わたしは夕餉のお誘いと承ってきましたが……あのう、その、もしや料理の対象が藤吉郎ということ？」

「はいっ！」

　幼妻は鋭い目を藤吉郎に向ける。

「実は、よからぬ話を聞いたのです。あろうことか、藤吉郎が未婚である寧々様をかどわかし、凌辱の限りを尽くしているのだと！」

「あっ……」

　寧々は絶句し、狼狽した。嗚呼、これは一体どうしたことなのだろう。まさか自分と藤吉郎しか知らないはずの秘密が漏れ出て、松様の耳に入ってしまったというのかしら？

　そんな寧々に、松は年不相応のしっかりとした声で言う。

「私はあの日、寧々様に身を挺ていして助けていただきました。無論、藤吉郎殿が最後は救って下さった訳ですが、それとこれとは話が別です！　藤吉郎殿がその立場に物を言わせ、寧々様を強引に手籠めにしたというのであれば……私はこの方を許せませんっ！」

「違います！　ああ、それは違うのです……」

　大事になった、と寧々は慌てた。

　このままでは藤吉郎が、正義の皮をかぶった女犯によぼんの大悪党だという話が広まってしまう。

　そうなれば、彼は尾張では生きていけなくなる。豊臣屋の商売も上がったりとなり、商いの場所を変えねば潰れてしまうに違いない。

「違う……？　違うとは、どういうことなのですか？」

　松が目を光らせる。それは一年前の、寧々が庇護ひごしなければならないと断じた弱々しい姿ではなかった。

　きっと、この一年で大いに内面的成長を果たしたのだろう。守ってもらう側ではなく、守れる側になる。そのために、様々な努力を重ねたに違いないのだ。

　そんな幼妻に対し、寧々は覚悟を決め──はっきりとした声で告げる。

「……わたしから、藤吉郎に迫ったのですから」

「……えぇっ!?」

　松が素すっ頓とん狂きような声を上げた。当然だろう。武家の娘が商人に姦通を迫ることは倫理的にあり得ない。いや、絶対にあってはならないことだ。利家も愕がく然ぜんとした顔をしている。

「ねっ、寧々……」

「いいの、藤吉郎。いいのよ」

　案じるような恋人の声に、寧々は微笑して応じた。そして松に対して言う。

「松様、この件に関して御心を病む必要はなにひとつございません。わたしは藤吉郎を恋い慕っておりますし、その逆もまた然り。先日もまた、愛を確かめたばかりですから」

「え……っ？　あっ、あ……」

　下腹を撫でる仕草をしてみれば、人妻である松は万事を察して赤面する。

　その様子を見て寧々は覚悟した。赤面の次に表情を支配するのは、おそらく侮ぶ蔑べつだろう。

（どれほどの痛つう罵ばを松様から賜たまわるのかしら。戯たわ女れめ？　白しら拍びよ子うし？　あるいは淫売とまで……？　でも、わたしのしていることって、結局は……侮蔑されて然るべきなのよね）

　上々だった気分はすでに失せ、陰鬱いんうつな気配に囚われていく。

　だが、松が発したのは予想外の言葉だった。

「あぁ、よかったです……脅迫されたり、強姦されていた訳ではなかったのですね……」

　気がつけば、ぎゅうっと松に抱きつかれている。

　年下の少女から責められるとばかり思っていた寧々は、彼女の行動に面食らっていた。

　松は寧々の胸元ですりすりと頬擦りした後、ほっとしたような声を漏らす。

「びっくりしたんです。おにいさまが藤吉郎殿に、寧々様の純潔を奪った挙句に弄もてあそんでるって仰ったので……」

　それは一体どういうこと!?　寧々は驚愕の目で利家を見る。どうして前田様がわたしと藤吉郎との仲を知っているというのだろう？

（まさか、覗きをされていた……!?）

　そんな疑念と共に思わず睨んでしまうが、彼はサッと目をそらしてしまった。

「でも、違うならいいんです。私は寧々様がお幸せであるなら、それで一向に……」

「……松様、少々お待ち下さい。これではわたしが一向によくありません」

　寧々は一段と醒めた声で問い駆ける。

「どうして、わたしと藤吉郎の仲が知られるに至ったのでしょうか。大きなことを言える立場ではありませんが──これは是非、事のあらましすべてを聞かせて頂かなければ」




　そうして聞かされた内実に、寧々は呆れた。呆れ返るしかなかった。

　要するに藤吉郎からすれば、完全にもらい事故のようなものでしかないのだ。

　されど、寧々は思う。利家に関係を悟られた挙句、わたしとの関係を松様にまで知られてしまうとは情けない。

　憫然びんぜんたる恋人の耳を抓つねりながら、少女は深々とため息を漏らした。

　わたしの殿方は、変なところで詰めが甘いところがある。もし仮に武家の一員となるようなことがあれば、軍師のひとりかふたりをつけなければなるまい。

　そうすればきっと上手くいく。逆を言えば、軍師のような者がいなければ大成しない。そんな気がしてならなかった。




　　　　　◆　　◆　　◆




「……ふう」

　文机に向かう藤吉郎の口からは、深々とため息が零れ落ちていた。

　前田邸での小騒動から、すでに一夜が明けている。

　松の早合点で騒動になったとはいえ、前田夫妻は藤吉郎と寧々の関係を口外しないことを約束してくれている。のみならず、お詫びも兼ねて、前田家の家計が傾きかねないほどの豪華な料理を振る舞ってもらうなど、決して悪い日ではなかった。

「しかし、そうか……利家が出立するか……」

　思わず、そんな声が零れる。そもそもからして、利家が藤吉郎を屋敷に招いた本当の理由は、しばしの別れを告げるものに他ならなかったのだ。

　現在の織田家を取り巻く情勢は、やはり厳しい。岩倉織田家を下すことで、信長は尾張国中部の支配権を盤石なものとすることに成功した。しかし尾張国南部は今川家の勢力圏であることに変わりなく、今日に至るまでジリジリと圧迫されている。

　そんな織田家の資金源は、伊勢湾の商業交通に依存する諸都市からの税だ。これなくして軍隊は動かせない。

　だが、伊勢湾の交易を支配しているのは織田家ではなかった。知多半島に勢力を張る佐治水軍である。強大な水軍を擁する彼らに見限られれば、織田家の資金源はたちまち壊滅的な打撃を受けることになるだろう。

『だから、俺は……八日後、信長様の使者として知多半島に向かう。あの海の男たちを繋ぎ留めておくために、万策を尽くさなきゃなんねぇからな』

　その言葉を聞いた途端、藤吉郎は内心でホッとため息を漏らしたものだ。

　というのも前世において、利家は三月の終わりに『笄斬こうがいぎり』という事件を起こしている。その結果、彼は二年ほど出仕停止処分を受け、乳飲み子と幼妻を抱えたまま浪人同然の貧乏生活を送ることになったのだった。

　藤吉郎はその再来を危惧きぐしていたのだが、八日後となれば三月もまだ中旬。時期的にも、利家が事件を起こすことはないだろう。

「はぁあぁ……」

　だがしかし、そんな藤吉郎の口からはため息ばかりが漏れ出していた。

「どうしたのよ、そんな辛気臭いため息ばかり。らしくないじゃない」

　部屋のなかにいた寧々が、とうとう痺れを切らしたように言う。

　さすがに一刻（二時間）近くも延々とため息を聞かされ続ければ、黙っている訳にもいかなくなったのだろう。

「ん？　ああ、いや……なんでもないのじゃ、なんでも……」

「嘘おっしゃい。さっきからずっと、ため息ばかりじゃない」

「む……そうか……」

　藤吉郎は手に持っていた筆を投げ出し、硯を仕舞う。

　そして身を投げ出し、大の字になって畳の上に寝転んだ。

「まあ、お行儀の悪い」

　寧々がそう言いながら、四つん這いで接近。顔をのぞきこんでくる。

　互いの顔の方向は天地逆。寧々の髪の毛が垂れ、藤吉郎の顔をくすぐってきた。

　くしゃみが出そうになるがなんとか耐え、藤吉郎は恋人に言葉を投げかける。

「別に構わんじゃろ？　ここでは御許とふたりだけ……他者の目がある訳でもない」

「昔の人はこう言っているわ、『親しき仲にも礼儀あり』と」

「むぅ……わしに安息の地はないと言うか」

「乱世だもの、今は」

「世が乱れておるからこそ、安らぎを求めるのが人という生き物じゃろうに」

「そうかもしれないわね」

　寧々はそう囁きながら、瞳を閉じつつ顔を下ろす。ちゅっと吸引音が鳴り、唇を吸われたのだとわかった。藤吉郎の目には、少女の真っ白な喉が映っている。

「……御許も大胆になったのう」

「わたしを変えてしまったのは、あなたじゃない……」

　寧々は藤吉郎の頬を両手で包むと、鼻を擦り合わせてくる。

「それに前田様と松様にもバレてしまって、なんだか色々と馬鹿らしくなったの」

「馬鹿らしく……？」

　寧々が一体なにに対してそう思っているのかはわからない。だが少なくとも、その表情を見る限り、決して悪い意味ではないだろう──藤吉郎はそう思った。

「それで、馬鹿らしくなった御許は……わしに何を望んでおるのじゃ？」

「いま、態度で示したじゃない」

「あぁ……」

　悪戯心から舌を伸ばし寧々の額を舐める。途端「きゃっ」と悲鳴を上げ少女が後退した。

「もっ、もう……！　びっくりするじゃない！」

「ははっ、すまんすまん。じゃが、御許が望んだのはこういうことではなかったのかの？」

「じゅっ、順番というものがあるでしょう!?」

　むくれ顔の寧々に苦笑しつつ、藤吉郎は身を起こす。胡坐あぐらをかき、両腕を広げた。

　すると少女はむすっとした顔のまま近付き、ぎゅっと抱きついてくる。

「そうじゃの、順番はやはり大切じゃからな」

「……ばか。もう、知りませんから」

　藤吉郎に背中を撫でられながら、少女は甘い声で憎まれ口を叩いていた。

　言行不一致とはまさしくこのことで、全身から『構ってオーラ』を醸し出している。

「これはこれは、大きな甘えん坊さんじゃなぁ」

　寧々の長い後ろ髪を指で梳すくと、途端にふわりと成熟した女の匂いが薫る。

「その甘えん坊さんに心配されるようじゃ、あなたも大概よ……？」

「うむ……まぁ、御許には関係のないことゆえ、気にしないでもいいんじゃが……」　

「なによ、それ」

　寧々がわずかに身を離し、ありありと不満を浮かべながら言った。

「たしかにあなたは凄い人よ？　だけど、今、つらそうな顔をしているじゃない。わたしにはなんの力もないけれど、それでもあなたを支えてあげたいの。困っていることや悩んでいることがあるなら、ちゃんと言いなさい……でないと、みんな不安になってしまうわ」

　そんな顔をしていたのかと藤吉郎はため息をつく。

　それに、溜めこんでいるだけでは何も変わらないのも事実である。

　言うだけ言ってみよう、と藤吉郎は決意した。それに寧々なら、もしかしたら藤吉郎の願いを聞き入れてくれるかもしれない。

「実はな、わしが悩んでいるのは利家と松殿の間柄のことよ」

　寧々が途端に怪訝そうな顔をする。

「わたしには随分と仲睦まじく見えるけど、まさか、あのふたりに何か問題でも……？」

「ああ、別にそういうことではないのじゃ」

　藤吉郎は手を振って彼女の疑念を否定した。

「むしろあのふたりは……御許が言うように仲がよすぎて、見ている側が気恥ずかしくなるほどじゃ。わしが悩んでおるのは、その仲睦まじさよ。利家が羨ましくてのう……」

　寧々は苦笑する。

「前田様のことを羨ましく思うとなると……身長？　生まれ？　あるいは顔立ちかしら？」

「随分とえげつなく、人が気にしておることを抉ってくるものじゃのう……御許は……」

「あら、ごめんなさい」

　寧々はまったく悪びれていない顔で続けた。

「でも、もしそんなことで悩んでいるのだったら、悩むだけ無駄だと言いたいだけなの。だってあなた、こう言うと怒られるかもしれないけど……身長も低いし、身分はわたしよりも下だし、顔だってそんなによくないでしょう？」

「うぐぐ……っ」

「でも、それでも好きなのよ。愛しているわ──前田様なんか歯牙にもかけないくらいに。だから、実体験を踏まえて思うの。容姿や生まればかりに目が行ったら、ろくなことにはならないって。だって、あなたみたいな人が評価されなくなってしまうもの」

「おぉ……寧々、寧々……っ」

「あっ、こら……もう……、いきなり抱きつくのはやめなさい」

　藤吉郎は歓喜の渦に巻きこまれていた。自分の存在をしっかりと肯定し、認めてくれる者がいてくれる歓びは計り知れないものがあった。

　だがしかし、残念なことに、藤吉郎が利家に対して抱く羨望とはおおよそ次元の異なるものでもある。こちらの方は、もっともっと低次元な領域にあるのだ。

「ふふっ、これであなたの思い悩んでいたことは解決したかしら？」

　それを知らない寧々は、慈母のような顔で藤吉郎の頭をぽむぽむと叩いた。

　年下の少女が見せる包容力は素晴らしい。だが、今日ばかりはそれがとても申し訳なくてたまらない。

　常に応援してくれる母の期待を裏切るような、そんな気まずさがあった。

「あまり変に思い詰めない方がいいわよ。それに、覚えておきなさい。自分を卑下することは、あなたを好きなわたしを侮辱することでもあるってことを」

「うむ、そうじゃな……たしかにそうじゃ。御許が言う通りじゃ……されど、すまぬ。わしが悩んでおるのは、そのような崇高なことではないのじゃ……」

「えっ？」

　途端、愛すべき年下の少女はきょとんとした表情を見せる。

　嗚呼、こんなにも自分を想ってくれる彼女に、こんなことを話していいものなのだろうか？　いや、言わねばなるまい。すでに言葉を発してしまっているのだから。

　藤吉郎は意を決し、寧々の肩に手を置いて、純朴だが色気を増しつつある顔を正視した。

「わしが、あ奴を羨ましいと思っているのは……身長でも生まれでも顔でもない。ただ、松殿から日常的に……『おにいさま』と呼ばれていることよ……！」

「……はぁっ？」

　予想していた通り、というよりかは、やはりと表現した方が適切なのかもしれない。

　聖母のように慈愛豊かだった寧々の表情が一気に冷えこんでいく。そして、ついに、完全に汚物を見るような目で藤吉郎を見た彼女は──顔をそむけながら、ぼそりと呟いた。

「……きもちわるい」

「言うでない、言うでないぞ……！」

　されど仕方がないことなのじゃ！　と藤吉郎は寧々を抱きしめながら力説する。

「おなごにはわからぬかもしれぬが、男にとっての夢なのじゃ……！　かわいい年下のおなごから、兄と呼ばれて慕われるのは……男にとっての夢に他ならんのじゃ……！」

「……けがらわしい」

「あぁ……だから言いたくなかったんじゃ……」

　絶対零度に閉ざされた少女の瞳を見てしまい、藤吉郎はへなへなと崩れ落ちてしまう。

　寧々を抱いていた腕も、だらんと垂れ下がってしまっていた。

「わかっておったわい……斯様なことを公言すれば、引かれることぐらいはの……。御許の『ちゃんと言いなさい』という言葉の意味を、わしは見誤ったようじゃ」

「えっ……？　ちょっとあなた、待ちなさい」

　海岸に打ち上げられた得体の知れない汚物を見るような目で寧々が訊いてくる。

「まさか、今の、本気で言っていたの……？　冗談ではなくて？　さっきからのため息は、それが理由だったの……!?」

「もうええ、もうええんじゃ」

　藤吉郎はそう呟きながら、体育座りの姿勢を取る。

　それからごろんと横になり、心神喪失虚脱の構えを見せた。

「年下の恋人からは蔑まれ、わしはもう死ぬしかないようじゃ……。寧々から嫌われたわしに、もうこの世で生きている価値などあるまい……」　

「ちょ、ちょっと……！」

「おお、何をしておるのじゃ寧々よ」

　腐乱した魚のような濁にごった瞳を少女に向けながら、藤吉郎は言った。

「気持ち悪くて汚らわしい男から早く離れるのじゃ。御許までもが汚染されてしまう」

「……あぁっ、もうっ！　あなたってひとは……！　本っ当に面倒臭いわね……!!」

　ぶるぶると震える両手で頭を押さえて呻く寧々。

　どうやら、とてつもない葛藤が少女を包んでいるらしい。

「あー……、うぅ……」

　とはいえ、その戦いにも決着がついたようだ。寝転んでいる藤吉郎をキッと睨み据えた後──取ってつけたような笑みを浮かべ、寧々は羞恥にぷるぷると震えながら言った。

「おっ、おに……おにいさ……いえ、にいさん……？　もうそろそろ、いい加減になさいませんか……？」

「おほっ!?　お、おお、おおおぉおおぉおおぉッ!?」

「ひいっ!?」

　凄まじい勢いで起き上がり、寧々を抱きしめ、そのやわらかなほっぺたに頬擦りをする。

　少女はまともに悲鳴すら漏らすことができず、完全に硬直してしまっていた。

「おぉ……寧々、寧々っ、寧々が、寧々が……っ」

「ちょ、ちょっとやめなさい藤吉──」

「…………」

「──郎、にいさん！」

「寧々っ！　あぁ、寧々ぇ……っ!!」

　なんということだろう、今日はまさしく吉日に相違ない。寧々の頭部を激しく撫でつけながら、藤吉郎は歓声を上げていた。

　対し少女は、完全に混乱しているらしい。恋人の豹ひよう変へん具合についていけていないようだ。

「しっ、仕方ないわよね……言い出したのはわたしだし、藤吉郎を否定したら何をしでかすかわからないし……うぅ、わたしさえ……わたしさえ恥ずかしさに耐えれば……」

　狼狽しながらも顔を真っ赤にして、目を所在なさげに右往左往させている姿が愛おしい。

　藤吉郎は寧々を熱烈に抱擁しつつ、陶酔したように言った。

「それに、たしかに寧々は妹として最適じゃ……！　昔からわしのことを知っておるし、しかも年下……兄と呼んでも違和感はない……なんという僥ぎよう倖こうじゃろうか……!!」

「あなた、本当に頭、大丈夫なの？　まさかトチ狂って──んむっ!?」

　何かを言おうとした寧々の口を熱烈な接吻で塞ぐ。少女はもはや何が起こっているのかすら把握できていないようで、目をまん丸にしてなされるがままになっている。

「んっ、んふっ……あっ、んっ、ちゅ……ふぁ、んふ……んっ……」

　だが、唇を重ねて舌を絡め合っているうちに、寧々の目は次第にとろけていく。

　次第に少女の方から積極的に男の舌を求めはじめ、口唇から涎よだれが漏れることを気にせず唾液を啜りはじめた。

「んぢゅ……んっ、じゅるっ、はぁ……んふっ、んっ、ん……ぢゅぢゅっ、あは……っ」

　強引に口付けに及んだ以上、寧々から抵抗を受けるのではないかという不安があった。

　その時は即座に止める覚悟もあったのだが──だがしかし、思った以上に少女は性に貪欲だったらしい。

「あぁ、寧々……寧々……」

「は……っ、ふぁ……んくっ」

　唇を離せば、こくんと寧々が唾液を呑みこむ姿。それは清楚でありながらも淫らだ。

　とろけた瞳をこちらに向けながら、純朴な外見をした少女はぼそりと言った。

「今日……だけですからね、にいさん……」

「お、おぉ……おぉおぉ……！」

　恋人は妹。そんな背徳的な文字が頭にちらつく。

　それがフィクションだということは藤吉郎もわかっている。だが、だからこそいいのだ。ロールプレイがもたらす背徳的な空気に、藤吉郎はぞくぞくと背筋を震わせる。

「いけない……いけない……これはいけないのう……」

「まったく、何を言ってるのかしらにいさんは……自分から言い出しといて……んっ」

　憎まれ口を叩く寧々。それでも藤吉郎に対する呼称がしっかりと『にいさん』になっているあたり、もしかするとなんだかんだで楽しんでいるのかもしれない。

　少女は自分から唇を寄せてくると、両腕を男の首に回し、唇へ吸いついてきた。

「ちゅっ、ちゅっ……んっ、れろっ、ん……ちゅ、ちゅ……んっ、はっ、んむっ……っ」

　最初は啄ついばむように、次第に深く睦み合う。

　舌も使った接吻術を行使しながら、寧々は藤吉郎の口腔を舐め回していた。

「……んふっ、ん……にいさん、んっ、もっと、舌……からめて……んっ、のませて……ぢゅ、ぢゅるるっ」

　寧々は本当に、藤吉郎の唾液が好きらしい。男の口内から水分という水分をすべて吸い上げる勢いで求めてくる。藤吉郎も負けじと寧々の舌を舐めしゃぶり返していった。

「じゅるっ、じゅぞぞっ……んっ、はふ……あ、にいさん……んっ、ちゅっ」

「ああ、寧々……」

　積極的で大胆な少女の口付け。それはきっと、藤吉郎への好意と慕情の裏返しなのだ。

　寧々の気持ちが伝わってくるだけに、藤吉郎としても彼女を大切にしてやらねばと思う。とはいえ、せっかくの機会だ。色々お願いしたくなるのが男の性さがというものだった。

「すまんが、折り入って頼みがある」

「ふふっ、どうしたのにいさん、改まってそんな……」

「実はな……御許の立派なそのおっぱいでな。わしの魔羅を包みこんで欲しいのじゃ」

「…………」

「だっ、だめかのう……？」

　藤吉郎は股間をびくびくと痙攣させながら訊いた。寧々の視線が下降し、くすりと笑う。

「どうして、ダメだと思ったのかしら」

「そりゃ、御許の乳房をこれまでとはまるで違う使い方で……んおぉう……っ」

　ガチガチに勃起したペニスに、少女の細い指先が絡みつく。

　そしてやんわりと握りしめると、シュコシュコと優しく上下に扱きはじめた。

「もう、すっかりこんなに立派にして……本当に、すけべなんだから……」

　寧々は艶っぽく笑いながら、ねっとりと熱い吐息を吐き出している。

　そして熱に浮かされたような瞳で、己が擦り上げている肉棒を見つめた。

「あぁ……もう、こんなに張り詰めさせて……ガッチガチ、これ……苦しいんでしょう？　にいさんのおち×ぽ、助けてあげないと……かわいそうだわ」

　文机に腰を下ろした藤吉郎。その両足の間にひざまずく寧々。彼女は着物の合わせ目を下着ごと割り開き、ぶるんとその美巨乳を露出させる。

　まだ勃起しきっていない乳首は、ぷるぷると柔らかそうに震えていた。

「お……おぉ……ぐっ、おぉおぉ……っ」

　思わず唸り声を上げてしまうほどの心地よさだ。

　藤吉郎の魔羅が、寧々の美しいふくらみに、ぽふんと挟まれ包まれる。やわらかさと弾力性が絶妙な具合で共存している、凄まじいまでの居心地のよさだ。

　びくんびくんと脈打つ肉棒を、まるで母親のような包容力で受け止めてくれる乳房。

　時を忘れ、いつまでも挟みこんでいてもらいたくなってしまう。

「すごい……これは、極楽じゃ……！　御許の大きなおっぱいで包まれれば、さぞかし心地よいであろうと思ったわしの目は──決して狂ってはおらんかったのじゃ……！」

「もう、大げさなんだから……。でも、いつも気持ちよくしてもらってばかりだから……わたしも頑張らないと。ね、にいさん？」

「おっ、ほおう……っ」

「もう、なによ……その情けない返事……ふふっ」

　寧々は苦笑し、己の乳房を下から支えた。そしてぽよぽよと揺すり、刺激を与えてくる。

「うぉ……っ、これは、これはいいのう……！」

「そう？　本当にいいの？　はじめてすることだから、よくわからないけれど……」

「たまらん、たまらんわい……！　股座が熱り立つとはこのことよ……！　さすがは我が愛しの寧々じゃのう……！」

「もぉ……変なにいさん」

　そう言いながら、寧々は乳房を支える手を横に移動させた。

　それからぎゅむっと肉棒への乳圧を加え、上下に動かしはじめる。

「うっ、ふは……っ」

「あっ、やっぱりこういう天地の動きが気持ちいいのね。にいさんったら、いつも腰を動かしてるもの……わかるわ」

　少女はそんなことを囁きながら、一心不乱に胸を揺すり続ける。

　肉棒の先端からは早くも我慢汁が流れ出しており、豊かな母性の谷間を穢していた。

　むっちりと隙間なく吸いついてくるもち肌。その滑りがよくなり、男の腰にさらなる快楽をもたらしていく。

「うふふっ、感じてるのね。いつもはわたしばかり責められているけれど……あはっ、なんだか可愛いわ……」

　男に対して可愛いとは失敬な！　とは言えない。聖母のような寧々の魅力を目の当たりにして、反論すらままならないのである。

「にいさんとはいつも、繋がってばかりだったから……なんだか新鮮で、いいわね」

　少女の甘い囁きに、ぞわぞわと淡い快楽が背筋を昇ってくる。

（そういえば、これまで寧々には尺八すら吹かせてなかったのう……。そんなことをせずとも、寧々の具合が十分に心地よいからなんじゃが）

　そんなことを考えていると、寧々がそっと薄桃色の舌を突き出す。まさか、自発的に尺八をしてくれるのか──と思ったが、違った。

　彼女の可愛らしい粘膜を伝い、大量の唾液が滴りはじめる。そしてその潤沢な体液を、ぼとぼとと肉棒を挟んでいる谷間へ落としていくのだった。

　唾液がダイレクトに亀頭に付着し、びくんと勃起肉全体が震えてしまう。

「にいさん、いつもわたしを愛してくれる時……唾液まみれにするから……」

　寧々が恥じらいの色を浮かべながら、そんな弁明の声を漏らす。どうやら藤吉郎が度重ねてきた行為であるがゆえに、それを普通のことだと思っているらしい。

　端的に言って、壮絶に可愛らしく、淫らで、股間に響く所業だった。

「あ……おち×ぽ、すごく大きくなってきたわ……どくんどくんって、心臓みたいに脈打ってるのね……とても、熱い……」

　男の味を知り尽くしている婚前の武家娘は、うっとりとした目で肉棒を挟んで揺すり、あやす。はじめてにしては随分と慣れた手つきだ。天性の才能なのか、あるいは日課にしているらしい自涜の際の妄想の結果なのか……。

　いずれにせよ、藤吉郎はそんな彼女が放つ妖しい雰囲気に魅了されていた。

「きっと、わたしの膣内なかでもこうして大きくなって、硬くなっていくのよね……。間近で見るのははじめてだから、なんだか……楽しいわ」

　寧々は強めに乳房を寄せ、魔羅の根元から絞り上げるような動きを見せる。その乳圧に肉棒の管も圧迫され、ぴゅるっと先走り液が噴き上がった。

　無色透明な粘液は寧々の鎖骨にぺちゃりと付着し、真っ白な肌をコーティングしていく。

「やっぱり、おち×ぽとおつゆ……いやらしい臭いがするわ。なんだかこれを嗅いでいると、お腹の奥がどんどん熱くなっていく気がするの……」

　少女は妖艶な笑いを見せながら、もじもじと腰を揺すった。

　そして誤魔化すように、身体を上下させて、胸の谷間に肉棒を擦りつけはじめる。

「う……ぐぅ……っ」

　その快楽に、藤吉郎は歯を食いしばって耐えた。むっちりと隙間なく閉じた乳房。その谷間の肉を押し通り、掻き分ける過程で得られる強烈な抵抗感。そして引き抜く時の、カリ首がめくれ上がるような密着感が──堪らないほど射精欲を煽るのだ。

「こうして改めて感じてみると……やっぱり、すごく逞しいのね。わたしがどれだけ押さえこもうとしても、すぐにこじ開けてきてしまう……力強くて、素敵だわ」

　とろんとした瞳を細め、ふにゃんと笑う寧々。されど少女は乳奉仕の手を緩めない。乳圧の掛け方も一様ではなく、バリエーション豊かにぐにぐにと責め立ててくるのだ。

　真横からギュッと強烈な圧迫を加えてくることもあれば、ふよふよと単に押し当ててくるだけだったり、あるいは左右をバラバラに動かして乳肉で擦り上げてくるのである。

　こんなことをされて耐えられる男など、天下広しとはいえ、どこにもいないだろう。

「あっ、んっ……やんっ」

　そして、寧々自身も強い興奮を覚えているようだった。

　乳奉仕の際に、どうしても乳首や乳輪が擦れてしまうのだろう。

　ぷるぷるだった乳首も、いまや芯を持ちはじめ──乳輪から硬く突き出している。

　恋人を悦ばせるための奉仕に没頭しながら、反面、自身も快楽を得ている──そんな背徳感を感じている少女は、顔を真っ赤にしながら腰をびくつかせていた。

「ね、にいさん……これで、きもちいいのかしら……？」

　寧々が胸を揺り動かしながら、囁くように問い掛けてくる。

「あぁ、心地よい……最高じゃぞ……！」

「本当に？」

「本当の本当じゃ……！」

「なら、こうすれば……もっと心地よくなれるかも」

　寧々はそう言って乳奉仕を停止する。彼女の唾液と藤吉郎の先走り液が混ざり合ったローションが、ぬとっと肉棒と乳房の間に橋を作った。

　そして少女は淫靡に笑いながら、己の乳房を持って寄せる。

　それから大量の唾液を吐き出して胸の谷間に落とし、にゅちにゅちと擦り合わせた。

「さ、にいさん……」

　寧々はねとつく乳房を持って、左右にくぱぁと開閉させてみせた後、深い谷間を作る。

「わたしの胸、好きに犯していいわよ……。いつもみたいに激しく腰を振って……いっぱいいっぱい、気持ちよくなって……子種汁を、たっぷりおっぱいに撒き散らして……？」

「う、うぉ……おぉ……」

「あ……すごい、熱い……にいさんの、とても熱いわ……」

　藤吉郎は寧々の胸の谷間に腰を押しこみ、喉を反らして悦楽の呻きを漏らしていた。

　後世においてこれが、縦パイズリと呼ばれる性技であるということを男は知らない。当然だが、寧々にも知る由はなかった。

「ぉおぉ……っ、寧々、動くぞ……！　徹底的に犯してやるからのう……！」

「ええ、いいわ……んっ、は……っ、んっ、あは……っ、乳首、こすれて……っ」

　藤吉郎は少女の肩を掴み、ひたすら腰を振っている。膝立ちになっている寧々はしっかりと乳房を支え、恋人を悦ばせるための谷間を作り続けていた。

　しかし、寧々も人間である。己の身体の欲求に勝つことはできなかった。

　次第に少女も身体を揺らめかせるようになり、藤吉郎のピストンに合わせ、彼の腰に己の乳首がしっかりと当たるように調整しはじめたのだ。

「あぁ、寧々……！　もう、たまらぬ……！　御許の乳内なかで出そうじゃ……！」
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「ええ、どうぞ、そのためにしているのだから……んっ、あはっ……、ほぉら、いっぱいいっぱい……おっぱいの谷間にぴゅっぴゅって射精だしていいのよ、にいさん」

　腰を突き出せば、肉棒の根元までもが母性の象徴に呑みこまれてしまう。

　いつもしているように腰を回せば、寧々の乳首が腰との間で擦れ、少女の口唇から熱いため息が漏れてくる。そしてなによりも、妹を演じる恋人の乳房を犯している──という感覚がたまらなかった。

「あぁ、すごい……腰の動き、こんなに早く……あぁ、射精だしたいのね……わたしの胸のなかに、たっぷり、濃い子種汁を……」

　腰を打ちつけるたびに、ぶるんぶるんと乳房が撓む。寧々が身をよじり、乳首を積極的に腰へと擦りつけてくる。ビンビンに勃起しているその感覚が、極めて艶めかしい。

「あぁ、寧々……寧々っ」

「どうしたの、にいさん。あなたの寧々は、ここですよ……んっ、れろぉ……っ」

　快楽を耐えるために少女の名を呼べば、彼女は悪戯っぽく囁きながら、新たな唾液を谷間に補充してくる。いよいよぬめりを増した、母性溢れるもち肌。それがむっちりと藤吉郎の肉棒に吸いついて、抽送時の快楽を増大させてくれる。

「乳房を女陰ほとのように犯して……んっ、犬のように腰を振るなんて……ふふっ、ここで赤ちゃんを作るつもりなのかしら……？」

　寧々の甘い揶揄が、腰にぞくぞくと響く。乳房の谷間への抽送、その快感が腰に溜まり、次第に息が荒くなっていった。

　息が詰まりはじめる。まるで自分のすべてが魔羅になってしまったかのようだ。

　母性豊かな乳房に包まれ、たっぷりと甘えること。そして乳房からたっぷりと快感を甘受すること。それしか考えられなくなってしまう。

「ふぅ……っ、ふぉ……っ、はっ、ぐぅ……っ」

「にいさんの……あはっ、ものすごくびくびくしてる……。ああっ、これ……似てる……気持ちよくなって、子種汁びゅるびゅるする前に似てるわ……もう射精だしたいのね」

「おぉ……っ、もうだめじゃ……我慢できぬ……っ」

「いいわ、いつでも好きな時に、年下の恋人おっぱいで気持ちよくなって……！　いつものように濃い子種汁をたくさん射精だして……あなたの臭いで、わたしを穢してぇ……っ！」

「おぉおぉ……射精でる、射精でるぞぉ……っ」

「あ、あっ……あはっ、ふふっ、はぁ……んっ、熱い、あぁ……ふぁあぁ……っ♥」

　己の肉棒が、一瞬だけ膨張したかのような錯覚が生じた。そして次の瞬間には、大量の精液をぶちまけている。

　ぶびゅるるるるるっと乳房の狭間で迸った精液は、寧々の乳房の狭間を汚してしまう。

　慌てて腰を引くと、その時に発生した摩擦でまた快楽を覚えて暴発させてしまった。

　精液の奔流が寧々の乳房や顔を襲い、彼女の上半身にべっとりとまとわりついていく。

「あ……っ、はぁ……なんて、量……あはっ、子種汁……すごい、濃いぃ……っ♥」

　陶然とした声を聴きながら、藤吉郎は寧々の乳首に己の亀頭を押しつけていた。そして鈴口と乳首を口付けさせて、ぐいぐいと押しこんでいく。

　コリコリとした異物感、どこまでも沈みこんでいけそうな柔らかさを味わいつつ、管に残っていた精液をびゅるりと絞り出していくことにする。ゆっくりと腰を引けば、まるで寧々の乳首から噴乳したかのように──亀頭との間には、白濁した橋が架かっていた。

「もう……にいさんったら節操なしに射精だしすぎよ……。でも、裏を返せば……それくらい気持ちよくなってくれたのよね……？」

「おぉ……まるで天上に上るかのような心地よさじゃったぞ……。じゃが、すまんのう……御許の美貌が、わしの汚汁でべとべとじゃ」

　寧々の顔は藤吉郎の精液を受けて、まるで水で溶いた白粉を塗りつけたようになってしまっている。だが、少女は不快感を抱いていないらしい。

　指で顔についた精液を掬い取りながら──うっとりとした目で藤吉郎を見つめていた。

「いいのよ、気にしないで。それにわたし、さっきも言ったけど……楽しかったから」

　寧々はそう言って、乳房に付着している精液を塗り広げはじめる。

　ぬめる美巨乳が、壮絶に妖しく艶めかしいふくらみと化した。

「たしかに、これまではわしが御許を責めてばかりじゃったからのう。たしかに御許が主導権を握り、わしを責めるというのも……悪くないやもしれんな」

　それに、寧々は快活な少女である。相性も悪くはないかもしれない。

「じゃあ、今日はわたしがいっぱい奉仕してあげようかしら。嫌とは言わせないわよ」

　精液まみれの陰茎に指を絡め、にゅるにゅると手遊びしながら囁いてくる。

「にいさんのここ、やっぱりすごいわね……たくさんの子種汁を射精だしてるのに、まだふにゃふにゃにならないし……硬いままだわ」

「おお、そんじょそこらの男とは出来が違うからな……とはいえ、これはおぬしだけの魔羅じゃぞ。他のおなごには手を出さんと誓っておるからのう」

「嬉しい……」

　寧々は肉棒の先端へ愛おしげに頬擦りしながら、藤吉郎を上目遣いで見つめた。

「わたしも……あなただけの寧々だから。他の男のものになんて、絶対にならないわ」

　少女はそう言いながら、藤吉郎の胸を優しく押す。股間だけを直立させながら、仰向けに倒れた藤吉郎。少女は着物をするりと脱ぎ捨てると、男に跨またがった。

　当然、しとどに濡れた女陰が視界に映ることになり、陰茎がびくりと痙攣する。

「にいさん、恥ずかしいけど……今日はわたしが動くから」

　寧々はそう言って、右手で淫裂をくぱぁと割り開いた。粘つく愛液にまみれた花芯は、物欲しそうにひくひくとひくついている。

　陰核も勃起気味で、まだ皮をかぶっているものの、その存在感を強く主張していた。

「ほほう、わしに乗るつもりか？」

「嫌だったら……」

「いや、ええんじゃ。わしは商人で御許は武家の娘、むしろわしのような駄馬を乗り回して然るべきじゃろう」

「……にいさんは、駄馬なんかじゃないわ」

　寧々は左手で藤吉郎の陰茎を掴むと、拗ねたように言った。

「わたしの大切な、将来の夫だもの……」

「寧々……」

「そう、よね……？」

　少女が一抹の不安を瞳に宿しながら訊く。

「わたし、にいさんの……藤吉郎のお嫁さんに、なれるのよね……？」

「おう、当然じゃ」

　未婚のまま関係が一年続き、さらに続きそうな状況。さすがの寧々とて不安になってもおかしくない。だからこそ藤吉郎は力強く頷いて見せた。

「わしの生涯の伴侶は、御許以外におらぬわ。わしにとっての一番は、常に寧々というおなごなのじゃからな」

「藤吉郎……」

　ジンと心打たれたのだろう。『にいさん』呼びを忘れ、少女はじんわりと目元を涙で潤ませる。そして強く瞳を閉じ、涙を追い出すように零すと──少女は愛おしさと決意を宿した目を注いできた。

「わたし、頑張るわ……。あなたのよい妻になれるように、いっぱい頑張るから……」

「頼むぞ」

　藤吉郎は微笑みながら言う。

「床上手も、良妻の条件のひとつじゃからのう」

「……町人の間では、そうなのでしょうね」

　寧々は右手を使い、さらに淫裂を開く。そして左手で持った藤吉郎の魔羅をすりつけると、互いの体液をよく馴染ませた。愛液と精液が絡まり、この上なく淫らな香りが漂う。

「わたしの女陰ここ……あなたのおち×ぽの臭いを嗅いでから……いえ、それよりもずっと前から疼いて……切ないの……」

　きゅんきゅんと収縮している寧々の膣孔は、ちゅくちゅくと潤い豊かに開閉して挿入をおねだりしている。だが主導権を握っているのは少女の側だ、藤吉郎ではない。

　寧々は息を荒らげながらゆっくりと腰を沈めていく。ちゅぷりと亀頭が膣孔を押し広げ、にゅるんと入りこんだ。途端、寧々が首を反らして嬌声を上げる。

「あ、あぁ……んっ、きゅふぅうぅ……っ、あ、あぁ、ふあぁあぁ……っ、あ、あぁ……そんな、あぁ、奥までどしんって……あっ、あぁ……」

　はじめての騎乗位ともあって、加減がわからなかったのだろう。いきなり魔羅のすべてを根元まで咥えこんでしまい、少女は目を白黒させている。

　藤吉郎の胸に両手をつけて息を整える寧々。だがしかし、彼女の膣内では子宮口と鈴口が熱烈な再会の口付けを交わしており、その思考を大いに乱していた。

「寧々よ、大丈夫か？　なんならわしが動くが……」

「だ、大丈夫……大丈夫よ……」

　少女はそう呟きながら、ゆっくりと腰を上げていく。

　粘ついた体液が互いの腰の間に糸を引いていた。にゅぷにゅぷと陰茎を喰いしめる寧々の膣孔は潤いきって、藤吉郎のそれをぬらぬらと濡らしている。

「あ、あっ、あ……」

　そして今度は、慎重にゆっくりと肉棒を胎内へと収めこんでいった。そろそろと慎重に、非常に緩慢な動きで腰を下ろす。

　膣肉は顫動しながら藤吉郎を優しく迎え入れ、そして締めつけてきた。寧々のゆっくりとした腰の動きは、男を射精に導くという点からすれば悠長にすぎるかもしれない。

　だがしかし、久方振りに彼女の膣肉やその締めつけを味わい直すよい機会になっていた。

「んっ、あ、あぁ……いやっ、はふっ……擦れて……ひぁ……っ」

　少女はゆっくりと出し入れしているだけで、相当に気持ちよさそうだ。

　元より、膣孔で藤吉郎のかたちが把握できるという彼女である。陰核や乳首などの性感帯を刺激されなくとも、膣だけで十分に快楽を得ることができるのだろう。

（じゃが、これではなかなか射精には至らんのう。どれ、寧々を少々いじめてやるか）

　藤吉郎は一生懸命に腰を動かしている寧々に腕を伸ばす。そして精液にぬめりながら艶めかしくふるふると揺れる乳房をがしりと掴んだ。

「あっ、あぁっ……！　だめ、だめよ……っ、今日は、わたし……がぁ……っ！」

「わかっておる、わかっておるわい。されど夫婦というものは、手を取り合って生きるべきじゃろう？　わしも御許が心地よくなれるよう、尽力するからのう」

「あ、あ……っ、もう、そんなの……んんっ」

　ずしりと重量感がありながら、やわらかく弾力性のある乳房。

　精液でぬめるそれを揉んでみれば、やはりにゅるんと滑るような感触が走る。力強く指先に力を入れたところで、ぬりゅっとした強烈な弾力を残しながら逃げ去ってしまう。

（やはり、濡れた女体は滑りがまるで違うのう……）

　ぷりっぷりで弾けるような乳房を前に、藤吉郎は息を荒らげていた。

　下から押し上げるように掬い上げ、そして落とすと──ぶるんと震える美巨乳。

　張り詰めたコリッコリの乳首。それを指でこねれば、寧々は甘ったるい嬌声を上げて膣肉をきゅんきゅんと収縮させる。快楽を膣以外で感じたことで、いくらか楽になったのだろう。少女の魔羅を迎える腰の動きが速まった。

「寧々よ、腰を上下に動かすだけというのも飽きてくるじゃろう？　時には円を描くように振ってもよいのじゃぞ」

「そ、そうなの……？　んっ、あぁあぁ、ふぁっ、これ、あっ、でも、すごい……っ」

　両手を藤吉郎の腹部につけ、ガニ股で腰をゆるゆると回している寧々。

　腕の間に挟まれた乳房が強調され、視覚的にも艶めかしい。

「あ、これ、あぁあぁっ、あなたの腰が陰核おまめにっ、陰核おまめに当たってぇ……っ」

「ぐぉ……っ、強烈に締めおるわい……！」

　寧々が下腹を押しつけながら、ぐりぐりとクリトリスを擦りつけるように動いてくる。

　互いの体液が陰毛ですれ合い、ちゅくちゅくと泡立っていた。

「とはいえ、そればかりじゃと魔羅が折れかねん。横の動きには強くないからのう」

「あ、ごっ、ごめんなさ……ひゃうぅ……っ」

「うむむ、腰が止まらぬか……」

　ぐりんぐりんと腰を回し、快楽を貪りはじめた寧々の肢体。己の意思とは関係なしに、暴走しはじめた身体が信じられないのだろう。

　顔を真っ赤にして両手で口元を覆いつつ、腰を振り乱す姿は非常に可愛らしい。

「あぁ……だめ、こんなの……っ、んっ、はう……っ、あっ、わたし……っ、藤吉郎をっ、気持ちよくさせないと……っ、んっ、あふっ……いけないのに……っ」

　自分から男の上に乗っているという、男性上位の武家社会ではありえない状況。

　そんな背徳感に酔っているところもあるのかもしれない。だが寧々は、快楽に流されないよう一生懸命に頑張っていた。

　すべては自分が気持ちよくなるためではなく、藤吉郎を気持ちよくさせるために。

「あぁ……っ、でも、あふっ、気持ちいい……藤吉郎のおち×ぽ、ごりごりして気持ちよすぎて……っ、でも、藤吉郎……藤吉郎……っ」

「安心せい、御許の気持ちはよく伝わっておる。それに、わしも十分気持ちいいぞっ！」

「ほんと……？　わたし、気持ちいい……？　気持ちよくできてるの……？」

「勿論じゃ！　できることなら……わしの子で御許の腹を膨らませたいのう……！」

　藤吉郎がそう告げると、寧々の顔色が変わる。

「赤ちゃん……わたしと、藤吉郎の……赤ちゃん……？」

「ああ、そうじゃ……！　欲しいのう……！」

　それは本心でもある。前世ではついに手に入れられなかったもの、それが我が子だ。

　だがしかし、藤吉郎はこう考えていた。前世で子を成せなかったのは、寧々をひたすらに愛さなかった我が身への天罰だったのではないかと。

　この人生は天が与えてくれた最後のチャンスなのではないか、という思いがあった。

「わたしも……欲しい、藤吉郎との赤ちゃん……あぁ、欲しい……欲しいわ……」

「うむ、うむ……！」

　寧々が腰を倒し、藤吉郎をぎゅっと抱きしめてくる。そして瞳を見つめてきた。

「もし……もし妊娠したら……産んで、いい、かしら……」

「もちろんじゃ、否定する理由などないじゃろう」

「あぁ……藤吉郎……っ」

　寧々がへこへこと腰を振りながら、一心不乱に唇を求めてくる。

「んっ、んうぅ……ふはっ、あっ、んっ……ちゅ」

　寧々の豊満な乳房が胸板の上で潰れ、その感触も心地よい。熱烈な口付けと腰使いに参ってしまい、藤吉郎は思わず両手を横に投げ出した。

　そのまま畳を掻き毟ろうと思ったのだが、手に引っかかるものがある。何かと思って見れば、紐だった。それを見た途端、藤吉郎は思い至る。快楽に耐えて、ぐっと上半身を起こす。そして寧々の髪の毛を両手で一気にまとめ、紐で結わえていった。

「え、あんっ、とっ、藤吉郎……？　これは……？」

「やはり似合うと思ったのよ。男子の劣情を催すものといえば、やはりこれに限るわい」

　藤吉郎の前には、下げ髪（ポニーテール）姿の寧々がいた。髪を結わえたことによって首筋が露わとなり、とても艶めかしい。まさしく禁忌の領域だ。

　後ろ取りで組み伏せれば、うなじをまじまじと観察することもできるだろう。

「さぁ寧々よ、たっぷりとわしの魔羅を悦ばせるのじゃ」

「あ、んっ、わかってるわ……っ、ふっ、ふぁ……わたしから、離れられないように……んっ、して、あげるから……っ」

　また身体を倒した藤吉郎の上で、寧々がその柳腰を跳ねさせる。

　口付けをしたことで快楽を貪る覚悟が決まったのか、腰振りは一段と激しいものになっていた。根元まで肉棒が呑みこまれ、亀頭をぐりぐりと子宮口に押しつけてくる。

「う、はぅ……んっ、くうぅ……っ」

　だがそれは、少女に著しい快楽を与えるものに他ならない。寧々の柳腰はびくびくと震えるが、一生懸命に行為を続行する。女悦によって緩みはじめた子宮口が、藤吉郎の鈴口から漏れ出している先走り液をちゅるちゅると飲みこんでいった。

「あ……はぁんっ、んっ、ひゃうっ、あは……んうぅうぅ……っ」

　少女が円状の腰振りを止め、もたげた。膣肉がきゅんと締まり、魔羅が抜け落ちるのを防ごうとしはじめる。強烈な膣圧で、亀頭がぐにっとめくれあがった。すさまじい快楽が股間に走り、藤吉郎は思わず深いため息をもらしてしまう。

「あ、あぁ……んっ、ふっ、あぁあぁ……」

　そしてそろそろと腰が持ち上がり、亀頭の傘部分が膣孔に引っかかって抜け落ちるというところで、寧々がまたくるくるとガニ股で腰を回した。きっと、陰核を裏側から圧迫しているのだろう。きゅっきゅっと膣口にカリ首が喰いしめられ、堪らなくなってしまう。

　寧々のほどよくくびれた腰が、感じているのが赤裸々にわかるほどの痙攣を見せていた。そのひくつきのたびに、少女の陰毛に絡まっている体液が雫となって滴り落ちていく。

「すごいのう、寧々……。ずいぶんと呑みこみが早いではないか」

「ん、はぁ……っ」

　じゅぶじゅぶと腰を沈め、肉棒を膣肉で包みこむ。快楽を逃すために寧々が首を振る。

　同時に下げ髪もパサパサと舞い、視覚的にも実に淫らに美しく映えた。

「だって、藤吉郎の……お嫁さん、なりたいもの……がんばるわ……これくらい……っ」

「そうかそうか」

　藤吉郎は寧々の腰を両手で撫で上げる。

　びくんと少女が過敏なまでに反応し、その様子を見ながらねっとりとした口調で言う。

「実はのう、この前……南蛮商人との交易品の目録のなかにな、鼈べつ甲こう製の張り型が含まれておったのよ。御許にやるゆえ、会えぬ日はわしと思ってそれで練習をすればよい」

「そっ、そんな……っ、道具を使ったじっ……自涜だなんて……」

「今さら気にすることでもないじゃろう？　花嫁修業だと思えばよいではないか」

「うぅ……っ、勝手に決めて……っ」

「わしは張り型を寧々にあげるだけじゃ。あとはもう御許の差配次第……練習しても、しなくてもええ。難しいことはなんにもないじゃろうに」

　そんな睦言を囁き合いながらも、少女の身体は上下運動を続けていた。乳房が揺れ、下げ髪が揺れる。膣内で肉棒が膣肉で擦れ合うたびに、お互いの腰にどすんと重い快楽の種が埋めこまれていく。

「くおぉ……っ、さらに締めつけが強くなりおった……！　御許も大概、すけべじゃのう……！　ひとりで夜な夜な、己を慰めることでも想像したんじゃな？」

「んなっ、ちっ、違……っ！」

「まぁよい。張り型があれば、わしに乗って腰を動かす方法も、尺八の方法も勉強できるじゃろうて。御許が妊娠すれば、わしの相手をするために魔羅をしゃぶらざるを得なくなる訳じゃし……今のうちから、しっかりと予習しておくのじゃぞ」

「あっ、ふぁ……んんっ」

　寧々の顔がとろんと蕩けている。おおかた、張り型で激しく女陰を掻き回す己の姿を妄想しているのだろう。少女の考えていることは、なんとなく予想がついてしまう。

「すっかり興奮しておるな……！　御許の膣内、ものすごくうねっておるぞ……！」

「別にそんなんじゃ……っ、はっ、あぁ……っ」

　羞恥に顔を染めた寧々は、歯を食いしばって両手で口を塞ぎはじめる。

　喘ぎ声を漏らさないようにしているのだ。

　それで、興奮などしていないし感じてもいないと主張するつもりなのだろう。

「まぁよいじゃろ。そんなことよりも早く、わしを気持ちよくさせてくれんかのう……。御許が射精ださせてくれぬのなら、そろそろ自分で……」

「わっ、わかってる……わかってるから……っ」

　下げ髪の寧々が、胸と髪を揺らしながら上下している。

　その激しくも美しい運動に藤吉郎は思わず息を呑んだ。

　だが先ほどまでのやりとりですっかりと潤いを増してしまった少女の女陰は、彼女自身が得る快楽の量を増やしてしまったらしい。寧々の女陰は絶頂間際のように固く引き絞られており、数多の肉ヒダが藤吉郎の魔羅を拘束しようとしていた。

「ぐ……おぅ……っ」

　寧々の膣肉は男の肉棒を締めつけこすり上げ、一生懸命に精液を絞り出そうとする。だが、まだまだ射精にまでは至らない。このままいけば少女の方が先に絶頂へと至るだろう。そんな確信が藤吉郎にはあった。

「あっ、あ……いやっ、だめぇ……っ、わたし、藤吉郎っ、きもちよくっ、させてっ、あげたい……のにぃ……っ」

　寧々は悲痛な声を上げながら、腰振りを止めようとしない。身体が絶頂を求め、意識とは別次元のところで動いているのだ。

　少女の上体が倒れ、性熱に浮かされた顔が藤吉郎の肩へ押しつけられる。物凄い熱さだった。額の熱もさることながら、吐く息も熱い。すっかり感じきっているのだ。

「あぁ、んっ、やぁ……っ、はっ、あぁ……もう、もう……あ、あぁあぁ……っ」

「もう、気をやりそうか……？」

「んくぅ……っ、は、はいぃ……っ、もう、わたし、恥を……あぁ、藤吉郎……あなた、あなたも……っ」

「すまん、まだじゃ……！　おぬしだけでも先にいくがよい」

「そんな、でも、それはぁ……っ、あっあっ、あ……ふぁ……もう、だめぇ……っ!!」

　寧々が痩身に抱きついて、びくびくっと身体を震わせる。藤吉郎を喰いしめる膣肉が凄まじい圧力を掛けながら顫動し、根元から亀頭へと精液を絞り上げる動きを見せた。

　だが、少女の身体が望んだ体液が胎内に取りこまれることはない。

　濃厚な先走り液がぶびゅりと鈴口から噴き上がるも、やはり射精には至らなかったのだ。
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「あ、あぁ……まだ、かたい……ぃ……とーきちろーの、まだ、あ……あぁ……ごめんなさ……ごめんなさい……んんっ♥」

　寧々は膣肉をきゅんきゅんと戦慄かせながら、鋼のように硬い魔羅を喰いしめている。敏感な膣の持ち主である彼女は、男が射精に至っていないことを感じ、絶頂の余韻に身を震わせながら謝罪の言葉を漏らしていた。

「気にしなくてもええ。御許が好きなように、好きな時にいけばよいのじゃ」

「あぁ……でも、でも……あっ、はぁ……っ」

　小刻みに震える背中を撫でれば、少女はびくんと身体をすくませる。

　そのたびに膣圧が高まって、たまらなくなってしまう。

「わたし……とうきちろーのっ、およめ……さん……がんばって……だから、あぁ……っ」

「寧々……まったく、御許というおなごは……」

　ついつい苦笑が零れた。少女は自分が気持ちよくなることよりも、未だに藤吉郎を気持ちよくさせることに執着しているのだから。

「まぁ、じゃが……今の御許ではわしには勝てんぞ。しっかりと色修行をして、わしを悦ばせられる床上手な妻となることじゃな」

　事実、藤吉郎は前世の分も含めて性経験がある。たかだか一年と少し前に処女を失ったばかりの寧々では、太刀打ちできないのも致し方ない。

「おぬしはまだ……わしに気持ちよくされて、よがり泣いておればいいんじゃ……！」

「あっ、ああっ」

　藤吉郎がグイッと腰を突き上げると、寧々の背が反りあがった。

　下げ髪がばさっと揺れ、濃い汗の匂いを振り撒く。

　そして圧倒的な美巨乳もやわらかそうに揺れていた。その先端はしこりきり、ぷるぷると揺れている。いかにも摘ままれたがっている──そんな乳首と乳輪の姿だった。

「ええのう……！　御許の清楚で純朴な顔が、淫蕩に歪む様を見るのは……！」

「あぁ……いわないで、いわないで……っ、わたしのかお、みないでぇ……っ」

　絶頂でとろけた顔を見られまいと、寧々は顔を隠す。藤吉郎はそれを阻害しない。彼女の腕を取って拘束するよりも、別の部分に手を伸ばしたかったからだ。

「ああっ、だめぇ……っ、だめだめだめぇ……っ、ちくびだめぇ……っ!!」

　藤吉郎が凝りしこった乳首を乳輪ごとつねると、寧々は否定の声とは裏腹に、悦楽に満ちた表情を浮かべた。ガクガクと腰が震え、きゅんきゅんと膣肉が戦慄く。

　その肉の蠢きに射精感をこみ上げさせながら、藤吉郎はぐいぐいと腰をひねるように押し出していった。

「あっ、やぁ……っ、奥、奥が……ああっ、奥が痺れて……っ、ひっ、ひゃうぅっ」

「すさまじい……御許の膣内、すさまじいまでにうねっておるわい……！　やはり好き者は、子袋を叩かれるのがいいんじゃのう……！」

「あぐっ、うっ、んはぁ……っ、あっ、あ……だめ、また、また恥を……っ、んっ、んんんんんんっ♥」

「おぉ、おぉおぉ……また気をやったか、さすがに堪え性のない女と思われかねんぞ」

　藤吉郎の揶揄に応じる余力もないのだろう。ぎゅっと瞳を瞑り、荒い息を吐きながら──背を反らした絶頂の姿勢で、寧々は固まっていた。

　だが、その目がぱちっと開く。驚愕の色で染まっていた。

　なんと、藤吉郎が寧々の豊かに実っている尻肉を──パチンパチンと張りはじめたのだ。

「あ、あ……だめ、それ……あっ、あ……あぁ……っ！」

　少女の腰がブルブルと震え、ピンと全身が硬直してしまう。

　口からは甘く掠れた法悦の声が放たれていた。

「うぐぉ……っ、なんじゃ、御許……まさか尻を叩かれただけで……ぐぉおぉ……っ!?」

「───〜〜〜ッ♥」

　どうやら女陰を串刺しにされたままの尻張りは、寧々の弱点でもあるらしい。

　少女は声を押し殺しながら、最愛の雄の上で絶頂の余韻に打ち震えていた。

「あぁ、たまらんのう……敏感なおなごの肢体は、本当に最高じゃ……！　もっと、もっとじゃ……御許があえぎ咽び泣く姿……もっと見せるのじゃ……!!」

「あ、あぁ、んはぁ……っ、いや……あっ、はう……っ♥」

　ばちゅばちゅと汁気たっぷりに腰を打ちつけられ、寧々は子供がいやいやをするように首を左右に振る。下げ髪が揺れ、視覚の上でも愉しい。汗の臭いだけでなく、雄を惹きつける何かが撒き散らされているような気が藤吉郎にはしていた。

「あっ、んんっ、おくっ、おくぅ……っ、あ、ついて……もっと、もっとぉ……っ♥」

　たっぷりとした愛液で満たされた肉壺は、好き放題に雄肉の蹂躙を許していた。

　結合部は濡れそぼり、凄まじく卑猥な水音を立てている。

「あっ、ふぁああぁ……っ、んくっ、んひぃ……っ、あっ、ひあぁあぁ……っ♥」

　寧々の嬌声が耳に心地よい。うねうねとのたくるような膣肉を押しのけ、掻き分け、そして掻き回す。突き上げられるがまま、藤吉郎の腰の上で淫らな踊りを見せる少女の姿もまた、藤吉郎の興奮を強烈に煽っていた。

「寧々、寧々……わしももうそろそろ射精でるぞ……っ！」

「あ、あぁ……っ、はい……はいぃ……っ、寧々の、好きなところへ……っ♥」

　寧々が振り乱していた髪の毛がふわっと広がる。急ごしらえで結んだ紐がほどけたのだ。

　蛹さなぎから蝶が羽化したかのような美しい光景に、藤吉郎の股座がどくんと大きく跳ねる。

　今から自分は、そんな神秘的な光景を白濁に染めきるのだ──そんな邪悪染みた欲望が全身を貫き、藤吉郎の人一倍大きな陰嚢がきゅうっと収縮する。

「寧々、おぉ、射精でる……っ、射精だすぞ……っ!!」

「んっ、ふぁ、あぁ、あぁああぁ……♥」

　藤吉郎は一際大きく突いた後、寧々の肢体を両手でぐいっと持ち上げる。

　そして勢いよく膣肉を削り取るように股間を引き抜くと、ぽっかりと亀頭のかたちに空いた膣孔目掛けて大量の精液をぶちまけた。

「あぁあぁあぁぁあぁっ、いく、いくいくいくいっちゃうぅ──────〜〜〜〜ッ♥」

　膣内ではないとはいえ、敏感な女陰を白濁に染められて、寧々の身体は強烈な絶頂へと包みこまれていく。少女の淫らな大嬌声は、豊臣屋の至るところに響き渡っていることだろう。おそらく外にも漏れているに違いない。

「んっ、んあぁあぁ……ふっ、ふぁ……あぁあぁあぁ……っ♥」

　寧々の肢体がぐらりと揺れて、藤吉郎の上へと崩れ落ちる。きゅうきゅうと激しく開閉する膣口は、貪欲に精液を吸い上げては膣奥へと運んでいった。

　そして精子が子宮口の内部へ取りこまれるたびに、少女の身体は甘く震えている。

「あっ……あぁ……っ、そと、で……♥」

「うむ、寧々殿を嫁に迎えてから子作りをするという話じゃったからな」

　きっと、膣内射精をして欲しかったのだろう。

　寧々の眉がハの字となり、どこか悲しそうな顔つきになった。

「……そのように悲哀じみた顔をするでないぞ、寧々」

　藤吉郎は苦笑しながら寧々の汗まみれの肩を抱きしめる。

　少女もすがりつくように、絶頂の余韻に震える腕を回してきた。

「いずれ、周囲にはばかることなく子作り三昧の日々を送れよう。それまでの辛抱じゃ」　

　少女はこくりと頷き、そっと問い掛けてくる。

「ねぇ、藤吉郎……」

「なんじゃ？」

「わたし、大丈夫かしら……あなたのこと、気持ちよくさせられるかしら……」

「…………」

「このままじゃ、ずっと……あなたからもらいっ放しになってしまうわ……」

「そのようなこと、気にせんでよい。男女の仲には貸し借りなどなしじゃ。それに、御許が側にいてくれるだけで……わしは満たされるのじゃからな」

「藤吉郎……」

　寧々がそっと目を伏せ、胸に額を押しつけてくる。なにやら思い悩んでいる様子だった。

　それはきっと、彼女が藤吉郎を絶頂に導けなかったことに由来しているのだろう。

（ならば、余計なことを考えさせないように、よがり狂わせないといけないのう）

　魔羅が硬く勃起し、少女の腹部を押し上げる。

　寧々が顔を真っ赤に染めて、男の顔を窺ってきた。

「まだまだ、射精だしきっておらんからな」

　汗でびっしょりになった少女の前髪。それを手て櫛ぐしで整えながら囁くと、少女はひくんと身を竦ませるのだった。











第七章　悩みの晴れた日









「……はぁ」

　清洲城の本丸にある居住区画、信長の屋敷や帰蝶の屋敷もあるその一角で、寧々は深々とため息をついていた。

　今の時刻は正午頃。青空が澄み渡り、春の訪れをほのかに感じる陽気が降り注いでいる。

　寧々は先ほど、主あるじである帰蝶から仕事を任され、それを片付けたところだ。

　具体的には針仕事である。詳しく言えば、昨晩に破れてしまった肌襦袢を縫い直し、また着ることができるように仕立てたのだった。

　帰蝶からは『下着の補修の件は』他言無用と言われているので、決して口外はしない。

　しかしあの破れ方は過失によるものではなく、明らかに故意のものだった。

　おそらくは、寝所に渡ってきた信長によるものなのだろう。なにしろ胸部の天てつ辺ぺん部分にだけ、ハサミで切れこみが入っていたのだから。

　この時点で、どんな目的で肌襦袢が扱われたのかについては明白だった。

　なぜ、そんな下着の補修役を寧々が任されたのかといえば、少女が帰蝶から『処女』だと思われているからに違いない。処女である寧々ならば、肌襦袢が破られた意味にも気付かずに仕事をしてくれるはず──帰蝶は間違いなくそう思っていたのだろう。

　されど残念なことに、寧々は藤吉郎という男の手によって女の悦びを知り、必要以上に性癖をこじらせていたのだった。

「まさか奥方様まで、変態的なことをされているだなんて……」

　寧々のため息の真意はまさしくそれだ。これでは武家の厳格な閨ねやの作法など、在って無きが如しではないか──と思ったが、破天荒で知られる信長のすることなのだから、憂慮したところでどうにもならないに違いない。

　そもそもからして、婚前交渉に耽ふけっている自分が、今さら道徳観を語っても仕方がないところがあった。

（奥方様も、わたしと藤吉郎がしているようなことをされているのかしら……）

　主人と信長の房事が、肌襦袢のこともあって、やけに生々しく想像できてしまう。

　下着に切れこみを入れられ、そこから乳首を吸われて悦びに震える正室様──と、そこまで妄想してから慌てて思考を切り替える。

　織田家当主夫妻の色事など、一介の武家娘にすぎない寧々が考えてはならないことだ。　

　自戒の意もこめてパンパンと己の頬を張る。それから深々とため息をつき、ここ最近の悩みについて思い乱れるのだった。

「わたしは……本当に、このままでいいのかしら」

　織田家の一族が暮らす屋敷が立ち並ぶ一角。そこに転がっていた手ごろな大きさの石に腰を下ろしてから、寧々はそっと呟いた。

　少女を悩ませているのは、現状に対する不安感に他ならない。もっと具体的に言うならば、藤吉郎との関係そのものにある。

（そもそも、変なのよ……わたしなんて普通の、どこにでもいるような女でしかないのに……それなのに、あんなに執着する藤吉郎が）

　無論、彼女は本気で思い悩んでいた。少なくとも、自分の容姿は並でしかない。胸が大きいことを考えれば、美的感覚からして価値は並以下となるだろう。

　おなごとしての可愛らしさから言えば、明らかに松の方が上だ。綺麗さという面においても、帰蝶の足元にすら及ばない。月とスッポンもよいところである。

　ゆえに、寧々は自分の一生をすでに達観していた面があった。

　浅野家が定めた男を婿として迎え、子を孕まされ、産んで、夫が外で若い女を囲っていることを知りながら寂しく一生を終える──そんなものなのだろうと。

　だから、野盗に攫われてからの人生の流転具合には、未だに驚きを抱き続けている。

（でも、わたし、あのひとに何ができているんだろう……）

　人にはそれぞれ、優れた面と劣った面があるという。

　たとえば帰蝶は文武両道にして聡明な女性だ。にもかかわらず、お化けや物の怪の類が大嫌いで、話を聞くのも嫌がる。怪異の話を耳にすると、一日中、褥に潜って震えはじめ、何もできなくなってしまうのだ。

　なんでも、織田家に嫁入りするよりも前──美濃の稲葉山城内で、実際に出くわしたことがあるのだとか。

　だからこその怖がり様なのかもしれないが、それでもあまりにも度を越していることもあって、夫である信長をして『お濃は我が妹共よりも臆病だ』と言われている始末である。

　ちなみに『妹共』とは、信長のふたりの実妹である市姫・犬姫のことで、ふたりして将来の美貌が確約されているような──生まれながらの美姫たちだった。

（わたしなんかよりも、市姫様や犬姫様の方がよっぽど可愛らしいもの……）

　寧々の口から、改めてため息が漏れた。

（そんな、なんの取り得もないわたしを、藤吉郎は愛してくれている。わたしも彼のことが好き。わたしを助けてくれて、守ってくれて、励ましてくれたあのひとを愛してる）

　でも──寧々は沈痛な顔でしゃがみこんだ。

（わたしは、彼に何もしてあげられていない）

　寧々は胸が圧迫されるような感覚に捕らわれ、少女は息を乱しながら身体を前に折る。

（彼のためにできていることって、何……？　なんなの……？　お弁当をつくること？　それとも身体を求めに応じて開くこと？　それぐらいじゃない……？）

　痛い痛い痛い。胸が押し潰されてしまいそう。

　寧々は過呼吸気味になりながら、名状し難き苦悩の焔ほむらに身を焦がされている。

　過日、藤吉郎と身体を重ねてからずっと思い詰めていることだった。

　寧々にとっての男は、もう藤吉郎以外に考えられない。だが、彼にとってはどうだろう？　別に寧々でなくてもよいのではないだろうか──少女にはそう思えてしまう。

（わたしは、なんの役にも立てていない……身体を差し出すしかできない、役立たずなんだわ。いらないわよね、こんな女なんて……殿方にとっては）

　寧々が他者に自信を持って『勝てる』と公言できることと言えば、まさしく彼に対する想いの強さしかない。

　だが、そんなものが一体なんの役に立つというのだろう？　わたしがあなたのことを一番好きだと叫んでも、相手に気がなければ──そして相手の気が離れるようなことがあれば、もうおしまいなのだから。

（いや……いや……っ）

　脳裏には、晴れ着を着た藤吉郎と、白無垢を着た身も知らぬ女が幸せそうに並び立っている姿が映っている。

　自分はそれを、遠くから眺めていることしかできない。そして寧々は、やがて父親に紹介された男に犯されて、子宮に子種を注がれ、苦痛のままに妊娠させられてしまうのだ。

（どうにかしないと……なにか、頑張らないと……でも、なにをすればいいの……？　捨てられたくない、藤吉郎に捨てられたくない……ずっと一緒にいて欲しい……）

　そんな身を裂かれるような思いに囚われていた寧々だったが、びくりと大きく身を震わせた。遠くから、雷のような怒鳴り声が聞こえたからだ。

「犬ッ!!　どこに隠れおった……!!　どこにおる、犬ッ!!」

「はい、あにうえさま。わたしはここに」

「お犬のことではないわッ！　菓子をやるから下がっておれッ、俺は前田犬千代めを探しておるのだッ!!」

　一体これはどうしたことか、と寧々はうろたえる。信長が怒ることは珍しくはない。だがここまで怒鳴り散らしながら歩き回るのは尋常なことではなかった。

　どうすればよいのだろう。隠れるべきか、逃げるべきか、それとも……。

「むッ!?　お前は浅野がところの御寧おねだなッ!!」

　だが、躊躇したのがよくなかったらしい。

　憤怒を纏う風雲児が、なんと抜き身の刀を持ってこちらに歩いてくるではないか。

　こうなってはもはやどうにもならない。寧々は膝を突いて、信長に相対した。

「は、はい……浅野寧々でございます。信長様、随分とお怒りのようですが……」

「たわけッ!!　ようですが、などではない!!　怒っておるのだッ!!」

　まさしく暴風雨のような怒声を叩きつけられ、寧々は竦み上がる。殿方が信長を恐れていることはよく知っているが、その理由の一端が掴めたような気がした。

「まあ貴様に怒鳴ったところで詮なきこと、御寧ッ!!」

「はっ、はい」

「貴様、前田犬千代を見なかったか!?」

「あのう、前田犬千代様と言われると……前田利家様？」

「その駄犬がことよ!!　あ奴め、この城内で俺の同朋衆を斬り捨ておったのだッ!!」

「え……ええっ!?　前田様が人斬りを!?」

　信長の言ったことが事実として浸透するまでに、しばらくの時間がかかった。

（あの前田様が、信長様のお側仕えをしている方を……!?　そんな、そんなの嘘よ……嘘に決まっているわ……）

　されど寧々の思いとは裏腹に、信長の憤激は本物だった。そしていよいよ他の男たちの利家を探す声が聞こえる段に至り、少女の背筋はゾーッと急激に冷たくなっていく。

（これは、大変なことに……。早く藤吉郎に……いえ、松様にお伝えしないと……）

　寧々が顔を蒼白にしていると、信長は怒りを露わにしたまま歩きだそうとする。

「おっ、お待ち下さいますよう……！　わたし、見ました！　犬千代様がお逃げになられたの、あちらです!!」

「御寧、でかしたッ!!」

　少女が「あっ……」と呟いた瞬間、信長は凄まじい勢いで走り出す。男たちが我も我もと信長の後に次々と続いた。それを呆然と見つめていた寧々だったが、やがてパッと弾かれたように立ち上がり、駆け出している。

（殿方の害意が松様に向けられる前に、一刻も早くお屋敷から連れ出さないと……！）

　利家が見つからないとなれば、彼をあぶりだすために、妻である松を磔はりつけにしようなどと誰かが言い出しかねない。それが戦国乱世の常なのだ。

「そんなこと、させるものですか……」

　ひとまずこれと思ったら一直線、それが寧々の矜きよ持うじでもある。後で己の所業が露見し、処罰されても構わない。まずは正しいと思ったことをするべきだと思っていた。

　寧々は大急ぎで清洲城を飛び出し、『他言無用』と家臣たちにも念押しした上で、前田家屋敷から敢えて貧しい格好をさせた松を連れ出していた。

　頭に目深い傘をかぶせ、ふたりで向かった先は──やはり、困った時の豊臣屋だ。




　寧々たちが豊臣屋に駆けこんだ時、藤吉郎は城に納品する材木の数合わせを行っていた。

　ここ最近の砦建設ラッシュによって、彼は伊勢国での材木調達を任されていたのである。

　されど、寧々が事情を話すや否や、藤吉郎は目の色を変えた。

　そして『あやつ、またやりおったのか！』と吼ほえたかと思うと、後を奉公人に任せてすっ飛んでいってしまったのだ。

　藤吉郎が戻ってくるまでの間、寧々と松は表店ではなく裏うら店だな──すなわち通りに面していない、奉公人たちの居住空間にかくまわれることになった。

　藤吉郎が戻ってきたのは夜の帳とばりも落ちた頃。彼は商売で使う荷車に、ある程度の品物を積みこみはじめ、松にそこへ身を隠すように指示した。

　事のあらましが気になった寧々も強談し、松と共に荷車に乗る。そうして今川家の勢力はびこる尾張南部へと向かうことになったのだが──その道中は、まさしく今まで経験したことのないようなことばかりだった。

　今川家の検問に引っかかっても、乱破時代の藤吉郎と知り合いだという役人がおり『豊臣屋の荷車であれば』と黙認。

　さらには略奪目的で襲撃してきた野盗たちも、荷車の主の姿を見るや否や『なんだ藤吉郎じゃねぇか』と上機嫌になり、近況について二言三言交わした後に何事もなく見逃し。

　はたまた藤吉郎が闇夜に向かって何事か語り掛けたかと思えば、忍装束姿の乱破が現れて、進行方向上の今川家の警戒網について情報提供──

（世の中、わたしたち武士の常識では計り知れない……制度から外れた社会があるのね）

　──そのように思わせる事態が連続した後、とある村はずれの小屋で荷車は停止した。

　小屋の傍らに、太い幹をした桐の木がそびえ立っているのが特徴的である。小屋の傍には倉庫もあった。

　荷車から下ろされて松と共に小屋のなかに入れば、はたして、そこには神妙な面持ちをした利家の姿がある。彼を見た途端、松は駆けだしていた。

「あぁっ、おにいさま！　ご無事だったのですね……！」

「まっ、松……！」

　ひしと抱き合う前田夫妻。たしかに傍目から見れば、『おにいさま』の呼び声通り──兄と妹にしか見えなかった。

「本当にすまねぇ、松……なんて詫びたらいいか……」

「いいえ、おにいさま。わたしは大丈夫です、おにいさまが動かれたことには何か理由がおありなのでしょう？　どうか、この松にお話しくださいますよう……」

　寧々はしばらく前田夫婦のやりとりを藤吉郎と共に見守っていたが、利家の語った内容に愕然としてしまった。それはたしかに、彼をして激怒させるに足るものだったからだ。

　曰く、利家が斬り捨てたのは、信長の茶坊主である愛智十阿弥だという。

　寧々も彼のことは知っていた。容貌の整った、おなごと見紛うばかりの美人であり──なにしろ信長の衆道の相手だったのだから。

　しかしこの男は性格的に非常に難があった。というのも、極めて口が悪かったのである。

　そんな彼が、信長の屋敷に諸将が参列している折──松の妊娠を知り、こう放言したのだと言う。『利家は野盗の種を我が子と思って育てるつもりだそうな、さすがは物の道理がわからぬ犬畜生よのう』と。

　その発言に憤怒した利家は、信長の面前にもかかわらず抜刀。諸将の面前でバッサリと十阿弥を斬り殺してしまったのだとか。

「あんまりです……そんなこと！」

　寧々は悲痛な声で言った。武家にとって、名誉は非常に大切なものである。ゆえに、利家の子孫に関わることを侮辱した相手は、誅されて当然のように思えた。

　だが利家は首を振る。

「とはいえ、相手は信長様の愛人だ。その上、織田家の血が混ざってもいる。簡単に許されるこたぁねぇだろうな……」

「そんな……」

　少女からすれば、実に酷い話に思えてしまう。寧々も松と同様に、野盗たちに攫われてしまった身だ。その自分が仮に藤吉郎との子供を授かった時に、『あれは野盗の子だ』と言われたらどう思うだろうか。

　きっと、とてつもない殺害衝動に駆られるに違いない。それが親の基本的な感覚というものだろう。口は災いの門ともいうが、しかし今回は──十阿弥が一身に被るべき災いが、利家に跳ね返ってしまったらしい。

「だが、俺にはやらなきゃならねぇ仕事がある。知多半島の佐治家の船を、今川の岸に接岸させないようにする仕事がな」

　そう言う利家の顔には、義務感が色濃く浮かんでいる。

「俺は確かに、信長様からお怒りを喰らって犬みてぇに尻尾を巻いて逃げ出したが、それは死ぬ訳にはいかなかったからだ。頂いた役は、責任を持って果たさなきゃなんねぇ」

「…………」

　松は口を挟まず、じっと押し黙って夫の言葉を聞いていた。

「んで、役目を果たしてから清洲に戻ることにするさ。その結果、殺されたとしても悔いはねぇ……ひとつのことを除いてな」

　利家はそう言いながら、幼妻の肩を強く抱き寄せながら言う。

「そのひとつってのが、お前のことだ」

「おにいさま……」

「俺は、馬鹿をやっちまった。お前を清洲には戻せねぇ、一緒に知多半島まで来てもらう他にねぇんだ。だが、佐治家との交渉が終わって信長様のところに戻った時に──俺が斬られることがあれば、藤吉郎を頼れ、いいな」

「…………」

「こいつは本当に頼れる男だ。俺なんかよりはよっぽどな……。だから、赤ん坊のことも含めてよくしてくれるはずだ。そのことについても、もう頼んである」

「おにいさま……止めにしましょう、そんなお話は」

　松は鼻声になりながら、ひしと夫に抱きつく。

「ですが、わかりました。何かあったら藤吉郎殿を頼ります……。されど今は、お役目を完遂することを御考えになられませ。さすれば道は開かれましょう……」

　実にできた妻だ、と寧々は年下の少女を見ながら思う。

（それに比べて、私は……）

　ズキリと胸の奥が痛む。自分は藤吉郎に相応しくない女なのではないかという思いが、寧々の劣等感を痛烈に掻き立てた。

　そんな少女の横にいた豊臣屋の主が、前田夫妻に声を掛ける。

「利家よ、松殿の言う通りじゃ。まずは佐治家とのこと、上手く話を折り合わせなければなるまい。あの者たちが敵になればチト厄介……どころか織田家はもうお終いじゃ。わしら豊臣屋もまともに商売ができなくなろう」

　そこで一度言葉を切り、利家を励ますように続けた。

「それほどまでに影響甚大な佐治家じゃ。成果を上げることができれば、短気な信長様とはいえ……さすがにおぬしの命まで取りはせんじゃろ。蟄ちつ居きよ処分で矛を収めてくれよう」

「藤吉郎……」

「まぁそれに、仮にお主が禄を剥奪されて士分が嫌になれば、豊臣屋にでも来ればええ。じゃが、そん時は親友だからと言って特別扱いはせんぞ……下っ端からの再出発じゃ。人生いつでも、本気でやり直そうと思えばなんとかなるじゃろうしな。まぁ、そうならんことを祈っとるが」

　利家はその言葉に目を丸くした後、目頭を押さえながら呻くように言った。

「……ほんと、俺はいい妻や友人を持ったもんだぜ」




　前田夫妻とこれからのことを話し合った後、寧々と藤吉郎は倉庫に移っていた。

　まさか身分のあるふたりを倉庫で寝かせる訳にもいかないので、当然の配置だろう。

　しかし結論から言えば、寧々は寝付くことができずにいた。

　およそ一刻（二時間）ほど目を閉じていたのだが、どうやら日中からの精神的な高ぶりが尾を引いており、眠りに就くことを阻害しているようだ。

（どうしよう……）

　それに加え、下腹部を不快な感覚が襲いはじめていた。尿意である。日中からずっと働き詰めだったこともあり、寧々は一度も厠かわやへ行っていなかったのだ。

（落ち着いたから、きっと……緩んでしまったんだわ）

　しかし、倉庫の内部に厠があるはずもない。外で用足しをしなければならないだろう。

　はしたない行為だが、背に腹は代えられなかった。恋人の前で粗そ相そうをすることだけは、絶対に避けなければならない。

（藤吉郎は……起こしちゃ悪いわよね）

　恋人に気取られぬよう、寧々はゆっくりと戸を開き──音もなく倉庫の外に出る。

　そして茂みのなかに入り、着物をくつろげ、そっと下半身の力を緩めた。

「ん……っ」

　身体中に溜まっていたものが抜け出ていく感覚。それに寧々はぶるりと身を震わせる。

　濃厚なアンモニア臭が漂う。今日一日──水分をさほど取っていなかったことが影響しているのかもしれない。長々と続く放尿の最中、少女はそんなことを考えていた。

「は……っ、んっ」

　そして胸元から屑布を取り出し、そっと女陰にあてがった。割れ目をしっかりとぬぐい、拭き残しがないように注意を払う。

　藤吉郎と身体を重ねて間もない頃、女陰を舐められた時に拭き残しのことを指摘されて以来、寧々は非常に注意深くなっていた。

「…………」

　そして砂を掛け、しっかりと証拠を隠滅した後、寧々は立ち上がった。初春の夜風が、野外での排泄行為を終えた少女の横顔を打つ。

　女ひとりで夜道に立つのは危険だ。すぐさま倉庫に向かって歩きはじめた少女だったが、一陣の風に乗せられてきた綺麗な音楽に心を引かれてしまう。

　一体なんなのだろう。耳をしっかりと済ませれば、それが音楽でないことに気がついた。

『あ、あっ、おにいさま、おにいさまっ……』

『松、松、松』

　ドクン、と心臓が早鐘を打つのがわかる。明らかに閨の睦言だ。

　あの小屋のなかで、前田夫妻が互いにその情愛を交わし合っているのだろう。

『おにいさま、お慕いしております……あぁ、おにいさまぁ……っ』

　当然、声しか聞こえてこない。だからこれは、もしかすると寝物語の一環で、愛を語り合っているだけにすぎないのかもしれなかった。

　あるいは幻聴の可能性もある。とはいえ、いずれにせよ、寧々のなけなしの道徳心は脳内で警鐘を鳴らしていた。

（夫婦の語らいを覗くのは、不健全だわ……）

　そう思う寧々だったが、しかしその足は吸い寄せられるように小屋の方へ向かっている。

　ギシギシと軋む音、男の荒い息、まるで琴音のような清らかで美しい少女のよがり泣き。

　そういった諸々の合奏が、明瞭なかたちで寧々の聴覚に突き刺さっていった。

（あぁ、でもこれは……）

　寧々の思考はすっかりと理性を喪失してしまっている。魂の抜けた操り人形のようにふらふらと小屋に近付き、格子窓から室内の様子を窺おうとして──

「大声を出すな」

「…………!?」

　──口を塞がれ、寧々はその肢体を強引に、桐の木に押しつけられてしまうのだった。

「……まったく、御許は何をしとるんじゃ。不審者かと思ったぞ」

　それは、藤吉郎だった。突然部屋からいなくなった寧々を探すため、飛び出してきたのだろう。冷や汗なのか、額にはどっと玉のような脂汗が浮いている。

「あっ、あの……わたし、お花を摘みに……」

　そう弁解する寧々だったが、藤吉郎は呆れたようにため息をついた。

「その帰りに友人夫婦の情交をのぞき見しようとは、感心せんぞ……」

「ごめんなさい……」

　申し訳なさ、そして情けなさで寧々の胸はいっぱいになってしまう。

（本当にわたしって、ダメな女なんだわ……）

　そんな沈痛な思いに囚われる少女だったが、その沈んだ空気を掻き乱すように──松の奏でる甘い声が流れてきていた。

『おにいさま、すき、すきすきすきすきすきすきっ、だいすきぃ……っ』

　それを聞いた藤吉郎は、「お熱いことじゃのう」と苦笑する。

「じゃが、耳に毒じゃな。長居をすればこちらの思考が麻痺しそうだのう」

　とはいえ、麻痺した方が本音を語ることができたりするものじゃがな──豊臣屋の店主は寧々に問い掛けた。

「寧々よ、ここ最近……御許は何に悩んでおるのじゃ？」

「え……？」

「気付かないと思っていたか？　御許がなにやら思い詰めた様子になっておることぐらい、見ればすぐにわかるわい」

　押し黙れば、ひたすら松の嬌声だけが聞こえてくる。いやらしさを感じないのが、とても不思議だった。それはきっと、あのふたりが綺麗な愛を育んでいるからなのだろう。

『おにいさま……あっ、ふぁ……だめ、稚児がびっくりしてしまうから……あぁっ』

　その声に煽られるようにして、寧々は藤吉郎に問い掛けていた。問いに問いで答えることは無作法だが、それしか今の少女にはできなかったのだ。

「藤吉郎……聞きたいことがあるの」

「なんじゃ？」

「わたし……本当に、あなたの妻に……なれるのかしら……自信が、ないの」

　自分の心の内側を曝すことには勇気がいる。そして痛みも伴った。だが、今言わなければいつ言えばいいというのだろうか。寧々は覚悟を決め、ゆっくりと話しはじめる。

「わたし……あなたに愛されるほど、すごい女じゃないわ……。顔も並だし、身体は並の下、それに得意なこともない……。だから、どうしてあなたがわたしを愛してくれるのかがわからない、不安なのよ……わたしの代わりは絶対にいるんだって、そう思えてしまう」

「寧々、わしは以前も言ったが……」

「ええ、そうね。前世で夫婦だったんだって、あなたはそう言った。だけど、時間を置いたわたしには……もう、夢物語のように聞こえるの」

　藤吉郎が押し黙った。怖い、もう会話を続けたくない。だけど、今聞いておかないと絶対に後悔する。寧々はなけなしの勇気を必死に掻き集め、恋人に尋ねた。

「あなたは、わたしの……こんな何の取り得もないわたしの、何を好きになってくれたの……？　教えて？　教えて……ください、おねがい……します……っ」

　最後は涙混じりの、震えた聞き取りづらい声になってしまっている。だが、藤吉郎には意図がしっかりと伝わったようだ。

　彼は驚いたような、それでいて納得したような、穏やかな顔をしていた。

「そうじゃなぁ……御許の好きなところか」

　静かな吐息と共に、藤吉郎は口を開く。

「まさしく、御許のそういうところじゃよ。実に真っ正直で、飾りもなく、そして何よりも人柄に信頼がおける……わしが好むところは、まさしくそこじゃな」

　寧々は静かに男の言葉を聞いていた。

「わしはこれまで、様々なことを経験してきた。そして、色々なことを知ったのじゃ。たとえば『友人』という存在は、実に流動的なものじゃ。昨日の友は今日の仇かたきとなり、今日の仇が明日の友となる」

「それは……」

「いや、『戦国の常』という言葉は使わせんぞ。人間など、所詮はそんなものじゃとわしは思っとる。人が一緒にいるのは利潤を得られるからであって、そこにいて不利益を被るのであればそそくさといなくなってしまうものじゃ」

　まぁ、と寧々は思わず眉をしかめる。藤吉郎の言葉に反発を覚えていた。

　少なくとも寧々自身は、己の不利益を考えず──野盗の一団に襲われた時にも仲間を守ろうとしたのだから。

（あ……）

　だが、しばらく考えた後──愕然とする寧々だった。

　自分が守ろうとした仲間とは、いったい誰のことだ？　仲間を皆、等しく守ろうとしただろうか？　等級を作り、誰かを特別視していなかったか？　そして寧々自身が危機に陥った時、身を挺して守ろうとしてくれた者がいただろうか？

（あ……ぁ……っ）

　寧々は思わず硬直してしまう。そんな少女の頭を優しく撫でつけながら藤吉郎は言った。

「じゃからわしは、友という存在については意識をさほど払わぬことにしたのじゃ。本当に自分が相手にするべき者……親友以外については」

「親友……？」

「そうじゃ。親愛なる者のことじゃよ」

　藤吉郎の言葉に、寧々はうろたえる他なかった。

「わからないわ……友人と親友、なにが違うというの……？」

「そうじゃのう……言うとなれば、義務感の在り無し、じゃな」

「義務感……？」

　藤吉郎が発したまさかの言葉に、寧々は動揺する。

　おおよそ、寧々の想像する『友人』という概念とはかけ離れたものだったからだ。

「とはいえ、難しい話ではないぞ？　義務感というと、大仰だったやもしれんな」

　豊臣屋の主はそう言って、微笑んだ。

「簡単に言えば、『わしはこやつがいなければ駄目じゃ』という想いが己のなかにあり、相手側も同様であればその時点で親友よ。互いに必要とし合い、裏切らず、思い合う相手が親友と言えようか。共依存と言ってもいいかもしれんの。無論、片思いということも往々にしてあり得るゆえ、なかなかそのような者とは巡り会えんのじゃがな」

　おなごに関しても同じことよ、と藤吉郎が言った。どくん、と寧々の鼓動が跳ね上がる。

「あ……」

　藤吉郎はとろりとした笑みを浮かべた。

「わしはなぁ、御許がおらねばもはや生きられんのじゃ。それに、御許もわしのことを同じように想ってくれておるじゃろう？　でなければ、そこまで思い詰めることもなかったじゃろうしなぁ。互いに必要とし合い、決して裏切らない。男女の仲にはその信頼関係さえあればいいと、わしは考えておる」

　その言葉を聞いた途端、心のなかから澱みが綺麗に流れ去っていくのを感じていた。

　これまで寧々が抱いてきた劣等感は、要するに、彼にとってはまるで問題外のことだったのだ。むしろ他者よりも勝ると自負し得る、藤吉郎に対する想い──それが最も大切なのだと、彼は語ってくれたのである。

「どうした、何か言ってはくれんのか？」

　桐の枝葉の間から降り注ぐ月の光。それに照らされた藤吉郎がにやりと笑った。

　彼は実にずるい男だと寧々は思う。とっくに寧々の考えを察しているはずなのに、実際に言葉に出させようとしてくるのだから。

　寧々は笑う。久方振りに、心の底から湧き出てきた笑みだった。

「──わたし、あなたのそういうところ……嫌いだわ」

　そうか、さもありなんと藤吉郎は笑う。寧々の本心がわかるからこその顔だ。だが、彼の笑いに甘えてはいけないだろう──と少女は自戒する。

　言うべき時には言わねばならない。人間はやはり、言葉として聞かなければ、どうしても不安になってしまう生き物だった。それを痛感したのは、他ならぬ寧々自身である。

「でも、わたしは……あなたのこと、好きよ。慕って……ううん、愛しているわ……。一生、離れてなんてあげないんだから……」

「……うむ！」

　藤吉郎の満足げな頷きを見て、寧々はふんわりと笑った。これまでずっと、ひとりで思い悩んできたことが、馬鹿みたいだ。

　自分にとって藤吉郎は必要で、彼もまた自分を必要としてくれる。互いの想いに嘘偽りはないし、きっと未来永劫、想いが変わることもないだろう。

「ね、藤吉郎……」

「なんじゃ？」

「おねがい、わたしいま……すごく、幸せなの」

　満たされた感情。それを伝えたくて、寧々は桐の木に背を突き、両手を差し出した。

「よいのか？　利家と松には間違いなく勘付かれるぞ」

「……それでも、いますぐ、あなたが欲しい」

　藤吉郎が苦笑しながら、顔を近付けてくる。

「まぁ、ばれたらばれたで互いに見せ合うのも一興かの」

「それは、いやよ……わたし、前田様には見られたくないわ。松様だって、あなたにあられもない姿を見られるのは……きっと嫌がるんじゃないかしら」

「わしとて、利家の裸を見るのは嫌じゃぞ。誰が好き好んで男の裸なんざ……」

「なら、ふたりだけね……んっ、ふぁ……っ」

　藤吉郎が寧々の唇に、己のそれを押しつけてくる。

　その行動は性急だった。即座に舌を出し、唇を割って口内を探ってきたのだから。

「んっ、あ……んっ、ふっ、んんっ……」

　それにしても、彼の舌捌きは卓越している──寧々はそう思う。経験人数は彼ひとりのため比較の余地もないのだが、それでも寧々には確信できた。

　少女の舌はあっという間に絡め取られ、吸われてしまう。たったそれだけのことで、寧々の腰は甘く戦慄いていく。

「あなたとの接吻、好き……。とても心地よくて、幸せな気持ちになれるの……」

「ならば、もっとする他にないじゃろ」

「うん、もっと……んっ、はふ、んんっ、ちゅるっ……」

　藤吉郎と唇を合わせるだけで、舌を絡めるだけで、唾を交換するだけで、そして混ざり合った唾液を呑みこむだけで──寧々の頭はぼうっと霞掛かっていった。

　彼の股座を押し上げる肉棒を着物越しに見た瞬間、寧々の股の付け根が幸せな期待にひくつく。寧々が着物の帯を解かぬまま下肢を露わにしたのと、藤吉郎が少女の胸元を割り開いたのはほとんど同時だった。

　思わず、ふたりの顔から苦笑が零れ落ちる。

「寧々、御許はいきなりすぎるぞ……。順序というものがあろうに」

「ごめんなさい、でも、早く一緒になりたかったから……」

「まあ、わしも早く御許と結ばれたいゆえ、気持ちもわからんではないが……」

　藤吉郎は寧々の豊かな乳房を揉み上げながら、囁くように言った。

「やはり最初は、この麗しのおっぱいと戯れたいのじゃ……御許はなぜか、自信を持っとらんようだがな」

「あ……んっ……」

　両の乳房が、下から掬い上げられるように弄ばれる。

　下乳を揃えた指先でぽよぽよと揺すられて、とてももどかしい。

「それにしても、寧々のおっぱいはかたちもよいからのう……乳輪や乳首まで完璧な乳房は、そうそう拝めんぞ」

　藤吉郎はそう囁きながら、こねるように乳房を揉んできた。

　己の柔肉が男の手に合わせてかたちを変える。ぎゅっと指先を沈めるように、掴むように揉んでいたかと思えば、今度は掌で押すようにされてしまう。

　おそらく、彼は将来の妻である少女の乳房の弾力を楽しんでいるのだ。きっと年を取るごとに、乳房の質感は変わっていくだろうから。

「ねぇ、楽しい……？」

「楽しいというよりも、心地よいのう……。なにしろ御許が胸は、揉めば揉むほど心を癒いやしてくれるのじゃ」

「そんなものなのかしら」

「愛するおなごのおっぱいさえ揉めれば、男なんざ一日中頑張れるわい」

「じゃあ、毎日揉んでも……あっ」

　寧々は思わず喉を反らす。唐突に藤吉郎が乳首を指先で擦り上げてきたからだ。

　その部分を触られると、寧々の子袋がどうしようもなく疼いてしまう。

「そこ……きもち、いい……」

「おなごの弱点のひとつじゃからのう」

　藤吉郎はそう言いながら、寧々の乳房をゆさゆさと下から揺すり、ぎゅむっと両脇から寄せてきたりする。その合間合間に乳輪で眠る乳首をくすぐられ、少女の身体はどうしようもなく熱していった。

「それでは、味わわせてもらうとしようか」

「あっ、ひゃん……っ」

　途端、左乳房の先端にじんわりとした熱が生まれる。

　藤吉郎が乳輪ごとふくらみを口に含んだのだ。

　陥没気味の乳首。それを引き出すため、乳輪を甘噛みされた。むくむくと伸びはじめた乳首を根元から舐めしゃぶられて、腰が痺れそうになるほどの快楽が走る。

「あ、はぁ……っ、あ、吸われ……て……っ」

　じゅるじゅると吸われ、今度は右の乳房も同じように愛されていく。

　そして勃起した乳首を、乳房をぐにっと歪められ、重ねられてしまう。その想定し得なかった快さに喘あえげば、藤吉郎は即座にふたつの乳首を一気に舐めて吸い上げてくるのだ。

「ん、んんんっ、そんな……ぁ……っ、ひうっ……」

　ずぢゅっと淫らな音と共に乳首が解放されると──そこはもう、いやらしさしか感じられないほどに肥大化している。

　その状態で、またぐにぐにと柔肉が弄ばれはじめた。親指と人差し指で乳首を摘ままれながらの乳房愛撫は、腰が砕けてしまいそうなほどに心地よい。

「御許は本当に弱点だらけじゃな……。口付けにも弱い、乳首責めにも弱い……これではわしも、男として心配になるわい」

「だっ、大丈夫よ……わたし、あなただけ……だからっ」

「だがのう、赤ん坊が生まれれば乳を吸われることになるぞ」

「赤ちゃんは、藤吉郎みたいにいやらしいことはしませ……んんっ、やぁんっ」

　男が寧々の乳房を中央にぐいっと寄せる。そして深々とした谷間をつくるとまずは顔を埋め、ぱふぱふと触感を楽しみはじめた。

　その間も、乳房の狭間にある胸板を舐めてくるのだから性質たちが悪い。

　やがて彼は顔を離し、ふたつの乳首をまた同時に舐めしゃぶってくるのだった。

　もう、乳房全体が唾液まみれである。

「まぁ、赤ん坊相手ならば許してやる他にないか。赤ん坊では所詮、母親のこちらは可愛がれんからのう」

「あ……っ」

　寧々の肉感的な太股が抱えあげられて、月下に少女の肉花が曝される。

　綺麗に生え揃った茂み。男の愛を知って色も濃くなり、はみ出し気味になった小陰唇。それらが淫らに彩る男泣かせの蜜壺だった。すでにとろとろと愛液が滴っているそこに、唯一その蜜の味を知る──藤吉郎の禍々しい肉塊が擦りつけられていく。

「熱い……あっ、これ……これぇ……っ」

　巨大なキノコを思わせる魔羅。凶悪な亀頭の張り出しによって膣内を抉って削りまくり、性交のたびに寧々の身体を高みに押し上げる凶器。

　それが先走り液をぬるぬると滴らせながら、淫裂をすりすりと擦ってくるのだ。それだけで十分に気持ちよくなってしまう。

　やがて前触れもなく、藤吉郎が寧々の膣内なかに急に押し入ってくる。途端、寧々はがくんと上体を反らしながら歓喜の嬌声を上げた。

「あ……あ、あぁああぁああぁあぁ─────〜〜〜〜〜っ」

　もう、それだけで気持ちよくなってしまう自分を、寧々はあるがままに受け入れることに決めた。ひくひくとひくつく腰。そして痙攣し収縮する膣肉にもかかわらず、藤吉郎はぐいぐいと腰を揺さぶってくる。

「あぁ、んっ、ふぁ……やぁんっ」

　片足を持ち上げられて、野外で、立ったまま犯されている。

　そんな自分がどこか非現実な存在のように思えてしまう。だが、快楽は本物だった。寧々は大音量の嬌声を撒き散らしながら、男の腕に手を添えて握りしめる。

「そうじゃそうじゃ、感じるなら声を出せばええ。下手に取り繕ってもろくなことがないしの。人間素直が一番じゃ」

　藤吉郎は下から鋭い突きを連続して叩きこみながら、優しげな声で囁いてきた。

　子宮口が揺さぶられ、たまらないほど切なくなってしまう。口腔からだらしなく淫らな甘え声が垂れ流れていることを自覚しつつ、寧々は迎え腰で腰を振る。

「あっ、あぁ……んっ、ひぁあぁ……っ」

「そしてわしは、素直な御許が大好きじゃ。いつでもまっすぐな御許がのう」

「ふぁ、んあぁあぁ……っ、わたしも……わたしも……っ」

　もう心のなかに澱みはない。彼が好きな自分が好きになりつつある。

　彼が好きだと言うのなら、武家の娘としてはだらしない己の乳房も愛することができそうだ。ゆさゆさと重苦しくふくらみを揺すりながら、寧々は男に合わせて腰を振りたくり、気持ちのよくなれる箇所へと魔羅を誘導する。

　やはり、擦られるのであれば心地よいところを擦られたい。

「んっ、はぁ……っ、そこ、いいっ、あぁ……いいっ、すごいぃ……っ」

「そうか、ここか……ここじゃな……！」

　藤吉郎が凄まじい高速の腰振りを見せた。彼の凶悪な亀頭が、膣内でも特に過敏な陰核の裏側付近をごしごしと圧迫しながら擦り上げてくる。

　もう、たまらない。気持ちよくてしかたがなかった。

「あぁ……いいっ、藤吉郎のおち×ぽ、いいっ……あぁ、だめ、これ……いいっ……」

　藤吉郎が身体を押しつけてくる。寧々は腕を彼の背中に回し、しがみついた。

　乳房が彼の胸板で潰れ、腰を揺すぶられるたびに乳首が擦れる。

　それがたまらないほどに切なくて、気持ちよかった。

「御許のも、たまらんわい……！　物凄く締まってきておるぞ……！」

「あ、あぁあぁ……っ、藤吉郎っ、わたし……とろけてしまいそう……っ」

　寧々は甘えるような声を上げながら、ぐいぐいと藤吉郎に腰を押しつける。

　恋人の股間に生えている陰毛を、己の陰核に擦りつけているのだ。

「いいの……っ、あぁっ、すごいぃ……っ」

「なんと淫らで麗美……寧々はやはり、最高じゃ」

　そして藤吉郎は、これみよがしとばかりに小屋に向かって声を放つ。

「やはり寧々がおなごとしては一番優れておるわい。その他のおなごなど、物の数にすら入らんのう」

　すると触発されたのか、小屋のなかからずっと甘く響いていた嬌声が一際高くなる。

『あっ、おにいさま、おにいさま……っ、そんな、激しくしないでくだ……ぁあぁっ！』

　さらなる嬌声が月夜に響き、藤吉郎の魔羅が石のように硬くなったのを感じた。

　それが寧々の嫉妬心を煽り立てる。この人を独占したい。他のおなごのことを考えさせないようにしたい。自分の蜜がさらに身体の奥から沁み出しているのを自覚しつつ、寧々は一生懸命に藤吉郎の関心を惹きつけようとする。

「いやっ、わたしっ、わたしだけ……っ、わたしだけを見てぇ……っ！」

「おぉ……っ、これは……たまらぬ、なんという締めつけじゃぁ……っ」

「はあっ、あぁ……藤吉郎……っ」

　彼は自分だけのもの、誰にも渡さない、渡すものですか──寧々はそんな思いと共に、必死に藤吉郎の身体を掻き抱いた。女陰から波のような快楽が生まれ、全身に波及していく。四肢が引きつりはじめ、視界が狭まっていった。絶頂が迫っている合図である。

「御許の女陰がさらに熱くうねりはじめおったぞ。さては、嫉妬しておるな……？」

「あ、あぁっ、あぁあぁ……っ」

　図星を突かれ、頭のなかが焼けるような羞恥を覚えてしまう。真正面から貫かれ、じゅぼじゅぼと抽送を受けながら──寧々は被虐的な快楽に全身を震わせた。

「そうよ、そう……っ、だからもっと、もっと突いてぇ……っ！　あなたの立派なおち×ぽで……っ、わたしを……あぁっ、わたしだけを、もっともっと愛して下さいぃ……っ」

　腰をくねらせ、寧々はひたすらよがり泣く。

「寧々っ、寧々……ッ！　あぁ、こうか、これがいいのかッ!?」

「いいっ、いいです……っ、はぁ……あぁあぁ……っ、おち×ぽっ、いいっ……！」

　ぴっとりとひっつき、立ちながら腰を振り合うふたり。どろどろになって融け合う感覚が、寧々にはとても心地よかった。

「そ、そんなに締めるでないぞ……！　ええい、御許の女陰は化物か……！　なんじゃこの締め具合は……っ、二重……いや三重にもなってバラバラに蠢いておるぞ……っ!!」

　事実、寧々の膣肉は藤吉郎の指摘通りの淫らな動きを見せている。

　子宮口周辺の最奥部、膣口周辺、そしてそれらの中間という三つの区間で、藤吉郎の魔羅を愛おしそうに喰いしめていたのだ。それは男に至上の快楽を与え、反面、寧々には鮮明に肉棒のかたちをイメージさせることになる。

「あぁっ、ふぁあぁっ、とーきちろぉ、あぁっ、とーきちろぉ……わたし、もう……っ」

　激しく身悶え発汗した美貌。ぷるぷると震える美巨乳を実らせている胸部。それらを繋いでいる細く白い首がぐいっと反った。

　圧倒的な幸福感の只中ではあったが、寧々には快楽の頂が見えはじめていた。

　すべてが甘く、そして愛おしくなる瞬間。野外にもかかわらず、愛する男に縋りつき、強く抱きしめられ、肉棒を忙しなく突きこまれて、愛液を浅ましく撒き散らす。

　そんな動物のような激しい交わりも、一旦の終わりを迎えようとしていた。

「きてっ、あぁ……射精だしてください……っ！　わたしっ、わたしにかけて……っ！　いっぱいいっぱい、あなたで染め上げてぇ……っ！」

「お、おぉおぉお……っ！」

　藤吉郎が円を描くようにして勢いよく腰を突き出し、半開きの子宮口をぐりんとなぞる。

「あっ、そこ……んっ、んんんんん──────〜〜〜〜〜〜〜〜ッ♥」

　その快楽に抗えるはずもない。少女の肢体は硬直し、痙攣し、一気に膣肉で愛しい雄肉をしゃぶり上げる。藤吉郎がずるりと魔羅を引き抜き、寧々の太股目掛けて大量の白濁液を撒き散らしていった。

「……はう……っ、あは……っ、あつい……あぁ、でてる……いっぱいでてるのね……」

　藤吉郎に持ち上げられた足を下ろせば、ぐちゅりと音が鳴り、股の間で粘ついた白濁の橋が掛けられる。その愛おしい熱を両手いっぱいに掬い上げ、己の淫裂に擦りつけていく。

「あ……あっ、あぁ……っ」

　それはまさしく野外での自慰行為に他ならないのだが、少女はそんなことには気付いていない。愛しい雄を魅了できるか否かがすべてなのだ。

「もっと……もっと……」

　己の股座全体に、寧々は精液を塗り広げていく。そして藤吉郎が、そんな少女の淫らな仕草に興奮して股座を熱り立たせたのを見ると、嬉々として着物をすべて脱ぎ落とした。

　それから、前田夫妻が未だに情交を続けている小屋にふらふらと歩きだす。かと思えば、格子窓に額を押しつけ、己の淫裂を両手で割り拡げて後方の雄に見せつけるのだった。

「……犯して」

　にちゃあと愛液と精液でねばつく淫裂。それを見た藤吉郎が、狂ったように寧々の尻肉を掴み、腰を振りたくる。寧々は甘い嬌声を格子窓の向こうへと響かせた。

『あっ、やんっ、んっ、はっ、あぁ……おにいさま、ゆるしてぇ……っ』

　そして窓の向こうからは、まるで山彦のように松の応答が返ってくる。決して互いの姿は見えないまま、格子窓を境界に、小屋の内外から甘い声が入り乱れていく。

「すっかりケダモノじゃのう、わしも、御許も……」

　寧々は格子窓を掴み、額を小屋の壁に押しつけながら、獣のように激しい喘ぎ声を上げはじめる。藤吉郎が尻肉を思いっきり掴んで割り開き、肛門を指でくすぐられたのを感じられた。途端、羞恥で悶え狂いそうになる。

　されど、愛しくてたまらない肉棒を、立ったまま後背位で突きこまれる幸せもあった。

「あっ、あっ、あ、あぁあぁっ、んっ、はぁあぁ……っ、すごい、いいっ……ああ、藤吉郎っ、すごいぃ……っ」

　膣奥をどちゅどちゅと抉られて、寧々は髪の毛をバサバサと振り乱しながら身悶える。

『おにいさま、あぁ……このような恥ずかしい格好は……後ろからだなんて、それに窓の向こうには寧々様が……あぁ……そんな、んっ、あぁぁああぁっ』

　窓の格子に、松の手が絡みついたのがわかった。おそらく、寧々と同じ格好をしているのだろう。だが、闇夜のなかだ。相手は決して見えない。ゆえに相手が何をしているのか正確にはわからない。その状況下、寧々の嬌声を押し潰さんばかりの甘声を松が上げた。

『あぁ……っ、だめ、そこ……稚児が、稚児がいますから……っ、あぁ、起きちゃう……っ、ぐっすり寝てる赤ちゃんがっ、お父様に起こされちゃうぅ……っ』

　ゴトゴトと格子窓が揺れる。寧々は心の奥底で、凄まじい嫉妬を湧き立たせていた。わたしも欲しいのに、松様だけずるい……！　そんな鮮烈な想いが身体中に伝播し、妊娠したがりの子袋がゆっくりとその位置を下ろしていく。

「んっ、はぅうぅ……っ、んあぁっ、あぁあぁ……藤吉郎っ、とーきちろぉっ……！」

『おにいさま、あぁっ、おにいさまぁっ！　もっと、もっといじめてください……っ！』

　月夜のなかで、格子窓を挟み、ふたりの武家娘の甘い声が交錯し絡み合って融けていく。

　何度も何度も寧々は潮を吹いた。出しきったと思っていた尿すら撒き散らしてしまっている。されど、暴走している若い肢体と性欲は止まらない。もはや訳もわからぬまま、寧々は快楽の世界に放り出されていくだけだった。

「寧々、また射精でるぞ……っ、御許の立派な尻にぶちまけてやるからのう……！」

「あぁっ、お尻……お尻ぃ……っ」

　寧々は腰をいもむしのようにしゃくらせて振りたくる。

　その淫らな腰振りに、藤吉郎は耐えきれなかったようだ。

「くそっ、射精でる……射精でるぞ……御許の尻に、たっぷり射精だすからのう、寧々ぇッ!!」

　少女の腰の括れを掴みながら、男が雄叫びを上げる。

「来てっ、あぁ……っ、藤吉郎の子種汁、いっぱい掛けてぇ……っ！」

　藤吉郎が降りきっていた子宮をゴツンと揺さぶり、思考が完全にトンでしまった。

「あっ、あっ、あ、あ……あぁあぁああぁあぁああぁ──────〜〜〜〜〜〜ッ♥」

　顔をぐしょぐしょにしてよがり泣きながら、お尻にいっぱい射精されている寧々。

　お尻だけではなく腰から太股の裏側まで、すべてが熱い粘液で汚されていく。

　だが男は、まだ満足しきっていなかった。己の精液塗れの尻の谷間に肉棒を擦りつけ、その勃起力を継続させているのだ。

「あ……っ、とうきち──んっ♥」

　やがて彼は、少女の頤を掴んで後ろを向かせ──唇を奪ってくる。

　ねっとりとした口内交合。その後で、彼は寧々の顔を舐め回しながら囁くのだった。

「まだまだ、終わりはせんぞ。御許もまだまだ足りんだろうしな」

「は……はい……♥」

　その声に、胸がきゅんきゅんと切なく疼くのを感じる。そして藤吉郎の求めに応じるがまま、寧々はまた──腰を掲げて雄を誘うように腰を振っていく。

　やがて小屋のなかからも、また新たな嬌声が立ち昇りはじめる。それを聞いた途端、藤吉郎はずぶりと精液塗れの魔羅を寧々の膣孔へと突きこんでくるのだった。

　この異様な状況は、太陽の気配漂う寅の刻（午前四時頃）まで続くことになった。

　冷静になった後が大変だったのは言うまでもないだろう。











第八章　迫る今川、迷う信長









　永禄三年（一五六〇年）の五月に差し掛かると、清洲の情勢はいよいよ切迫しはじめていた。今川家の活動が活発化し、ついに全面戦争の気配が高まってきたからである。

　そんななか、尾張や三河あるいは遠江まで足を伸ばし、ひたすらに味噌を買い集めている者がいた。はたして、豊臣屋の藤吉郎である。

　この仕事は前世でも経験していた。味噌を買い占めることで、織田家が籠城戦を行うという噂を振り撒くことが目的だった。

　信長はそうした風説を利用して今川義元の油断を誘い、最後は桶狭間の急襲によって彼の首を得ることに成功したのである。

「それにしても、今川家というのはやはり恐ろしいものですね……旦那様」

「うむ、たしかにのう……。今の織田家がせいぜい二〇〇〇の兵しか動員できんのに対し、今川家は二〇〇〇〇じゃからなぁ……」

「一対一〇……ですね」

「今川家は三駿遠の三カ国をガッチリと抱えこんでおる上、武田家・北条家と同盟を結んでもはや後方に敵なし……敵は西の織田家のみじゃ。対し、信長様は前門の今川家、後門の斎藤家と完全に敵勢力に挟まれておる。政治的にはもはや劣勢もいいところじゃろう」

「信長様は降伏されるのでしょうか？」

「うむ、今のところは籠城すると申されておるが、わしはそうではないと見るぞ」

「では、私たちがこうして味噌を買い集めているのは策略ということになりますね」

「じゃろうなぁ、松殿はさすがに賢さかしいわい」

　藤吉郎とそんな会話を交わしていたのは、利家の正室だった。現在、ふたりは三河で味噌をしこたま買い占めた帰路にある。

　なぜ彼女が藤吉郎と共にいるのかといえば、前田家の生計を立てるために他ならない。

　あの日、どこか気恥ずかしい雰囲気と共に別れた前田夫妻は、藤吉郎の斡旋した乱破に守られながら知多半島に抜けて佐治家と接触。同家が中立を保つという確約を得た上で清洲へと帰還していた。

　織田家の生命線を握る佐治水軍衆が、ひとまず敵に回ることはない──その報告は、信長が最も待ち望んだものだったに違いなかった。

　秀吉が睨んだ通り、利家は禄無しでの蟄居処分ということで、切腹を免れている。

（とはいえ、大変なことには変わりはないがの……）

　言うまでもなく、禄無しということは──無収入であることを意味していた。

　信長から直々に『利家に支援を与えれば帰参はさせぬ』というお達しが荒子城の前田本家にも通達されていたこともあり、利家と松はたちまち生計に窮することになる。

　そんな時に手を差し伸べたのが藤吉郎だったという訳だ。

　利家は武士である。であるからして、商いの真似事は体面上できない。帰参しようと思っても、商いに手を染めていたと知れたら重臣たちが嫌な顔をするだろう。

　しかし妻である松は、『内職』という態ていで仕事に出ることができた。しかも彼女には、読み書きができるという圧倒的なアドバンテージがある。

　先年中に生まれたばかりの長女をおぶさりながら、藤吉郎の味噌買いに松が同行しているのはそんな背景があった。

「とはいえ、信長様には早く利家の蟄居を解いてもらいたいものじゃ……。いや、嫌いなのではなく、むしろ尊敬しておるのじゃが……それでも面前に出るたびに、寿命が縮むほど緊張するからのう」

「あら、旦那様は私の夫を楯にすると？」

「しゃーないじゃろうが、人間には得手不得手があるのじゃからな。幼い頃から小姓として信長様にお仕えしていた利家の方が、扱いには長けとるじゃろ」

「おにいさまが信長様の扱いに長けているならば、今のような状況にはなっていないと思いますけれど」

「あー……そうじゃのう……」

　そんなやりとりを交わしながら、豊臣屋の味噌買い部隊は清洲の城下町へと入った。戦を前にしても人通りの絶えない街路を抜け、武家地を通って城門前へと至る。

　そこでは台所奉行が待ち受けており、買い集めてきた味噌の納品作業となった。細かい数字合わせが必要になるが、この作業はまさしく松の得意とするところである。

　台所奉行との仕事はひとまず彼女に任せ、藤吉郎は城内に入って信長のいる屋敷へと向かった。依頼主である彼に、任務が完遂したことを報告しなければならないからだ。

「……戻ったか、サル」

「ははっ」

　綺麗に整った座敷で寝転がり、鼻毛を抜いているのは衆目麗美な美丈夫である。その目は眼光鋭く、まさしく異様な魅力を纏っていた。

「手筈通り、味噌は集まったか？」

「そりゃあもう、三河の商店に味噌がなくなる程度には買い占めましたので」

「御苦労」

　そう言って信長はプチンと鼻毛を抜くと、ふぅっとそれを吹いた。途端、一気に身を起こして胡坐をかき、藤吉郎に向き直る。

「腹が減っては戦はできぬ。味噌があれば長い籠城戦にも耐えられよう。大義であった」

「ははぁ……っ」

　深々と平伏しながら、藤吉郎は信長の用心深さに感服していた。

（いまのわしは所詮、市井の商人にしかすぎぬ。ゆえに、義元迎撃のことはおくびにも出さんのだ……さすがは信長様じゃのう）　

　改めて、戦国の偉人に対する敬意を新たにする。前世では天下人にもなった藤吉郎だったが、それでも自分は主君である信長の業績を引き継いだだけだ──という意識が強い。だからこそ、力になりたいと思う自分がいた。

　今世においては、寧々だけを愛して生きるために商人としての道を選んでいる藤吉郎である。にもかかわらず、尾張という国にこだわっているのはなぜか。

　それは商売がやりやすく、そして寧々がいるという理由が大きかったのだが……

　のみならず、敬愛すべき主君の最初の歴史的大事業を見届けてから、商人として日ノ本に羽ばたこうという意思があったからに他ならない。

「どうしたサル、もう用は済んだぞ。下がってよい」

　そっけない態度だが、彼が卓抜した観察眼でこちらを見ていることはわかっていた。だからこそ、藤吉郎は何も言わずに信長を見上げる。彼は切れ味鋭い声で訊いた。

「何か言いたいことがあるようだな、申せ」

「はは……実はこのたび、来たるべき戦のために藤吉郎……方々から様々な武器弾薬、そして軍馬を掻き集めて参りました」

「ほう？」

「ですから、是非とも信長様にはお買い上げ頂きたく。無論、お値段の方はお勉強させて頂きます。赤字になりますが、此度の戦……織田家が勝利を収めるためならば身を斬る思いで協力致しますぞ」

「殊勝な心掛けだな」

　信長はそう言って、微笑を浮かべながら瞳を閉じる。その一挙一動すべてが絵になる美しさだ。真の美男とはこのことを言うのだろう、と藤吉郎は思う。

　だからこそ、彼の発した言葉に──冷や水をぶちまけられた思いがするのだった。

「では、軍馬以外を収めてもらおう。馬はいらぬ、籠城には不要だ」

「……へっ？」

　愕然としつつ、己の耳を疑った。だが、『馬はいらない』と言われたとしか思えない。

　ああなるほど、と納得する。これは手の内を見せないための信長流の方策なのだ。

「やや、信長様にはご心配なく。確かに相当数の馬となりますが、今川家に気取られぬようにこっそりと豊臣屋が責任もって納入いたしますぞ。ですからその点に関しては……」

「いらぬ」

「……はへっ？」

　さすがに面食らう藤吉郎だった。

　それを憐れんだのか、あるいは別の意図があったのか──信長は威厳ある声で言った。

「まあ、サルならば今川に通じることはあるまい、話そう」

　そう言って織田家の頭領は、腕を組みながら告げる。

「此度の今川との戦、圧倒的に織田方が不利であることは言うまでもあるまい。ゆえに、京の室町殿に仲裁を依頼している」

「へ……っ？　室町殿とは、あの……足利将軍家のことで？」

「左様。義元も幕府の停戦令に従わぬ訳にはいくまい。仮にそれを無視すれば、もはや逆賊という扱いになる。さすれば越前の朝倉家は少なくとも我らに助力しよう。美濃の斎藤家も、織田が倒れれば次は己だとさすがにわかっている。協力せざるを得んだろう」

「のっ、信長様！」

「なんだ、サル」

「そ、それは本気なのですか!?　一斉果敢に城外へ打って出て、桶狭間に誘い出してこれを一気に討ち滅ぼして首を取るという……」

「なんだ、その絵に描いた餅は」

　信長は鼻で笑うように言った。

「貴様はいつの間にか、商人ではなく講談師になっていたようだな」

「お、お待ち下さいますよう！　ほっ、本気で信長様は籠城戦を──」

「くどいッ!!」

　信長がパッと座敷を蹴って立ち上がった。

　彼の性格の短所は間違いなく短気である。こうなった以上、もうどうにもならない。藤吉郎の話は、少なくとも今日一日中は聞いてもらえないだろう。

　不機嫌そうに屋敷から出ていった織田家の総帥の後ろ姿を眺めながら、藤吉郎はぶるぶると全身を震わせていた。




　　　　　◆　　◆　　◆




　いよいよ戦が近いということになり、寧々のいる浅野家も慌ただしくなりはじめていた。

　織田家二〇〇〇に対して一〇倍以上の敵勢が予想される以上、まさしく一騎当千のような立ち働きをする必要がある。

　そのため浅野家の男たちも、連日のように弓の稽古をしていた。押し寄せる今川軍を想定し──櫓の上から地上に並べた藁人形を正確に射るという、実践的な稽古である。

（でも、いいのかしら。こんな訓練で）

　寧々は男たちに昼食を配って回りながら、稽古の内容に疑問を抱いていた。

　藤吉郎は、信長は籠城戦ではなく電撃戦に打って出ると言っていた記憶がある。

　だからこそ、奇妙な違和感を覚えるのかもしれない。あまりにも、恋人から聞いていた話とはイメージが違いすぎて。

（なんだか、色々なところがちぐはぐになっている気もするわ……）

　城下町はすでに、籠城に備えた雰囲気で満ちている。今川家が襲来すれば、城下町の住人たちは、皆が清洲城に立てこもることになっていた。

　攻めではなく守りを念頭に置き、家財の搬入準備を整えている町人たちを見ながら──寧々は豊臣屋へと向かっている。

「ごめんください、浅野の寧々でございます」

　そう言って店内に入れば、いつもの店番が道を通してくれた。

　奥は豊臣屋の居住スペースになっているが、その一角を、ここ最近では松が占領するようになっている。読み書きや計算ができる彼女は、藤吉郎の作業を一部代行しているのだ。

「こんにちは、松様」

「あっ、寧々様！」

　彼女の許へ顔を出すことは、豊臣屋を訪れた際の日課となりつつあった。

　前田家の家計の足しにするため、藤吉郎の許で松が奉公しはじめたという話を聞いた時、寧々が最初に覚えたのは嫉妬だった。

　自分が何かと理由をつけなければ豊臣屋に来られないのに、堂々と来られる松が羨ましいという理由だったのだが──彼女の大変さを知るに至り、そんな嫉妬心はどこかへ吹き飛んでしまっている。

　朝は旦那の世話、いつ泣きだすかわからぬ子供を背負い、大変な書類仕事を夜までこなした後に帰宅。その後、旦那と子供の相手をして就寝という毎日を送っているのだから。

「あら、今日はぐっすりと眠っているようで」

「今日は機嫌がいいみたいです。だから、今のうちに進めるだけ進めておかないと」

　子供を背負いながら、グッと松が拳を握りしめる。そんな可愛らしい仕草に、寧々は苦笑した。

（松様はもう、子供を産んで……母乳も与えている立派なお母さんなのよね……）

　もし仮に自分が子供を授かることがあれば、彼女から色々と教えてもらわないといけないだろう。そうでなくても、松を支えてあげられることがあればしてあげたい。

　以前、格子窓越しに赤裸々なやりとりをして以降──彼女のことを、もう他人だとは思えなくなっていたのだ。

「ああ、そうでした。寧々様にお伝えしておくことが」

「何かありました？」

「はい、旦那様のことで」

　松は自然な口調で藤吉郎のことを旦那様と言う。

　その点に、微妙な引っ掛かりを覚えないでもない。

　とはいえ、確かに藤吉郎は豊臣屋の『旦那様』である。ここで奉公しはじめた松がそう呼ぶのも、何も不思議な話ではないだろう。

（むしろ、わたしが狭量よね……。藤吉郎はわたし一筋だし、松様は人妻だもの）

　間違いが起こっているはずがないではないか。寧々はため息をついてから訊いた。

「藤吉郎がなにか？」

「ええ、信長様のところから戻ってから、随分と気落ちをされている様子で……もしかしたら、何か怒られてしまったのかもしれません」

「あら」

　思わず苦笑する。短気な信長に、口の多い藤吉郎が叱られている絵図がすぐに浮かんだ。

「寧々様、旦那様をよろしくお願いします。幽霊みたいになっていますから」

「あら、幽霊や物の怪の類ならば……帰蝶様に知られる前に退治しないと」

「だめですよっ、旦那様がいなくなったら豊臣屋も終わってしまうんですから！」

「ふふっ、そうですね」

　それから二言三言交わした後、松と別れた。あまり長居しても、彼女の仕事を遅らせるだけになってしまうからだ。

（それにしても、藤吉郎は一体どうして落ちこんでいるのかしら）

　二階へ続く階段を登りながら、やはりそれが気になる寧々である。

　一体どうやって慰めてあげようか……

　そんなことを考えながら藤吉郎の部屋に入れば、たしかに亡霊がいた。

　顔が真っ青で血の気もなく、どことなく老けこんでしまっている。さすがにただ事ではないと悟った寧々は、彼の背中をゆさゆさと揺する。それでようやく──

「おお、寧々か……」

　──とかすれたような声で言うのだから、もはや重症という他にない。

　寧々は藤吉郎の一挙一動を見逃さないようにしながら、そっと傍に腰を下ろす。

「どうかしたのかしら？　元気もなくて、あなたらしくないわね」

「わしか、はは、そうか……元気がないか……」

「ええ、本当に」

　少女がそう呟くように言うと、藤吉郎はやや間を置いて、悄然とした様子で応じた。

「実はな……信長様は、本当に籠城戦をされるおつもりらしいのじゃ……」

「えっ？　ですが藤吉郎の話では……」

「じゃから、その見立てが外れてしもうたのじゃ……。おそらく、わしが織田家に武士として仕えておらんかったからじゃろう。わしが信長様に、義元を迎撃するようにうるさく進言しなかったからじゃ……。ゆえに、信長様は守りの姿勢に入られてしまった」

　藤吉郎はただひたすら「わしのせいじゃ」と呻いている。寧々はそんな男をジッと見つめていた。

「ですが、信長様のことです。籠城戦を行われるというのであれば、それ相応の勝算があって行われるのでしょう？」

「うむ、それについても聞かされたわい……。なんでも、京の足利将軍家から今川家に対する停戦令を発してもらうように取り合ったとか」

「あら、ではいいじゃないですか」

　寧々の脳裏には、すぐさま織田家を取り巻く情勢が浮かんでいる。

「少なくとも、美濃の斎藤家とは、停戦令を背景に和議を結ぶことができるのでは？　今川の標的は彼らに移るでしょうから」

「だめじゃだめじゃ……それではいかんのじゃ……！」

「藤吉郎……？」

　途端、悲壮な顔付きで頭を掻き毟りはじめた恋人。

　それを見て寧々は、彼が本気で織田家の籠城戦を憂えていること。そして織田家という一家単位の視点ではなく、天下国家という視点から今回の戦を捉えていることを察した。

「それでは織田家が、室町将軍家という旧体制の枠内に留まってしまう……！　違う、違うのじゃ……！　わしが信長様を尊敬しておったのは、あの方が古きものを尊重しつつも……新しき世を作ろうとされたからなのじゃ……！」

「…………」

　寧々は本気で憔しよう悴すいして狼狽している様子の藤吉郎を見て、却って冷静になっていくのを感じていた。

「藤吉郎、少し落ち着きなさい」

「ねっ……寧々……!?」

　少女には藤吉郎の狼狽が、他人事には思えなかった。否、恋人のことなのだから、もとより他人事ではない。恋人の頭を強引に抱いて、胸に押しつける。そして彼を落ち着かせるように、優しくその背中を撫でた。

「落ち着きなさい。さっきも言ったけど、あなたらしくないわ。まずは冷静になりましょう。ほら、好きなだけ甘えていいから」

「じゃ、じゃが……！」

「急がば回れとも言うでしょう？　もう……大きな赤ちゃんね、よしよし」

　胸で甘えさせるという発想は、彼とのこれまでの付き合いによるものだ。

　藤吉郎はかなり乳房に執着する人間である。揉んだり舐めたり挟んだり、閨においてはそんな風にひたすら弄んでくるし──平時においても癒しの対象として、これまた揉んだり触ったりしてくるのだった。

　そんな彼を落ち着かせるには、ひとまず胸を使うしかない。必要があれば着物もはだけようとさえ思っていたのだが、どうやらそこまでしなくても大丈夫だったようだ。

　はたして彼は少女の美巨乳に取りすがり、ゆっくりと落ち着きを取り戻しはじめている。寧々は大きな子供をあやすようにして、その背中をぽんぽんと叩いた。

「ねぇ藤吉郎、あなたはどうしたいの……？」

「わし、わしか……？　そりゃあ、寧々と一緒に……」

「そうではなくて、今の話よ」

「……信長様のことか」

「そう」

　寧々は右手で藤吉郎の後頭部、左手でその腰辺りを優しく撫でながら──時折ぽんと軽く叩き、男の心と身体を安心させることに努める。そして十分に落ち着かせたと確信してから、その耳元で優しく囁くのだった。

「藤吉郎は、信長様に籠城戦をして欲しくないんでしょう？」

「……うむ」

「なら、ハッキリ言ってこないと」

「じゃが、それは……。それに、今のわしは織田家の家臣ですらないのじゃぞ……」

「そんなの、関係ありません。織田家を想う心があるのなら、むしろ諫かん言げんするべきでしょう。何が正しくて何が正しくないのか、その道理をはっきりとつけなければなりません」

「じゃが、わしの話したことは『絵に描いた餅』と言われてしもうたのじゃ……」　

「それでもです」

　気弱になっている藤吉郎を励ますように、その背中をよしよしと撫でる。

　そして胸から顔を上げさせ、ちゅっと額に口付けた。それから、恋人の目をしっかり見た上で、はっきりと言いきった。

「もう一度、信長様に献言なさい。それでだめなら、諦めましょう。京でも堺にでも、今川家が来る前にみんなで逃げればいいだけです。それぐらいの気持ちでいればいいの」

「…………」

「ほら、男なのだからしっかりなさい」

「おうっ」

　ペシンとお尻を叩かれ、藤吉郎は小さく呻く。その仕草がどこか滑稽で、寧々は苦笑した。

「いい？　ちゃんと信長様の目を見て、しっかりとあなたの意見を伝えるのよ。信長様は愚かな方ではないわ、ちゃんと物事の筋が通っていれば聞いてくれるはずだから」

　寧々がそう言って微笑みかければ、藤吉郎はどこか照れくさそうな顔をする。

　そして少女の乳房へ顔を埋めながら、もごもごと「まさかわしが寧々に道理を説かれるとはのう」と零すのだった。
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　その日、怒った相手とは面会することはない。それが織田信長の基本的な態度であり、周囲の人間もこれを承知している。

　従って、藤吉郎が再見を願ったことは、信長の側近たちに大きな驚きを与えていた。御用商人である彼ならば、その辺りを弁えていて然るべきだからだ。

　だが藤吉郎は「それでも」だとか「一生に一度のお願い」などと並べ立て、梃てこでも動こうとしない。ついには「ここで腹を切って死ぬ」などと言い出したので、清洲城の信長廻りは大騒ぎになった。

　藤吉郎は誰もが認めるやり手の商人である。藤吉郎がいるからこそ、織田軍の兵站や装備が整っている面があった。そのことを織田家の上層部は承知している。

　そして藤吉郎のことを高く評価しているのが、前世では最後まで馬が合わなかった家老・柴田勝家だった。

　彼をはじめとした織田家の将官たちは、藤吉郎の商才だけではなく、野盗を殲滅し、女たちを取り戻した手腕を買っていたのだ。

　従って、藤吉郎が切腹すると言い出した時、すさまじい反応を示したのは彼らに他ならない。

　今川家の脅威を目前にしている信長は、さすがにその動きを無視することはできず──諸将環視のもとで、藤吉郎の献言が行われることになったのだった。

「申してみよ、サル」

　重臣たちがズラリと並ぶなか、上座に座る信長は極めて不愉快そうに言う。

　もはや言葉も聞きたくないという様子だったが、それ以上に『この御用商人が何を言い出すか』という点に一定の興味を抱いている雰囲気もある。

　藤吉郎はこれでダメならすべて終わりという覚悟で、その思うところを洗いざらいぶちまけることにした。

「はは、このサルめが申し上げたいことは、他でもありませぬ！　今川軍が織田領を呑みこまんとする時、籠城戦をお選びなさるとは……なんという愚策！　サルでもわかる愚かさゆえ、諫言致そうと思った次第でございますぞ」

　ザワッ、と議場が揺れる。そのなかで信長が鋭い声を上げた。

「その件については貴様にも、もう話したであろう。この戦については室町殿の差配をもって手打ちとせねばならん」

「ですから、わしはそれが愚策と申しておるのです！」

「フン、愚策か……何をもって愚策とするか……申してみよ、商人風情が下手な口を利けば叩っ斬るぞ」

「おお、ではこのサルめが説明させて頂きましょうぞ」

　藤吉郎は即座に平伏するのを止めた。そして堂々と胡坐をかいて信長に正対する。

　さすがにこの態度には議場でも諫める者が出たのだが、勝家が議場を一喝して静め、不ふ遜そんな商人に発言を続けさせる。

「信長様は室町幕府の停戦令を使って難局を乗りきろうとされておりますが、わしはこれこそがすべての間違いの源だと思っておりまする。なにしろ幕府の権威に縋ろうというのが気に喰いませぬ。わしの知る信長様はそうではないっ！　もっと情勢の読める御方ではなかったか！」

　揺れる議場。そのなかで藤吉郎は怒鳴るように言った。

「まずは停戦令を元に、今川との戦いに小休止を挟むと致しましょう。その場合、信長様はどうしても美濃の斎藤家と利害関係上、手を結ばざるを得なくなりますな。ですがそれがまずい。非っ常にまずい。信長様の天下取りが遠のきまする」

「天下……？」

　議場で誰かが訝しむような声を上げた。尾張国の中心部を辛うじて抑えている織田家とは、これまで無縁な言葉だったからだ。

　だが藤吉郎は「左様」と声を張り上げる。

「そうじゃ！　信長様は天下に号令するべき……否、しなければならぬ大将！　そう見こんでおるからこそ、この藤吉郎はこれまで織田家に商人としてお仕えしてきたのですぞ。信長様に見こみがなければ、わしはとっくに京や堺に引っこんどるわい！」

「藤吉郎！　無礼な!!」

「無礼などあるものか!!　お家が滅ぶか滅ばぬか、さらには発展するかしないかの瀬戸際じゃ!!　無礼だなんだのと気にして遠慮した結果、皆に死なれたら……わしの人生計画がめちゃくちゃじゃ!!」

　信長様！　と藤吉郎は叩きつけるように言った。

「いいですかな、今さら説く必要など皆無ですが、この場の物のわからぬ者たちのために敢えて言いますぞ！　まず、天下を統べるには京を抑えなければなりませぬ。ですが京に上るためには、畿内を制圧する軍事力が必要不可欠！　その豊富な人間がおるのが、平野の広がるここ尾張と北の美濃でございまする！」

　シン、と議場が静かになる。まさか商人が、大名に講釈を垂れることになるとは誰も思わなかったのだ。

「ゆえに、信長様は斎藤を滅ぼさねばなりますまい。真の敵は今川なぞではなく、斎藤にございまする！　和議を結ぶだなどもってのほか!!　今川など、ちゃっちゃと片付けなければ……織田家は一生、ド田舎のクソ味噌大名で終わりますぞ!!」

「今川をチャッチャと……だと!?」

　議場から声が飛んだ。

「いま大軍で我らを押し潰そうとする今川への対応策で苦慮していると申すのに、それを貴様は前座扱いか!?」

「左様！　今川など一夜でケリをつけられますわい!!」

「一夜で!?」

「くどいッ!!」

　ダン、と力強く立ち上がりながら藤吉郎は叫ぶ。その仕草が信長のものと酷似していることに、多くの者たちは気付く。

　要するに、それだけこの商人には──織田信長という存在が染みついているのだ。

「今川の当主は氏真殿、しかし実権は隠居の義元殿が握っておることはお歴々が承知の通り。つまりこれを潰せばたちまちのうちに崩壊する……。織田家とて、信長様を失えばもはや終わり……それと同じじゃ」

　いいか、皆の衆。いつの間にか天下人の時の口調で話しはじめる藤吉郎。

　事実、目の前の織田家臣団の大半は、前世の藤吉郎の部下か、あるいは敵対して敗死させた者たちだった。

「ゆえに、我らは義元の首を取らねばならぬ。さすれば今川の連中は、たちまちのうちに泡を喰って尾張から引いてゆこう。我らは失われた土地を奪還せねばならぬ。そして三河の松平家と結んで今川を任せ、織田は北へと突き進む……それが当家のすべきことじゃ」

　戦は敵の領地でするものじゃぞ、と藤吉郎が言えば、議場から疑念の声が飛ぶ。

「そうは言うが、義元の首など取ろうと思って取れるものではないぞ！　敵は二〇〇〇〇の大軍……こちらはせいぜい戦場に出せるのは二〇〇〇じゃ、どうすればいいというのだ！」

「ばかたれ！　貴様はうつけかッ!!」

　藤吉郎が大喝し、議場を睨ねめつける。その猿のような瞳がギョロギョロと動き、信長が愉快そうに微笑を浮かべた。

「二〇〇〇〇の軍勢が押し合い圧し合いして街道を進めるものか！　分散して進まざるを得んじゃろうが!!　それに軍勢も、三河勢、遠江勢、駿河勢と細分化されておる!!　義元殿が本陣も、その細切れのひとつにしかすぎん!!　わしらが相手にするのはこの木っ端じゃ!!　二〇〇〇あれば十分じゃろう!!　どうせ敵は五〇〇〇もおらぬわい!!」

　途端、ハッハッハと笑い声が上がる。信長の声だった。

　それを聞いた途端、弾かれたように──藤吉郎は天下人から商人へと戻る。

　勢いよく平伏した彼を見て、その豹変ぶりに議場の誰もが戸惑っていた。

「サル、御高説賜り恐悦至極……とでも言ってもらいたいか？」

「いえ、その……信長様には大変なお耳汚しを」

「……ひとつ聞かねばならんことがある」

　信長は秀吉の弁明を無視し、己の関心あることだけを聞いた。

「先ほど話にも出たが、織田は戦場に出せる兵は二〇〇〇が上限だ。北には貴様が滅ぼせといった斎藤がいる。抑えとして相当数は城に置かねばならんからな」

「へぇ……それは真、道理で」

「ゆえに、義元の本陣を叩くとしても、陽動を行わねばなるまい。とすれば、兵の半分は割かねばならぬ。わずか一〇〇〇で義元の本陣へ突っこみ、彼き奴やつの首を取れると思うか」

「取れまする」

　藤吉郎は断言する。

「それに、陽動を織田軍が担う必要はありますまい。わしが野武士や乱破を動員しましょうぞ。褒美を下さるなら……奴らも話には乗ってくれましょう」

「野武士……乱破か……ふむ……」

　信長が鋭い思考を巡らせているのがわかった。だが、その検討もすぐに終わる。彼は勢いよく立ち上がりながら大喝した。

「サルッ!!」

「は、ははっ」

「貴様が言い出したのだ、野武士や乱破共を上手くまとめ、今川との戦の際にはこれを陽動せよ!!　俺はその間に義元の本陣を叩く!!」

「は、ははぁ……っ!!」

　藤吉郎は安堵の声と共に、畳に額をすりつける。心底、安心していた。

「確かに、貴様の言う通りやもしれん。室町殿を頼れば、幕府の格式のなかに織田が収まることになる……それはたしかにつまらんことだ」

　本件は他言無用！　と叩きつけるように言い残し、信長はさっさと部屋を出ていこうとする。だが、部屋を出る前に──思い出したかのように振り返ると、藤吉郎を見据えた。

「サル、前の話だがな、軍馬も清洲城に納品せよ。無論、お勉強した価格でな」

　そう言い残してから、信長はピシャリと戸を閉めた。

「……忘れておらんかったか」

　どっと人々の声が溢れる議場のなかで、藤吉郎は呆然と呟いていた。




　　　　　◆　　◆　　◆




　意気揚々とした様子で豊臣屋に帰ってきた藤吉郎を見て、首尾がどうなったのかを察することは実にたやすい。

　豊臣屋の二階の窓から彼がいつ帰ってくるのかと気を揉んでいた寧々は、遠目からでもわかるその浮かれっぷりに思わず苦笑してしまっていた。

　表店の入り口で出迎え、彼の手を取って二階まで導く。そんな寧々の振る舞いは恋女房さながらだったが、誰も指摘はしてこなかった。するだけ野暮というものなのだろう。

「すっかりと機嫌がよくなったのね」

　二階に上がった彼に、寧々が発した第一声はそれだった。藤吉郎は恥ずかしそうに後頭部を掻いて応じる。

「まぁ……お陰様でのう」

「それはよかったわ」

　寧々は微笑を浮かべた後、大きく息を吐き出した。

「これから逃げ出すとなったら、それはもう、皆が大変な思いをしたでしょうから」

「そうじゃのう」

　藤吉郎も苦笑したが、やがてキリリと顔を引き締める。

「とはいえ、御許には言っておかねばならんことができたわい」

「なにか？」

「うむ、実はのう……此度の今川家との戦じゃがな、わしも軍勢を率いることになった」

「……えっ!?　藤吉郎が!?」

　寧々からすれば、それは驚きに満ちた話だった。

　要するに『軍勢を率いる』ということは、彼が織田家の戦に指揮官として参戦することを意味するのだから。ともすれば、立場的にも中堅の武家には相当することだろう。

「あのう、ちなみにどのくらいの兵を……？」

「うむ、おそらくは二〇〇〇かそれ以上になるじゃろうな」

「……えぇっ!?」

　恋人の話を理解するのに、寧々はしばらくの時間を要した。それぐらい、凄まじい衝撃だったのだ。二〇〇〇という数は、織田家が戦場に投入可能な数に相当する。

「でっ、では……あのっ、藤吉郎は織田軍の総大将ということに……？」

「いや、それはありえんじゃろ。総大将はさすがに信長様じゃ」

「あ、あぁ……そうよね、何を言っているのかしら、わたしは……」

「はっはっは、動揺しすぎじゃぞ寧々」

「こっ、これが動揺せずにいられますかっ！」

　寧々は膨れて見せる。だが、内心ではとてつもない敬意を彼に抱いていた。

　すぐにネタばらしをされ、彼が率いる部隊が野武士や乱破で構成されるものだとわかっても、その念は揺るがない。

　そもそもからして、一〇〇〇単位の大軍勢を率いることができるのは、領地や城を持つ限られた将に限定される。

　それだけではない。数的にも戦局を左右するところから、総大将からの信頼がなければそれだけの兵を戦場に投入することは許されなかった。寝返られた場合、即座に部隊壊滅の危険にさらされるからだ。

　要するに今回の話だけで、藤吉郎が信長からどう思われているかが明らかになったようなものなのである。

「まぁ、そういう訳なのじゃ」

　藤吉郎は先ほど何が起こったのかをすべて話した上で、寧々に神妙な顔で語り掛ける。

「戦場では何が起こるかわからん。ゆえに、寧々だけには……何があっても悔いのないように言っておかねばならんと思ってな……。わしは、御許と出会えることができて幸せじゃった」

「藤吉郎……やめなさい、縁起でもないわ」

「いいや、言わせてくれ。今回の話は、御許がわしの尻を叩いてくれなければ実現しなかったのじゃ。これもすべては御許の内助というもの。これで織田が今川に勝てば、当家を救ったのは御許ということになろう」

「そんな、大げさな」

　寧々は苦笑した。苦笑はしたが、内心ではほんの少しだけ誇らしかった。

　なにしろ、愛する男に褒められたのである。それが何よりも嬉しいのだ。

「だからわしも、御許に対してこの恩に報いねばなるまい」

「恩……？」

　なんだろう、と寧々は思わず首を傾げてしまう。

（むしろ、恩を受けているのはわたしの方なのだけれど……。それこそ、一生を掛けて藤吉郎に返していかなければならないほどの）

　困惑していると、藤吉郎にそっと手を握りしめられる。途端、心臓がどくんと高鳴った。やはり、こうやって手を絡め合うのだけは、いつになっても慣れない。無性に心が高揚してしまうのだ。

　そして、そんな状態の寧々に──藤吉郎は真面目な声を放つのだった。




「寧々よ、この戦が終わったら……夫婦の杯を交わそうではないか」




　まさしく、求婚の言葉を。

　簡単な日本語であるはずなのに、彼の言葉を理解することは極めて困難だった。

　そしてようやく意味が心のなかにすとんと落ちてきた途端、寧々の瞳からは大粒の涙がぼろぼろと零れ落ちていく。

　鼻の奥がツンと熱くなり、殿方の前では出てはいけないものまで出てきてしまっていた。

「おお、寧々よ……御許の貌が酷いことになっておるぞ」

「[image: ]っ、[image: ]るさい……っ!!」

　寧々の喉奥から嗚咽が漏れ、次の瞬間には感情の大爆発と共に大泣きに泣く。

　藤吉郎が迷い犬のようにおろおろとしているが知ったことか。寧々は生まれたばかりの赤ん坊のように泣き散らしながら思う。

　二年、二年だ、わたしは二年も待たされたのだ。野盗に攫われて、藤吉郎に処女を捧げて、身体をひたすら彼好みに躾けられて、ついには完全に心まで奪われてから──である。

　こんなことは、普通ではあり得ないことだろう。

　約束が常態化し、待たされに待たされた結果の求婚だ。彼はもう少し、わたしのために困って悩んでうろたえた方がいいに決まっている。

「あぁ、寧々よ、気をひとまず鎮めて欲しいんじゃが……」

「……すんすん」

　はしたなく洟をすすりながら、涙でぐしょぐしょになった顔を手でごしごしとこする。

　そうすると、彼が人差し指で目尻の涙を拭ってくれた。反則だと思う。こういう時に限って、気き障ざな行動を取るのだから。

「でな、わしは今川家との戦の片がつき次第、御許を妻に迎え入れるつもりじゃ」

「…………」

「嫌か？」

　慌ててブンブンと無言で首を振る。どうやら藤吉郎はそれで満足してくれたらしい。にっこりと笑いながら、安堵の吐息を漏らしていた。

「此度の今川との戦は、わしの献策によって行われるかたちとなる。成功の暁あかつきには、わしと御許の婚姻を反対する者など皆無じゃろう。長勝殿がごねたところで押しきれるわい」

「ごねる……って、あなた……」

「まぁ言葉の綾と言うものよ。して、わしから婚約者である御許へたっての願いがあるのじゃ」

「ちょっと、待ちなさい。まだ私のお養父様から結婚の許可ももらってないのでしょう？　それなのに、婚約者だなんて……」

「…………」

「わっ、わかったわよ」

　藤吉郎にジーッと見つめられ、寧々は顔が紅潮するのを感じながら、髪の毛を指先で弄りそっけない返事を返す。

　そんな態度を取りながら、自分でも思った。もう少し素直になれたらいいのに、と。

「で、お願いってなんなのかしら？　言っておくけれど、変なことはナシだから」

「この時分に変なことを頼める者がいたら、肝っ玉に剛毛が生えとる英傑じゃぞ。わしのお願いは実に簡単じゃ……お守りを作って欲しいのじゃよ」

「お守り……？」

　なんだ、と思わず気が緩む寧々。藤吉郎のことだ、てっきり身体でも欲求してくるのだろうと思ったのである。

　とはいえ、戦場に行く身内のために無事の帰還を願い、お守りを持たせることは、実に一般的なことだった。寧々とて藤吉郎を愛している女である。そのくらい、言われなくてもしようと思っていたことだ。

　されど、彼の話には続きがあった。

「うむ、そうじゃ。作って欲しいお守りというのは他でもない。妻が夫の無事を祈り作る、あの『夫婦お守り』じゃよ」

「……えっ？」

　そう言えば、存在自体は養母から聞いたことがある。他人には絶対に渡せない代物だ。

「でっ、でも……それは……」

「だめか？」

　藤吉郎はズイッと顔を近付けながら言う。今すぐに口付け可能な距離に、男の唇があった。気を失ってしまいそうなほどに心臓が脈動する。

「わしは御許の許へ、絶対に生きて帰ってきたいのじゃ」

　その科白に、少女は頷いていた。逆らうことはできそうになかった。




　日本の戦争文化のひとつに『夫婦お守り』というものがある。

　夫婦という語彙は便宜上のものでしかなく、当人同士が愛し合ってさえいれば、衆道の関係でも問題ない。

　このお守りは戦に先立って、女側から男側へと贈られるものだった。

　古来より日本では性器への信仰が篤く、そこに生える陰毛は霊的な触媒としても意識されている。

　要するに、その毛を剃り集めて夫の無事を祈るという訳だ。

（あぁ……こんなの、恥ずかしいわ……）

　そして今、寧々はお守りを作るため──藤吉郎のために陰毛を提供しようとしている。

　少女の股の下には懐紙が敷かれていた。剃った時に毛が散逸するのを防ぐためだ。

　本来ならば、自分で剃るべきなのだろう。しかし己のデリケートゾーンの処理を、これまで一度もしたことがなかった寧々にとって──大陰唇の毛を剃ることは恐怖ですらあった。

　手を滑らせでもすれば、大陰唇のみならず小陰唇まで傷を負ってしまう可能性がある。

　それだけは避けたい寧々は、恥を忍んで藤吉郎に陰毛の処理を頼んだのである。

「うむ、ではぬめらせるでな」

　カミソリを片手に持った藤吉郎が剃てい毛もうの開始を宣言する。寧々はコクリと頷いた。

　すると彼は、口内にぐちゅぐちゅと唾液を溜めてから、土手の上に落とす。

「……んっ」

　藤吉郎がまずは右土手に唾液を塗り広げていく。

　綺麗に生え揃った茂みがぬらりと光り、まさしく刈り入れの時を待ち受けていた。

「決して動くでないぞ。動けば御許の綺麗な女陰が、スパッと切れてしまうからのう」

「う……うん……」

　ここは男の指示に従うべきだ。そう判断した寧々は、股を開いたままカミソリの刃を受け入れた。ひやりとした刃が土手にわずかに触れる。次の瞬間、刃がわずかに動きチリッという音がしたかと思うと、やけに土手が涼しくなった。

「おぉ、我ながら綺麗に剃れたのう……見てみよ」

「あ……っ」

　途端、感じたのは羞恥心だった。

　己の茂みの右側の一部が、ものの見事に刈り取られ──土手が露出していたのである。

「うむ、ではこれより右側を剃っていくからの……」

「は、はい……」

　藤吉郎から本格的な剃毛宣言を聞かされ。寧々は羞恥心から両手で顔を隠す。

　だが、目を隠したのがよくなかったのだろうか。大陰唇をカミソリが走る感じが、やけにクリアに感じられた。カミソリが走る際、チリッ、チリッという音共に──毛が引っかかり、わずかに引っ張られた後に失われる。

（あぁ……恥ずかしい……）

　藤吉郎が巧みに大陰唇の右側を剃り上げていくたびに、己の秘所が曝け出されていく。

　だが、武家の女は普通にすることなのだろうと、土手をショリショリと剃り上げられながら寧々は思う。

「おぉ……御許のここは、本当に真っ白じゃのう……」

「んっ……」

　淫裂を境にして、右側半分だけ剃り上げられた大陰唇。

　元々からして寧々は『盛りマン』と呼ばれる肉厚の土手の持ち主だった。

　その美しい丘陵地帯の地表が露わになった時、藤吉郎が思わず感嘆してしまったのも無理ないことだと言えるだろう。

　もちろん、寧々にとっては恥ずかしいことこの上ないのだけれども。

（こんなの、全部……見られちゃう……っ、ああ、でも……藤吉郎は夫になるのだから、別にいいのかしら……）

　そんなことを思う寧々だったが、意図せぬ感覚が女陰を襲ったことで思わず腰をびくつかせてしまう。他でもない。藤吉郎が剃り立ての大陰唇右部を、むにむにと指で撫で擦りながら突きはじめたのだ。　

「とっ、藤吉郎……っ！　そんなことをさせるために、わたしはこうして恥を忍んでいるのではありませんよ……！」

「なんと、これはしたり！　わしは御許の土手に剃り残しがあってはならぬと、ただ丁寧に確認しているだけなのじゃが」

「そんなことを言って……わたしは誤魔化されな──んんっ」

「すまんかったのう。確かに右だけが無毛となれば、御許も違和感が大きいじゃろうしな。では、左側も全剃りしていくとするかのう……お守りがパンパンに膨れそうじゃが」

「───〜〜〜っ!?」

　なんて恥ずかしいことを平然と言うのだろう、この人は！　寧々の胸中で、羞恥と怒りがごちゃまぜになった感情が渦巻いている。

　だがしかし、ここで怒って剃毛を止めさせるわけにはいかない。ここで作業を中断させて、中途半端なお守りを持たせる訳にはいかないのだ。そこは寧々の譲れない一線でもある。

（でも、だからと言って、わたし……辱められながら剃られないといけないの……？）

　剃毛を頼んだのは自分だ。性欲過多の狒々男にそんなことを頼んだ自分が馬鹿だったのだ。ゆで卵の白身のようなツルツル美肌を誇る大陰唇に男の視線を痛いほど浴びながら、寧々は恥ずかしさに気が狂いそうになっている。

　だが、陰毛は有限である。いつまでも恥辱の時間が続くはずもない。藤吉郎は寧々の叢を、いつの間にか大陰唇だけではなく下腹部のものまですべて剃り上げていた。

　そしてすべての毛をお守り袋のなかに収めると、満足そうにその紐を縛る。

「こ、これで……いいでしょう？」

　生まれたばかりの頃を思わせる、ツルツルの性器。それを曝すことへの激しい含がん羞しゆうから、寧々は太股をぴっとりと閉じている。

「まぁ、少し待つがよい」

　藤吉郎は寧々に文机に腰掛けなおすよう促す。どうして、と目で問えば「剃り残しがないか確かめねば」という。たしかに、何も生えていない肌の上に、一本だけ剃り残しがにょろっと生えていたらみっともなさすぎる。

「早く……終わらせて」

　寧々は着物の裾をたくし上げながら、目を瞑り──消え入るように言った。

　じきに夫になるはずの男であり、これまで数えきれないほど身体を重ねてきた相手ではあったが、やはり女性器をまじまじと間近で観察されるのは恥ずかしすぎた。

　されど藤吉郎は例によって──感じ方によっては図々しく、寧々の恥じらいを押し流そうとしてくるのだ。

「まぁ落ち着くのじゃ。そんなに身体を固くするものではないからのう」

「あ……っ、ふ……っ」

　男の手が太股を優しく撫ではじめ、思わずため息が零れてしまう。愛しい恋人の手で素肌を撫でられれば、たちまち快感を覚えてしまうのが寧々という少女だった。

　ふっくらと盛り上がった肉厚の恥丘の狭間に走る淫裂が、たっぷりと潤いを湛えはじめていく。寧々の意思で止められるものではなかった。

「どうやら剃り残しはないようじゃのう」

　藤吉郎は寧々の太股に熱い鼻息を吹き掛けながら囁いてくる。

「じゃが、何やらおかしな臭いが漂ってきた気がするんじゃが……？」

「そんなこと、ない……」

　言葉の上では否定してみせる寧々だったが、身体は実に正直だった。触られてすらいないのに、少女の股座にある小陰唇は充血し──そのビラビラを開花させていたのだ。

　そして藤吉郎の視線を浴びることにより、さらなる潤いを見せはじめている。

「ああ、もはや洪水じゃ……このままでは文机に染みを作りかねん。懐紙を使ったところで何枚必要になるのやら……」

　藤吉郎は大げさにため息をついてみせた後、ニタリと笑う。

「事ここに至れば致し方ない。もはや舐めるしかあるまいて」

「え……っ、あ、あぁあぁあぁ……っ!?」

　凄まじい快楽が淫裂に走る。慌てて股を閉じようとするが、間に合わない。藤吉郎はつるっつるの女陰を堪能するように、舌全体を使ってべっとりと舐め回してきていた。

「あぁ……っ、だめ、だめよ……っ」

　寧々は一生懸命に男の頭を押し返そうとするが、彼も頑として動かない。膣孔のなかに舌をにゅるりと差しこまれると、もはや抵抗もままならなくなるほどに感じてしまう。

「あっ……あぁ……だめっ、はうっ、んんっ」

　突き入れられた藤吉郎の舌が、膣口周辺の媚肉を舐めてくる。

　少女の淫裂はさながら肉棒に奉仕するように、彼の舌を喰いしめていた。

「だめだめという割には、随分と悦んでいるようにも見えるがのう」

　藤吉郎がそんな揶揄の声を漏らす。否定したかったが、それは否定できない事実だった。

　女陰から一旦顔を離した男が、楽しそうな顔をして寧々を覗きこんでくる。少女の肢体は急速に火照りつつあり、他でもない、彼の男根を欲しはじめていた。

「真っ白な恥丘を彩る黒味がかった桃色の濡れた花びら。わしが口をつけた後も際限なく垂れ流れてくる牝臭い蜜液。手も触れていない陰核も、すっかり大きくなりつつある。この状況から、御許が悦んでいないと弁護はできそうにないが……のう？」

　寧々は藤吉郎から伝えられる直截的な言葉に震えた。煽られる羞恥心、そして被虐心。ぞくぞくと背筋が戦慄き、甘くねっとりとした喘ぎ声が零れてしまう。

「あっ、いやっ、あぁ……言わないで、あぁあぁ……っ、ひうぅ……っ」

「ならば、身体でわからせるしかあるまい」

　恋人の声に、全身が期待に打ち震えた。藤吉郎の顔が太股の間に戻ってくる。期待感から、ねっとりとした濃い牝汁が垂れてきているのが嫌でもわかってしまう。

「とはいえ、わしが御許を躾けているようでいて、内実は御許が心地よくなるためだけに奉仕させられているのかもしれんのう」

　藤吉郎のそんな囁きが聞こえてくるや否や、寧々の女陰に電流の如き快楽が突き抜けた。

「いや、あ、ぁあぁ……っ、そこは、刺激が強すぎて……っ！」

　唾液をたっぷりと纏った舌が、ついに寧々のクリトリスへ照準を定めている。

　皮被りの敏感な陰核。それを皮越しにれろれろと愛撫され、少女はたまらず背を反らして強烈な快楽に腰をくねらせた。思わず手が伸び、藤吉郎の頭を掻き毟る。

「あぁっ、んんっ、はぁ……あぁあぁ……っ」

　それは傍目から見ると、男にさらなる快感のおねだりをしている浅ましい女そのものかもしれない。事実、寧々の腰はクリトリスを舐める藤吉郎の顔に押しつけるようにくねっていた。しとどに濡れた淫裂は藤吉郎の顎に押しつけられ、擦りつけられていく。

「いやぁ……っ、もう、なめないでぇ……っ、あぁ、でも、きもち……ふぁ、あ……どうして、どうして腰……止まらないのぉ……っ」

　己の女性器を殿方の顔に擦りつけることなど、武家の女に許されるような所業ではない。

　だが、寧々はそれをしてしまう。何度も何度も陰核絶頂を繰り返しながら、口では嫌々と言いながらも男の舌を求めて乱れ狂う。

（もう、わたし……藤吉郎の女としてしか生きていけないんだわ……）

　男がクリトリスからようやく口を離してくれたのは四半刻（三〇分）ほど経過してからだった。頭がおかしくなってしまいそうなほどの快楽を与えられ、下肢を完全にガクガクと震わせながら──寧々はあられもない姿を曝している。

　そして藤吉郎と言えば、完全に勃起してしまっている陰核の左側に色ぼくろを発見したようで、そこにしばらくの間は消えることがなさそうな吸引痕を残していた。

「やはり、どこもかしこも魅力的じゃのう……寧々は」

　藤吉郎が熱っぽく囁きながら、下半身を露わにしたのがわかる。寧々は大股開きの状態で、びくびくと時折身体を痙攣させながら、文机の上でくったりとしていた。

　もはや抵抗するだけの気力はない。抵抗する気もなかった。男の魔羅が、とにかく女陰に何か硬くて太いものを挿入して欲しくて仕方がない。

「とーきちろぉ……？」

　だが、少女の願いはすぐには叶わなかった。

　藤吉郎は肉棒を淫裂に接触させてはきたが、そこで止めてしまう。毛のなくなったぷにぷにの下半身に、彼は夢中になって肉棒を押しつけてきているのだ。

　ツルツルの滑らかな下腹、ふっくらと盛り上がった土手、ビラビラとそこだけ淫猥な空気を醸し出す小陰唇、すっかり勃起しきった陰核──そういった部分に魔羅の熱を伝えられ、子宮が疼く。

「あ……っ」

　そうしている間に、我慢ができなくなったのだろう。藤吉郎はちゅぷりと膣孔にようやく肉棒を挿しこんできてくれた。

「んっ……んんっ」

　お腹の奥が押し広げられていく感じが堪らない。普段は力強く強引に押し入ってくるのだが、今日はゆっくりと緩慢な速度で最奥部まで到達してくる。

　ぐりゅっと最奥を亀頭で押し上げられる感覚が、狂おしいほどに愛おしかった。

「おぉ……やはり、これはいいのう……」

「あ……はぁ……っ」

　ねっとりと熱いため息が零れる。藤吉郎に根元まで串刺しにされて杭打たれるのは、やはり、たまらなく気持ちがよかった。

　己の膣ヒダがうねうねと戦慄き、彼の魔羅をねっとりと締め上げていく。もはや十分すぎるほどに潤っている肉壺は、藤吉郎のものを最良の夫として承認しているようだ。

「んっ、あっ、ふぁ……っ」

　藤吉郎が円を描くようなねっとりとした腰使いを見せ、子宮口をくすぐってくる。

　この腰の動きは寧々のお気に入りであり、泣きどころでもあった。最奥を亀頭でなぞり上げられるたび、頭にもやがかかって何も考えられなくなってしまうのである。

「あ……っ」

　しかし、その責めも不意に止められた。藤吉郎がじゅぽんと肉棒を引き抜いてしまったのだ。寧々は反射的に指先で膣孔を広げ、腰を突き出してしまう。それを見ていやらしい笑いを見せた藤吉郎は、力強く魔羅を膣内へ戻してくる。

「本当に、いやらしい娘になってしまったものじゃな……！」

「ひぅ……っ!?　あっ、あぁあぁ……っ!?」

　思わず大きな嬌声が漏れ出してしまうほどの衝撃。先ほどまでのスローペースが嘘のように、獣のように藤吉郎は腰を振ってくる。

　ばちゅばちゅばちゅといやらしい水音が部屋に響く、響く。

　激しいのも気持ちいい。ゆっくりした抽送も激しい抽送も、とにかく藤吉郎にしてさえもらえれば──寧々は極上の快楽を得ることができた。

「あ、あっあ……あぁあぁっ!?」

　片足を抱きかかえられ、これまでとは異なる場所を擦り上げられていく。苦しい、気持ちよすぎて苦しい。だけど、もっとしてもらいたい。

　女陰をびしょびしょに濡らし、畳にまで飛び散るほどの愛液を嬌声と共に噴き散らしながら、寧々はひたすらお腹の裏側の膣肉を抉られる。

「これは、また、強烈に締めおるなぁ……！」

「んっ、きゃうぅ、あっ、はぁ、はあぁあぁあぁ……っ」

　もう何度絶頂に達しているのかわからない。足を抱えられ、まるで糸の切れた操り人形のように揺さぶられながら、寧々は未だに射精すらしていない逞しい肉棒を想う。

（とーきちろーのおよめさんになったら……まいにち、こうされちゃうのよね……）

　それを考えるたびに、たまらない気持ちになる。早く、およめさんにして欲しい。寧々の心のなかは、そんな幸せな感情でいっぱいになっていた。

「おぉ……っ、寧々、射精だすぞ……っ！」

　そして男が絶頂の兆しを告げてくる。一度も直接膣内に出してくれたことがない、熱くてねばねばで臭い体液。それがまた、身体に容赦なく降りかかるのだ。

「あっ、ひぁっ、あぁっ、そこ、あぁ、そこ……とーきちろぉ、だめ、そこ……あぁ」

「なんじゃ、このあたりがいいのか？　臍へその裏側目指して斜めに突けばいいのじゃな……わかったぞっ！」

「んっ、ふぁ、んああぁっ、と、とーきち、ろぉ……っ」

　一生懸命に名前を呼んで、そして腰を揺り動かす。すると彼の肉棒がぶくっと膨れ上がった感じがした。

「寧々……っ」

「あっ、あぁ、ああぁああぁああぁ……っ、あ、ぁあぁっ、だめ、だめ……っ、とーきちろぉっ、わたし、わたし……あぁっ、恥を……っ」

「わしも、もう射精いくからのう……！」

　藤吉郎の腰振りが苛烈になり、寧々の背中がぐっと反り上がっていく。

　真っ白な乳房がぶるんぶるんと揺れ、浮かんでいた玉のような汗が弾け飛ぶ。剃り上がった恥丘には、藤吉郎と寧々が腰をぶつけ合うたびに淫蜜と汗が飛び散り、その混合液がべっとりと付着していた。

「もう、もう……っ、あっ、あぁあぁっ、だめ……いきますっ」

「お、おおぉおおぉおぉおぉッ！」

「あ、ああぁああぁぁああぁぁあぁ────〜〜〜〜〜ッ♥」

　ふたりの声が迸り、同時に絶頂に達している。やはり藤吉郎は慌てて肉棒を引き抜いて、ぶびゅるるるるるっと精液を撒き散らしていく。結果、毛を剃ったばかりの下腹部を白濁に染め上げていた。

「あぁ……寧々、夫婦になったら……これからは、孕むまで膣内なかに射精だすからのう……」

「とーきちろぉ……♥」

　男はまだまだ硬い肉棒で、精液塗れの淫裂をびたんびたんと叩いてくる。勃起した陰核がぬるんと擦れて、気持ちいい。

　嫁入り間近の寧々の肢体がびくんと跳ねたのを見て、藤吉郎はまた腰を進めていく。少女はそれを迎え入れ、甘ったるい嬌声を撒き散らしていく。

　ふたりの交合は、松が奉公から上がり、挨拶をしに来る夕刻まで続いていた。
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第九章　桶狭間の戦い









　日本列島中部の東海道を、『今川赤鳥』の馬印を掲げた大軍勢が進んでいた。五月一二日、正午のことである。

　三河で待ち受けている軍勢を合わせれば二五〇〇〇にも達する兵の波は、まさしく尾張中央部を支配する織田家を一気に呑みこまんとしていた。今川家にとって尾張国は旧領であり、織田家はそれをかすめ取っている盗人にすぎない──という意識があったのだ。

　対して織田軍の総動員数は今川軍の一割どころかそれ以下であり、まさしくその命運は風前の灯火と言っても過言ではない。

「いやはや、それにしても今川家も凄まじいのう。こりゃ、本気で織田家を滅ぼそうとしておるわい」

　今川軍招集の段階でどれだけの規模の兵が集まっているのか、藤吉郎は乱破を通じて察知していた。その報告はすでに清洲の信長の許にも早馬で届けられている。戦国時代ということを勘案すれば、間違いなく最速の情報共有がなされていると言っても過言ではない。

「おい、孫二、孫二」

　藤吉郎はさらに新しく入ってきた情報を素早く書状にまとめると、野武士のひとりを呼びつけて命じた。

「これを信長様にお渡しし、義元の駿河軍の内実を包む隠さずにお伝えせよ。士気を気にして低く見積もって報告する必要はない。元より劣勢であることは明らかなのだ。ともすれば正確な情報を掴んだ者が勝つことになろう」

「おっし、これを信長様にだな」

「そうじゃ。遠江軍についてはまだ正確なものがわからぬゆえ、追ってお伝えすると伝えるのじゃ。しっかりと役目を果たせば信長様の覚えも目出度くなろう。さあ、急げ」

「合点承知！」

　藤吉郎たちが潜伏している尾張南部の山中。その斜面を、書状を携えた野武士の孫二が駆け下りていく。その後ろ姿を見ながら、利家が呟いた。

「さすがは山に慣れてるだけはある。駆け下りてるっつーのに、まるで危なげがねぇや」

「そうじゃろ、こういう時は素直に土地勘に優れた者を利用するが勝ちよ。武士がすべて自弁で賄まかなおうとするのは無駄の極みじゃからな」

　そう話し合っているふたりの鎧姿は実に地味なものだ。ボロボロで、かつ装甲材は土気色をしている。しかしこれは潜伏において必要な装備だった。山地では迷彩の効果が期待でき、ボロボロになっているところに木の枝や草花を差しこめば、その効果がさらに跳ね上がることだろう。

　従って、利家が武士の身につけるような華やかな武具で固めていないのは、そういう理由のためだった。自慢の長槍も、強弓に装備を変えている。すべては織田家の勝利に徹するための方策だった。

「そんな連中をまとめ上げられるだけ、お前の力もすげぇもんだがな……。二〇〇〇人以上の軍勢の指揮なんて、一日二日でできるようなもんじゃねぇのによ……。信長様だけだぞ、織田家でこの単位の指揮が取れるのは」

　利家が言う通り、藤吉郎の旗下に集った者たちの総数は二〇三九名に及んでいた。

　現在、このうち四分の三は諜報のために駿河や遠江あるいは三河に潜伏している。時代が時代であれば、匪賊の王としても君臨し得たかもしれない。

　されど莫大な数の野武士たちを統率する藤吉郎は、完全に織田家の藩はん屏ぺいだった。その立場を進んで選択しなければ、彼や豊臣屋の未来がないからでもある。

「なに、たかだか一〇〇〇の単位でうろたえていてはどうしようもないぞ。一〇〇〇〇や五〇〇〇〇ともなれば色々と大変じゃがな」

「…………」　

「おぬしもやがては大名として信長様の天下取りに貢献しなければならん。数にひるんではならぬぞ、ひるんでは」

　藤吉郎は非日常の興奮に身を焦がしながら、利家の肩を叩く。自分が何を言っているかに気がついていないのだ。

「どのみち、今川の兵は弱兵ぞ。骨のある者は松平元康（徳川家康）率いる三河衆、鳴海城の岡部元信、そして当主の今川義元その人ぐらいであろう。奴らを除けば、わしらで突っこんでも容易に切り崩せるやもしれん」

「藤吉郎殿！」

　乱破のひとりが山を駆けあがってくるのが見えた。彼は息も乱さず報告を行ってくる。

「駿河に潜伏していた同胞たちのうち三分の一を遠江まで引き上げさせます。もはや駿河には留守居を除き兵はおりませぬゆえ、動向の確認はこの戦に限ってはもう必要ないでしょう」

「その旨をよしとする。わしは信長様を勝たせるためにおるのじゃからのう」

　藤吉郎はそう言って、細々とした指示を混成軍に与えはじめるのだった。




　　　　　◆　　◆　　◆




　今川軍接近。

　その報を受け、寧々をはじめとした武家の子女たちは清洲城内に招集されていた。

　それは避難のためではなく、一個の戦闘単位として編成するための措置である。

　今川家との全面戦争ともなれば、織田軍はその全兵力を投入しなければ勝ち目がない。従って、男たちだけでなく女たちも清洲城の留守居を預かることになっていた。

　総大将は信長の正室である帰蝶。彼女の下に様々な部隊が置かれたのだが、寧々が配置されたのは三番隊。奇しくも松と同じ組だった。

　ちなみに三番隊とは、清洲城の東西南北にあるそれぞれの門のうち、南門を警護する部隊の名前である。

（藤吉郎は、今頃なにをしているのかしら……）

　寧々は己の『婚約者』のことを想い、吐息を漏らした。

　彼は寧々のお守りを得た翌日から清洲を去っている。その際、『蟄居』していなければならないはずの利家の姿も共に消えていたのだが、誰も咎とがめ立てする者はいなかった。

　今川家の情報は藤吉郎から信長へ逐一届けられているようで、使者という名の野武士や乱破たちがひっきりなしに訪れてきている。彼らが携えてくる情報を元にして、作戦が立てられるのだろう。

（でも、ここまでたくさんの使者が飛ばされてきているとなると……きっと織田家の面接も兼ねているんでしょうね。在野で埋もれている人材を信長様が知れるよい機会ですし）

　それぐらいのことは平気でやってのける藤吉郎である。とはいえ、彼自身も自覚しているだろうが──それはあくまでも二の次の話でしかない。

　織田家では今川家に滅ぼされるか否かが問題になっており、それを解決しないことには何もはじまらないからである。

　

　そして、一九日の未明のこと。

　藤吉郎の遣わした急使によって、清洲城は上から下まで蜂の巣をつついたように騒々しくなった。急使は、①松平隊が織田家の丸根砦を強襲しているということ。②今川家の朝比奈隊らが鷲津砦を強襲しているということ。③今川義元が大高城で宿を取るために移動しているということ。これらの三点を通達してきていたようだ。

　ちょうど、松と共に南門の番所で鉢はち巻まきを締め薙なぎ刀なたを持って警備に当たっていた寧々は、その大騒動に直面していた。

　まだまだ夜の明ける気配のない清洲城に、法螺貝の音が響く。ブォオォオォ、ブォオォオォと聞く者の耳を揺さぶる独特の音階が、眠りについていた人々の意識を完全に覚醒させていた。

　すわ、戦じゃ！　すわ御出陣じゃ！　とばかりに大勢の人間が走り回る音が聞こえ、所々で馬の嘶いななきが迸る。

　そしてその騒々しさの震源が、南門に向け、今まさしく近付いてきているのだ。　

「開門！　開門!!　信長様がお通りになられますっ!!」

　遠くから金切り声のような女の声が聞こえ、寧々と松は慌てて南門の閂かんぬきを外して開いていく──その刹那、開かれたばかりの門を駆け抜けていく姿があった。

　それが信長とその近習たちだと気付くのには、しばらくの時間が必要だった。

　やがて「信長様は熱田神宮！　信長様は熱田神宮の御社前へ!!」という例の金切り声が聞こえ、松明の明かりのなかで寧々は松と顔を見合わせる。

　依然として法螺貝の音は鳴り続け、現在が非日常であることを強く印象付けていく。

　そしてまた馬の嘶きと蹄の音が鳴り響き、重臣たちが遅れながらも南門から信長の後を追いかけていった。

　そこに徒歩の男たちが土煙を上げながら続く。なかには具足の類を身につける時間もなかったのか、武具を担いでいる者もいた。

「あぁ、ついに信長様が御出陣……」

「寧々様、此度の戦……勝てるのでしょうか……」

「わかりません、わかりませんけれど……」

　寧々は呆然とした様子で応じる。

「藤吉郎さえ無事ならば、あるいは……」

　そう呟いた後、寧々と松は手を握りしめ合いながら、へなへなと腰を抜かしてしまう。

　覚悟はしていたとはいえ、やはり現実を前にすると──それが仮かり初そめのものであったことを理解させられてしまう。

　過緊張で呼吸が難しくなっていく。それは寧々だけでなく松も同様だったらしい。

　やはり一番恐ろしいことは、藤吉郎を喪うことである。寧々は松と互いに恋する男の安全を祈りながら、身体のすべてが押し潰されてしまいそうな圧倒的重圧感を前にして、途方に暮れる他になかったのだった。




　織田家の丸根砦籠城軍は、松平元康率いる今川家の攻撃によって大きな損害を被っていた。なにしろ約二五〇〇の敵兵が攻め寄せてくるのに対し、守兵は四〇〇ほどしかいなかったのだ。それだけではなく、さらに大高城から援軍三〇〇〇が向かっているというのだから、まさしく絶望的な状況と言っても過言ではないだろう。

　しかも丸根砦は堅甲な防衛拠点という訳ではなく、規模自体も決して大きくはなかったのだ。豊臣屋が材料費を安く斡旋してくれたとはいえ、戦続きの織田家にそこまでの財政的余裕がなかった結果だとも言える。

　されど、そんな状況下にあっても守将である佐久間盛重は、一歩も引くことはなく戦う姿勢を見せ、兵の士気も崩壊することはなかった。

　彼らは己の役割をよく理解していたのである。

「守れッ！　守りきれッ!!　とにかく信長様の御為に時間を稼ぐのだッ!!」

　盛重は元々信長の家臣ではなく、彼に反逆して誅ちゆう殺さつされた弟・信行の家臣だった。

　しかし早くから信長の力量を認めていた彼は、信行の反乱の際、信長に味方をしている。

　信長の家臣たちがこぞって信行に味方をしていたなかでの造反劇であったため、周囲からは気が触れたと思われていたが──結果としては、盛重の人物眼の正しさを証明する結果となったのだった。

「この戦いには意味がある！　我らが骸むくろと化したとても、織田家のために意味のある戦いぞ!!　奮起せよ、発奮せよ、敢闘するのだッ!!」

　そして盛重は、過日、藤吉郎の今川義元奇襲策を聞いて大いに高揚した男でもある。

　自分たちが時間を稼げば稼ぐほど、今川軍の視線がこちらに釘付けとなり、移動中の今川本隊とは異なる動きを見せはじめることだろう。

　そうなった時、信長による義元の本陣への攻撃がはじめて可能になるのだ。

　そして盛重は己の使命がなにかをよく理解していた。要するに、捨て駒なのである。

　こぢんまりとした砦に立てこもり、壮絶な抵抗戦を繰り広げ、華々しく散ること。それによって今川家の関心を惹きつけることが己の存在意義なのだった。

　されどそれは、信長が盛重を軽視しているから押しつけた任務ではない。

　むしろ信頼しているからこそ、玉砕を前提にした作戦でも死力を尽くしてくれると知っているからこそ、この役目を任せたのだ。

　これが余人であればさっさと今川家に下っていたことだろう。戦うことが馬鹿馬鹿しくなるほどの戦力差が彼ひ我がの間にはあった。

「土堀、突破されます！」

「敵兵、壁に取りつきました！」

　部下たちの悲鳴染みた報告が次々と上がってくる。

　もはやここまでか。覚悟を決めた盛重は、槍を手に取り自ら防衛戦に加わった。

　切腹することは考えていない。座して死ぬのではなく、できるだけ多くの敵を巻き添えにしてから死なねばならないと考えていたのだ。

　しかし盛重が陣を出たあたりから、事態は転調しはじめていた。今川方の攻勢が弱まりはじめ、何やら混乱しはじめた様子なのだ。

　遠くから銃声が聞こえくる。しかし丸根砦に打ちこまれた気配はない。だが織田軍には丸根砦に援軍を回すだけの余裕はないはずだ。

　では一体なにが起こったのか──と思った瞬間、盛重はひとつの可能性に行きついた。

　伏撃だ、伏撃である。そしてそれを遂行したのは正規部隊ではない。あの気勢のよい商人率いる、野武士と乱破で構成された陽動部隊しかあり得なかった。

「援軍が来たぞッ！」

　誰かが喜色いっぱいに叫んでいる。その声は櫓の上から響いていた。

　もはや彼らで間違いはない。盛重は槍を振り上げ守備隊に号令を掛ける。

「総ォ員ッ！　打ち出せぇーッ!!」

「応ォッ!!」

　門が開かれ、生き残っていた守兵たちが一斉果敢に飛び出していった。砦の外に飛び出せば死ぬ確率は飛躍的に上昇する。しかし砦のなかにいても、いずれ殺されることには変わりない。ならば、今川軍に伏撃をかました陽動部隊の勢いに乗じて攻勢に転じ、敵を追い散らした方がいいに決まっていた。

「殺せェッ!!　奴らを三河に追い返せェッ!!」

　守兵たちが飛び出してきたことで、松平軍は混乱の極みへと叩き落とされる。盛重の視界には、集団で弓を放っている野武士たちの姿が映っていた。間違いない、豊臣屋の部隊だ。

「なるほど、我らは商人に救われたということか……」

　盛重は晴れやかな顔で槍を振るう。

　優れた才覚を持ち合わせる者との邂かい逅こうは、将にとっては何よりも喜ばしいものだ。それが友軍となれば、なおさらだった。

　この戦いの後、藤吉郎は織田家のなかで大いに名前を挙げることになるだろう。

　しかし、藤吉郎は武士ではなく商人である。そんな男が有名になればなるほど、嫉妬心を抱く武家の無能たちが足を引っ張ろうとするはずだ。

　汚い話ではあったが、こうして家老級の将兵に恩を売ることで──戦後の織田家における立場を盤石にしておく必要があった。

　藤吉郎は盛重に後退するように丁寧に勧めた後、陽動部隊の旗を翻しながら──盛重のように今川軍に追いつめられていた将兵を優先的に救援して回っていった。

　そうしている間に、いつしか雹ひよう混じりの雨が降りはじめていた。

　藤吉郎は行軍をさらに活性化させ、今川軍へ積極的に奇襲を掛けていく。もはや陽動部隊とは名ばかりの、実戦部隊と化していたのだ。

　二〇〇〇を越える軍勢から放たれる矢玉が、灰色の雨粒に紛れて今川軍の将兵を容赦なく射抜いていく。藤吉郎を止めることができる将は、もはや今川軍には存在していない。




　かくして、雹混じりの雨が上がった後──今川軍に残されていたのは、陽動部隊に引っ掻き回された末の大打撃の痕と、当主である義元が信長に敗死したという凶報だった。

　織田軍にとっては吉報でしかない歓喜の声を聞きながら、藤吉郎はこれからのことを考えている。確信していた。寧々は確実に妻にもらうことができるはずで、これからはきっと幸福な日々を送ることができるのだろうと。

「いずれにせよ、前には進んだ。この先、何事もなければいいのじゃが……」
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第十章　夢の婚礼









　藤吉郎にとって桶狭間の戦いは、信長を含めた織田家の将兵たちの評価を著しく高める結果に終わった。

　今川義元を仕留める戦の発起人となったことで、一目も二目も置かれることになったのである。

　ちなみに有志扱いで陽動部隊に参加していた利家は、信長から赦免を賜っていた。実にめでたいことだが、松が豊臣屋で働く必要がなくなってしまったのは地味に痛いかもしれない。非常に優秀だったからだ。

　

　そして寧々の嫁取りの件は、しっかりと上手くいった。

　浅野家に乗りこんで寧々を妻にもらいたいと直談判してみたところ、長勝は当初「やはり武家の者を婿に」と難色を示したのだが、織田家の将官連中や前田家、それに佐久間一族までもが間に入ってきたため、ついに了承せざるを得なくなったらしい。

　長勝自ら豊臣屋を訪れ、寧々の嫁入りを許してくれたのだった。

　そうして開かれた寧々との祝言は実に盛大なものとなった。

　なにしろ、織田家を救ったに等しい藤吉郎の婚儀である。織田家の大小の者がこぞって訪れ、広々としている豊臣屋も人があふれる大混雑の様相を呈していた。

　花嫁である寧々は、美しく上質な白無垢を身に纏っている。

　仲人を務める前田夫妻に連れられて登場した寧々の姿は、たちまちのうちに列席者たちの関心を集めることになった。

　どうして彼女を放ったらかしにしていたのか──という男たちの怨嗟と苦悩の声をＢＧＭに、華やかに祝言は終了することになる。

　そして藤吉郎は、白無垢姿の寧々の手を取って二階まで導いていた。

　寧々の部屋は藤吉郎の部屋と襖ふすまひとつ隔てたところにあり、いつでも互いに顔を出せるようになっていた。

　ちなみに部屋の位置については、花嫁側のたっての要望によるものだ。もうすでに寧々の私物の類は搬入が済んでおり、明日から普通に生活を営むことができるだろう。

　現在、ふたりの部屋を隔てる襖は撤去され、床続きになっている空間が目前にある。

　そこには怪しげな色を放つ灯籠とうろうが並び、甘ったるい香の薫りが漂っていた。部屋の真ん中には褥が敷かれており、これから何が行われるのかを赤裸々に示している。

　白無垢を纏った寧々の頬がぽっと染まった。花も恥じらうお年頃なのだが、その花はすでに処女花を散らしてから二年の多年草だ。

「寧々……」

　藤吉郎は白無垢の美しい少女の背後に回り、抱きしめる。

　寧々も穏やかな顔で新郎の抱擁を受け入れた。

「ようやくじゃ、長かったのう……」

「本当よ……」

　拗ねたような、それでいて幸福を隠しきれない高揚した声が新婦の口から漏れる。

「二年……二年もですよ、待たされたのは……わたしだからよかったものの、他のおなごだったら絶対に逃げてますからね」

「いや、本当に助かったぞ……わしは御許以外を妻にする予定はなかったからのう」

「もう、あなたはいっつもそうなのだから……」

　寧々は嫋やかに口元に手を当て、笑う。そして「今さらなのだけど」と訊いてきた。

「藤吉郎……ううん、もう呼び捨てはだめね。とにもかくにも、あなたはもうわたしの旦那様なのだし。とすれば、何か呼び方を考えなければいけないわね」

「別に気にせんでもええじゃろ。これまで通り、藤吉郎で構わないんじゃないかのう」

「あなたが気にしなくても、周囲が気にするんです」

　花嫁はそう言って、「仕方がないんだから」と苦笑する。

「なら、『おにいさま』や『にいさん』はどうじゃ？　新婚の感じがするじゃろ」

「い・や・で・す！　それに、どこに新婚の感じがするんですかそれ」

「だめかのう……」

「だめよ」

「はぁ……」

　藤吉郎のため息を聞いて、寧々自身もため息を返した。それから「藤吉郎には任せられないわね」と呟きながら、しばらく唸っていたと思いきや──

「それじゃあ、無難だけど『お前様』はどうかしら……？」

　──そんな提案を、恥ずかしがりながらしてくるのだった。

　端的に言って、押し倒したくなるほどに可愛らしい。

「まぁ、それで構わんのじゃが……夫婦になったからと呼び方を変えるのも、思えば実に変な話じゃのう」

「そうかしら？　なんだか特別な感じがして、わたしは嬉しいのだけれど」

「むむむ……まぁ、わしは御許が幸せでいてくれたらそれでいいんじゃがな」

　藤吉郎はそう囁きながら、寧々の肢体を抱き寄せる。少女は一切抵抗せず、甘えるように男の右肩に顎を乗せて、スリスリしはじめた。

「話はガラリと変わるが、御許の白無垢姿は本当に綺麗じゃなぁ。こうして真っ白な衣装を纏っておるだけで、おなごの魅力がギュッと引き締まったような気がするわい」

「もう、何を言ってるのよ……」

　寧々はくすくすと笑いながら、藤吉郎の背中をさわさわと一〇本の指先で優しく撫でる。

「でもこれで、これからあなたと、朝昼晩と会えるのね……」

「うむ、それが大きな変化じゃなぁ……。これまで御許とは、日が出ている時にしか会えとらんかったしのう。夜に情を交わせたのも、思い返せば利家の一件だけか……」

　藤吉郎はそう呟いた後、いやらしい笑みを浮かべた。

「しかし、これからは朝昼晩とぶっ続けで寧々とまぐわえるのじゃな、楽しみだわい」

「そんなことさせないわよ。家業を放り出させるなんて、妻のすることじゃないわ」

「ぐぬぬ……手厳しい花嫁じゃのう……せめて今日ぐらいは、かわいい妻でいて欲しいものじゃが」

「妻の機嫌を取ることも、夫の大切な仕事だと聞いたけれど」

「そうじゃな……ならばたっぷり、新婦様のご機嫌を窺うことにしようか」

「……んっ」

　白無垢の上を這い回る藤吉郎の手を見て、寧々は小さくため息を漏らす。

　この衣装は肌襦袢の上に襦袢、その上に掛け下着と打掛を纏った儀礼用のものである。藤吉郎がわざわざ職人に頼んで作らせたもので、生地はしっかりとしていた。それこそ、大名家のお姫様レベルが着るような代物だった。

　そのため藤吉郎の手が這った程度では、触られた感覚も薄いはずだ。

　しかし寧々は、白無垢の上から身体をまさぐられることに強い興奮を覚えているらしい。身体への刺激がなくとも、想像や視覚情報だけで昂ることができるのである。

（じゃが、なにしろせっかくの花嫁衣裳じゃからな……。できれば着崩させることなく、致したいものじゃのう）

　そんなことを思いながら、ひたすらに白無垢を撫で回す藤吉郎。

　しかもその手が這うのは肩やお腹や背中ばかり。少女はとうとうじれったくなったのか、男の手を取って胸元へと誘導する。

「ああ、いかん。寧々、それはいかんぞ」

「えっ……」

　どうやら寧々は乳房への直接的な愛撫をしてもらいたかったようだ。藤吉郎が白無垢をはだけさせようとしないことに、随分と御不満なようである。されど、男として譲れない一線もあるというもの。藤吉郎はいつもよりも熱をこめ、少女を口説きにかかった。

「寧々よ、冷静に考えてはくれぬか？　今宵の新郎であるわしが一生に一度しかおらぬように、今宵の御許は一生に一回だけの御許なのじゃ。それにもかかわらず、いつものように単に素っ裸になってまぐわうのは、なんとも勿体ないことじゃと思わんかのう？」

「う……」

　藤吉郎の主張は、どうやら寧々にも納得できるものだったらしい。やはり自分の意見だけではなく、相手の言っていることに道理があれば常に再考しようとする彼女の姿勢は素晴らしいと思える。なかなか真似しようと思ってもできるものではない。

「それに、今宵から膣内射精なかだしも解禁じゃ。できれば無駄打ちしたくないものじゃの」

「あ……」

　新婦が真っ赤になり、紅白と化した。そんな新婦の姿に辛抱堪らなくなり、藤吉郎は彼女を褥の上に押し倒す。一気に白無垢の衿下を掻き分けて、少女のむっちりと引き締まった健康的な足を露わにした。それを優しく掌で撫でれば、寧々の肢体はびくびくと震える。

　太股への愛撫を続けつつ、藤吉郎はそっと新婦の美貌に顔を寄せていく。

「こうして白無垢に包まれた御許の肢体を抱いておると、なにやらいけないことをしているような気になるのう」

「ふふっ……なに、それ……んっ」

　唇を近付けると、寧々は瞳を閉じて男を受け入れた。ちゅっちゅっと啄ついばむように彼女の唇を吸うと、少女は恥じらいの混じった苦笑を浮かべる。

「でも、たしかに緊張するかも……。夫婦としてするのは、はじめてだもの……」

　なんと初心うぶな発言だろうか。藤吉郎が感動を覚えながら少女の両頬を手で包みこむと、寧々は唇を突き出してくる。

　可愛らしいおねだりに従って唇を落とせば、新婦はちろりと舌でくすぐってきた。

「んっ……んぅ……っ」

　しかし少女の舌は、いつものように藤吉郎の唇を割ることはない。どうやら舌だけを絡め合いたいらしい。寧々のぷにぷにとしている舌をちょんちょんと突っつけば、白無垢に包まれたその豊満な肢体がぴくぴくっと動いた。

「あは……っ、んっ、はぅ……んっ、ちゅっ、あふっ」

　やはり少女は口付けに弱い。なし崩し的にディープキスに移行し、彼女の頬裏を舐めてみれば──新婦の瞳はたちまちのうちに淫いん蕩とうに歪んだ。

　寧々の太股撫でを継続しつつ、寧々の上あごや歯の裏側を舐めていく。すると少女は鼻息を荒らげながら腰を揺すった。

「うん？　なんだ寧々、もう濡らしているのか……早いのう」

「……ちがうわ」

「違わんだろう？　尻にまで垂れているこのとろとろの愛液はなんじゃ？　長襦袢を着ておるからいいものの……これが直接、掛け下着や打掛に垂れたら間違いなくシミになってしまうじゃろう」

「それは、やだ……」

「ならば拭き取るか……舐め取るかしかないのう」

「…………」

「どうする？」

　そう言って顔を覗きこめば、新婦は恥ずかしがって顔を隠してしまう。

　だが、白無垢の上から乳首の辺りを指先で指圧していると、とうとう消え入るような声で──「なめなめがいい」と囁いてくるのだった。

「なめなめか……」

　幼児語で訴えてきた寧々は、藤吉郎の興奮を煽るために敢えてそう言ったのか、それとも素で言ったのか……。

（おそらく後者じゃろうなぁ）

　そんなことを思いながら、蜜を垂れ流している中心に唇をつけていく。

「んっ、ふぁ、んああぁっ、あぁ、やぁんっ」

　今やツルッツルの大陰唇。それに舌をつけて弾力を楽しんだのち、藤吉郎は淫裂を舐め上げる。

　それから、すっかりと色濃くなったビラビラな小陰唇を吸いこみ、唇で食はむ。ぢゅぢゅっ、ぢゅるっという淫らな吸引音が立ち、白無垢の花嫁はいやいやと首を振った。

「清楚な花嫁衣装を纏っておるにもかかわらず、ここは清楚などという言葉も知らぬかたちと色をしておるのう」

「そんな、こと……いわないで……っ」

　どうやら二年間での度重なる性行為により、小陰唇が乱れてしまったことを気にしているようだ。とはいえ、使いこめば使いこむほど女陰はこなれていくものなので、これはもはやしかたないものだろう。

「何を言うか、これは褒め言葉ぞ。わしと愛を重ねた結果の成長じゃろうが。昼は淑女で夜は娼婦、まさしく理想の女の証でもある。これからもわしのためだけに、その淫らな花飾りを見せるのじゃぞ」

　寧々にそう言ってから、藤吉郎は大きく淫裂をくつろげた。

　新婦らしからぬ、雄を誘いこむ匂いに満ちた、よく開発されている膣孔。そこからとろとろと垂れ流れてくる体液をべろべろと舐め取れば、少女の腰は性感で著しく震えていく。

「あ、あっ……んうっ……あぅ、んんっ……はぁあぅっ」

　藤吉郎は膣口に唇を寄せた。そして寧々の唇に施したような、啄むような接吻を落とす。

　すると新婦の背がぐっと反れ、びくびくと大きく歓喜に震えた。

「あぁ……いいっ、はぁあぁ……もっとぉ……っ」

　白無垢の穢れなき純朴少女が、こなれた女性器を露わに、蜜を垂れ流しながら腰をうねらせる。そんな状況を前にして、藤吉郎はむくむくと股間を熱り立たせていた。

「あっ、あぁあぁ、いひぃっ、ひあぁあぁっ」

　そして小陰唇を両手で摘まんでコリコリしながら引き伸ばす。

　欲しがりの膣口に舌を入れながら、膣肉を吸い上げてみれば──途端にきゅんきゅんと、寧々の膣孔が強烈に収縮。ガクガクと少女の柳腰がせり上がって震えた。

　どうやら法悦の極みへと至ったらしい。寧々は腰をびくつかせて両腕で目を覆い、荒い息を吐いている。おおよそ、白無垢を纏う女性らしからぬ姿だろう。

「寧々の姫戸、引っ張ればもっと伸びるやもしれんな」

「あ、いや……あぁ……っ」

　どんどん広がっていく愛液たっぷりのビラビラを、小刻みに指先を震わせ刺激していく。

　それは淡い快楽でしかないのだが、しかし絶頂したばかりで感じやすくなっている女性にはちょうどいいくらいの刺激のようだ。

「あっ、あ、あぁ、あぁあぁ……っ」

　焔のように熱い吐息を漏らしながら、寧々は己の指を女陰へと這わせはじめる。つぷりと、右手人差し指を挿入していた。

「なんじゃ、耐えきれんようになったか……」

　藤吉郎はそう囁きながら、彼女の女陰を小陰唇ごと割り開く。すると寧々は左手人差し指で、そっと陰核を皮の上から円を描くように転がしはじめていた。

「んっ、ふぁ……っ、んっ、はぅ、うぅ……はぁ……っ」

　寧々が己の膣孔を掻き回す指が四本になる。

　親指を除く指をすべて突きこみ、じゅぽじゅぽと抽送を速めていった。

「あぁ……だめ、足りない……もっと、もっと太いの……っ」

　腰を揺らめかせながら、白無垢の少女は切なげに藤吉郎を見る。

　新郎が熱り立った股間を見せつければ、新婦は激しく股間を掻き回しておねだりした。

「いれて……っ、あ、あぁ……いれて、おねがい……っ」

「妻の下の世話をするのも、夫の仕事じゃからのう……！」

「あ、あぁあぁああぁあぁあぁあぁぁあぁあぁ──────〜〜〜〜〜〜ッ♥」

　四本の指によって十分すぎるほど拡張された膣孔。そこに藤吉郎の魔羅がずぼりと入りこむ。寧々は大きく目を見開き、歓喜に目を蕩けさせた。

　彼女の両手首を掴んで褥に押しつけながら、藤吉郎は最初から激しく腰を振る。

　白無垢の花嫁の膣孔も、容赦なく膣ヒダで肉棒をしごいて圧迫してきた。

　腰を押しつけるたびに、勃起したクリトリスが腰にちょんちょんと当たる。そのたびに膣肉が規則的に収縮し、藤吉郎はさらなる快楽を求めて下半身をぴっとりとくっつけた。

「ひゃうっ、あ……っ、ふあぁあぁああぁっ」

　腰を密着させていると、大ストロークのピストンはできなくなってしまう。だが小刻みに子宮口を小突くことが可能になるし、下腹部で寧々の陰核を圧迫することもできる。

　どのような姿勢もメリットとデメリットがあるもので、とにかく使い分けが大事なのだ。

「あはぁ……っ、んっ、あぁあぁあぁぁああぁ、ひああぁああぁっ♥」

　喉奥から震えるような嬌声。そしてだらしなく性感に崩れたふしだらな表情。

　これがあの、清楚にして純朴そのものだった少女のする貌なのだろうか。

　昼間の顔と夜の顔のとてつもない落差。それを知っているのが自分だけなのだと、そうさせたのが自分なのだという優越感が興奮を煽る。

「おお、寧々ッ、おぬしの今の姿……養父母が見たらなんと言うかのう……！」

「あっ、あぁあぁっ、そんな……おとうさま、おかあさま……っ、あぁ……っ♥」

　ぐりぐりと∞字を描くように腰を振れば、白無垢の少女は身体中を汗びっしょりにして快感に泣き叫ぶ。褥を掻き毟りたいのだろう。掌が開いて指が蠢いているが──手首を掴まれ押さえこまれていることもあり、その願いは叶わない。

「まぁ、存外に気付かないやもしれんなぁ……！　御許が精液まみれの肌襦袢を着て長勝殿の面前に出た時も、なんの反応もなかったしのう……！」

「あ、あぁ、うぅ……くぅん……っ♥」

　過去の記憶と興奮、背徳感を思い出しているのだろう。寧々の肢体がぶるぶると震え、膣肉が収縮する。びゅるっと結合部から粘つく愛液が潮のように噴き出した。

　それが藤吉郎の陰毛に絡みつき、男の興奮を煽っていく。

「ひっ、はうっ、あ、あぁあぁっ、もっと、あぁ、もっと……！　もっと、いっぱい、あぁっ、はああぁぁあぁっ♥」

　寧々が快楽に抗うように首を振り、かと思えば貪るように腰がくねる。少女が腰を振り乱すとついに白無垢が乱れ、胸がこぼれ、女臭漂う粘液が飛び散り、褥にぽとぽとと染みを作っていった。

「こうしていると、御許が我が妻でいてくれてよかったと心底思うわい……！　このような男好きのする女体、他の者には絶対に渡せんわ……っ！」

「あっ、あぁあぁっ、でも、わたし、わたしは……あなたの、妻、ですから……！　あなた、だけ……っ、あっ、あぁあぁ……っ！　あなただけでいいんですぅ……っ！」

「寧々……！　寧々……！　寧々……ッ!!」

　白無垢を乱した少女の眉がどんどん険しくなってくる。瞳はきゅっと瞑られ、吐息も切羽詰まったものになっていた。深い絶頂が近いこと、それがよくわかる。

　身体がびくつきはじめ、藤吉郎は寧々の肢体を褥のなかで抱き直した。

「あぁ……あぁっ、あぁああぁ、わたしは、あなたの妻です、あなただけの……っ♥」

「射精でる……ッ!!」

　押しつけ、動きを止め、あるがままの快楽を受け止めさせる。そしてその上で、彼女に子種を植えつけていた。

　今度こそ、今生こそ、絶対に寧々との間に子を成すつもりだった。

「あっ、あ、あぁあぁあぁあぁぁああぁああぁああぁあぁぁ─────〜〜〜〜〜ッ♥」

　深々と刺し貫き、彼女の最奥を穿ち貫く。その子宮口に思いっきり鈴口を押しつけ、大量の精液をぶちまけた。新妻の膣内の隅々にまで、雄汁が染みわたっていくのがわかる。量が多すぎるせいだろう、寧々との結合部からは──ぶじゅりと溢れ出ていた。

「あぁ……寧々、寧々……」

「ふ……ふぁ……あぁ……とーきち、ろぉ……♥」

　男の身体に押しつけられている寧々の肢体は、はじめての膣内射精の感覚に酔いすぎていた。全身が小刻みに震えている。その瞳はぼんやりと遠くを見ていた。
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　藤吉郎は彼女に栓をしたまま、その頬を優しく撫でる。そこで初めて寧々の瞳が藤吉郎を向いた。最初はぽやんとしていた瞳だったが、やがてみるみるうちに涙が浮かび、わっと泣きだしはじめてしまう。

　藤吉郎はただただ優しく、白無垢な新妻を労わっていた。




　　　　　◆　　◆　　◆




　膣内なかに射精だされたということ。

　それは寧々にとって、当然のことながら──はじめての経験だった。

　これまではずっと膣外射精をされてきた手前もあり、こんなにも満ち足りた気分になれるとは知らなかったのである。

（わたし、これでやっと……名実ともに藤吉郎のお嫁さんになれたのよね……）

　その熱い思いがどうしてもこみ上げてきてしまい、ついつい涙腺が緩くなってしまう。

　良人が労わるように撫でてくれるのが嬉しかった。愛されていると実感できた。

「藤吉……いいえ、お前様……」

　感情の昂りも冷めやまぬまま、寧々は藤吉郎をきつく抱きしめながら言った。

「しあわせ、です……」

「おお、わしも幸せじゃぞ……寧々。絶対に寂しい想いはさせんからのう。御許と手を取り合って、これから生涯かけて、仲睦まじく暮らしていくのじゃ」

　藤吉郎の熱い吐息が首元に吹きかかってきて、なんだかくすぐったい。

　そして、彼とのこれからの生活を想像して──胸の奥がむずむずするような、甘酸っぱくも素敵な気分になってしまう。寧々はそんな自分がどうにも気恥ずかしくて、ついつい藤吉郎に構ってもらうための戯言を零す。

「浮気されたら、わたし、泣きますから」

「おうおう、そんなことはせんわい。他のおなごに構う暇があったら、御許を抱いておった方がよいに決まっておるからのう」

「──きゃっ、んうぅっ!?」

　身体をひっくり返され、後背位で貫かれる。

　互いの体液でぬるぬるに潤っているそこは、容易に藤吉郎の肉棒を受け入れてしまっていた。もはや彼専用の肉鞘になっているのかもしれない。

　新郎の魔羅は深々と淫裂を抉ったまま、鋼鉄のように硬く存在感を示してくる。そのうち寧々の方がつらくなってしまい、いつの間にか腰を揺らめかせてしまっていた。

　だが、そんな淫ら腰もすぐに押さえつけられる。白無垢姿を乱し、下半身を丸出しにして、腰を固定されて貫かれているという背徳的な状況だ。

「やめて、もう、やめて……いじわるしないで……」

　もどかしい気持ちでいっぱいになり、つい哀願すれば──男は嬉々として腰を動かしはじめた。じゅぶりと腰が引かれ、抜け落ちる寸前でまたずどんと膣内に突きこまれる。

　お姫様が着るような高級白無垢を纏っていながら、犬のように四つん這いで犯されていることに寧々は興奮してしまっていた。ぱちゅんぱちゅんと腰を揺さぶられていると、また子袋に甘い痺れが溜めこまれていく。

「もっと、もっと乱暴に……っ、奥……たくさん突いて……っ！」

「おお、わかっとるわい」

　藤吉郎が呼応する。すさまじい性感が腰に溜めこまれ、全身が桜色に色付いていく。なにしろ新郎の新婦に対する腰の動きは苛烈だった。まるで盛りのついた犬を思わせる高速の抽送を、疲れを見せずに長々と続けてくるのである。

　藤吉郎の亀頭が最奥をコンコンコンと連続で突いてきて、寧々はあっという間にめくるめく官能の世界へ叩きこまれてしまう。

「あっ、ああぁっ、んっ、ひう、ふあぁぁ……っ、いいっ、あぁ……っ、これいいのぉっ」

「うぐ……っ、締めつけがまた……っ」

「あぁっ、お前様のがぁ……あっ、いいっ、すごいぃ……っ」

　嬌声を上げながら、ぶんぶんと首を振る。もう身体中が切なくて切なくてどうしようもなくなってしまい、思わず真新しい褥をぎゅうっと握りしめてしまう。

　藤吉郎がお尻をぐにぐにと弄びはじめたのがわかった。それでも腰振りの速さはまったく落ちず、寧々は新郎の逞しさに改めて惚れ直してしまう。

「あぁ、あぁ……っ、お前様、お前様ぁ……っ」

　射精済みだというのが信じられないほど、硬く張り詰めた魔羅。

　それとよく馴染んだ己の膣孔の相性がよすぎて、寧々は激しく首を振った。

　やがて藤吉郎が尻から手を離し、両手を掴んでくる。そして馬の手綱を引くように寧々の両腕を引っ張って、腰を抉るように揺さぶってくるのだ。

「あぁっ、ああぁあぁ……っ、深……いっ、深いぃいぃ……っ」

　浮遊感を味わいながら、寧々は上半身から腰にかけてをゆさゆさと揺さぶられていた。

「いいっ、いいのぉ……っ、お前様のが……あぁっ、いい……っ」

　これが全裸であったなら、自分のすべてがはしたなく暴れている様を見られてしまっていただろう。しかし今は白無垢姿。そのような恥ずかしいところを見られる心配はない──と、そこまで思ったところで寧々は思った。

　はたしてそうなのだろうか。服を着ていないよりも着乱れている方が、却って淫らに見えてしまう場合というものは往々にしてあり得るものだ。

　そして白無垢とは、嫁ぐにあたり『夫の色に染まります』という宣誓をするための儀礼用衣装である。これを着ながら行為に励み、生地を汚されるようなことがあれば──すなわち夫好みに染められている証左になるのではなかろうか。

「お前様……っ、白無垢、あぁっ、お汚しになりますか……？」

「なっ、なにっ!?」

　驚いたような声が聞こえてくる。藤吉郎の魔羅が、寧々の膣内でさらに大きく硬くなったのを感じた。

「真っ新な白無垢を……っ、お前様の子種汁で、お前様の色に染め上げるのです……っ」

「わしの色にか……」

「どうせ、わたしのこと……毎晩っ、お抱きに……なるのでしょう……？」

　めくるめく快楽と共に腰を揺さぶられながら、寧々は喘ぎ喘ぎ言った。

「だから、いっぱいお汚しになって下さい……っ。お前様の子種が染みこんだ白無垢を、わたし……着ます、毎晩着ますから……雄の臭いと子種の残滓で、わたしを酔わせてくださいませっ」

「なんと変態的なことを考えおって……!!」

　藤吉郎の肉棒がぶくりと膨れ上がったのを感覚する。白無垢妻を精液で染め上げて、変色させていく──その妄想に興奮しているのがわかった。

「じゃが、優先すべきは膣内射精なかだしじゃ……！　御許を孕ませねばならんからのう。膣外射精は一日一回じゃな！」

「あぁ……っ、お前様……！」

　藤吉郎が本気で孕ませに掛かっていることを知り、寧々の心臓がどくんと喜びに脈打つ。

　妊娠したい。愛する男の子種を植えつけられて、元気な赤ん坊を孕ませてもらいたい。

　そんな願いに呼応するかのように、少女の子袋も本気になっていった。

「硬い……っ、あぁ……硬いぃ……っ」

　寧々は決して飽きることのない、逞しい雄肉に膣肉を刺激されてよがり泣く。

「突いて、硬いおち×ぽでいっぱい突いて……っ、あなたの子種で孕ませてぇ……っ」

　藤吉郎が寧々の腕から手を離す。どうやら本気の種付けに入るために、寧々の尻肉を掴んで腰を振ることにしたらしい。

　少女も必死だった。褥をしっかりと握りしめ、震える腰を高く掲げて精液を迎え入れる万全の態勢を取っている。

「あぁっ、お前様……っ！　いいっ、いいのぉ……っ！」

「そうか、いいか……っ！　なら白無垢にぶちまける必要などなさそうじゃな……！」

「いっ、いやぁ……っ！　あなたの臭い、いつでも手元に置いておきたいのぉ……っ！」

「そちらが本音か……！　すけべじゃのう……！」

　藤吉郎の抽送がいよいよ速まり、寧々は甘く切なく暴力的な性感に激しく身悶えた。

　まるで自分が獣か何かになってしまったかのよう。

　男に突かれるたびに嬌声を振り撒きながら、寧々は身体の奥底に溜まりに溜まった性感の高まりを前にして、激しく目蓋を瞬かせている。

　そもそもからして、子宮口を絶え間なく突かれ続けて我慢できるはずがなかったのだ。

「も、もう……あぁっ、だめ……いき、そう……っ♥」

「おお、そうか……！　わしもな、御許の膣孔の喰いしめにそろそろ我慢ができなくなってきたところよ……！」

「あぁ……あぁあぁぁぁ……っ♥」

　夫のケダモノのような声が炸裂し、膣孔のなかでぶくっと魔羅が膨れ上がって──凄まじい勢いで子種汁がぶちまけられたのがわかった。

　待ち焦がれた精液だ。もはや我慢などできるはずもない。寧々は多幸感でいっぱいになりながら、ピンと背筋を伸ばし絶頂する。

「あっ、あぁぁあぁ……っ、いくっ、あぁ、いきます……っ、あっ、んっ、いくいくっ、はうぅ……んっ、んんんん────────〜〜〜〜〜〜〜〜〜っ♥」

　白無垢を乱れさせた花嫁はうっとりとした顔付きで、男の種付けを受け入れる。

（あぁ……また、膣内……っ、すごい……身体の奥に、じわぁって染み渡っていく……っ）　

　こんなにも素敵なことを教えこまれたら、病みつきになってしまう。それでも、藤吉郎の濃い精液で全身を覆い尽くされる、あの感覚も捨てがたいと思っている自分がいた。

（もう、膣内なかも膣外そとも子種汁で覆い尽くして欲しい……）

　ついついそんな危険な妄想をしてしまう。風呂桶に藤吉郎が射精し続けていて、彼の出した精液のお風呂に浸かるという──脳裏に浮かぶ、そんな幻。

（きっと、浸かるだけで子供を授かってしまう……）

　そんな妄想のさなか、にゅぽんと魔羅が引き抜かれた。途端、大いにかたちが変形してしまった膣孔から──とうに容量オーバーだった精液が、どぼっと噴出していく。

　荒い息を吐きながら忘我の域に達していた寧々だったが、のしかかってきた藤吉郎に頭をガシガシと撫でられてようやく正気に返る。

「寧々よ、尺八を吹いてはくれんか？　張り型で練習はしているのであろう？」

「あ……は、いぃ……っ♥」

　どすんと胡坐をかいた藤吉郎の許に、寧々はのろのろと這っていく。

　すでに腰が抜けそうなほどに心地よくされていることに加え、足を動かすたびに膣孔や膣奥に溜まっている精液がごぽりと落ちてくる感覚が狂おしいほどに愛しくて、なかなか前に進めずにいた。さながら生まれたての小鹿のような心もとなさである。

　しかし、亀の歩みでも着実に前進していることには変わりない。なんとか夫のもとに辿り着き、「お清め致します」と三つ指を突いてから、両手で陰茎を捧げ持って咥えこむ。

「あむ……っ」

　夫の肉棒を含んだ時に感じたのは、精液のえぐみとにがみ──そして己の牝臭い愛液だった。亀頭のカリ首は口に含むだけで大変なのだが、その肉棒との段差部分が、非常に味が濃い。たしかに溜まりやすそうな部分ではあったが、この頭に突き抜けるような青臭さはなんなのだろう。決して嫌いではない。

「ん……んっ……」

　頭を撫でてもらいながら、寧々は一生懸命に頬張った亀頭を綺麗にしようとしていた。

　小刻みに頭を揺すりながら、ぺろぺろと亀頭に付着している体液を舐め取っていく。

　されど、寧々は決して技量が優れている訳ではない。なにしろ実戦ははじめてなのだ。

　ただでさえも野太い肉棒を咥えていると、その口唇の隙間からは唾液が滴り落ち、純白の白無垢を穢してしまう。

「ん、んふっ、んっ……んぢゅっ、んんっ」

　しかし、寧々には技量を補ってあまりある、夫への深い情愛があった。

（これから毎晩、いっぱい舐めさせてもらって練習しないと……）

　顎が疲れてきて、一度だけ口から男性器を吐き出す。

　改めて間近で見てみると、夫のそれの逞しさを見せつけられてしまったようで──心底、胸が高鳴ってしまう。

　武家の妻であれば、こんなものを舐めることなどあり得ないだろう。しかし今の寧々は商家の妻なのだ。

　夫が求めてくるのであれば、できる限り応こたえてあげたい。なにしろ彼は、わたしのことをいつでも大事に想ってくれる大切な殿方なのだから。

　そんなことを想っているととくん、とくんと高鳴る胸に、びくんびくんと脈打つ肉棒が同期しているように感じてしまう。

（一度だけ、えづいても吐き出さないように頑張ってみようかしら）

　たっぷりと唾液を溜めてから、寧々は大きく口を開いて肉棒を呑みこんでいく。

　その時に唾液がたぱたぱと零れてしまったのは失策だったかもしれない。夫がさらに興奮して、もっと魔羅を膨らませてしまったのだから。

「ん……っ、んむ……っ」

　夫のそれは、やはり覚悟して含まなければ顎が外れてしまいそうなほどに太い。さきほど舐めしゃぶったためなのか、味はさほどしなかった。

　ぐにぐにとした亀頭の触感は、口寂しさを解消するにはちょうどいい。奥へ奥へと亀頭を呑みこもうとして一向に進まず、助けを求めて上目遣いで夫を見上げる。

　すると彼は、思いっきりべーっと舌を突き出してみせた。寧々は即座に理解する。ああ、わたしの舌が邪魔していたのか──と。

「んろ……っ、んっ、んぐっ、んふぅ……っ」

　舌を伸ばして亀頭や裏筋に沿わせれば、亀頭がゆっくりと喉奥に沈んでいく。しかし舌根辺りにまで夫の侵入を許した途端、猛烈な吐き気がこみ上げてきた。

　どうやらこれが、今の自分の限界らしい──そう認識した寧々は、ひとまず舌根の周辺で肉棒を留め置くことにした。まずは、この感覚に慣れる必要があるだろう。

「おぉ……寧々、気持ちいいぞ……」

　そう言って、頭を撫でてくれる夫。

　微妙に亀頭の呑みこみ位置がずれて吐き気が襲ってきたものの、褒めてもらえたのが嬉しくて、必死に嘔吐感を耐えしのぐ。そしてなんとか慣れてきたところで、舌を少しだけ動かしてみた。いきなりベロベロと動かすことは、やはりできそうになかったからだ。

「お、おぉおぉおぉ……！」

　それでもなかなかつらい。喉が気持ち悪くなってしまう。

　かろうじて耐えることができているのは、夫が気持ちよさそうな声を上げてくれているからだろう。

　嘔吐感から逃れるようにして、寧々は必死に舌を動かした。必死にとはいっても、所詮は亀頭のカリ首を舌でゆっくりとなぞり、裏筋にそっと舌で触れるだけ。

　ただ、夫は悦んでくれる。それだけが、白無垢の花嫁にとっての救いだった。

　もし藤吉郎がここでおざなりな態度を取ったり、呆れたような顔をしていたら──きっと立ち直れなかっただろうから。

「んっ、んんっ、んくっ、んえぇ……っ」

　藤吉郎の鈴口からとくとくと先走り液が沁み出してくる。

　普段の性行為であれば、彼が感じている証として、ついつい嬉しくなってしまう分泌液。

　しかし口奉仕においては思わぬ天敵だった。精液ほどではないが、えぐみがある。そしてそのえぐみが──気持ち悪くなる限界点である舌根に注がれたのだ。

　途端、襲いくる猛烈な吐き気。それはこれまでのものとは明らかに次元が違っていた。

「げほっ、けほっ、んぇ、ぇ、けほっ、けほっ……」

　藤吉郎の大切な魔羅を噛まないように、寧々は慌ててそれを吐き出し、咳きこむ。

　喉の奥に染みついたえぐみは、なかなか拭える感がしない。お腹のなかにある物がすべて逆流してきそうな感じがしていた。

「寧々、大丈夫か……すまぬ、無理をさせすぎたな……」

　咳きこむ肢体を抱きしめ、藤吉郎がゆっくりと背中を擦ってくれる。

　彼の優しさで、幾分か楽になった気がした。無論、不快感はまだまだ喉奥に残っていたけれど、それでも心はじんわりと温まっている。

「ううん、お前様は悪くはないわ……わたしが己の力量を見誤っていただけだから」

　申し訳ない気持ちでそう言えば、藤吉郎は「そんなことはない」だとか「十分に気持ちよかった」と励ましてくれる。夫が先走り液を出してくれたところから、彼が感じてくれたとわかっているので寧々はついつい嬉しくなってしまう。

　そうしてしばらくの休憩を取った後、白無垢の少女は仰向けになった男の股間に顔を寄せていた。

『やはり御許には魔羅を口に含むのはまだ早かったやもしれん』

　そう漏らした藤吉郎に、新しい奉仕のやり方を教えてもらっているのである。

「ほれ、まずは挨拶からじゃ。どこに行っても挨拶は基本、これができぬ奴は仲間として認めてもらえんからのう。御許の思ったことを言えばええ」

「……わかったわ」

　いつもの自分であれば、きっと抵抗して何事か毒づいていたはずだ──と寧々は思う。

　されど、今の少女にはそんなことを言うだけの余裕がない。もうすでに、口での奉仕に失敗したという失点付きの寧々だった。夫に失望されたくない、これ以上の間違いは許されないという想いが、少女をいつも以上に素直にさせているのかもしれない。

「御魔羅様、いつもわたしを心地よくして、可愛がって頂いてありがとうございます。それなのに、先ほどは大変失礼いたしました。頑張ってご奉仕いたしますので、これからも末永くよろしくお願い致します」

　寧々はそんな言葉を紡ぎながら、男根を両手で握って頬擦りする。

　祝言というハレの日のために、気合を入れて美しく化粧を施された顔が、醜悪な肉棒に擦りつけられているという状況。

　だが寧々には後悔などなかった。これから寧々に子供を授けてくれるはずの肉棒なのだし、それに雄に屈服した花嫁じぶんという構図がどうにも被虐心をくすぐるのだった。

「最初からすべてを咥えようとしなくてもええ。わしの亀頭の先っぽだけを咥え、他の部分は手で気持ちよくしてくれればええからの」

　そう言われ、寧々は促されるまま──ぱくりと亀頭の先端だけを口に含んだ。

　たしかにこれならば、すべてを口に含んでするよりも難易度は低そうだ。

　ちゅうちゅうと亀頭を吸いながら、寧々は肉竿をすりすりと両手で優しく擦っていく。

「おぉ……っ、御許の貌がいやらしく歪んでおるぞ……！」

　藤吉郎が呻きながら、そんな感想を漏らしている。

　自分の顔を見ることができないので、いまいちピンとこない寧々だったが……

　おそらく亀頭を吸ったことで、頬がぺこんとへこんでいる状態を、『いやらしい』と言われたんだろうなと勝手に納得することにした。

「ん……っ」

　どうやら夫はそんな『いやらしい』表情に興奮しているらしい。そう悟った寧々は、ちゅうちゅうと亀頭吸引を続けながら、一生懸命に肉竿を扱く。

　先ほどの口奉仕で肉竿も十分に唾液でぬめっており、奉仕はスムーズに行うことができた。

「んぢゅっ、ちゅっ、んっ……はふ、ん……ちゅっ、ぢゅっ、ぢゅぞぞっ」

　先ほど凄まじい吐き気を催させた先走り液だったが、口内に出される程度であれば十分に我慢できる味だった。

　独特の風味をしているものの、飲めば藤吉郎が嬉しそうな顔をしてくれる。それもあって、調子に乗って吸い上げすぎた感すらあった。

「御許もすっかり夢中になって魔羅しゃぶりをしておるのう……」

「んっ……ちゅっ、んふ……じゅぞぞぞっ」

　藤吉郎の言葉を聞きながら、寧々は内心では『夢中になるのは当然でしょう』と思っている。なにしろ、愛する人が自分のちょっとした行為で悦び、感じてくれているのだ。熱中するのは当然ではないか。

（あなたのためだったら、わたし、なんでもしてあげるんだから……）

　寧々はたっぷりと愛情をこめて、ちゅうっと尿道を吸い上げてみる。途端、びゅるるっと濃い液体が迸った。精液ではないが、先走り液とも言えなさそうな体液。それをこくりと飲みこめば、鼻に通るような青臭さを感じる。とてもいやらしい匂いだった。

「おぉ……ぐおぉおぉ……っ」

　藤吉郎が呻きながら褥を握りしめている。その姿を見て、寧々は嬉しくてたまらなくなっていた。大切な殿方が、自分のつたない奉仕で悦んでくれている。その喜びと昂奮の入り乱れる情動を心に宿しながら、寧々は先走り液の量が増えていることも悟っていた。

　喉を反らすほどの感じっぷりを見せてくれる藤吉郎。その様子をそっと上目遣いで見つめ、視線が合った時には亀頭を吸い続けながら微笑み、肉竿扱きの動きを速めてみる。

　そうすると夫は凄まじい興奮の色を瞳に宿し、血走った目で見つめ返してくるのだ。自分が彼の視線を独占していると思うと、寧々はそれだけで多幸感に包まれる。

「んふっ、お前様のおち×ぽ、もうびくびくしてるわ……」

　口を離し、じゅるりと濃厚な雄汁を啜りつつ──どこか青臭い息で、寧々は夫に語り掛ける。

「前に、胸でしたときと一緒ね……。もう、射精してしまうの……？」

「おお、もう射精でそうじゃわい……」

「どこに射出だすの……？」

「御許の、その貌にじゃ……！」

「はい……♥」

　自分が頑張ったから、夫は射精を迎えるのだ。寧々はそんな幸せに包まれながら、愛する雄肉を扱き立てる速度を上げていく。亀頭と指が擦れるたびに、にゅちにゅちと水音が立つのがいやらしい。

　寧々はそっと顔を藤吉郎の股間に埋めた。股間と言っても、肉棒の部分ではない。彼の巨大な陰嚢の方である。

「あなたも、いつもありがとうございます」

　そう言いながら、寧々はそっと顔を陰嚢に摺り寄せた。なんとも言い難い、不思議な感触のする部分だ。ぶにぶにとしているようで、そのくせしっとりとしている。

　藤吉郎のそこには毛が生えており、皮の内側には二個の楕円形のような玉がふたつ入っているのがわかった。

「ちゅっ、ちゅっ」

　毛が肌をくすぐるのも構わず、寧々は肉棒を扱きながら陰嚢への口付けを開始する。

　むわり濃厚な牡の臭い。むせかえるほどの淫らな体臭を胸いっぱいに吸いこんで、寧々は胸をきゅんきゅんと高鳴らせた。

　それから精巣を愛するために陰嚢に吸いついて──口いっぱいに吸いこみ、コロコロと口内で転がしはじめた時だった。

「ねっ、寧々……！　もう射精でるぞ……っ!!」

　そんな夫の射精宣言を聞いたのは。寧々は慌ててちゅぽんと陰嚢を口から吐き出した。

　口の端には夫の陰毛がへばりついてしまっているが、これを取り払う余裕もない。

　慌てて夫の肉竿を握りしめる白無垢の花嫁だったが、身を起こした藤吉郎に肩をトンと押されてしまう。

「あ……♥」

　お尻を突き、夫を見上げる寧々。彼はそのわずかな時間で素早く身を起こし、股間を寧々の面前で擦り立てていた。ぶっくりとふくれた亀頭。そしてわずかに鈴口は開閉しており、その内側に白い灼熱を溜めこんでいるのがわかる。

　少女はうっとりとした貌で、胸の上に両手を重ねて揃え、目を細めた。

「どうぞ、たっぷりとお射精だしくださいませ、お前様♥」

「おっ、おぉおおぉおぉおぉおおぉおぉおぉ!!」

　その瞬間、ぶびゅるるるるるるるるるるっと凄まじい勢いで白濁が寧々の顔を襲う。もはや目など開いてはいられないほどの勢いだった。

　美しく施された化粧を上書きするように白濁が重なり、寧々の頭髪も穢し抜いていく。

　そして清楚の極みにあった白無垢も、もはや淫らな装飾から逃れることはできなかった。

　上半身の至るところにまとわりついている精液は、もうべっとりと生地にこびりついている。放っておけば、白無垢は薄黄色に染みができてしまうことだろう。

「あ……あ……っ、こんなに……♥」

　瞳も開けられないなか、寧々は陶然とそんな言葉を漏らしていた。
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　顔全体を包みこんでいるぷりっぷりの孕ませ汁。それに包まれ、息をすることも一苦労だ。鼻呼吸をしようとすれば、鼻腔のなかにじゅるりと精液が入ってきてしまう。

　痛みは当然、ある。だがその痛みを掻き消してしまうほどの陶酔感があった。

　精液の青臭い香りが直接的に頭の奥底へ突き抜け、犯されていくような感覚を抱いてしまうからだ。

（わたしの鼻が、妊娠してしまいそう……♥）

　武家の養女として、口呼吸は『はしたない』のでできるだけするなと教えられてきた寧々。

　されど、もはや口呼吸をしなければどうしようもない状態になっていた。

　息を吐き出せば、唇にまとわりついていた精液が伸びて膜となり、膨れてパチンと弾け飛ぶ。

　こんなにも濃厚で素敵な孕ませ汁が、わたしの顔全体を覆っているんだ──と思った途端、寧々の背筋がぞくりと粟立った。

「もう、お前様はわたしを溺死させるおつもりなのかしら……♥」

　だが、不快感や恐怖はない。嗅ぎ慣れた愛おしい雄の体液によって、身体の内外が包まれているからだった。

　寧々の思考を支配するのは圧倒的な悦び、そして倒錯感だ。

　自分はこんなことを平然とされてしまうほど、藤吉郎の牝なのだという思いが過ぎり──思わず己の膣孔を指先でまさぐってしまう。

「でも……いい、お前様の精液で……溺れるくらいに犯して欲しいの……♥」

　顔の近くで、肉棒の発する熱が強まった気がする。またきっと、逞しく勃起して、子種汁まみれなわたしを貫いてくるのだろう──寧々はこれ以上ないほどの喜悦に酔っていた。

　結局その後も、翌朝になるまで、新婦は新郎によって徹底的に犯され抜き、そして互いに愛し合い慈しみ合うことになる。

　豊臣屋の妻としてはじめての朝日を迎えた時、寧々が心身ともに──藤吉郎の幸福な恋女房になっていたのは、言うまでもないだろう。
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　外から鳥のさえずりが聞こえてくる。街道を往来する、大勢の人々が立てる騒音も聞こえてきた。

　だがそれ以上に意識を揺さぶったのは、やはり愛する人の声だった。

「お前様、もうそろそろ起きなされませ。今日は前田様とお会いする日なのでしょう？」

　ぬるめだが濃いお茶の入った椀を盆の上に乗せた寧々が、褥の上でいびきをかいていた藤吉郎に声を掛けた。

　早朝。尾張国清洲にある豊臣屋本店である。

　ゆさゆさと揺り動かされたことで目を覚ました藤吉郎は、お茶を飲んで意識をシャッキリとさせた後、朝の日課になっている妻との接吻を交わしてから床を立った。

　藤吉郎はいつものように全裸だった。その股間は若々しく朝立ちに勃起しており、勇ましく猛り狂っている。

　だがしかし、残念ながら──発散させる余裕はない。

　いつもであれば寧々を押し倒して朝立ちを鎮めてもらうのだが、そんなことをしていては遅れてしまう。

　寧々が言ったように、今日は以前からの約束がある。

　これは藤吉郎にとって、豊臣屋にとって、絶対にすっぽかす訳にはいかない約束だった。

　寧々との生活をこれからも守り、維持するためにも──である。

「ほら、お前様。早くこちらにいらせられませ」

　襖ひとつ隔てた隣室に移り、そこに置いてある舶来物の姿見の前に座った。

　すると寧々がいくつかの着物を持ってきて、まずは藤吉郎の髪を整えはじめる。

　その後で、着物を藤吉郎に宛がって……

　──今日のお前様にはこの柄は不適切ね。

　──四日前のお前様だったら似合っていたのだけれど。

　──素敵だわ、だけど、もっと他のを試さないと。

　──ああ、ダメだわ。

　などと好き放題に言いながら、それはもう楽しそうに柄合わせをはじめていたのだった。

　鏡に映る寧々は、実に幸せそうだ。日々、夫婦の営みを欠かさずこなしていることもあって、血色もよく、身体付きもさらに女性らしくなっている。

　その表情には曇りや陰りなどは皆無で、寧々が本当の意味で人生を謳歌していることを教えてくれた。かつて盗賊に攫われた後、豊臣屋にお礼に来た時の──あの疲れたような顔は、もうどこにもない。

　藤吉郎は穏やかな吐息を漏らした。

（これでよいのじゃ。寧々が幸せであれば、これに勝る幸福はなかろう）

　ふたりが夫婦の仲になってから、すでに六年の月日が経っている。

　寧々が吟味し終えた着物を身に纏い、藤吉郎は朝食を取るために妻と一階へ向かう。

　だがしかし、食事の間に行く前に寄らなければならない部屋があった。

　藤吉郎がそこに向かうと、非番の奉公人たちが輪を作り、部屋の片隅で固まっている。

　誰もが視線を一点に注目させていた。そのせいで、主人である藤吉郎の登場に誰も気づいていない様子である。

「皆、御苦労じゃった」

　そのように声を漏らせば、奉公人たちはようやく主人の存在に気付いた。

　彼らと朝の挨拶を交わせば、奉公人たちは申し合わせたようにサッと群れを割っていく。

　そうして現れたのは、わらで丁寧に編まれたかごだった。篭のなかには布が敷き詰められ──清潔なおくるみに包まれた男の赤ん坊がいる。

　この赤ん坊こそが、寧々との六年間の夫婦生活の結果、ようやく儲けることのできた我が子なのだった。奉公人たちは、寧々が藤吉郎を起こしに行くまでの間──この赤ん坊、石松丸の様子を見てくれていたのである。

　彼らに礼を言ってから、すやすやと眠っている石松丸を抱いて食事の間へ。そこで石松丸を寝かせてから、藤吉郎と寧々はふたりで向かい合って食事を取りはじめていた。

　普通の家庭であれば、こうして男女が共に食事を取ることなどありえないだろう。

　されどここは数多くの奉公人を抱える豊臣屋である。効率化と『同じ釜の飯を食う仲間』の意識を高めるためにも、男女が食事を共にすることは普通だった。

「寧々、石松丸のためにもしっかり食べるんじゃぞ」

「わかってるわ、それぐらいは。あなたもね？」

「無論じゃ、わしがぶっ倒れたら御許と我が子に迷惑がかかるじゃろうしな」

「そういうことではなくて、お前様自身のために気をつけてと言っているんです」

「おお、そうか……こりゃわしの早とちり、恥ずかしいのう」

「……いえ、嬉しいわ。あなたが何よりも先んじて、わたしと子供のことを考えてくれているのがわかるもの」

「ハッハッハ……こりゃ、照れるわい」

「ふふっ」

　夫婦ふたりで笑い合いながら、藤吉郎は心の底から湧き上がってくる幸福を感じている。

　寧々は初産ではあったものの、度重なる乳首開発が功を奏したのか、授乳のトラブルもない。問題があると言えば母乳を欲しがる赤ん坊の夜泣きぐらいで、こればかりは今だけの辛抱と互いに割りきっていた。

　敢えて言うまでもないが、乳母を雇わなかったのはすべて寧々の意向である。

　産むまでも産む時も、色々と苦労した我が子だった。できる限り、自分の手で育てたかったらしい。

　食事を取り終わった時、その瞬間を見計らったように石松丸が泣きはじめた。途端、寧々が優しげな瞳を向ける。

『石松丸は、泣き方で何を求めているのかわかるの』

　男児を産んでしばらく経った頃、寧々は寝物語の際にそんなことを言っていた。

　世の中の母親全員がわかることなのかは知らない。

　それでも藤吉郎には、泣き声で食事を求めているのか、あるいはおしめの取り換えを求めているのか、はたまた寂しがっているだけなのかがわからないので、『すごいのう』と思う他にないのだった。

「どうやら石松丸もお腹が空いてしまったみたいね」

「わしらが食事を取る横で寝ておったからかのう」

「もしそうだったら、かわいそうなことをしたかもしれないわ。まだ一緒にご飯を食べることができないんだもの。仲間はずれにされていると思ってしまったかもね」

　そう言ってから、寧々はわんわんと泣いている赤ん坊をあやしはじめた。

　そして己の着物をはだけると、妊娠前よりもひとまわり大きくなった美巨乳を取り出す。

　やがて、濃い桃色になった乳首を石松丸の口に含ませて、穏やかな表情で授乳をはじめるのだった。

「やっぱり、お腹が減っていたのね……」

　寧々は赤ん坊が一生懸命に母乳を飲んでいる姿を見て、優しげに微笑んだ。

　その姿は何よりも尊いと藤吉郎は思う。ジッと彼女のことを見つめていた藤吉郎だったが、それを他ならぬ寧々に笑われてしまっていた。

「もう……何よ、そんなに凝視して……恥ずかしくなるじゃない」

「いや、すまん……何やら御許が神々しく感じられてのう……」

「またそんなことを言って……」

　夫の言うことを冗談扱いし、明らかに信用していなそうな妻の貌。それを見た藤吉郎は思わず抗弁している。

「ほっ、本気じゃぞ!?　本気でそう言っておるんじゃからな!?」

「あらそうなのねうれしいわ」

「なぜじゃ……なぜ、信用されんのじゃ……」

　棒読み染みた返答に藤吉郎はがっくりと肩を落とすと、授乳している寧々に一声かけた後、食事の間を出た。そして表店に向かい、トボトボと店の外に出る。

「おぉ、今日は冷えおるのう」

　吹いてきた朝の冷たい風にぶるりと身を震わせながら、藤吉郎は清洲城へと向かう。

　呼び出された理由はなんとなくわかる。ここ数年間、ずっと続いている斎藤家との戦を打開する方法がないかと聞かれるのだろう。

　あるいは前世のように、墨俣すのまた城の建築について相談を持ち掛けられるかもしれない。

（じゃが、いずれにせよ……信長様の命を受ければ、しばらくは屋敷に帰れなくなるじゃろう。そしてわしには、その命を撥ねつけるという選択はできぬ）

　はぁ、と藤吉郎が強いため息をついたその瞬間だった。

「お前様、いってらっしゃい！」

　背後から、そんな寧々の声が響いたのは。

　彼女は表店の外に立って、右手を大きく藤吉郎に振っている。左手には石松丸が抱かれており、外に出れたことが嬉しいのか──四肢を可愛らしくばたつかせていた。

「おっ、おお！　行ってくるからのう！　留守を頼むぞ!!」

　それだけ言って、藤吉郎は前に進んだ。心が弾み、足取りも軽くなっている。

　衆目からは単純な男だと嘲笑わらわれるかもしれない。されどこれは、愛する妻と愛する子供を持った者しかわからない感覚だろうと藤吉郎は思っていた。

　最愛の者たちに見送られるだけで──彼ら彼女らの許に帰るため、男はその日を必死に頑張れるのである。

「よし、気合を入れてがんばるかの！」

　藤吉郎の気勢が上がる。奇しくも彼の視界には、今まさしく差し昇らんとする朝日があった。

　前世では叶わなかった、ひとりの妻と己の子供を慈しみ育てるということ。

　その実現のために、目の前の幸せを守るために、かつての天下人はその歩を前に進めるのだった。
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